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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

キャンパスライフ入門（ Orientation to 

Campus Life ） 

101001-14000 

担当教員 
石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 1 年次 開講期 前期 

科目特性 
知識定着・確認型 AL／外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

長岡大学での４年間の大学生活を有意義に送るために必要な知識、大学から地域からの期待、社会生

活のルールとマナー等を講義形式で学び、長岡大生としての自覚と誇りを持ち、地域で活躍する人材

となって育って行くための心構えを学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／地域社会に貢献する姿勢を養う授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

外部講師による授業もあり、実社会に即した知識を身につけることができる（外部講師等の事情によ

り講義日、内容が変わる場合がある）。各授業の最後には授業内容に沿った課題を課し、レポートを

提出することを義務づける。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ（前）」、「ゼミナールⅠ（後）」「キャリア開発Ⅰ」、「日本事情」（留学生） 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 長岡大生としての自覚と誇りを持ちそれを他者に伝えることができる。 

(ii) 地域で活躍する人材となって育って行くために必要とされる知力・能力・人間力を習得し、その

能力向上について他者に伝えることができる。 

(iii) 大学で学ぶ意義、学び方、社会生活のルールとマナーを理解し、説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

特にもうけない。各回、必要に応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

佐藤智明、矢島彰、安保勝也（2014）『３訂大学学びのことはじめ』ナカニシヤ出版 

その他、随時授業中に紹介する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    70％  30％  100％ 
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(i) 長岡大生としての自覚

と誇り 

   20％  10％  30％ 

(ii) 地域で活躍する人材

の知力等 

   20％  10％  30％ 

(iii) 大学で学ぶ意義等の

理解 

   30％  10％  40％ 

 

フィードバックの方法 毎回のレポートの評価をフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

意義ある大学生活を送ることができるよう、その土台作りにつながる授業を目指す。学生の理解度・

授業改善提案などを確認しながら講義を進める。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション、何のため

に何を大学で学ぶのか 

筆記用具 配布資料の復習、大学生活での目標

の考察 

60 分 

2 
講義の受け方・ノートの取り方 筆記用具 配布資料の復習、授業ノートのとり

方の見直し 

60 分 

3 
学長講話 筆記用具 配布資料の復習、社会人基礎力につ

いての復習 

60 分 

4 
資格取得の意義 筆記用具 配布資料の復習、資格取得及びその

学習計画の検討 

60 分 

5 
ハラスメント防止 筆記用具 配布資料の復習、ハラスメント回避

についての考察 

60 分 

6 
課外活動の大切さ 筆記用具 配布資料の復習、課外活動の参加計

画の検討 

60 分 

7 
地域活性化プログラムの紹介 筆記用具 配布資料の復習、昨年度の地域活性

化プログラム事例の復習 

60 分 

8 
社会人としてのルールとマナ

ー１（交通ルール） 

筆記用具 配布資料の復習、自転車・歩行者の

安全に関する復習 

60 分 

9 
インターネットを使った情報

の調べ方 

筆記用具 配布資料の復習、インターネット情

報収集法の復習 

60 分 

10 
社会人としてのルールとマナ

ー２（日常生活の中の契約） 

筆記用具 配布資料の復習、自信臣の周りの契

約に関する考察・振り返り 

60 分 

11 
インターンシップとは、キャリ

ア開発について 

筆記用具 配布資料の復習、夏休み等のインタ

ーンシップの検討 

60 分 
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12 
社会人としてのルールとマナ

ー３（心と体の健康） 

筆記用具 配布資料の復習、薬害問題・HIV に

ついての復習 

60 分 

13 
レポートの書き方 筆記用具 配布資料の復習、レポートの書き方

の復習 

60 分 

14 
社会人としてのルールとマナ

ー４（くらしと税） 

筆記用具 配布資料の復習、税制復習、自分の

キャッシュフローの検討 

60 分 

15 
OB・OGが語る大学生活 筆記用具 配布資料の復習、今後の大学生活の

計画検討 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。振り返りシート等の内容をもとに考察等を行い、学修内容を確認

する。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

この授業では、企業経営経験者、特定社会保険労務士、消費生活センター担当者、会計士、保健所担

当官等の実務家を招へいした授業を実施する。 

実務経験と授業科目との関連性 

各実務家による講義を通じて、現実社会における学生生活の課題を学び。地域社会のなかでの有意義

な大学生活、さらには適切なキャリア形成の土台を築くことを目指している。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

キャリア開発Ⅰ（Carrier Development I） 

101002-14000 
担当教員 

石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 
協同学修型 AL／外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

キャリア形成の基礎知識と能力形成に対応した基礎的科目である。人生とキャリアの関係やさまざま

な仕事等について、外部講師の講演も交えて、キャリアデザインの考え方及び自身のキャリア形成意

識についての講義を行う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／コミュニケーション能力を養う授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

グループディスカッションなどのグループワークも取り入れ、主体性とコミュニケーション力の向上

を図る。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「キャンパスライフ入門」、「ゼミナールⅠ（前）」、「ゼミナールⅠ（後）」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) キャリアデザインの考え方を理解し説明できる。 

(ii) 大学時代の自らのキャリア形成の目標を明確にして説明できる。 

(iii) 自らのキャリア形成の目標を発表できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

特にもうけない。各回、必要に応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

山崎京子・平林正樹(2018)『未来を拓く キャリア・デザイン講座』中央経済社。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％   40％  20％  100％ 

(i) キャリアデザインの考

え方を理解 

20％   20％  5％  45％ 

(ii) 大学時代のキャリア 20％   20％  5％  45％ 
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形成の目標を明確化 

(iii) 自らのキャリア形成

の目標を発表 

     10％  10％ 

フィードバックの方法 レポート等を採点して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

自らのキャリアについて考えることができるよう、学生の理解度・授業改善提案などを確認しながら

講義を進めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス 筆記用具 配布資料の復習 60 分 

2 
キャリアデザインの考え方①

～これまでの振り返り 

筆記用具 これまでの自己の振り返りのまと

め 

60 分 

3 
キャリアデザインの考え方②

～自己分析と目標 

筆記用具 自己分析の整理と目標についての

考察 

60 分 

4 
学生生活とキャリア形成① 筆記用具 学生生活における目標の明確化 60 分 

5 
学生生活とキャリア形成② 筆記用具 目標達成に向けた取り組みとスケ

ジュール作成 

60 分 

6 
基礎力を身につける① 筆記用具 配布資料の問題（言語問題・非言語

問題）の振り返り 

60 分 

7 
基礎力を身につける② 筆記用具 配布資料の問題（言語問題・非言語

問題）の振り返り 

60 分 

8 
基礎力を身につける③ 筆記用具 配布資料の問題（言語問題・非言語

問題）の振り返り 

60 分 

9 
仕事と就職について① 筆記用具 職種についての復習 60 分 

10 
仕事と就職について② 筆記用具 業種についての復習 60 分 

11 
仕事と就職について③ 筆記用具 職種・業種と自己分析との整理 60 分 

12 
グループディスカッション① 筆記用具 ディスカッション結果についての

振り返りと展開ノート作成 

60 分 
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13 
グループディスカッション② 筆記用具 ディスカッション結果についての

振り返りと展開ノート作成 

60 分 

14 
まとめ、ふりかえり 筆記用具 配布資料の復習、課題レポートへの

取り組み 

60 分 

15 
PROGテスト（予定） 筆記用具 配布資料の復習、課題レポートへの

取り組み 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。振り返りシート等の内容をもとに考察等を行い、学修内容を確認

する。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

キャリア開発Ⅱ-1（Career DevelopmentⅡ-1） 

102003-14000 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

企業等の組織、個人が激しく競争する社会で、逞しく活躍し続けるための、基本的な姿勢、考え方、

ルール、作法、知識、視野。思考力等を身に付けることを目標にする。具体的には、産業社会を構成

する多様な業界、企業について学習し、社会の組織で求められる多数の基本事項について学ぶ。授業

内容は基礎レベルである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力を育成する授業。 

③ 授業の進め方・指示事項 

基本的な知識、情報を紹介しながら、変化の激しい社会の各現場で実際に働く方をゲストスピーカー

として招聘するので、各自の人生のデザインを考え参加すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

キャンパスライフ入門・キャリア開発Ⅰ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 経済社会の基本構造が理解できる。 

(ii) 経済社会で生きるための基本事項が理解できる。 

(iii) 各自が自分に合ったキャリアデザイン・ライフデザインを描くことができるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

大久保幸夫（2016）『キャリアデザイン入門＜1＞基礎編』日本経済新聞社 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 45%   30%  25%  100% 

(i) 経済社会の基本構造の

理解 

20%   10%  10%  40% 
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(ii) 経済社会で生きるた

めの基本事項の理解 

20%   10%  10%  40% 

(iii) キャリアデザイン・ラ

イフデザイン構築の能力 

5%   10%  5%  20% 

フィードバックの方法 レポートについてはコメントを行い討論のベースとして紹介する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

経済社会、そこで競争する組織の現状を紹介しながら、そこで生き抜き活躍するために必要な重要事

項を身に付けてもらうような、授業を志向する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・キャリア

とは何か 

 各自の個性とライフデザインを考

えるレポート 

90 分 

2 
人生におけるキャリアの重要

性 

配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性とキャリアデザインを

考えるレポート 

90 分 

3 
経済・産業・企業 配布学習ノー

ト・課題資料 

学校と社会の違いを考えるレポー

ト 

 120 分 

4 
企業等の組織の基本構造 配布学習ノー

ト・課題資料 

組織と個人の関係を考えるレポー

ト 

120 分 

5 
業界研究・企業研究の重要性 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性と業界研究に関するレ

ポート 

120 分 

6 
流通業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性から流通業の勤務を考

えてみるレポート 

120 分 

7 
製造業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性から製造業の勤務を考

えてみるレポート 

90 分 

8 
金融業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性から金融業の勤務を考

えてみるレポート 

90 分 

9 
建設業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性から建設業の勤務を考

えてみるレポート 

90 分 

10 
サービス業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性からサービス業の勤務

を考えてみるレポート 

90 分 

11 
公共の仕事 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性からの公共の仕事の勤

務を考えてみるレポート 

90 分 

12 
出版業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性から出版業の勤務を考

えてみるレポート 

90 分 
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13 
貿易業 配布学習ノー

ト・課題資料 

各自の個性から貿易業の勤務を考

えてみるレポート 

90 分 

14 
インターンシップについて 配布学習ノー

ト・課題資料 

インターンシップに関する情報収

集のレポート 

90 分 

15 
まとめ 配布学習ノー

ト・課題資料 

自分に合ったライフキャリアデザ

インコンセプトに関するレポート 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生参加型 AL を採用する。講義内容をベースにして、独自に調査、考察しレポートを作成するなか

で本質を見抜き、独自に提案できる思考力を伸ばす。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

キャリア開発Ⅱ-2 

（Carrier Development Ⅱ-2） 

102004-14000 

担当教員 
石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 
協同学修型 AL／外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

キャリア形成のより実践的な知識と能力形成に対応した基礎的科目である。企業等社会諸組織におけ

る仕事とマナーの実際を学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／コミュニケーション能力を養う授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

就職活動・社会人に求められるマナーを実習で身につけるために、面接・ディスカッション等を個人・

グループで行い、コミュニケーション力を身につける。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅡ」、「キャリア開発Ⅱ-1」、「現場体験プログラム」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会人として仕事を進める上で求められる基本的なビジネスマナーの考え方を説明できる。 

(ii) ｃを考察し３年次以降の行動計画を他者に説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

特にもうけない。各回、必要に応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

山崎京子・平林正樹(2018)『未来を拓く キャリア・デザイン講座』中央経済社。大久保幸夫（2016）

『キャリアデザイン入門[Ⅰ]基礎力編（第 2 版）』日経文庫 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％   40％  20％  100％ 

(i) 基本的なビジネスマナ

ーの考え方 

20％   20％  10％  50％ 
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(ii) 自身のｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝ 20％   20％  10％  50％ 

フィードバックの方法 レポート等を採点して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

就職活動につながる具体的な各自のキャリアデザインを目指して、学生の理解度・授業改善提案など

を確認しながら講義を進めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス・キャリアと仕事へ

のアプローチ 

筆記用具 配布資料の復習 60 分 

2 
仕事の基本となる 8 つの意識 筆記用具 仕事の基本についての復習 60 分 

3 
コミュニケーションとビジネ

スマナーの基本 

筆記用具 ビジネスマナーの基本の復習、コミ

ュニケーションの実践 

60 分 

4 
指示の受け方と報告、連絡、相

談 

筆記用具 報告、連絡、相談の復習 60 分 

5 
話し方と聞き方のポイント 筆記用具 話し方と聞き方の復習と練習 60 分 

6 
来客応対と訪問の基本マナー 筆記用具 来客応対の復習と、ロールプレイン

グ 

60 分 

7 
会社関係での付き合い 筆記用具 会社関係に関する復習 60 分 

8 
仕事への取り組み方 筆記用具 仕事の取り組み方につての整理 60 分 

9 
ビジネス文書の基本 筆記用具 ビジネス文書例の作成 60 分 

10 
電話応対 筆記用具 電話応対の整理・復習 60 分 

11 
マナー実習（あいさつ・電話） 筆記用具 マナー実習についてのまとめ、ふり

かえり 

60 分 

12 
グループディスカッション 筆記用具 グループディスカッションのふり

かえりと発展のまとめ 

60 分 

13 
面接実習 筆記用具 面接実習における課題の整理・ふり

かえり 

60 分 
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14 
まとめ、ふりかえり 筆記用具 課題レポートの作成 60 分 

15 
PROG テスト 筆記用具 課題レポートの作成 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。振り返りシート等の内容をもとに考察等を行い、学修内容を確認

する。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

キャリア開発Ⅲ－1（Career Development Ⅲ

－1） 

103005-14000 

担当教員 
吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 協同学修型 AL  / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

前期に、労働市場の動向、企業研究、業界研究、適性・興味検査、模擬試験等に取組み、就職活動の

基本知識等を身につけ、自己分析・自己ＰＲにも取組み、後期への準備を行う。 

前期は後期から始まる就職活動のための実践的な基本知識を身につける。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

前期は、後期から始まる、就職活動を行う上で必要とされる実践的な基本知識を身につけることがで

きることを目標とする。 

正当な理由なく 4 回以上欠席した場合は失格。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)就職活動のスケジュールを理解し，準備すべきことを説明できる 

(ii) 企業・業界研究をおこない，業種・職種を説明できる 

(iii) 自己分析を行い，自己紹介書にまとめる 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。毎回、テーマに対応したプリント等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 30％  40%   30%  100% 

(i) 就職活動のスケジュー

ルを理解し，準備すべきこ

とを説明できる 

  5%   5%  10% 

(ii) 企業・業界研究をおこ

ない，業種・職種を説明で

きる 

  20%   15%  35% 

(iii) 自己分析を行い，自己

紹介書にまとめる 

30%  15%   10%  55% 

フィードバックの方法 職業興味・適性検査等の結果を返却し、役立て方の解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

職業興味・適性検査などの結果や、自己分析、企業研究などを通して、希望する業種・職種を考えて

いくことが重要です。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

昨年度の就職活動状況と結果 

現在の就職活動状況 

就職活動の進め方(1) 

配布資料 授業内容のまとめ，SPI 30 分 

2 
現在の就職活動状況 

就職活動の進め方(2) 

配布資料 授業内容のまとめ，SPI 30 分 

3 
就職活動のポイント（外部講

師） 

配布資料 授業内容のまとめ，SPI 30 分 

4 
ＶＲＴ職業興味検査 配布資料 SPI 30 分 

5 
ＧＡＴＢ適正検査 配布資料 SPI 30 分 

6 
企業研究 配布資料 企業研究シート作成，SPI 90 分 

7 

サイトを利用した就職準備の

進め方（外部講師） 

配布資料．スマ

ートフォンまた

はタブレット端

末 

就職支援サイトのサービス利用，

SPI 

30 分 

8 
インターネットの利用（外部講

師） 

配布資料，スマ

ートフォンまた

就職支援サイトのサービス利用，

SPI 

30 分 
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はタブレット端

末 

9 
業界研究－製造・流通等－ 配布資料 業界分類について調査，SPI 30 分 

10 

ＳＰＩの活用の仕方（外部講

師） 

配布資料，スマ

ートフォンまた

はタブレット端

末 

SPI 試験方式，出題内容の確認．SPI 30 分 

11 
作文・小論文 配布資料 企業研究シート作成，SPI 90 分 

12 
職業興味・適性検査の読み方 配布資料 職業興味・適性検査の判定結果の確

認，SPI 

30 分 

13 
社会人基礎力と自己評価・自己

ＰＲシート 

配布資料 自己 PR シート作成，SPI 60 分 

14 
自己紹介書・作成補助シート 配布資料 自己紹介書作成，SPI 60 分 

15 
企業・業界研究の仕方（まとめ） 配布資料 学期末レポート，SPI 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。調査による小レポート提出、自己ＰＲによる発信力の強化などを

行い、就職力の充実・向上を行う。職業興味・適性検査などの結果を解説し、自分自身の特性を理解

していく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

キャリア開発Ⅲ－2（Career Development Ⅲ

－2） 

103006-14000 

担当教員 
吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 科目教養 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 協同学修型 AL  / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

後期は、職業志向の把握、自己分析・自己ＰＲ、ビジネスマナー、面接スキル、グループディスカッ

ション、履歴書・自己紹介書の作成など、就職活動を開始するための実践的なスキルを実習により身

につける。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

後期は、就職活動を開始する上で必要とされるコミュニケーション能力等の実践的スキルを身につけ

ることができることを目標とする。 

正当な理由なく 4 回以上欠席した場合は失格。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 履歴書・自己紹介書を完成させる 

(ii) 自己ＰＲ・１分間スピーチを行うことができる 

(iii) ビジネスマナーを行うことができる 

(iv) 模擬面接とグループディスカッションを行うことができる 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。毎回、テーマに対応したプリント等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 30%  40%   30%  100% 

(i) 履歴書・自己紹介書 30%       30% 

(ii) 自己ＰＲ・１分間スピ

ーチ 

  10%   10%  20% 

(iii) ビジネスマナー   10%   10%  20% 

(iv) 模擬面接とグループ

ディスカッション 

  20%   10%  30% 

フィードバックの方法 模擬面接、グループディスカッション等の良かった点、改善すべき点の

フィードバックを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

就職活動の基本知識と実践的スキルを身につけること。また、協同学修型 AL により、主体性、実行

力、コミュニケーション力の向上を目指すことが重要です。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
就職活動開始に向けての準備

と計画 

 授業内容のまとめ，SPI 30 分 

2 
自己分析 配布資料 自分史作成シート，SPI 30 分 

3 
自己分析と履歴書の書き方 配布資料 自己分析シート，SPI 30 分 

4 
賃金・労働制度，業界・職種に

ついて 

配布資料 業種・職種について調べる，SPI 90 分 

5 

オープンエントリーシート①

（外部講師） 

配布資料，スマ

ートフォンまた

はタブレット端

末 

オープンエントリーシート，SPI 60 分 

6 
自己ＰＲ・１分間スピーチ（外

部講師） 

配布資料 自己ＰＲ・１分間スピーチ作成，SPI 30 分 

7 

就職支援サイトのサービスと

活用方法（外部講師） 

配布資料，スマ

ートフォンまた

はタブレット端

末 

就職支援サイトの各種サービスの

体験，SPI 

30 分 
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8 
企業講話①（外部講師） 配布資料 業種・職種・関連企業情報の検索，

SPI 

30 分 

9 
企業講話②（外部講師） 配布資料 業種・職種・関連企業情報の検索，

SPI 

30 分 

10 
ビジネスマナー(挨拶，電話・メ

ール作法など) 

配布資料 授業内容の振り返り，改善点の確

認．SPI 

30 分 

11 
グループディスカッション（外

部講師） 

配布資料 授業内容の振り返り，改善点の確

認．SPI 

30 分 

12 
グループ面接（外部講師） 配布資料 授業内容の振り返り，改善点の確

認．SPI 

30 分 

13 

オープンエントリーシート② 配布資料，スマ

ートフォンまた

はタブレット端

末 

オープンエントリーシート作成，

SPI 

60 分 

14 
まとめ(これから必要な準備) 配布資料 学期末レポート，SPI 90 分 

15 
ＰＲＯＧテスト 配布資料 学期末レポート，SPI 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL を採用する。履歴書・自己紹介書の作成から模擬面接、グループディスカッション等

アイディア出し、発信力強化などを行い、就職力の充実・向上を行う。複数回模擬面接を行うことで、

良い点を伸ばし、弱い部分は改善させていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅠA (English ⅠA) 

111007-14000 
担当教員 

Paul Edwards 

（ポール エドワーズ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

主に英会話力（リスニング・スピーキング）をつける事を目的とします。講師、クラスメイトとのコ

ミュニケーション、ネイティブ英語話者が話す英語からの状況の聞き取りの練習から、英語での会話

練習をします。そのレベルに伴う文法の知識、語彙力、リーディング・ライティング力も必要としま

す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

●教科書に沿った題材での文法・語彙学習、ペア、または小グループでの会話、意見交換、ディスカ

ッション。  

●長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」の自習。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

英語でコミュニケーション、ディスカッション、意見交換、物事の説明ができるようになる。 

(i)  

(ii)  

(iii)  

 

⑥ テキスト（教科書） 

Speaking of People (Vincent, Nakazato, Meadows 2020 Nan’Un-Do Co) 

English – Japanese / Japanese – English Dictionary (Electronic dictionary with speaker is 

preferred) 

⑦ 参考図書・指定図書 

授業時に教科書の題材に合わせたプリントを配布 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  20%   30%  100% 

(i)          

(ii)          

(iii)          

フィードバックの方法 試験については授業内で復習、解説。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

授業では、全員参加型アクティビティを多用します。たくさん話す経験をしてください。「英語マイ

ンド」に頭を切り替えて臨んでください。 

単語学習は常に米百俵ドリル「スタンダードコース」での自主学習を進め、授業での会話に活かせる

ようにしておいてください。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

Course and textbook 

introduction and year plan 

Background information 

activity 

ノート 1 冊（ル

ーズリーフ不

可）、A4 クリア

ファイル（ for 

print）、英和・

和英辞典（電子

辞書でスピーカ

ー機能付推奨） 

Review lesson contents 

授業の復習をする事。 

90 分 

2 

Background Information 

Partner Introductions 

Text : Unit 1 Speaking about 

Yourself  

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

3 
Partner Introductions 

Text : Unit 1 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

4 
Text : Unit 2  

What do you do? 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

5 
Text : Unit 2  

What do you do? / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

6 
Text : Unit 3  

What does he look like? 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 
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7 

Text : Unit 3  

What does he look like? / 

Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

8 
Review Unit 1-3 同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

9 
Text : Unit 4  

Where are you from? 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

10 
Text : Unit 4  

Where are you from? / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

11 
Text : Unit 5  

Likes and Dislikes 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

12 
Text : Unit 5  

Likes and Dislikes / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

13 
Text : Unit 6 

What’s She Like 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

14 
Text : Unit 6 

What’s She Like / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

15 
Test #1 同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

16 
Text : Unit 7  

Tell me about Your Family 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

17 

Text : Unit 7  

Tell me about Your Family / 

Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

18 
Text : Unit 8  

Communication 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

19 
Text : Unit 8  

Communication / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

20 
Text : Unit 9 

How are you feeling? 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

21 
Text : Unit 9 

How are you feeling? / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

22 
Review Unit 7-9 同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

23 
Text : Unit 10 

Memories 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

24 
Text : Unit 10 

Memories / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 
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25 
Text : Unit 11 

Talking about Health 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

26 
Text : Unit 11 

Talking about Health / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

27 
Text : Unit 12 

Mindset 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

28 
Text : Unit 12 

Mindset / Print 

同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

29 
Test #2 同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

30 
Test return / Wrap up 同上 授業で学習したテキストページの

復習をする事。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL を採用 

 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅠＢ（English ⅠB） 

111007-14000 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

英語の読解力・スピーキング能力・ヒアリング能力の基本を身につけることを目標とする。具体的に

は、第 1 に英語の言語構造・文法の本質を理解する基本トレーニングを徹底して行う。第 2 に英語の

スピーキング能力を上げるトレーニング、第 3 に英語のヒアリング能力を向上させるトレーニングを

実施する。第 4 にＴＯＥＩＣテストへの対応力をつける学習を行う。授業内容は中級レベルである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

●英語学習は、確実な積み重ね型の学習なので、毎回の授業内容の十分な理解と定着が重要である。

授業内トレーニング、課題等に意欲的に取り組むこと。 

●長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」での自習も忘れないこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)英文法の基本事項が理解できること。（長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」の学習を含 

む。） 

(ii) スピーキングとヒアリングの基本が理解できること。 

(iii) TOEIC に関する基本的学習ができること。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

Jonathan Lynch, 委文光太郎（2020）『英語で考え、英語で発信する 2』成美堂 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 10%   25%  100% 
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(i) 英文法の基本事項理解 

 （米百俵ドリルを含む） 

20%  10%   10%  40% 

(ii) スピーキングとヒア

リングの基本の理解 

20% 10%    10%  40% 

(iii) TOEIC 基本対応 10% 5%    5%  20% 

フィードバックの方法 試験・小テスト・課題は助言をつけ継続的水準向上につなげる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

英語は、グローバル化時代に生き活躍する使命を有する未来ある若者にとって、マスターすべき世界

語である。英語基礎力を固めつつ、一流のトピックスを扱った英語資料等も紹介したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・英語の特

徴 

 英語の特徴に関するレポート作成 120 分 

2 
英語の言語構造の本質 配布学習資料・ 

課題資料 

配布資料関連自習課題 120 分 

3 
文法理解トレーニングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

配布資料関連自習課題 120 分 

4 
文法理解トレーニングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

配布資料関連自習課題 120 分 

5 
文法理解トレーニングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

配布資料関連自習課題 120 分 

6 
スピーキングトレーニングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

配布資料関連自習課題 120 分 

7 
スピーキングトレーニングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

配布資料関連自習課題 120 分 

8 
スピーキングトレーニングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

9 
ヒアリングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

10 
ヒアリングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

11 
ヒアリングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 
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12 
TOEIC 対応トレーニングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

13 
TOEIC 対応トレーニングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

14 
TOEIC 対応トレーニングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

15 
前期まとめ 配布学習資料・ 

課題資料 

グローバル・トップレベル・トピッ

クス関連資料に関するレポート 

180 分 

16 
文法応用トレーニングⅠ 

 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

17 
文法応用トレーニングⅡ 

 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

18 
文法応用トレーニングⅢ 

 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

19 
スピーキング応用トレーニン

グⅠ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

20 
スピーキング応用トレーニン

グⅡ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

21 
スピーキング応用トレーニン

グⅢ 

配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

22 
ハイレベルヒアリングトレー

ニングⅠ 

配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

23 
ハイレベルヒアリングトレー

ニングⅡ 

配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

24 
ハイレベルヒアリングトレー

ニングⅢ 

配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

25 
TOEIC 対応トレーニングⅣ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

26 
TOEIC 対応トレーニングⅤ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

27 
TOEIC 対応トレーニングⅥ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

28 
英語圏と世界を知るための資

料学習Ⅰ 

配布学習資料・ 

課題資料 

英語圏関連学習資料に関するレポ

ート 

120 分 

29 
英語圏と世界を知るための資

料学習Ⅱ 

配布学習資料・ 

課題資料 

英語圏関連学習資料に関するレポ

ート 

120 分 

30 
まとめ 配布学習資料・ 

課題資料 

グローバル・トップレベル・トピッ

クス関連資料に関するレポート 

180 分 
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⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。講義で毎回の学習課題のコアを理解し、授業外の自習によってそ

れらコアの徹底した定着をはかる。 

 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅠC（English ⅠC） 

111007-14000 
担当教員 

関 義夫 

（セキ ヨシオ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

1 年次配当科目「英語ⅠC クラス」は、「TOEIC テスト」対策を念頭に置きながら、基礎的知識の再

確認を行う基礎レベルのクラスである。比較的易しい練習問題を解くことにより、（大学レベルの）基

礎的な英語力を身につける。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

 練習問題を解いて答え合わせ、解説を行う。必要に応じて、関連する補足説明も行う。 

 わからない単語は事前に辞書で調べてくること。必ず復習をし、正解できなかった問題に関して

は正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

 長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」での自習も忘れないこと。 

 夏休みの宿題がある。提出しないと減点 30 点。単位取得が難しくなる。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)（大学レベルの）基礎的な英語を理解できる。主語と動詞の一致、自動詞と他動詞、時制（現在、

過去、未来）、助動詞、進行形、完了形、受動態、不定詞、動名詞、比較、分詞構文等の用法を理

解し、運用できる。 

(ii) 文法用語を理解できる。（長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」の学習を含む。） 

 

⑥ テキスト（教科書） 

1. 小宮徹ほか（最新版）Grammar Plus（大学英語『グラマー・プラス』）、南雲堂 

2. 語学教育教材開発研究会編（最新版）Word Builder（『基礎から学ぶ TOEIC テスト英単熟語』）、

南雲堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

Educational Testing Service(2020)『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 7』国際ビジネスコミ

ュニケーション協会 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 85％  未提出

は減点

30 点 

  15％ 

 

 100％ 

(i) （大学レベルの）基礎的

な英語の理解 

85％       85％ 

(ii) 文法用語の理解 

（米百俵ドリルを含む） 

     15％ 

 

 15％ 

フィードバックの方法 学習の進捗状況（米百俵ドリルを含む）を見て、理解が十分でないと思わ

れる項目に関しては、授業内容の関連個所での解説時に配慮する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

 授業内容を記したシラバスをよく読み、自主的に予習・復習をしっかりして、教室以外での勉強

時間を十分確保してほしい。 

 「失格」評価にならないよう出席に関して十分自己管理を行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

TOEIC テストとは テキスト、筆記

用具 

TOEICテスト関連の配付プリント、

テキスト全体に目を通して、TOEIC

テストの概要について理解する。 

60 分 

2 
現在形、過去形 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.8、p.12、p.16 の予習・

復習 

60 分 

3 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.9-15 の予習・復習 60 分 

4 
現在完了形 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.17-19、p.100 の予習・

復習 

60 分 

5 
代名詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.20-21 の予習・復習 60 分 

6 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.22-23 の予習・復習 60 分 

7 
前置詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.24-27 の予習・復習 60 分 
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8 
進行形 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.28-29 の予習・復習 60 分 

9 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.30-31 の予習・復習 60 分 

10 
名詞と冠詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.32-35 の予習・復習 60 分 

11 
助動詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.36-37 の予習・復習 60 分 

12 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.38-39 の予習・復習 60 分 

13 
提案と命令 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.40-41 の予習・復習 60 分 

14 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.42-43 の予習・復習 60 分 

15 
前期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

16 
未来形 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.44-47 の予習・復習 60 分 

17 
疑問文と付加疑問文 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.48-51 の予習・復習 60 分 

18 
形容詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.52-55 の予習・復習 60 分 

19 
比較 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.56-59 の予習・復習 60 分 

20 
副詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.60-63 の予習・復習 60 分 

21 
不定詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.64-67 の予習・復習 60 分 

22 
動名詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.68-71 の予習・復習 60 分 

23 
接続詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.72-75 の予習・復習 60 分 

24 
受動態 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.76-79 の予習・復習 60 分 

25 
形容詞節 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.84-87 の予習・復習 60 分 

26 
副詞節 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.88-91 の予習・復習 60 分 
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27 
名詞節 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.96-99 の予習・復習 60 分 

28 
仮定法 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.92-93 の予習・復習 60 分 

29 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.94-95 の予習・復習 60 分 

30 
後期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。練習問題を解き、要点を解説することによって、知識の確認及び

定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅠD（English ⅠD） 

111007-14000 
担当教員 

関 義夫 

（セキ ヨシオ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

1 年次配当科目「英語ⅠD クラス」は、「TOEIC テスト」対策を念頭に置きながら、基礎的知識の再

確認を行う基礎レベルのクラスである。比較的易しい練習問題を解くことにより、（大学レベルの）基

礎的な英語力を身につける。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

 練習問題を解いて答え合わせ、解説を行う。必要に応じて、関連する補足説明も行う。 

 わからない単語は事前に辞書で調べてくること。必ず復習をし、正解できなかった問題に関して

は正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

 長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」での自習も忘れないこと。 

 夏休みの宿題がある。提出しないと減点 30 点。単位取得が難しくなる。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)（大学レベルの）基礎的な英語を理解できる。主語と動詞の一致、自動詞と他動詞、時制（現在、

過去、未来）、助動詞、進行形、完了形、受動態、不定詞、動名詞、比較、分詞構文等の用法を理

解し、運用できる。 

(ii) 文法用語を理解できる。（長岡大学米百俵ドリル「スタンダードコース」の学習を含む。） 

 

⑥ テキスト（教科書） 

1. 小宮徹ほか（最新版）Grammar Plus（大学英語『グラマー・プラス』）、南雲堂 

2. 語学教育教材開発研究会編（最新版）Word Builder（『基礎から学ぶ TOEIC テスト英単熟語』）、

南雲堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

Educational Testing Service(2020)『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 7』国際ビジネスコミ

ュニケーション協会 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 85％  未提出

は減点

30 点 

  15％ 

 

 100％ 

(i) （大学レベルの）基礎的

な英語の理解 

85％       85％ 

(ii) 文法用語の理解 

（米百俵ドリルを含む） 

     15％ 

 

 15％ 

フィードバックの方法 学習の進捗状況（米百俵ドリルを含む）を見て、理解が十分でないと思わ

れる項目に関しては、授業内容の関連個所での解説時に配慮する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

 授業内容を記したシラバスをよく読み、自主的に予習・復習をしっかりして、教室以外での勉強

時間を十分確保してほしい。 

 「失格」評価にならないよう出席に関して十分自己管理を行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

TOEIC テストとは テキスト、筆記

用具 

TOEICテスト関連の配付プリント、

テキスト全体に目を通して、TOEIC

テストの概要について理解する。 

60 分 

2 
現在形、過去形 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.8、p.12、p.16 の予習・

復習 

60 分 

3 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.9-15 の予習・復習 60 分 

4 
現在完了形 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.17-19、p.100 の予習・

復習 

60 分 

5 
代名詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.20-21 の予習・復習 60 分 

6 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.22-23 の予習・復習 60 分 

7 
前置詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.24-27 の予習・復習 60 分 
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8 
進行形 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.28-29 の予習・復習 60 分 

9 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.30-31 の予習・復習 60 分 

10 
名詞と冠詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.32-35 の予習・復習 60 分 

11 
助動詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.36-37 の予習・復習 60 分 

12 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.38-39 の予習・復習 60 分 

13 
提案と命令 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.40-41 の予習・復習 60 分 

14 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.42-43 の予習・復習 60 分 

15 
前期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

16 
未来形 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.44-47 の予習・復習 60 分 

17 
疑問文と付加疑問文 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.48-51 の予習・復習 60 分 

18 
形容詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.52-55 の予習・復習 60 分 

19 
比較 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.56-59 の予習・復習 60 分 

20 
副詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.60-63 の予習・復習 60 分 

21 
不定詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.64-67 の予習・復習 60 分 

22 
動名詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.68-71 の予習・復習 60 分 

23 
接続詞 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.72-75 の予習・復習 60 分 

24 
受動態 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.76-79 の予習・復習 60 分 

25 
形容詞節 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.84-87 の予習・復習 60 分 

26 
副詞節 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.88-91 の予習・復習 60 分 
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27 
名詞節 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.96-99 の予習・復習 60 分 

28 
仮定法 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.92-93 の予習・復習 60 分 

29 
練習問題 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.94-95 の予習・復習 60 分 

30 
後期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。練習問題を解き、要点を解説することによって、知識の確認及び

定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅡＡ（EnglishⅡＡ） 

112008-14000 
担当教員 

羽賀 ローリー 

（ハガ ローリー） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

「読んで理解する事」及び「聞いて話す」に重点を置き、ものごとを分かりやすく簡潔に説明出来る

ように実際の場面を想定したディスカッションなどを行い、基本的なプレゼンテーションの練習も行

います。ディクテイションのホームワークも出します。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

Controversial Topics used as a tool to understand real life situations and to develop critical 

thinking skills and the ability to express opinions simply and clearly. 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

コミュニケーションをとり、お互いに意見を交換し、問題解決できるようになる事を目標とする。 

（ⅰ）英語でコミュニケーションをとることができる 

（ⅱ）英語で問題解決できるようになる 

⑥ テキスト（教科書） 

CNN News Listening 2020 October (Dictation Homework) 

Discussion materials on current affairs and controversial topics will be distributed by the 

instructor in class. 

⑦ 参考図書・指定図書 

CNN News Listening 2020 October  
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 30%  40%   30%  100％ 

（ⅰ）英語でコミュニケー

ションをとることができ

る 

30％  40％     70％ 

（ⅱ）英語で問題解決でき

るようになる 

     30％  30％ 

フィードバックの方法 Test review and discussion 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

To motivate and build confidence, students are encouraged to think and give their own opinions in 

English through a variety of activities.  

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

Student Analysis / 

Course Synopsis  

Discussion:  

Fashion and Identity 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

2 

What Would You do for 

Money?   

Pairwork :  

Describe a Diagram 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

3 

Smoking Pair work / 

Numbers 1~4 

Explanation of 

Homework Dictation 

CNN News Listening  

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

4 

Addiction, what can’t 

you live without?  

Homework Dictation  

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 
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5 

Crime & Friendship. 

Homework Dictation  

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

6 

International Marriage 

Homework Dictation  

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

7 

Beauty contests  

Travel Hints  

Homework Dictation: 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

8 

Dating / Australia 

Homework Dictation: 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

9 

Cyber Love 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

10 

Leaving Home / Living 

Together/  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

11 

Housework? / Gender 

Issues  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

12 

Age / Love / Money 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

13 

Fan Clubs / Stalking 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

14 

Why Learn English 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

15 

How to learn English 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

16 
Rumor and Innuendo / 

Vacation 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

90 分 



4 

 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

A４クリアファイル、英語辞書  

17 

Disability 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

18 

Dangerous Friends 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

19 

Manners Rude  

Behavior  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

20 

Endangered Animals 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

21 

Why Not Quit School 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

22 

UFO’s / Aliens 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

23 

Homelessness / 

Overpopulation 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

24 

Education, who should 

Decide ? 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

25 

Do Dreams Tell the 

Future?  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

26 

Family and Children 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

27 
Food Culture 

Homework Dictation 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

90 分 
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CNN News Listening A４クリアファイル、英語辞書  

28 

Reincarnation / Religion 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

29 

Nature or Nurture 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

30 

Cloning Pets  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所

の復習を行う事。 

 

90 分 

 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。コメントや質問を書かせる。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

UNHCR Project Leader Cambodian Refugee Interpreter Training 

JICA Japanese Medical Teams in Thailand Interpreter Training 

Thai Medical Staff Interpreter Training 

Corporate Trainer Business English 

Corporate Trainer Business English for Foreign Assignments 

実務経験と授業科目との関連性 

An introduction to the necessity and benefits of foreign language training. 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅡB（English ⅡB） 

112008-14000 
担当教員 

関 義夫 

（セキ ヨシオ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

2 年次配当科目「英語ⅡB クラス」は、「TOEIC テスト」対策を念頭に置きながら、英語の基礎力・

応用力を高めることを目指すクラスである。練習問題を解くことにより、基礎から中級レベルの英語

力を確実に身につける。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

 練習問題を解いて答え合わせ、解説を行う。必要に応じて、関連する補足説明も行う。 

 わからない単語は事前に辞書で調べてくること。必ず復習をし、正解できなかった問題に関して

は正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

 夏休みの宿題がある。提出しないと減点 30 点。単位取得が難しくなる。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 中級レベルの英語（基礎レベルの復習を含む）を理解できる。動詞、助動詞、不定詞、動名詞、

進行形、完了形、受動態、比較等の基本的な用法を理解し、運用できる。 

(ii) 文法用語を理解できる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

1. 小宮徹ほか（最新版）Grammar Plus（大学英語『グラマー・プラス』）、南雲堂 

2. 語学教育教材開発研究会編（最新版）Word Builder（『基礎から学ぶ TOEIC テスト英単熟語』）、

南雲堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

Educational Testing Service(2020)『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 7』国際ビジネスコミ

ュニケーション協会 

 

 

 



2 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 85％  未提出

は減点

30 点 

  15％  100％ 

(i) 中級レベルの英語の

理解 

85％       85％ 

(ii) 文法用語の理解      15％  15％ 

フィードバックの方法 学習の進捗状況（課題提出状況を含む）を見て、理解が十分でないと思わ

れる項目に関しては、授業内容の関連個所での解説時に配慮する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

 授業内容を記したシラバスをよく読み、自主的に予習・復習をしっかりして、教室以外での勉強

時間を十分確保してほしい。 

 「失格」評価にならないよう出席に関して十分自己管理を行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

TOEIC テストとは テキスト、筆記

用具 

TOEICテスト関連の配付プリント、

テキスト全体に目を通して、TOEIC

テストの概要について理解する。 

60 分 

2 
英語Ⅰの復習（１） 

代名詞の基礎 

テキスト、筆記

用具 

テキスト p.106 の予習・復習 60 分 

3 

英語Ⅰの復習（２） 

動詞（be 動詞、一般動詞）、肯

定文、否定文、疑問文の基礎 

テキスト、筆記

用具 

テキスト p.104 の予習・復習 60 分 

4 
英語Ⅰの復習（３） 

助動詞、現在完了形の基礎 

テキスト、筆記

用具 

テキスト p.108 の予習・復習 60 分 

5 
進行形（Unit6）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.28 の予習・復習 60 分 

6 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.29-30 の予習・復習 60 分 

7 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト p.31 の予習・復習 60 分 

8 
名詞と冠詞（Unit7）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.32 の予習・復習 60 分 
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9 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.33-34 の予習・復習 60 分 

10 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト p.35 の予習・復習 60 分 

11 
助動詞（Unit8）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.36 の予習・復習 60 分 

12 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.37-38 の予習・復習 60 分 

13 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト p.39 の予習・復習 60 分 

14 
提案と命令（Unit9）要点解説、

練習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.40-43 の予習・復習 60 分 

15 
前期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

16 
未来形（Unit10）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.44-45 の予習・復習 60 分 

17 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.46-47 の予習・復習 60 分 

18 
疑問詞と付加疑問文（Unit11）

要点解説 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.48-49 の予習・復習 60 分 

19 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.50-51 の予習・復習 60 分 

20 
形容詞（Unit12）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.52-55 の予習・復習 60 分 

21 
比較（Unit13）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.56-57 の予習・復習 60 分 

22 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.58-59 の予習・復習 60 分 

23 
副詞（Unit14）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.60-61 の予習・復習 60 分 

24 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.62-63 の予習・復習 60 分 

25 
不定詞（Unit15）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.64-67 の予習・復習 60 分 

26 
動名詞（Unit16）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.68-71 の予習・復習 60 分 

27 
接続詞（Unit17）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.72-75 の予習・復習 60 分 
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28 
受動態（Unit18）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.76-77 の予習・復習 60 分 

29 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.78-79 の予習・復習 60 分 

30 
後期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。練習問題を解き、要点を解説することによって、知識の確認及び

定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅡＣ（English ⅡＣ） 

112008-14000 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

英語の読解力とヒアリング能力の基本を身につけることを目標とする。具体的には、第 1 に英語の読

解力の基本をマスターするための Power Base という「英文法の 14 の基本公式」を利用したトレー

ニングを行う。第 2 に英語の音声をキャッチするヒアリングトレーニング、第 3 に TOEIC に対応す

るトレーニングを実施する。授業内容は中級レベルである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力。 

③ 授業の進め方・指示事項 

英語学習は、確実な積み重ね型の学習なので、毎回の授業内容の十分な理解と定着が重要である。授

業内トレーニング、課題等に意欲的に取り組むこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

英語Ⅰ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)英文法の基本事項が理解できること。 

(ii) 英語のヒアリングの基本が理解できること。 

(iii) TOEIC に関する基本的学習ができること。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

Gillian Flaherty, James Bean, 鎌倉義士（2020）『聞いて話せる英語演習 Book1』成美堂 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 10%   25%  100% 

(i) 英文法の基本事項理解 20%  10%   10%  40% 

(ii) ヒアリング能力基礎 20% 10%    10%  40% 

(iii) TOEIC 基本対応 10% 5%    5%  20% 
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フィードバックの方法 試験・小テスト・課題は助言をつけ継続的水準向上につなげる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

英語は、グローバル化時代に生き活躍する使命を有する未来ある若者にとって、マスターすべき世界

語である。英語基礎力を固めつつ、一流のトピックスを扱った英語資料等も紹介したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・英語の特

徴 

 英語の特徴に関するレポート作成 120 分 

2 
Power Base とは何か 配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 関連課題 120 分 

3 
Power Base トレーニングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

4 
Power Base トレーニングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

5 
Power Base トレーニングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

6 
Power Base トレーニングⅣ 配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

7 
Power Base トレーニングⅤ 配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

8 
ヒアリングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

9 
ヒアリングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

10 
ヒアリングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

11 
ヒアリングⅣ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

12 
TOEIC 対応トレーニングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

13 
TOEIC 対応トレーニングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

14 
TOEIC 対応トレーニングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 
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15 
前期まとめ 配布学習資料・ 

課題資料 

グローバル・トップレベル・トピッ

クス関連資料に関するレポート 

180 分 

16 
Power Base 応用トレーニング 

Ⅰ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

17 
Power Base 応用トレーニング 

Ⅱ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

18 
Power Base 応用トレーニング 

Ⅲ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

19 
Power Base 応用トレーニング 

Ⅳ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

20 
Power Base 応用トレーニング 

Ⅴ 

配布学習資料・ 

課題資料 

Power Base 自習課題 120 分 

21 
ハイレベル・ヒアリングⅠ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

22 
ハイレベル・ヒアリングⅡ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

23 
ハイレベル・ヒアリングⅢ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

24 
ハイレベル・ヒアリングⅣ 配布学習資料・ 

課題資料 

ヒアリング自習課題 120 分 

25 
TOEIC 対応トレーニングⅣ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

26 
TOEIC 対応トレーニングⅤ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

27 
TOEIC 対応トレーニングⅥ 配布学習資料・ 

課題資料 

TOEIC 自習課題 120 分 

28 
英語圏を知るための資料学習

Ⅰ 

配布学習資料・ 

課題資料 

英語圏関連学習資料に関するレポ

ート 

120 分 

29 
英語圏を知るための資料学習

Ⅱ 

配布学習資料・ 

課題資料 

英語圏関連学習資料に関するレポ

ート 

120 分 

30 
まとめ 配布学習資料・ 

課題資料 

グローバル・トップレベル・トピッ

クス関連資料に関するレポート 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。講義で毎回の学習課題のコアを理解し、授業外の自習によってそ

れらコアの徹底した定着をはかる。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅡD（English ⅡD） 

112008-14000 
担当教員 

関 義夫 

（セキ ヨシオ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

2 年次配当科目「英語ⅡD クラス」は、「TOEIC テスト」対策を念頭に置きながら、英語の基礎力・

応用力を高めることを目指すクラスである。練習問題を解くことにより、基礎から中級レベルの英語

力を確実に身につける。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

 練習問題を解いて答え合わせ、解説を行う。必要に応じて、関連する補足説明も行う。 

 わからない単語は事前に辞書で調べてくること。必ず復習をし、正解できなかった問題に関して

は正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

 夏休みの宿題がある。提出しないと減点 30 点。単位取得が難しくなる。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 中級レベルの英語（基礎レベルの復習を含む）を理解できる。動詞、助動詞、不定詞、動名詞、

進行形、完了形、受動態、比較等の基本的な用法を理解し、運用できる。 

(ii) 文法用語を理解できる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

1. 小宮徹ほか（最新版）Grammar Plus（大学英語『グラマー・プラス』）、南雲堂 

2. 語学教育教材開発研究会編（最新版）Word Builder（『基礎から学ぶ TOEIC テスト英単熟語』）、

南雲堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

Educational Testing Service(2020)『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 7』国際ビジネスコミ

ュニケーション協会 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 85％  未提出

は減点

30 点 

  15％  100％ 

(i) 中級レベルの英語の

理解 

85％       85％ 

(ii) 文法用語の理解      15％  15％ 

フィードバックの方法 学習の進捗状況（課題提出状況を含む）を見て、理解が十分でないと思わ

れる項目に関しては、授業内容の関連個所での解説時に配慮する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

 授業内容を記したシラバスをよく読み、自主的に予習・復習をしっかりして、教室以外での勉強

時間を十分確保してほしい。 

 「失格」評価にならないよう出席に関して十分自己管理を行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

TOEIC テストとは テキスト、筆記

用具 

TOEICテスト関連の配付プリント、

テキスト全体に目を通して、TOEIC

テストの概要について理解する。 

60 分 

2 
英語Ⅰの復習（１） 

代名詞の基礎 

テキスト、筆記

用具 

テキスト p.106 の予習・復習 60 分 

3 

英語Ⅰの復習（２） 

動詞（be 動詞、一般動詞）、肯

定文、否定文、疑問文の基礎 

テキスト、筆記

用具 

テキスト p.104 の予習・復習 60 分 

4 
英語Ⅰの復習（３） 

助動詞、現在完了形の基礎 

テキスト、筆記

用具 

テキスト p.108 の予習・復習 60 分 

5 
進行形（Unit6）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.28 の予習・復習 60 分 

6 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.29-30 の予習・復習 60 分 

7 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト p.31 の予習・復習 60 分 

8 
名詞と冠詞（Unit7）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.32 の予習・復習 60 分 
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9 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.33-34 の予習・復習 60 分 

10 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト p.35 の予習・復習 60 分 

11 
助動詞（Unit8）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト p.36 の予習・復習 60 分 

12 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.37-38 の予習・復習 60 分 

13 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト p.39 の予習・復習 60 分 

14 
提案と命令（Unit9）要点解説、

練習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.40-43 の予習・復習 60 分 

15 
前期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

16 
未来形（Unit10）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.44-45 の予習・復習 60 分 

17 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.46-47 の予習・復習 60 分 

18 
疑問詞と付加疑問文（Unit11）

要点解説 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.48-49 の予習・復習 60 分 

19 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.50-51 の予習・復習 60 分 

20 
形容詞（Unit12）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.52-55 の予習・復習 60 分 

21 
比較（Unit13）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.56-57 の予習・復習 60 分 

22 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.58-59 の予習・復習 60 分 

23 
副詞（Unit14）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.60-61 の予習・復習 60 分 

24 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.62-63 の予習・復習 60 分 

25 
不定詞（Unit15）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.64-67 の予習・復習 60 分 

26 
動名詞（Unit16）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.68-71 の予習・復習 60 分 

27 
接続詞（Unit17）要点解説、練

習問題を解く 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.72-75 の予習・復習 60 分 
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28 
受動態（Unit18）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.76-77 の予習・復習 60 分 

29 
練習問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.78-79 の予習・復習 60 分 

30 
後期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。練習問題を解き、要点を解説することによって、知識の確認及び

定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅢA（English ⅢA） 

113009-14000 
担当教員 

関 義夫 

（セキ ヨシオ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

3 年次配当科目「英語ⅢA クラス」は、「TOEIC テスト」対策を念頭に置きながら、TOEIC 形式の練

習問題（Reading）を解くことにより、就職試験等の筆記試験を突破できる程度の英語力を身につけ

ることを目指す。TOEIC テストに対応した中級応用レベルの科目である。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

 TOEIC 形式の練習問題（短文穴埋め問題、長文穴埋め問題、読解問題等）を数多く解いて、答え

合わせ、解説を行う。必要に応じて、関連する補足説明も行う。 

 わからない単語は事前に辞書で調べてくること。必ず復習をし、正解できなかった問題に関して

は正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

 夏休みの宿題がある。提出しないと減点 30 点。単位取得が難しくなる。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) TOEIC 形式の中級応用レベル程度の英語を理解できる。助動詞、進行形、完了形、受動態、不定

詞、動名詞、分詞構文、仮定法等の重要項目を用いた比較的難易度の高い英語を理解し、運用でき

る。 

(ii) 文法用語を理解できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

1. 古家聡ほか（最新版）Practical Grammar for the TOEIC Test（『TOEIC テスト得点アップのた

めの実用英文法』）、南雲堂 

2. 語学教育教材開発研究会編（最新版）Word Builder（『基礎から学ぶ TOEIC テスト英単熟語』）、

南雲堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

Educational Testing Service(2020)『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 7』国際ビジネスコミ

ュニケーション協会 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 85％  未提出

は減点

30 点 

  15％  100％ 

(i) TOEIC形式の中級応用

レベル程度の英語の理解 

85％       85％ 

(ii) 文法用語の理解      15％  15％ 

フィードバックの方法 学習の進捗状況（課題提出状況を含む）を見て、理解が十分でないと思わ

れる項目に関しては、授業内容の関連個所での解説時に配慮する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

 授業内容を記したシラバスをよく読み、自主的に予習・復習をしっかりして、教室以外での勉強

時間を十分確保してほしい。 

 「失格」評価にならないよう出席に関して十分自己管理を行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

TOEIC テストとは テキスト、筆記

用具 

TOEICテスト関連の配付プリント、

テキスト全体に目を通して、TOEIC

テストの概要について理解する。 

60 分 

2 
Unit1（品詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.6-8 の予習・復習 60 分 

3 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.9-11 の予習・復習 60 分 

4 
Unit2（動詞①）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.12-13 の予習・復習 60 分 

5 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.14-17 の予習・復習 60 分 

6 
Unit3（動詞②）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.18-19 の予習・復習 60 分 

7 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.20-23 の予習・復習 60 分 
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8 
Unit4（助動詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.24-27 の予習・復習 60 分 

9 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.28-29 の予習・復習 60 分 

10 
Unit5（不定詞と動名詞）要点解

説 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.30-31 の予習・復習 60 分 

11 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.32-35 の予習・復習 60 分 

12 
Unit6（分詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.36-38 の予習・復習 60 分 

13 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.39-41 の予習・復習 60 分 

14 
Unit7（形容詞と副詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.42-43 の予習・復習 60 分 

15 
前期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

16 
Unit8（前置詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.48-49 の予習・復習 60 分 

17 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.50-53 の予習・復習 60 分 

18 
Unit9（接続詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.54-55 の予習・復習 60 分 

19 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.56-59 の予習・復習 60 分 

20 
Unit10（名詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.60-62 の予習・復習 60 分 

21 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.63-65 の予習・復習 60 分 

22 
Unit11（代名詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.66-68 の予習・復習 60 分 

23 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.69-71 の予習・復習 60 分 

24 
Unit12（比較）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.72-74 の予習・復習 60 分 

25 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.75-77 の予習・復習 60 分 

26 
Unit13（関係詞）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.78-80 の予習・復習 60 分 
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27 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.81-83 の予習・復習 60 分 

28 
Unit14（仮定法）要点解説 テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.84-85 の予習・復習 60 分 

29 
練習問題、実践問題を解く テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.86-87 の予習・復習 60 分 

30 
後期まとめ テキスト、筆記

用具 

各回授業の要点の復習と期末試験

に向けた準備学習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。練習問題を解き、要点を解説することによって、知識の確認及び

定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅢB（English ⅢB） 

113009-14000 
担当教員 

池優子 

（ イケ ユウコ   ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

言葉はその言葉の国の文化なので、言語としての英語だけでなく、英語を話す国の歴史や民族、宗教、

音楽などにも触れ、日本語との違い、ひいては自分のアイデンティティも考えるきっかけとしたい。

英語に苦手意識がある学習者にも、”英語“を体感してもらえるよう、実生活の様子のイラストや画像

を使い、生きたコミュニケーションを目指す。基本的な文法、リスニングを強化。TOEIC 対応。 

 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

インタラクティブな授業を目指し、ペアワーク、グループワークで参加型にする。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

英語Ⅰ，Ⅱ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)英語で自分の経験を含む自己紹介ができる。（be 動詞、一般動詞の現在形、過去形、現在完了） 

(ii) 英語で自分のスケジュールを伝えることができる。（未来の時制、進行形、接続詞） 

(iii) レストランでの注文や、洋服など必要なものを英語で買うことができる。（助動詞、疑問詞、代名

詞） 

 

⑥ テキスト（教科書） 

English Illustrated (ピクトリアル初級英文法) 並木一美 他       金星堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 75% 15%   5% 5%  100% 

(i) 自己紹介ができる（be

動詞、一般動詞） 

25% 

 

5%   2% 2%  34% 

(ii) スケジュールを伝え

る（未来の時制） 

25% 

 

5%   2% 2%  34% 

(iii) 注文や買い物ができ

る（疑問詞、助動詞） 

25% 

 

5%   1% 1％ 

 

 32% 

 

フィードバックの方法 採点後返却し、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

英語学習の習慣化と知識の定着を目的として、授業内での小テストの回数を増やす。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 

英語の基本語順 

教科書 基本語順の宿題 60 分 

2 
be 動詞の現在形 教科書 自己紹介の下書き 60 分 

3 
自己紹介の作文 教科書 自己紹介の修正 60 分 

4 
be 動詞の過去形 教科書 小テストの準備学習 60 分 

5 
現在と過去の比較 教科書 動詞の宿題 60 分 

6 
一般動詞の現在形 教科書 スケジュールの下書き 60 分 

7 
スケジュールを作成① 教科書 スケジュールの訂正 60 分 

8 
一般動詞の過去形 教科書 動詞の活用表 60 分 

9 
日記をつける 教科書 日記の下書き 60 分 
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10 
未来時制 教科書 小テストの準備学習 60 分 

11 
スケジュールを作成② 教科書 スケジュールの修正 60 分 

12 
進行形 教科書 小テストの準備学習 60 分 

13 
代名詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

14 
レストランの会話 教科書 会話を写し書き 60 分 

15 
前期のまとめ 教科書 試験対策学習 60 分 

16 
場所の説明 教科書 作文 60 分 

17 
疑問詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

18 
コミュニケーションは聴く力 教科書 疑問文を作る 60 分 

19 
現在完了 教科書 趣味を書く 60 分 

20 
経験や思い出を語る 教科書 作文の修正 60 分 

21 
助動詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

22 
人にお願いをする 教科書 作文 60 分 

23 
名詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

24 
食品を買う 教科書 単語を調べる 60 分 

25 
比較 教科書 小テストの準備学習 60 分 

26 
洋服を買う 教科書 単語を調べる 60 分 

27 
受動態 教科書 小テストの準備学習 60 分 

28 
接続詞 教科書 リーディング 60 分 
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29 
道を教える 教科書 小テストの準備学習 60 分 

30 
後期のまとめ 教科書 試験対策学習 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬ（音読、ペアワーク、単語テストなど）を中心にするが、テーマによっては、

協同学修型ＡＬ（グループワーク、ディスカッションなど）を採用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅢC（English ⅢC） 

113009-14000 
担当教員 

池優子 

（ イケ ユウコ   ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 TOEIC / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

言葉はその言葉の国の文化なので、言語としての英語だけでなく、英語を話す国の歴史や民族、宗教、

音楽などにも触れ、日本語との違い、ひいては自分のアイデンティティも考えるきっかけとしたい。

英語に苦手意識がある学習者にも、”英語“を体感してもらえるよう、実生活の様子のイラストや画像

を使い、生きたコミュニケーションを目指す。基本的な文法、リスニングを強化。TOEIC 対応。 

 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

インタラクティブな授業を目指し、ペアワーク、グループワークで参加型にする。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

英語Ⅰ，Ⅱ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)英語で自分の経験を含む自己紹介ができる。（be 動詞、一般動詞の現在形、過去形、現在完了） 

(ii) 英語で自分のスケジュールを伝えることができる。（未来の時制、進行形、接続詞） 

(iii) レストランでの注文や、洋服など必要なものを英語で買うことができる。（助動詞、疑問詞、代名

詞） 

 

⑥ テキスト（教科書） 

English Illustrated (ピクトリアル初級英文法) 並木一美 他       金星堂 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 75% 15%   5% 5%  100% 

(i) 自己紹介ができる（be

動詞、一般動詞） 

25% 

 

5%   2% 2%  34% 

(ii) スケジュールを伝え

る（未来の時制） 

25% 

 

5%   2% 2%  34% 

(iii) 注文や買い物ができ

る（疑問詞、助動詞） 

25% 

 

5%   1% 1％ 

 

 32% 

 

フィードバックの方法 採点後返却し、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

英語学習の習慣化と知識の定着を目的として、授業内での小テストの回数を増やす。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 

英語の基本語順 

教科書 基本語順の宿題 60 分 

2 
be 動詞の現在形 教科書 自己紹介の下書き 60 分 

3 
自己紹介の作文 教科書 自己紹介の修正 60 分 

4 
be 動詞の過去形 教科書 小テストの準備学習 60 分 

5 
現在と過去の比較 教科書 動詞の宿題 60 分 

6 
一般動詞の現在形 教科書 スケジュールの下書き 60 分 

7 
スケジュールを作成① 教科書 スケジュールの訂正 60 分 

8 
一般動詞の過去形 教科書 動詞の活用表 60 分 

9 
日記をつける 教科書 日記の下書き 60 分 
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10 
未来時制 教科書 小テストの準備学習 60 分 

11 
スケジュールを作成② 教科書 スケジュールの修正 60 分 

12 
進行形 教科書 小テストの準備学習 60 分 

13 
代名詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

14 
レストランの会話 教科書 会話を写し書き 60 分 

15 
前期のまとめ 教科書 試験対策学習 60 分 

16 
場所の説明 教科書 作文 60 分 

17 
疑問詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

18 
コミュニケーションは聴く力 教科書 疑問文を作る 60 分 

19 
現在完了 教科書 趣味を書く 60 分 

20 
経験や思い出を語る 教科書 作文の修正 60 分 

21 
助動詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

22 
人にお願いをする 教科書 作文 60 分 

23 
名詞 教科書 小テストの準備学習 60 分 

24 
食品を買う 教科書 単語を調べる 60 分 

25 
比較 教科書 小テストの準備学習 60 分 

26 
洋服を買う 教科書 単語を調べる 60 分 

27 
受動態 教科書 小テストの準備学習 60 分 

28 
接続詞 教科書 リーディング 60 分 
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29 
道を教える 教科書 小テストの準備学習 60 分 

30 
後期のまとめ 教科書 試験対策学習 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬ（音読、ペアワーク、単語テストなど）を中心にするが、テーマによっては、

協同学修型ＡＬ（グループワーク、ディスカッションなど）を採用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英語ⅢD（EnglishⅢD） 

113009-14000 
担当教員 

羽賀 ローリー 

（ハガ ローリー） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

「読んで理解する事」及び「聞いて話す」に重点を置き、ものごとを分かりやすく簡潔に説明出来る

ように実際の場面を想定したディスカッションなどを行い、基本的なプレゼンテーションの練習も行

います。ディクテイションのホームワークも出します。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

Controversial Topics are used as a tool to understand real life situations and to develop critical 

thinking skills and the ability to express opinions simply and clearly. 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

コミュニケーションをとり、お互いに意見を交換し、問題解決できるようになる事を目標とする。 

（ⅰ）英語でコミュニケーションをとることができる 

（ⅱ）英語で問題解決できるようになる 

⑥ テキスト（教科書） 

CNN News Listening 2020 October (Dictation Homework) 

Discussion materials will be distributed by the instructor in class. 

⑦ 参考図書・指定図書 

CNN News Listening 2020 October 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 30%  40%   30%  100% 

（ⅰ）英語でコミュニケー

ションをとることができ

る 

30％  40％     70％ 

（ⅱ）英語で問題解決でき

るようになる 

     30％  30％ 

フィードバックの方法 Test review and discussion 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

To motivate and build confidence, students are encouraged to think and give their own opinions in 

English through a variety of activities.  

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

Student Analysis / 

Course Synopsis  

Discussion of Fashion 

and Identity  

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

2 

What Would You do for 

Money?  

Pair work / Describe a 

Diagram 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

3 

Smoking / Pair work 

Numbers (1-4)   

CNN News Listening  

Explanation /  

Homework Dictation 

CNN News Listening  

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

4 

Addiction, what can’t 

you live without?  

Homework Dictation 

CNN News Listening  

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 



3 

 

5 

Crime & Friendship 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

6 

International Marriage 

Gap Filling Homework 

Dictation CNN News 

Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

7 

Beauty Contests Travel 

Hints Homework 

Dictation CNN News 

Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

8 

Dating / Australia 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

9 

Cyber Love 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

10 

Leaving Home / Living 

Together/ Homework 

Dictation CNN News 

Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

11 

Housework / Gender 

Issues  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

12 

Age / Love / Money 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

13 

Fan Clubs / Stalking 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

14 
Why Learn English 

Homework Dictation 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

90 分 
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CNN News Listening A４クリアファイル、英語辞

書 

 

15 

How to learn English 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

16 

Rumor and Innuendo / 

Vacation 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

17 

Disability 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

18 

Dangerous Friends 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

19 

Manners /Rude 

Behavior  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

20 

Endangered Animals 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

21 

Why Not Quit School 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

22 

UFO’s / Aliens 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

23 

Homelessness / 

Overpopulation 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 
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24 

Education who should 

decide?  Homework 

Dictation CNN News 

Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

25 

Do Dreams Tell the 

Future? 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

26 

Family and Children 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

27 

Food Culture 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

28 

Reincarnation / Religion  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

29 

Nature or Nurture 

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

30 

Cloning Pets  

Homework Dictation 

CNN News Listening 

宿題用ノート１冊（ルーズリ

ーフ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞

書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

読書、ディスカッション、ペアワークなどで行う。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

UNHCR Project Leader Cambodian Refugee Interpreter Training 

JICA Japanese Medical Teams in Thailand Interpreter Training 

Thai Medical Staff Interpreter Training 

Corporate Trainer Business English 

Corporate Trainer Business English for Foreign Assignments 

実務経験と授業科目との関連性 

An introduction to the necessity and benefits of foreign languages training. 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中国語ⅠA（ChineseⅠA） 

111010-14000 
担当教員 

梅田 周 

（ウメダ シュウ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択必修 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 通年 

科目特性 認知定着・確認型 AL、資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

中国語Ⅰは全部で３つのクラスがありますが、本クラスでは中国語検定合格を目指して学習を進め

ます。教科書を使って体系的に中国語を学習していきます。また、文化や食べ物などの紹介も行い理

解を深めます。語学力やコミュニケーション力は目には見えないものです。せっかく学習するので、

検定に合格し自分の能力を可視化しましょう。そして就職活動、留学、大学院進学など自身の将来の

ための大きな強みにしましょう。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書を使用して授業を進めていきますので、必ず用意をして下さい。 

連絡事項や課題提出を Google クラスルームを使用するので、アプリ等を用意してください。  

授業は毎回以下の①～⑥のサイクルで進めます。 

------------- 

①5 分  前回小テスト返却＆自習 

②10 分 小テスト実施 

③5 分   前回小テスト答え合わせ＆上位得点者表彰  

④10 分 ミニ会話練習 

⑤40 分 教科書解説 

⑥20 分 ドリル＆音読練習 

------------- 

計 90 分  

 

※本シラバスは予定であり、実際の履修者人数や学習者のニーズによって適宜変更を加える可能性が

あります。ご了承ください。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

関連科目として中国語Ⅱ、Ⅲと続きますので二年次や三年次に継続して履修することを推奨します。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 
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(i)本科目を１年間真剣に取り組めば中国語検定の準４級に合格するレベル 

(ii) 中国語の発音や四声について理解及び使用できる 

(iii) 基礎的な中国語の語彙や文法を理解及び使用できる 

 

⑥ テキスト（教科書） 

楊凱栄・張麗群（2015）「LOVE！上海 初級」朝日出版社 2,400 円（+税） 

梅田純子（2017）「中国語ミニ会話-30-」 エコール国際ネットワーク出版 1,080 円（税込） 

⑦ 参考図書・指定図書 

戴暁旬（2016）「合格奪取! 中国語検定 準 4 級トレーニングブック（CD2 枚付改訂版 ）」アスク出版  

長澤文子・盧尤（2013）「出るところだけ！中国語検定準 4 級合格一直線」アスク出版   

日本中国語検定協会公式 WEB サイト http://www.chuken.gr.jp/tcp/grade.html 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  40％     100％ 

(i) 準４級に合格するレベル 60％  20％     80％ 

(ii) 発音や四声の理解   10％     10％ 

(iii) 語彙や文法の理解   10％     10％ 

フィードバックの方法 毎回の小テストで採点したものを返却する。評価コメントを加える。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

予習の必要はありませんが、復習は必要です。 

・確認小テストのための復習を毎回 90 分程度以上勉強してください。 

・復習のための宿題プリントを 6 回目の授業から配布しますので、しっかり取り組んできてください。 

また、希望者へは ICT を活用し、学習を助ける動画教材や e ラーニングを適宜行います。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス及び発音練習① 教科書  分 

2 
発音練習② 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

3 
第１課 浦東空港にて  教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 
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4 
第２課 タクシーに乗って 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

5 
第３課 ホテルでお茶を 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

6 
第４課 私の家族 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

7 
第５課 趣味は映画です 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

8 
第６課 大学の図書館へ 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

9 
第７課 放課後 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

10 
第８課 上海の交通 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

11 
第９課 地下鉄駅付近にて 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

12 
第 10 課 上海の”小吃”  教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

13 
第 11 課 ちょっとお腹が空い

た 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

14 
第 12 課 突然の雨 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

15 
まとめ及びレビュー 

中国語検定準４級模擬試験 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

16 
ガイダンス及び前期の復習 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

17 
第 14 課 おなかいっぱいです 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

18 
第 15 課 外難の夜景 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

19 
第 16 課 上海語はおもしろい 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

20 
第 17 課 ホテルの部屋から 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

21 
第 18 課 どうしたの？ 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

22 
第 19 課 上海は魅力的 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 
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23 
第 20 課 また会いましょう 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

24 
第１課 虹橋空港にて 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

25 
第２課 地下鉄に乗って 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

26 
第３課 上海の交通は便利で

す 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

27 
第４課 2 週間上海にいます 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

28 
第５課 豫園でショッピング 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

29 
第６課 道を尋ねる 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

30 
第７課 オールドジャズバン

ド 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回の授業内で前回学習した内容の確認小テストを行うことで、

定着度を測る。それにより、語学力を可視化することが可能となり日々の学習の進捗を管理できると

ともに、目標である資格試験合格へ近づける。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中国語ⅠB（ChineseⅠB） 

 111010-14000 
担当教員 

白雪晴 

（バイ ショエチン） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択必修 

単位

数 
2 配当年次 １年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 / 認知定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

中国語の基礎を身につける。 

中国語の発音や基本的な文法事項を理解するとともに、それを踏まえた会話や作文（中国語検定準 4 

級程度）ができるようにする。また、単に語学の習得に終わることなく中国の文化理解を合わせて行 

うことで、異文化コミュニケーション能力の向上を図る。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講師の発音指導、説明を主とし、CD、板書、配布印刷物、視聴覚メディア等を活用する。毎回提出

物も要求される。語学を身につける上で必要な、練習の繰り返しが単調にならないよう様々な学習方

法を織り交ぜて授業を進める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

関連科目として中国語Ⅱ、Ⅲと続けて履修することを推奨する。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 中国語を発音記号つきで全部読める。 

(ii) 基礎的な文法を理解したうえ、日記風の文章が書ける。 

(iii) 中国の文化に興味を持つようになる。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

『LOVE！上海 初級中国語』 楊凱栄・張麗群 朝日出版社 2,400 円（+税） 

⑦ 参考図書・指定図書 

『中国語ミニ会話-３０-』 梅田純子 ㈱エコール国際ネットワーク出版 1,080 円（税込） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 30％    30％   ４0％  100％ 

(i) 中国語を発音記号つき

で全部読める 

10％  10％   10％  30％ 

(ii) 基礎的な文法を理解

したうえ、日記風の文章が

書ける。 

10％  10％   10％  30％ 

(iii) 中国の文化に興味を

持つようになる。 

10％  10％   20％  40％ 

フィードバックの方法  

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

教材についている CD を、繰り返し聞き、復習をすることが一番肝心。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
中国語発音の入門（ピンイン） 

の構成、中国語全般について 

教科書 参考書  

配布資料 

前回授業の復習 60 分 

2 

発音、クラス全員の名前を中国

語で言ってみる、中国の文化を

学ぶ（プリントで書く） 

教科書  

参考書 

前回授業の復習 60 分 

3 
発音編の卒業、発音のルール、

日本語と中国語の特徴 

教科書  

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

4 
動詞述語文、「吗」疑問文、名

前の言い方 

教科書 参考書  

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

5 
疑問詞疑問文、「的」の使い方、

副詞の「也」 

教科書 参考書  

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

6 

所在を表す動詞「在」、１－１

０数字、量詞、指示詞「这，那，

哪」 

教科書 参考書  

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

7 
所有・存在を表す「有」、家族

の言い方、接続詞「和」 

教科書 参考書  

配布資料 

前回授業の復習 90 分 
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8 
喜欢+動詞、推量を表す助詞

「吧」、副詞「都」 

教科書 参考書  

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

9 
形容詞述語文、連動文、助動詞

「想」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

10 
名詞述語文、正反疑問文、時刻

と曜日 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

11 
完了を表す助詞「了」、前置詞

「在」、経験を表す助詞「过」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

12 
選択疑問文「还是」、副詞「还」、

形容詞の連体修飾 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

13 
助動詞「会」、同市の連体修飾、

「～极了」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

14 

副詞「有点儿」、前置詞「离」、

変化と新しい事態を表す助詞

「了」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

15 
復習のまとめ 教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

16 
1 学期の復習まとめ、動詞+「一

下」、方位詞 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

17 
存現文、比較を表す前置詞

「比」、 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

18 
値段の言い方、「太～了」、「一

点儿」、副詞「再」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

19 
結果補語、時間幅、、副詞「就」

「才」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

20 
離合詞、助動詞「可以」、方向

補語① 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

21 
主述述語文、助動詞「能」、二

重目的語 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

22 
方向補語②、前置詞の「给」 教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

23 
前置詞「跟」、副詞「还」、接続

詞「而且」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

24 
方向補語②、兼語文 教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

25 
原因を表す「怎么」、短い文章

を書く 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 
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26 
副詞「一直」「刚」、動詞+「了」

+数量表現+「了」 

教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

27 
動量詞、「就要～了」、「～的话」 教科書 参考書  前回授業の復習 90 分 

28 
様態補語 教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

29 
補語のまとめ 教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

30 
復習のまとめ 教科書 参考書

配布資料 

前回授業の復習 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生自らは毎課の練習問題を解くことによって、理解力を高めていく。知識定着、各内容について講

義と確認・実践を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中国語 IC（ChineseⅠC） 

 111010-14000 
担当教員 

白 雪晴 

（バイ ショエチン） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択必修 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は、初心者を対象とし、中国語に興味がわき、将来の仕事の場にも活躍させるため、しっかり

基礎を身につけることを目指す。生徒さんが、中国語をピンインつきで完璧に読め、ピンインなしで

もある程度読めるようになる。そして、基礎的な文法も理解し、使えるようにする。授業内容に合わ

せて、より中国の文化に触れ、日中文化に対して考えるようになる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

グローバル的な視点を持ち、社会に貢献できる能力。 

コミュニケーション能力。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講師の発音指導、説明を主とし、CD も毎回聞き補充手段にする。板書、配布印刷物、視聴覚メディ

ア等を活用する。中国語が話せるため、試行錯誤をしていく。提出物、作文の作成練習もある。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 中国語についての認識。 

(ii) 中国語の基礎を身につける。 

(iii) 慣用句的な文法を理解したうえ、ある程度の長い文章が書ける。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

『LOVE！上海 初級中国語』 楊凱栄・張麗群 朝日出版社 

⑦ 参考図書・指定図書 

特になし。 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％     30％  100% 

(i) 基本概念の理解 30％       20 %  50% 

(ii) 基本知識の応用 20％     5%  25% 

(iii) 中国語の特徴を把握 20％     5%  25% 

フィードバックの方法 課ごとに練習問題を出す。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

教材についている CD を繰り返し聞き、同時に発音することが有効的です。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
発音、中国語で自分の名前を言

う、中国語はどんな言語？  

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

2 
発音、クラス全員の名前を中国

語で。中国語を勉強する心構え 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

3 
発音編の卒業、発音のルール、

日本語と中国語の特徴。 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

4 
動詞述語文、「吗」疑問文、名

前の言い方 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

5 
疑問詞疑問文、「的」の使い方、

副詞の「也」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

6 

所在の動詞「在」、１－１０数

字、量詞、指示詞「这，那，哪」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

7 
所有・存在を表す「有」、家族

の言い方、接続詞「和」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

8 
喜欢+動詞、推量を表す助詞

「吧」、副詞「都」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

9 
形容詞述語文、連動文、助動詞

「想」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 
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10 
名詞述語文、正反疑問文、時刻

と曜日 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

11 

完了を表す助詞「了」、前置詞

「在」、経験を表す助詞「过」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

12 
選択疑問文「还是」、副詞「还」、

形容詞の連体修飾 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

13 
助動詞「会」、同市の連体修飾、

「～极了」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

14 
副詞「有点儿」、前置詞「离」、

変化と新しい事態の助詞「了」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

15 
復習のまとめ 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

16 
動詞+「一下」、方位詞 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

17 
存現文、比較を表す前置詞「比」 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

18 
値段の言い方、「太～了」、「一

点儿」、副詞「再」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

19 
結果補語、時間幅、、副詞「就」

「才」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

20 
離合詞、助動詞「可以」、方向

補語① 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

21 
主述述語文、助動詞「能」、二

重目的語 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

22 方向補語②、前置詞の「给」 
教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

23 
前置詞「跟」、副詞「还」、接続

詞「而且」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

24 
方向補語②、兼語文 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

25 
原因を表す「怎么」、短い文章

を書く 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

26 
副詞「一直」「刚」、動詞+「了」

+数量表現+「了」 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 
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27 動量詞、「就要～了」、「～的话」 
教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

28 
様態補語 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

29 
補語のまとめ 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

30 
復習まとめ 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生自らは毎課授業及び復習によって、理解力を高めていく。 

 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中国語Ⅱ（ChineseⅡ） 

112011-14000 
担当教員 

梅田 周 

（ウメダ シュウ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 通年 

科目特性 認知定着・確認型 AL、資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

本科目では中国語検定４級の合格を目指して学習を進めます。そのため、中国語Ⅰの単位を既に習

得済みで且つ中国語検定準４級に合格をした学生が履修をすることを強くお勧めします。 

教科書を使って体系的に中国語を学習していきます。また、文化や食べ物などの紹介も行い理解を

深めます。語学力やコミュニケーション力は目には見えないものです。せっかく学習するので、検定

に合格し自分の能力の可視化しましょう。そして就職活動、留学、大学院進学など自身の将来のため

の大きな強みにしましょう。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書を使用して授業を進めていきますので、必ず用意をして下さい。 

連絡事項や課題提出を Google クラスルームを使用するので、アプリ等を用意してください。  

授業は毎回以下の①～⑥のサイクルで進めます。 

------------- 

①5 分  前回小テスト返却＆自習 

②10 分 小テスト実施 

③5 分   前回小テスト答え合わせ＆上位得点者表彰  

④10 分 ミニ会話練習 

⑤40 分 教科書解説 

⑥20 分 ドリル＆音読練習 

------------- 

計 90 分  

  

※本シラバスは予定であり、実際の履修者人数や学習者のニーズによって適宜変更を加える可能性が

あります。ご了承ください。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

一年次中国語Ⅰを既に履修済みの学生が履修することが望ましい。 

三年次には中国語Ⅲを履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 
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(i)本科目を１年間真剣に取り組めば中国語検定の４級に合格するレベル 

(ii) 平易な中国語を聞き、話すことができる 

(iii) 平易な中国語の語彙や文法を理解及び使用できる 

 

⑥ テキスト（教科書） 

楊凱栄・張麗群（2016）「LOVE！上海２ 初級～中級」 朝日出版社 2,400 円（+税） 

その他、問題集や参考書の購入をお願いする場合があります。その都度授業で説明します。 

⑦ 参考図書・指定図書 

戴暁旬（2015）「合格奪取! 中国語検定 4 級 トレーニングブック（CD2 枚付 改訂版 ）」アスク出版  

長澤文子・盧尤（2013）「出るところだけ！中国語検定 4 級合格一直線」アスク出版   

日本中国語検定協会公式 WEB サイト http://www.chuken.gr.jp/tcp/grade.html 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  40％     100％ 

(i) ４級に合格するレベル 60％  20％     80％ 

(ii) 発音や四声の理解   10％     10％ 

(iii) 語彙や文法の理解   10％     10％ 

フィードバックの方法 毎回の小テストで採点したものを返却する。評価コメントを加える。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

予習の必要はありませんが、復習は必要です。 

・確認小テストのための復習を毎回 90 分程度以上勉強してください。 

・復習のための宿題プリントを配布しますので、しっかり取り組んできてください。 

また、希望者へは ICT を活用し、学習を助ける動画教材や e ラーニングを適宜行います。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス＆４級模擬試験 教科書  分 

2 
４級模擬試験 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

3 
６課 道を尋ねる  教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 
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4 
７課 オールドジャズバンド 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

5 
８課 ジャズバーで飲みなが

ら 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

6 
９課 上海人の友達の家で 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

7 
１０課 朝食後は何をする？ 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

8 
１１課 市場にて 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

9 
１２課 上海人も好きです 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

10 
１３課 日本料理を食べてみ

たい 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

11 
１４課 お寺に興味はありま

すか 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

12 
１５課 日本料理を食べて 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

13 
１６課 散歩から帰って 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

14 
１７課 列車のチケット 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

15 
１８課 周庄は遠いですか？ 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

16 
１９課 帰国前のひと時 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

17 
２０課 留学したいですか？ 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

18 
２１課  何時に出発します

か？ 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

19 
２２課 また来てください 

 

教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

20 
中検４級対策講座① 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

21 
中検４級対策講座② 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

22 
中検４級対策講座③ 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 



4 

 

23 
HSK 対策講座① 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

24 
HSK 対策講座② 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

25 
HSK 対策講座③ 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

26 
中検４級模擬試験 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

27 
中検４級模擬試験解答解説 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

28 
HSK 模擬試験 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

29 
HSK 模擬試験解説 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

30 
まとめ 教科書 前回授業の復習、小テスト勉強 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回の授業内で前回学習した内容の確認小テストを行うことで、

定着度を測る。それにより、語学力を可視化することが可能となり日々の学習の進捗を管理できると

ともに、目標である資格試験合格へ近づける。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中国語Ⅲ（ChineseⅢ) 

 113012-14000 
担当教員 

白 雪晴 

（バイ ショエチン） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 認知定着・確認型 AL、資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

中国語が完全に入門ができた学生に対して、中級レベルへもう一歩進むように努力をする。生徒さん

が、中国語をピンインつきで完璧に読め、ピンインなしでもある程度読めるようになる。そして、中

国語の特徴を把握でき、理解できるようになる。中級レベルの文法も理解し、使えるようにする。授

業内容に合わせて、より中国の文化に触れ、日中文化に対して考える力を持つ。自国日本社会につい

て、よく考え、社会貢献のレベルで大学生活を考える。聞く、話す、書く、と一連の中国語の能力が

アップできる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

グローバル的な視点を持ち、社会に貢献できる能力。 

コミュニケーション能力。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講師の発音指導、説明を主とし、CD も毎回聞き補充手段にする。板書、配布印刷物、視聴覚メディ

ア等を活用する。中国語が話せるため、試行錯誤をしていく。提出物、作文の作成練習もある。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

中国語Ⅰ、中国語Ⅱを履修した人。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 一般的な会話ができる。 

(ii) 中国語の入力、インターネットで中国に関連する情報を読み取ることができる。 

(iii) 長文の解釈ができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

『カレント中国語 初級から中級へ』 衛榕群・汪暁京 朝日出版社 

⑦ 参考図書・指定図書 

中国語Ⅰと中国語Ⅱを履修した時のすべての教材と参考書。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％  30％   30％  100% 

(i) 基本概念の理解 10％  10％     20 %  50% 

(ii) 基本知識の応用 20％  10％   5%  25% 

(iii) 中国語の特徴を把握 10％  10％   5%  25% 

フィードバックの方法 課ごとに練習問題を出す。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

繰り返し、教材についている CD を聞き、発音することが学習の近道です。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

今まで勉強した内容をまとめ

て、復習をする。 自己紹介を

含む 

教科書、筆記用具 復習と勉強の心の準備をしっかり

し 

30 分 

2 
第 1課 会話 大熊猫  教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

3 
第 2課 短文 九寨沟和黄龙 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

4 
第 2課 会話 游古镇 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

5 
第 2課 短文 孔子 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

6 
第 3 課 会話 在列车上 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

7 
第 3 課 短文 天路 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

8 
第 1 課～第 3 課 復習 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

9 
第 4 課 会話 逛拉萨 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

10 
第 4 課 短文 布达拉宫 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 
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11 
第 5 課 会話 家宴 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

12 
第 5 課 短文 中国的酒文化 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

13 
第 6 課 会話 颐和园观光 

 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

14 
第 6 課 短文 颐和园 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

15 
第 4 課～第６課の復習 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

16 
第 7 課 会話 独生子女 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

17 
第 7 課 短文 婚礼今昔 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

18 
第８課 会話 四川菜 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

19 
第 8 課 短文 麻婆豆腐的传说 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

20 
第 9課 会話 共享单车 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

21 
第 9課 短文 自行车回归社会 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

22 
第７課～第９課の復習 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

23 
第 10課 会話 去文化街 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

24 
待 10課 短文 琉璃厂文化街 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

25 
第 11課 会話 感冒和中药 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

26 
第 11 課 短文 中国传统医学 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

27 
第 12課 会話 龙门石窟 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 60 分 

28 
第 12 課 短文 龙门石窟和中

国女帝武则天 

教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 0 分 

29 
第 10 課～第 12課の復習 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 
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30 
復習まとめ 教科書、筆記用具 前回授業内容の復習 30 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生自らは毎課授業及び復習によって、理解力を高めていく。 

 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

韓国語 Ⅰ(Korean Ⅰ) 

111013-14000 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

日本語の語順とほぼ同じでありであり、文法も酷似している隣国朝鮮半島の言葉（韓国語）と文字（ハ

ングル）を学ぶ。韓国語は世界の言語の中で最も日本語と似ており、短期間で最も上達できる言語で

ある。韓国語と日本語が似ていることは前期ではそれほど体感することはできないが、後期になると

たくさん体感できる。ところで、「外国語一つぐらいできなきゃ」の時代に生きている。その外国語を

韓国語にし、積極的に挑戦してほしい。前期は主に文字の読み書きができるようになり、後期は簡単

な会話ができるようになる。また、授業内容は基礎的なものである。「ハングル」能力検定試験５級に

対応している。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

大きな声で発声し、反復学習を行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)文字の読み書きができること 

(ii)簡単な日常会話ができること 

⑥ テキスト（教科書） 

ギム・ジョンスッグ他（2020）『世宗韓国語１』韓国国立国語院 

初回の授業時に閲覧方法を紹介する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 20% 10%   20%  100% 

(i) 文字の読み書きができ

ること 

25% 10% 5%   10%  50% 

(ii) 簡単な日常会話がで

きること 

25% 10% 5%   10%  50% 

         

フィードバックの方法 添削して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

授業時間中には大声で発音をしてほしい。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンスとハングルに

ついて 

ノート ハングル創製の原理としての天地

人と陰陽の考え方 

30 分 

2 
母音字とその発音（I） 配布資料 短母音の暗記 60 分 

3 
母音字とその発音（II） 配布資料 複母音の暗記 60 分 

4 
子音字とその発音（I） 配布資料 基本子音の暗記 90 分 

5 
子音字とその発音（II） 配布資料 その他の子音の暗記 60 分 

6 
激音と濃音 配布資料 ティッシュペーパーを使った発音

の練習 

30 分 

7 
複合母音 配布資料 ルール通りではない母音の暗記 60 分 

8 
バッチムの基本 配布資料 ０１・１０の法則 60 分 

9 
バッチムの応用 配布資料 ０１・１０以外の法則 90 分 

10 
動詞 配布資料 陽性母音、陰性母音、する動詞 90 分 
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11 
形容詞 配布資料 パターン別変化の暗記 90 分 

12 
連音（I） 配布資料 次の文字の初声が母音の場合 30 分 

13 
連音（II） 配布資料 次の文字の初声が子音の場合 90 分 

14 
疑問文 配布資料 陽性母音、陰性母音の場合 90 分 

15 
否定文 配布資料 2 つのパターンの練習 60 分 

16 
時制 配布資料 陽性母音、陰性母音の場合 60 分 

17 
敬語 配布資料 陽性母音、陰性母音の場合 60 分 

18 
数詞 配布資料 固有数詞の変化暗記 60 分 

19 
各種単位 配布資料 固有語と漢字語 90 分 

20 
動詞変化 配布資料 陽性母音、陰性母音の場合 60 分 

21 
形容詞変化 配布資料 陽性母音、陰性母音の場合 60 分 

22 
接続詞 配布資料 助詞と合わせて暗記 90 分 

23 
漢字の発音 配布資料 韓国語と日本語の共通点と相違点 90 分 

24 
呼称 配布資料 敬語と合わせて練習 60 分 

25 
疑問詞 配布資料 助詞と合わせて暗記 60 分 

26 
指示代名詞 配布資料 助詞と合わせて暗記 60 分 

27 
副詞 配布資料 助詞と合わせて暗記 90 分 

28 
勧誘の表現 配布資料 敬語と合わせて暗記 90 分 

29 
語尾 配布資料 敬語と合わせて暗記 60 分 
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30 
辞書の活用法 配布資料 インターネット上の辞書の活用 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

読み書き能力の確認のため、簡単な小テストを行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

韓国語 Ⅱ(Korean Ⅱ) 

112014-14000 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

韓国語による基礎的な日常会話ができることを目指す授業である。授業内容は韓国語Ⅰの復習と動

詞・形容詞の活用が中心となる。なお、後期は検定試験の準備も並行する形で行う。また、授業内容

は初級の水準である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書の内容に基づいて、会話を繰り返す。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

韓国語Ⅰの履修が望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 簡単な会話ができるようになる。 

(ii) 日記が書けるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

ギム・ジョンスッグ他（2020）『世宗韓国語２』韓国国立国語院 

初回の授業時に閲覧方法を紹介する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 20% 20%   10%  100% 

(i) 簡単な会話ができるよ 25% 10% 10%   5%  50% 
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うになる 

(ii) 日記が書けるように

なる 

25% 10% 10%   5%  50% 

(iii)          

フィードバックの方法 添削して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

宿題をしっかりこなすことが、会話力に直結する。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス ノート ハングルによる自己紹介文の作成 60 分 

2 

漢字音変化「バッチムㄹ」、「初

声ㄹ」 

ノート 事例探し 60 分 

3 漢字音変化「バッチムㅇ」 
ノート 事例探し 60 分 

4 
漢字音変化「母音」 ノート 事例探し 60 分 

5 
漢字音変化「子音」 ノート 事例探し 60 分 

6 
「－は」、「－が」 教科書 文章作り 60 分 

7 
「－を」、「－と」 教科書 文章作り 60 分 

8 
名詞と助詞の特別な形 教科書 名詞と助詞の特別な形の暗記 60 分 

9 
「－である」、「ではありません

でした」、「でした」 

教科書 文章作り 60 分 

10 
「－ます」 教科書 文章作り 60 分 
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11 
「－です」 教科書 文章作り 60 分 

12 
「－ました」 教科書 文章作り 60 分 

13 
「－でした」 教科書 文章作り 60 分 

14 
「－だったです」 教科書 文章作り 60 分 

15 
「ある」、「いる」 教科書 文章作り 60 分 

16 
「ましょうか」 教科書 文章作り 60 分 

17 
敬語 教科書 文章作り 60 分 

18 
「－てはいけません」 教科書 文章作り 60 分 

19 
「－たことがあります」 教科書 文章作り 60 分 

20 
「－ましょう」 教科書 文章作り 60 分 

21 
「－たいです」 教科書 文章作り 60 分 

22 
「－ません」、「－（では）あり

ません」 

教科書 文章作り 60 分 

23 
「－ことにしました」 教科書 文章作り 60 分 

24 
連体形 教科書 文章作り 60 分 

25 ㄹ 脱落 
教科書 文章作り 60 分 

26 ㅂ 変則用言 
教科書 文章作り 60 分 

27 으 変則用言 
教科書 文章作り 60 分 

28 르 変則用言 
教科書 文章作り 60 分 

29 ㅎ 変則用言 
教科書 文章作り 60 分 
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30 
変則用言でない動詞と形容詞 教科書 文章作り 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

授業の 1/2 の時間を会話練習に活用する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本語Ⅰ（JapaneseⅠ） 

111015-14000 
担当教員 

村越 真紀 

（ムラコシ マキ） 

科目区分 

教養科目

（留学生

科目） 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

4技
ぎ

能
のう

（読む、書く、聞く、話す）を伸
の

ばすことを目指
め ざ

す。 

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

（JLPT）N2に合
ごう

格
かく

することを目指す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職
しょく

業
ぎょう

人
じん

として通用
つうよう

する能
のう

力
りょく

 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

状
じょう

況
きょう

によって、試
し

験
けん

のやり方
かた

が変
か

わります。試験の前
まえ

に説明
せつめい

します。 

毎回
まいかい

、授業の最後
さ い ご

に、出席
しゅっせき

確認
かくにん

を兼
か

ねた小テストをします。 

授業の前
まえ

：次
つぎ

の授業で勉強するテキストの範
はん

囲
い

を予
よ

習
しゅう

しておいてください。 

授業の後
あと

：授業の内容
ないよう

を確
かく

認
にん

してください。 

授
じゅ

業
ぎょう

はすべて日
に

本
ほん

語
ご

で行
おこな

います。 

教室では、自
じ

分
ぶん

の国
くに

の言
こと

葉
ば

や英
えい

語
ご

を使わず、日本語で話してください。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

日本事情 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日本語能力試験（JLPT）N２レベルの語彙
ご い

を習
しゅう

得
とく

できた。 

(ii) 日常
にちじょう

の事柄
ことがら

や自分のことについて、簡単な日本語で伝
つた

えられる。 

(iii) N２レベルの文
ぶん

章
しょう

が読め、まとまりのある文章が書ける。 

⑥ テキスト（教科書） 

伊能裕晃他(2011)『新完全マスター語彙 日本語能力試験 N2』スリーエーネットワーク 

佐々木瑞枝他（2006年）『大学で学ぶための日本語ライティング』The Japan Times 

⑦ 参考図書・指定図書 

友松悦子他（2010年）『どんなときどう使う日本語表現文型辞典』アルク 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 10％ 10％  15％ 15％  100％ 

(i) 日本語能力試験（JLPT）

N２レベルの語彙を習得で

きた。 

30％ 10％ 5％   5％  50％ 

(ii) 日常
にちじょう

の事柄
ことがら

や自分の

ことについて、日本語で伝
つた

えられる。 

10％    10％ 5％  25％ 

(iii) N２レベルの文
ぶん

章
しょう

が

読め、まとまりのある文章

が書ける。 

10％  5％  5％ 5％  25％ 

 

フィードバックの方法 課
か

題
だい

は添
てん

削
さく

して返
へん

却
きゃく

する。小テストは採
さい

点
てん

後
ご

、返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

極
きょく

的
てき

に授業に参
さん

加
か

してください。 

授業時間以
い

外
がい

にも、自分で勉強してください。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

オリエンテーション、自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

、日本語入
にゅう

力
りょく

の確認
かくにん

、授業

の注意点の説明、教室の会話 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

日本語で自己紹介ができるように

準備
じゅんび

しておく。 

60 分 

2 

語彙
ご い

テキスト 

第 1 部第
だい

1 章
しょう

、第 1課
か

、 

メールの書き方１（基
き

本
ほん

フォー

マット、） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

3 

語彙テキスト第１章、第 2 課 

ライティングテキスト第 1 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする 

90 分 

4 

語彙テキスト第１章、第 3 課 

ライティングテキスト第 1 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 
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5 

語彙テキスト第 2 章、第 1 課 

ミニスピーチ１ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

6 

語彙テキスト第 2 章、第 1 課 

ライティングテキスト第 2 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

7 

語彙テキスト第 2 章、第 2 課 

ライティングテキスト第 2 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

8 

語彙テキスト第 2 章、第 3 課 

ライティングテキスト第 3 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

9 

語彙テキスト第 3 章、 

ライティングテキスト第 3 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

10 

語彙テキスト第 4 章、第 1 課 

ミニスピーチ２ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

11 

語彙テキスト第 4 章、第 1 課 

ライティングテキスト第 4 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

12 

語彙テキスト第 4 章、第 2 課 

ライティングテキスト第 4 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

13 

語彙テキスト第 5 章、第 1 課 

ライティングテキスト第 5 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

14 

語彙テキスト第 5 章、第 2 課 

ライティングテキスト第 5 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 
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15 

語彙テキスト第 6 章、第 1 課 

ミニスピーチ３ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

16 
オリエンテーション、夏休

なつやす

みの

宿
しゅく

題
だい

発
はっ

表
ぴょう

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

夏休みの宿題について発表できる

ように準備しておく 

60 分 

17 

語彙
ご い

テキスト 

第 1 部第
だい

6 章
しょう

、第 2課
か

、 

ライティングテキスト第 6 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

18 

語彙テキスト第 7 章、第 1 課 

ライティングテキスト第 6 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする 

90 分 

19 

語彙テキスト第 7 章、第 2 課 

ライティングテキスト第 7 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

20 

語彙テキスト第 7 章、第 3 課 

ミニスピーチ１ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

21 

語彙テキスト第 7 章、第 4 課 

ライティングテキスト第 7 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

22 

語彙テキスト第 8 章、第 1 課 

ライティングテキスト 

 レポートを書くための基礎

知識 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

23 

語彙テキスト第 8 章、第 2 課 

ライティングテキスト 

 レポートを書くための基礎

知識 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

24 

語彙テキスト第 9 章、第 1 課 

ライティングテキスト 

 レポートを書くための基礎

知識 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

25 

語彙テキスト第 9 章、第 2 課 

ミニスピーチ２ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 
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26 

語彙テキスト第 2 部、 

第 1 章、第 1 課 

ライティングテキスト第 8 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

27 

語彙テキスト第 1 章、第 1 課 

ライティングテキスト第 8 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

28 

語彙テキスト第 1 章、第 2 課 

ライティングテキスト第 9 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

ミニスピーチの準備をする。 

90 分 

29 

語彙テキスト第 1 章、第 2 課 

ライティングテキスト第 9 課 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

30 

語彙テキスト第 1 章、第 2 課 

ミニスピーチ３ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内
ない

容
よう

を復習
ふくしゅう

しておく。

前の週に指示
し じ

されたところを予
よ

習
しゅう

しておく。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL、協同学修型 AL 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本語Ⅱ（JapaneseⅡ） 

112016-14000 
担当教員 

村越 真紀 

（ムラコシ マキ） 

科目区分 

教養科目

（留学生

科目） 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

4 技能（読む、書く、聞く、話す）を伸ばすことを目指す。 

N2または N1に合格することを目指す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

状況によって、試験のやり方が変わる。詳しいことは試験の前に説明する。 

毎回、授業の最後に、出席確認を兼
か

ねた小テストを行う。 

授業の前：次の授業にそなえて準備しておくこと。 

授業の後：授業の内容を確認すること。 

教室では、母語や英語を使わず、日本語で話すこと。 

授業はすべて日本語で行う。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

日本事情、日本語Ⅰ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)日本語能力試験（JLPT）N２レベルの語彙や文法の問題が解ける。 

(ii)身近な話題や個人的に関心のある話題について、日本語で伝えられる。 

(iii) N２レベルの文
ぶん

章
しょう

が読め、まとまりのあるやや長い文章が書ける。 

⑥ テキスト（教科書） 

伊能裕晃他(2011)『新完全マスター語彙 日本語能力試験 N2』スリーエーネットワーク 

ABK 財団法人 アジア学生文化協会（2014年）『TRY! 日本語能力試験 N2 文法から伸ばす日本語』ア

スク（中国語版、ベトナム語版、英語版があるので、各自自分が使いやすいものを購入すること。） 

⑦ 参考図書・指定図書 

友松悦子他（2010年）『どんなときどう使う日本語表現文型辞典』アルク 

佐々木瑞枝他（2006年）『大学で学ぶための日本語ライティング』The Japan Times 
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二通信子、佐藤不二子（2020 年）『新訂版留学生のための論理的な文章の書き方』スリーエーネット

ワーク 

日本語能力試験問題研究会（2011年）『日本語能力試験直前対策 N2 文字・語彙・文法』国書刊行会 

田代ひとみ他（2011年）『新完全マスター読解 日本語能力試験 N2』スリーエーネットワーク 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 10％ 10％  15％ 15％  100％ 

(i) 日本語能力試験（JLPT）

N２レベルの語彙や文法の

問題が解ける。 

40％ 10％    5％  55％ 

(ii) 身近な話題や個人的

に関心のある話題につい

て、日本語で伝えられる。 

5％  5％  10％ 5％  25％ 

(iii) N２レベルの文
ぶん

章
しょう

が

読め、まとまりのあるやや

長い文章が書ける。 

5％  5％  5％ 

 

5％  20％ 

フィードバックの方法 スピーチ原稿は添削して返却する。小テストは採点後、解説の時間を設

ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

積極的に授業に参加してください。 

授業時間以外にも、自分で勉強してください。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

オリエンテーション、自己紹

介、授業の注意点の説明、 

語彙テキスト第 2 部、第 1 章、

第 3 課、 

資料を利用してレポートを書

く１ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

自己紹介の準備をしておく。 

前年度使用したテキストを使い、授

業内容を予習しておくこと。分から

ない単語は調べておくこと。 

60 分 

2 
語彙テキスト第 1 章、第 3 課、 

資料を利用してレポートを書

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

90 分 
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く２ しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

3 

語彙テキスト第 2 章、第 1 課 

文法テキスト1スタッフ募集の

お知らせ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

4 

語彙テキスト第 2 章、第 1 課 

文法テキスト2転任のあいさつ

（1） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

5 

語彙テキスト第 2 章、第 2 課 

文法テキスト2転任のあいさつ

（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

6 

語彙テキスト第 2 章、第 2 課 

文法テキスト 3 ホテルの仕事 

ミニスピーチ１ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

7 

語彙テキスト第 3 章、 

文法テキスト 3 ホテルの仕事 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

8 

語彙テキスト第 3 章、 

文法テキスト 4 台風情報 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

9 

語彙テキスト第 4 章、第 1 課 

文法テキスト 4 台風情報 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

10 

語彙テキスト第 4 章、第 1 課 

ミニスピーチ 2 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

11 

語彙テキスト第 4 章、第 2 課 

文法テキスト 5 就職活動（1） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ーチを準備しておく。 

90 分 
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12 

語彙テキスト第 4 章、第 2 課 

文法テキスト 5 就職活動（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ーチを準備しておく。 

90 分 

13 

語彙テキスト第 4 章、第 3 課 

文法テキスト 6苦労した 5年間

（1） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ーチを準備しておく。 

90 分 

14 

語彙テキスト第 4 章、第 3 課 

文法テキスト 6苦労した 5年間

（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ピーチを準備しておく。 

90 分 

15 
スピーチ 教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

指示されたテーマでスピーチを準

備しておく。 

90 分 

16 

オリエンテーション、夏休みの

宿題発表、 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

夏休みの宿題を、発表できるように

準備しておく。 

 

60 分 

17 

語彙テキスト第 5 章、 

文法テキスト7オオカミと生態

系（1） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

18 

語彙テキスト第 5 章、 

文法テキスト7オオカミと生態

系（1）（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

19 

語彙テキスト第 6 章、第 1 課 

文法テキスト7オオカミと生態

系（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

20 

語彙テキスト第 6 章、第 2 課 

文法テキスト 8 取引先で 

ミニスピーチ１ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

21 

語彙テキスト第 6 章、第 2 課 

文法テキスト 8 取引先で 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

22 
語彙テキスト第 7 章、第 1 課 

文法テキスト 9 食べ放題（1） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

90 分 
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しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

23 

語彙テキスト第 7 章、第 2 課 

文法テキスト 9 食べ放題（1）

（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

24 

語彙テキスト第 7 章、第 3 課 

文法テキスト 9 食べ放題（2） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチをしておく。 

90 分 

25 

語彙テキスト第 7 章、第 4 課 

ミニスピーチ 2 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでミニ

スピーチを準備しておく。 

90 分 

26 

文法テキスト 10 満員電車（1） 教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ーチ原を準備しておく。 

90 分 

27 

文法テキスト 10 満員電車（2） 教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ーチを準備しておく。 

90 分 

28 

文法テキスト 11 ラーメンの紹

介 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ーチを準備しておく。 

90 分 

29 

文法テキスト 12 ウォーキング

シューズの開発（1） 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。指示されたテーマでスピ

ピーチを準備しておく。 

90 分 

30 

文法テキスト 12 ウォーキング

シューズの開発（2） 

スピーチ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

指示されたテーマでスピーチを準

備しておく。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL、協同学修型 AL  
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本語Ⅲ（JapaneseⅢ） 

113017-14000 
担当教員 

村越 真紀 

（ムラコシ マキ） 

科目区分 

教養科目

（留学生

科目） 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

日本語能力試験（JLPT）N1に合格することを目指す。 

卒業論文やレポートを書くために必要となる読解力と作文力の養成に力を入れる。 

N1レベルの語彙を習得する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

状況によって、試験のやり方が変わる。詳しいことは試験の前に説明する。 

毎回、授業の最後に、出席確認を兼
か

ねた小テストを行う。 

授業の前：次の授業にそなえて準備しておくこと。 

授業の後：授業の内容を確認すること。 

教室では、母語や英語を使わず、日本語で話すこと。 

授業はすべて日本語で行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

日本事情、日本語Ⅰ、日本語Ⅱ、 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日本語能力試験（JLPT）N1レベルの語彙がある程度習得できた。 

(ii) N1レベルの長文が読め、長文読解の問題が解ける。 

(iii) 身近な社会問題について、自分の意見（理由も含めて）を日本語で書いたり言ったりできる。 

⑥ テキスト（教科書） 

福岡理恵子他（2011）『新完全マスター読解 日本語能力試験Ｎ１』スリーエーネットワーク 

⑦ 参考図書・指定図書 

友松悦子他（2010年）『どんなときどう使う日本語表現文型辞典』アルク 

二通信子、佐藤不二子（2020 年）『新訂版留学生のための論理的な文章の書き方』スリーエーネット

ワーク 

日本語能力試験問題研究会（2011年）『日本語能力試験直前対策 N1 文字・語彙・文法』国書刊行会 

伊能 裕晃他（2011年）『新完全マスター語彙 日本語能力試験 N1』スリーエーネットワーク 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 55％ 10％   20％ 15％  100％ 

(i) 日本語能力試験（JLPT）

N1 レベルの語彙がある程

度習得できた。 

15％ 5％   5％ 5％  30％ 

(ii) N1 レベルの長文が読

め、長文読解の問題が解け

る。 

40％ 5％    5％  50％ 

(iii) 身近な社会問題につ

いて、自分の意見（理由も

含めて）を日本語で書いた

り言ったりできる。 

    15％ 

 

5％  20％ 

フィードバックの方法 スピーチ原稿は添削して返却する。小テストは採点後、解説の時間を設

ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

積極的に授業に参加してください。 

授業時間以外にも、自分で勉強してください。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

オリエンテーション 

自己紹介（２分間） 

春休みについて発表 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

2 分間のやや長い自己紹介を準備し

ておく。春休みについて発表きるよ

うに準備しておく。 

60 分 

2 

文章の仕組みを理解する① 

対比 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ１の準備をしておく。 

60 分 

3 

文章の仕組みを理解する② 

言い換え 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ１の準備をしておく。 

60 分 

4 
文章の仕組みを理解する③ 

比喩 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

60 分 
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しておく。 

スピーチ１の準備をしておく。 

5 

文章の仕組みを理解する④ 

疑問提示文 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ１の準備をしておく。 

60 分 

6 

問を解く技術を身に付ける① 

指示語を問う 

スピー１ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

60 分 

7 

問を解く技術を身に付ける② 

「誰が」「何を」などを問う 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ２の準備をしておく。 

60 分 

8 

問を解く技術を身に付ける③ 

下線部の意味を問う 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ２の準備をしておく。 

60 分 

9 

問を解く技術を身に付ける④ 

理由を問う 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ２の準備をしておく。 

60 分 

10 

問を解く技術を身に付ける⑤ 

例を問う 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ２の準備をしておく。 

60 分 

11 

全体をつかむ① 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ発表２の準備をしておく。 

60 分 

12 

全体をつかむ② 

スピーチ２ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

60 分 

13 

全体をつかむ③ 教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ３の準備をしておく。 

60 分 

14 
情報を探し出す① 

広告 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

60 分 
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しておく。 

スピーチ３の準備をしておく。 

15 

情報を探し出す② 

お知らせ 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ発表３の準備をしておく。 

60 分 

16 

広告を探し出す③ 

説明書き 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ３の準備をしておく。 

60 分 

17 

広告を探し出す④ 

表・リスト 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ３の準備をしておく。 

60 分 

18 

実戦問題１ 

内容理解（中文）① 

スピーチ３ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

60 分 

19 

実戦問題２ 

内容理解（中文）② 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ４の準備をしておく。 

60 分 

20 

実戦問題３ 

内容理解（長文）① 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ４の準備をしておく。 

60 分 

21 

実戦問題４ 

内容理解（長文）② 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピー４の準備をしておく。 

60 分 

22 

実戦問題５ 

主張理解（長文）① 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ４の準備をしておく。 

60 分 

23 

実戦問題６ 

主張理解（長文）② 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ４の準備をしておく。 

60 分 
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24 

実践問題７ 

統合理解① 

スピーチ４ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

60 分 

25 

実戦問題８ 

統合理解② 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピー５の準備をしておく。 

60 分 

26 

実戦問題９ 

情報検索① 

 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピー５の準備をしておく。 

60 分 

27 

実戦問題１０ 

情報検索② 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ５の準備をしておく。 

60 分 

28 

総合練習１ 教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ５の準備をしておく。 

60 分 

29 

総合練習２ 教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

スピーチ５の準備をしておく。 

60 分 

30 

総合練習３ 

スピーチ５ 

教科書、ノート、

筆記用具、辞書 

前の週の授業内容を復習しておく。

前の週に指示されたところを予習

しておく。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL、協同学修型 AL 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 
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実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

コンピュータリテラシー1（Computer Literacy 

1） 

121020-14000 

担当教員 

村山 光博 

（ムラヤマ ミツヒロ） 

高梨 俊彦 

（タカナシ トシヒコ） 

高島 幸成 

 (タカシマ コウセイ) 

吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 1 年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

ワープロソフト(Microsoft Word) を取り上げ、実際の利用をとおして文書の処理方法を学んでいきま

す。コンピュータの利用方法、文字の入力、漢字変換から始め、文字サイズなどの文書の装飾や、表

の作成、図形の操作などの基礎を学んでいきます。 

Word 文書処理技能認定試験 3 級に対応した、基礎レベルの科目です。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

コンピュータを使いながら実習形式で行ないます。テキストおよび説明は，Windows にインストール

された Microsoft Word 2016 を用いて行います． 

テキストに沿って行います。授業時は必ず参照できるようにすること。テキストが無い場合は、授業

を受けることができません。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

ワープロソフトを使い、表の入った A4 用紙１枚程度の案内文を１時間程度で作成できることを目標

とします。したがって、決められた時間内に下記のことが要求されます． 

(i)日本語、アルファベット、記号の入力ができること。 

(ii)フォント、段落書式の設定ができること。 

(iii)表の作成ができること。 

(iv)図形の配置ができること。 

(v)印刷書式の設定ができること。  

Word 文書処理技能認定試験 3 級に合格できる実力を養うことを目標とします。 
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⑥ テキスト（教科書） 

サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会編『Word 文書処理技能認定試験 ３級問題集(2016

対応)』（株式会社サーティファイ） 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  20%   30%  100% 

(i) 日本語、アルファベッ

ト、記号の入力 

10%  4%   6%  20% 

(ii) フォント、段落書式の

設定 

10%  4%   6%  20% 

(iii) 表の作成 10%  4%   6%  20% 

(iv)図形の配置 10%  4%   6%  20% 

(v)印刷書式の設定 10%  4%   6%  20% 

フィードバックの方法 操作方法などについて、質問を受け，授業でフィードバックを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「実技で操作がうまくいかない」、「入力が遅れて説明を聞き逃した」など、トラブルが生じたときは、

講師、アシスタントに遠慮なく伝えて早めに解決していく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
授業の進め方． 

Windows の基本的な使い方 

 スマホへのメールの転送の確認を

行う 

30 分 

2 
文字の入力、簡単な文書の入力  タッチタイピングのための，指の使

い方を確認する． 

30 分 

3 
簡単な書式の設定 テキスト 文字書式の設定について，複数の設

定方法を試してみる． 

30 分 

4 
罫線の作成 テキスト 表の挿入，罫線の種類の設定，行列

の挿入，削除，列幅の変更を行う． 

30 分 
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5 

図形の操作 テキスト 図形の挿入，移動，サイズの変更．

図形の書式の変更，文字との重ね合

わせを変更してみる． 

30 分 

6 

練習問題 1「人材育成セミナー

の案内文書」 

テキスト 練習問題 1 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

7 

練習問題 2「学級だより」 テキスト 練習問題 2 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

8 

練習問題 3「業務報告書」 テキスト 練習問題 3 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

9 

模擬問題 1「体験学習の案内文

書」 

テキスト 模擬問題 1 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

10 

模擬問題 2「オリーブオイルフ

ェアの案内のチラシ」 

テキスト 模擬問題 2 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

11 

模擬問題 3「エコにつながる節

約生活の案内文書」 

テキスト 模擬問題 3 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

12 

模擬問題 4「デジカメ情報誌」 テキスト 模擬問題 4 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

13 

模擬問題 5「花粉症対策用品の

販売促進のチラシ」 

テキスト 模擬問題 5 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

14 

模擬問題 6「都会のオアシス探

訪日誌」 

テキスト 模擬問題 6 について、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

15 
模擬問題 7「食材を紹介するチ

ラシ」 

テキスト サンプル問題を作成し、学期末試験

に備える。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。課題の作成を基に、操作方法など理解していない部分を確認して

いくことで、学修内容にフィードバックする。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

コンピュータリテラシー2（Computer Literacy 

2） 

121021-14000 

担当教員 

村山 光博 

（ムラヤマ ミツヒロ） 

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

高島 幸成 

 (タカシマ コウセイ) 

吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
1 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

表計算ソフト(Microsoft Excel)を取り上げ、実際の利用をとおして表の作成方法、データの集計方法

やグラフ化の手法を学んでいきます。後半は練習問題を通して技能を高め、最終的に Excel 表計算処

理技能認定試験３級に合格できる実力を養うことを目的に行ないます。 

Excel 表計算処理技能認定試験３級に対応した、基礎レベルの科目です。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

コンピュータを使いながら実習形式で行ないます。 

テキストに沿って行います。授業時は必ず持参すること。テキストが無い場合は、授業を受けること

ができません。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

表計算ソフトを使い、表の作成、並べ替え、フィルタ、グラフの作成、印刷設定を１時間程度で作成

できることを目標とします。したがって、決められた時間内に下記のことが要求されます． 

(i)表を作成し、合計，平均などの計算を行うこと。 

(ii)フォント、列幅、罫線、表示形式などの書式設定。 

(iii)表の並べ替えや、条件に沿った行の抽出。 

(iv)グラフの作成と配置。 

(v)印刷書式の設定ができること。 

Excel 表計算処理技能認定試験 3 級に合格できる実力を養うことを目標とします。 

⑥ テキスト（教科書） 
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サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会編『Excel 表計算処理技能認定試験 ３級問題集

(2016 対応)』（株式会社サーティファイ） 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  20%   30%  100% 

(i)表を作成し、合計，平均

などの計算を行う。 

10%  4%   6%  20% 

(ii)フォント、列幅、罫線、

表示形式などの書式設定。 

10%  4%   6%  20% 

(iii)表の並べ替えや、条件

に沿った行の抽出。 

10%  4%   6%  20% 

(iv)グラフの作成と配置。 10%  4%   6%  20% 

(v)印刷書式の設定。 10%  4%   6%  20% 

フィードバックの方法 操作について、授業内でフィードバックを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「実技で操作がうまくいかない」、「入力が遅れて説明を聞き逃した」など、トラブルが生じたときは、

講師、アシスタントに遠慮なく伝えて早めに解決していく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

簡単な計算  日本語入力の ON/OFF、式の入力方

法，四則演算の指定方法の確認を行

う． 

30 分 

2 

書式の設定  文字書式の指定，罫線の引き方，罫

線の削除方法，表示形式の確認を行

う． 

30 分 

3 

合計，平均，最大，最小  合計の計算方法について，複数の方

法を行い，操作の確認をする．罫線

などセル書式が設定されている場

30 分 
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合の貼り付けの指定方法を確認す

る． 

4 
練習問題 1「営業部売上達成率

表」① 

テキスト 練習問題 1 について、計算式，関数

と絶対指定の確認をおこなう． 

30 分 

5 
練習問題 1「営業部売上達成率

表」② 

テキスト 練習問題 1 について、グラフと印刷

設定の確認をおこなう． 

30 分 

6 
練習問題 2「月別サービス商品

売上票表」① 

テキスト 練習問題 2.について、計算式，関数

と絶対指定の確認をおこなう． 

30 分 

7 
練習問題 2「月別サービス商品

売上票表」② 

テキスト 練習問題 1 について、グラフと印刷

設定の確認をおこなう． 

30 分 

8 

練習問題 3「中間テスト成績表

（前期）」 

テキスト 練習問題 3 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

9 

模擬問題 1「仕入元別販売数量

表」 

テキスト 模擬問題 1 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

10 

模擬問題 2「都市別世代別人口

表」 

テキスト 模擬問題 2 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

11 

模擬問題 3「開発部経費内訳表」 テキスト 模擬問題 3 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

12 

模擬問題 4「１２月生活費表」 テキスト 模擬問題 4 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

13 

模擬問題 5「新商品地区別売上

表」 

テキスト 模擬問題 5 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

14 

模擬問題 6「広告効果の分析報

告書」 

テキスト 模擬問題 6 を復習し、授業時間内に

終えられなかった部分を作成し保

存しておく。 

30 分 

15 
模擬問題 7「公務員試験完全制

覇ノルマ達成表」 

テキスト サンプル問題を作成し、学期末試験

に備える。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。課題の作成を基に、操作方法など理解していない部分を確認して

いくことで、学修内容にフィードバックする。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

哲学（Philosophy） 

131022-14000 
担当教員 

鈴木 覚 

（スズキ サトル） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 1 年次 

開講

期 
前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

哲学は本来「学ぶもの」というより「する」ものである。哲学を勉強しなくても、哲学することはで

きる。ただ、勉強して様々な考え方を学んだ方が、自分で哲学するとき役立つ。この授業では、西洋

の古代哲学から現代哲学までを概観し、自分で哲学的に考えていくための様々な「思考のツール」を

学ぶ。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

主に講義形式で授業を進める。毎回授業の最後に、次回小テストに向けた課題を出す。翌週の授業の

最初に、前回の課題に関する小テストを行う。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 哲学の基本概念を理解できるようになること。 

(ii) 哲学の基本概念を用いて哲学上の諸問題について論述できるようになること。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

貫成人(2008)『図説・標準 哲学史』新書館 

⑦ 参考図書・指定図書 

羽野幸春(2010) 『詳解 倫理資料 新訂版』実教出版 

 

 

 



2 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 20％    30％  100% 

(i) 基本概念の理解 30% 20%    30%  80% 

(ii) 基本概念を用いた論

述 

20%       20% 

フィードバックの方法 小テストは、用紙回収後に解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

教養は人生を豊かなものにします。社会に出ると教養の勉強をする時間を確保するのは難しくなるの

で、学生時代のうちにしっかりと勉強しておきましょう。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
導入とソクラテス 筆記用具 ソクラテスの復習とプラトンとア

リストテレスの予習 

 60 分 

2 
プラトンとアリストテレス 筆記用具 プラトンとアリストテレスの復習

と大陸合理論の予習 

60 分 

3 
大陸合理論 筆記用具 大陸合理論の復習とイギリス経験

論の予習 

60 分 

4 
イギリス経験論 筆記用具 イギリス経験論の復習とカント（コ

ペルニクス的転回）の予習 

60 分 

5 
カント（コペルニクス的転回） 筆記用具 カント（コペルニクス的転回）の復

習とカント（知と信）の予習 

60 分 

6 
カント（知と信） 筆記用具 カント（知と信）の復習とヘーゲル

の予習 

60 分 

7 
ヘーゲル 筆記用具 ヘーゲルの復習とマルクス（疎外

論）の予習 

60 分 

8 
マルクス（疎外論） 筆記用具 マルクス（疎外論）の復習とマルク

ス（物象化論）の予習 

60 分 

9 

マルクス（物象化論） 筆記用具 マルクス（物象化論）の復習とハイ

デッガー（存在の意味への問い）の

予習 

60 分 

10 
ハイデッガー（存在の意味への

問い） 

筆記用具 ハイデッガー（存在の意味への問

い）の復習とハイデッガー（死の先

60 分 



3 

 

駆）の予習 

11 
ハイデッガー（死の先駆） 筆記用具 ハイデッガー（死の先駆）の復習と

フーコー（狂気の歴史）の予習 

60 分 

12 
フーコー（狂気の歴史） 筆記用具 フーコー（狂気の歴史）の復習とフ

ーコー（規律・訓練）の予習 

60 分 

13 

フーコー（規律・訓練） 筆記用具 フーコー（規律・訓練）の復習とウ

ィトゲンシュタイン（思考の限界）

の予習 

60 分 

14 

ウィトゲンシュタイン（思考の

限界） 

筆記用具 ウィトゲンシュタイン（思考の限

界）の復習とウィトゲンシュタイン

（言葉の意味）の予習 

60 分 

15 
ウィトゲンシュタイン（言葉の

意味） 

筆記用具 ウィトゲンシュタイン（言葉の意

味）の復習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回授業の最初に、前回の課題に関する小テストを行い、テスト

用紙回収後、その内容について解説する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

社会科学のための数学（Mathematics for 

Social Science） 131023-14000 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本授業は、経済学や経営学を学ぶために必要な数学の基礎知識を学習することを目的とする。経済学

や経営学を学ぶときに、数学がネックになり、理解度が低くなってしまう学生が見られる。本講義で

は、数学の基礎から復習しつつ、経済学や経営学を理解できるように関連した数学を、練習問題を取

り入れて実施していく。したがって、数学が苦手な学生が、スムーズに社会科学を学べるようにする

ことを目標とする。また、公務員試験を意識した内容で講義を進める。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

数学は積み上げ式学問であるから、毎回の講義に対応した項目についてテキストを精読し、配布され

た練習問題を確実に行っていくこと。また、学修活動を確認するために、課題の提出を求める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 基礎的な数学の知識を身につける 

(ii) 経済学や経営学の基礎的な問題が解けるようになる。 

(iii)  

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

白石俊輔（著）、尾山大輔・安田洋祐（監修）（2014 年）『経済学で出る数学 ワークブックでじっく

り攻める』日本評論社 

⑦ 参考図書・指定図書 

尾山大輔・安田洋祐（編著）（2013 年）『［改訂版］経済学で出る数学 高校数学からきちんと攻める』

日本評論社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  10％   30%  100% 

(i) 基礎的な数学の知識を

身につける 

30%  5%   15%  50% 

(ii) 経済学や経営学の基

礎的な問題が解けるよう

になる。 

30%  5%   15%  50% 

(iii)          

フィードバックの方法 課題は採点して模範解答を添付し返却する。 

 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

基礎的な学習に力を入れていく。特に数学が苦手で、大学での学びに不安がある学生におすすめの数

学入門講座である。ただし、全くの努力なしに数学は身につくものではないので、理解しようする努

力は必要である。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

オリエンテーション 

１次関数と市場メカニズム①

（関数と変数） 

テキスト ｙ＝ａｘ＋ｂのグラフ、マーシャル

の罠と逆関数、合成関数 

30 分 

2 

１次関数と市場メカニズム②

（連立方程式と市場均衡、グラ

フと余剰） 

テキスト 連立方程式、需要曲線、供給曲線、

市場均衡、消費者余剰、生産者余剰、

総余剰 

60 分 

3 
１次関数と市場メカニズム③

（応用練習問題） 

テキスト 直線の式の決定、損益分岐点分析、

豊作貧乏＿不作だと、課題の提出 

90 分 

4 
２次関数と独占・寡占市場①（2

次式の展開と因数分解） 

テキスト 2 次式の扱いに習熟するための展開

と因数分解の計算練習 

60 分 

5 

２次関数と独占・寡占市場②

（２次関数のグラフ） 

テキスト ｙ＝ａ（ｘ－ｓ）２＋ｔのグラフ、

ｙ＝ａ（ｘ－α）（ｘ－β）のグラ

フ 

60 分 

6 
２次関数と独占・寡占市場③

（２次関数のグラフ、２次関数

テキスト ｙ＝ａｘ２＋ｂｘ＋ｃのグラフ、独

占企業の利潤最大化 

60 分 
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の応用） 

7 
２次関数と独占・寡占市場④

（２次関数の応用） 

テキスト 寡占市場のゲーム理論、課題の提出 90 分 

8 

１変数関数の微分と利潤最大

化①（２次関数の微分と利潤最

大化） 

テキスト ２次関数の微分、１変数関数の最適

化：２次関数 

60 分 

9 

１変数関数の微分と利潤最大

化②（多項式関数の微分と利潤

最大化） 

テキスト 多項式関数の微分公式、１変数関数

の最適化：多項式関数、増減表、損

益分岐価格と操業停止価格 

60 分 

10 

１変数関数の微分と利潤最大

化③（よく出る関数と微分の公

式） 

テキスト １変数関数の最適化：指数関数、対

数関数等、最適化の例：利潤最大化、

弾力性 

60 分 

11 
１変数関数の微分と利潤最大

化④（経済学への応用） 

テキスト 労働と余暇、消費と貯蓄、課題の提

出 

90 分 

12 
多変数関数の微分と効用最大

化①（多変数関数の微分） 

テキスト 色々な変数についての微分、定数と

係数を見分ける 

60 分 

13 
多変数関数の微分と効用最大

化②（偏微分） 

テキスト 偏微分の記号とその意味、偏微分の

練習 

60 分 

14 

多変数関数の微分と効用最大

化③（制約なしの最適化と制約

付きの最適化） 

テキスト 制約条件なしの最適化、制約条件あ

りの最適化、課題の提出 

90 分 

15 

多変数関数の微分と効用最大

化④（ラグランジュ未定乗数法

の図解） 

テキスト 予算制約のある最適化、同次関数、

試験の準備 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回の講義で質問感想シートを配布し、次の講義の最初にそれに

対する解説を行い、学生の理解度を高めていく。また、練習問題等を通して、知識の定着を図る。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

世界近現代史(World Modern History) 

131024-14000 担当教員 
沢目 健介 

(サワメ ケンスケ) 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

現代世界に大きな影響をもたらしている欧米的な政治・経済圧力の根底に、その宗教的・文化的な力

があることもあわせて授業を進める。日々生起する事柄についても、歴史的な背景を理解するように

つとめる。授業内容は項目として挙げておく。歴史知識が自己の生活を豊かにする視点も考慮する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貰献する姿勢／職業人として通用する能力／専門知旒・技術力を活用する能力／情報収

集・分祈力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業前に次回のテーマを提起する。授業で必要な配布プリントを添付ファイルで受講生全員に提示す

る。受講生は配布プリントを印刷または画面上で確認しながらの授業となる。購入テキストを事前に

読み、留意点をメモしておくことが望ましい。（１時間以上） 授業後はその日のうちに、知識と理

解を深めるために自分なりの工夫を施しノートを作成しておくこと（１時間以上）。課題も添付ファ

イルで提出を求める。作成ノートを前期授業終了前に提出を求める予定である。事情により、「ズー

ム」を使用したリモート授業を中心とする授業進行も考慮する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「日本近世・近現代史」も履修することが望まれる。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)  歴史的な視点で現代を理解する態度を養う。日本人学生と留学生が一緒に日本史を学ぶ機会を

考慮し、相互の共通の理解を深める。 

(ii)  世界史における宗教的な背景の理解を養う。 

(iii) 世界史の動向の根源を問う態度を養う。 

⑥ テキスト（教科書） 

「世界の歴史」編集委員会『もういちど読む山川世界史』（山川出版社、2017年） 

⑦ 参考図書・指定図書 

適宜授業で知らせる。毎回レジュメ、史料を配布する予定である。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％  15％   15％  100％ 

(i) 歴史的な視点で現代を

理解する態度を養う。  
40％  5％   5％  50％ 

(ii) 世界史における宗教

的な背景の理解を養う。 
15％  5％   5％  25％ 

(iii) 世界史の動向の根源

を問う態度を養う。 
15％  5％   5％  25％ 

フィードバックの方法 課題提出、質問等で、授業内容理解を確認する。またこのような質問・

意見の提示も上記評価の参考とする。事情により、「ズーム」を利用。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回提出の授業課題用紙の記述を参考にして、次回授業で前回授

業内容の補足・必要事項の確認を行う。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

導入 世界史の見方 

  （古代～中世） 

  ルネサンスと宗教改革 

教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

2 

イギリス市民革命 

 （ピューリタン革命と名誉革

命） 

教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

3 フランス革命 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

120分 
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ておく 

4 産業革命 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

5 中国および朝鮮半島の近代 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

6 帝国主義時代の開幕 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

7 植民地の従属と抵抗 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

8 第一次世界大戦 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 
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9 
ロシア革命とヴェルサイユ体

制 

教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

10 民族解放闘争の新展開 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

11 危機の 20年 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

12 第二次世界大戦 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

13 戦後世界の展開 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

14 現代世界の多極化 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 
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15 
冷戦終結とグローバリゼーシ

ョン 

教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回提出の授業課題用紙の記述を参考にして、次回授業で前回授

業内容の補足・必要事項の確認を行う 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本近世・近現代史(Japnese Early Modern and  

Modern History 

131025-14000 

担当教員 
沢目 健介 

(サワメ ケンスケ) 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

日本の近世・近現代の歴史を考える。近世から現代に至る日本の歴史は世界史の動向と深く関わって

いる。地政学的関連から、中国、朝鮮など近隣諸国との関係については特に注意深い考察が必要であ

る。下記の授業内容は項目として挙げておくものであり，学生の質間や感想に応じて次回のテーマに

ついては臨機応変に対応することがある。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貰献する姿勢／職業人として通用する能力／専門知旒・技術力を活用する能力／情報収

集・分祈力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時に次回のテーマを提起する。次回テーマに関連するテキストを読み、メモを取ることが望まし

い。教科番を読ませる可能性もあるため、音読し難解な語句にはルビをつけておくことが必要である。

（１時間以上） 授業後はその日のうちに、知識と理解を深めるために自分なりの工夫を施しノート

を作成しておくこと（１時間以上）。ノート提出を求めることがある。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「世界近現代史」も履修することが望まれる。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日本人学生と留学生が一緒に日本史を学ぶ機会を考慮し、相互の共通の理解を深める。 

(ii)  事実を確認し､冷静に歴史学的判断ができる能力を身につけることを目的とする。 

(iii) テキストや史料を読む能力を身につけ，歴史的に考える習慣をつけることを到達目標とする。世

界史の動向の根源を問う態度を養う。そのために、史料の筆写を課す。 

⑥ テキスト（教科書） 

鳥海靖『もういちど読む山川日本近代史』（山川出版社、2013年） 

⑦ 参考図書・指定図書 

適宜授業で知らせる。毎回レジュメ、史料を配布する予定である。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％  15％   15％  100％ 

(i)  40％  5％   5％  50％ 

(ii)  15％  5％   5％  25％ 

(iii)  15％  5％   5％  25％ 

フィードバックの方法 毎回授業課題用紙の提出を求め、授業内容理解を確認する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

知識定着・確認型 ALを採用する。毎回提出の授業課題用紙の記述を参考にして、次回授業で前回授

業内容の補足・必要事項の確認を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
日本史を見る視点 

政治史的に見た日本史の特質 

教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後は授業後はその日

のうちに、知識と理解を深めるため

に自分なりの工夫を施しノートを

作成しておく 

120分 

2 織豊政権の時代 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後は授業後はその日

のうちに、知識と理解を深めるため

に自分なりの工夫を施しノートを

作成しておく 

120分 

3 江戸時代 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後は授業後はその日

のうちに、知識と理解を深めるため

に自分なりの工夫を施しノートを

作成しておく 

120分 

4 開国 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後は授業後はその日

120分 
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のうちに、知識と理解を深めるため

に自分なりの工夫を施しノートを

作成しておく 

5 明治維新 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

6 自由民権 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

7 大日本帝国憲法体制 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

8 日清戦争 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

9 日露戦争 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

10 大正政変と大正デモクラシー 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

120分 
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ておく 

11 なぜ日本は戦争へ 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

12 15年戦争の日本 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

13 
日本国憲法体制と冷戦体制に

本 

教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

14 高度経済成長とその終焉 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

15 冷戦体制構造終結と日本 
教科書・筆記用

具 

授業時に次回のテーマを提起する。

関連したところを音読し考えてメ

モをとる。授業後はその日のうち

に、知識と理解を深めるために自分

なりの工夫を施しノートを作成し

ておく 

120分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALを採用する。毎回提出の授業課題用紙の記述を参考にして、次回授業で前回授

業内容の補足・必要事項の確認を行う。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

英文学（English Literature） 

131026-14000 
担当教員 

関 義夫 

（セキ ヨシオ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

イギリス小説の中から数作品を取り上げ、「小説を読むとはどういう行為なのか」ということについ

て、小説の技法に注目しながら考える。小説技法（リアリズム、意識の流れ、インターテクスチャリ

ティ、視点など）に注目することにより、小説という虚構世界の人工性について理解する。 

学期末試験のほかにレポート（課題）提出あり。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

 講義形式で授業を進める。 

 15 回分のプリント資料をまとめて配付するので、毎回必ず持参すること。 

 指定図書からのレポート（課題）提出あり。指定図書については授業で指示する。 

 授業中に紹介する作品については、図書館等を利用し、事前または事後に必ず目を通しておくこ

と。不明な文学用語は、図書館所蔵の文学辞典やインターネット等を利用して、各自、調べるこ

と。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 「小説を読むとはどういう行為なのか」について自分の考えを述べられる。 

(ii) 小説技法（リアリズム、意識の流れ、インターテクスチャリティ、作者・テクスト・読者の関係、

視点など）について理解できる。小説の「人工性」、「枠組みの恣意性」について理解できる。 

(iii)「 読み」の多様性について理解し、自分の考えをレポート（課題）として提出する。 

⑥ テキスト（教科書） 

プリント資料使用（授業開始時に 15 回分をまとめて配付予定） 

⑦ 参考図書・指定図書 

ヴァージニア・ウルフ『ダロウェイ夫人』、マイケル・カニンガム『めぐりあう時間たち』 

トマス・ハーディ『テス』、メアリー・シェリー『フランケンシュタイン』（光文社古典新訳文庫） 

H.G.ウェルズ『タイムマシン』 

上田和夫編『イギリス文学辞典』（研究社） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   35％  15％  100％ 

(i) 「小説を読むとはどう

いう行為なのか」について

の自分の考え 

30％       30％ 

(ii) 小説技法の理解 20％       20％ 

(iii) 「読み」の多様性の理

解と自分の考え（レポート

提出） 

   35％  15％  50％ 

フィードバックの方法 学習の進捗状況を見て、理解が十分でないと思われる項目に関しては、関

連個所の追加プリントの配付や画像資料（プロジェクタ）を用いての解説

も行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

授業内容を記したシラバスを十分理解したうえで履修登録をすること。 

授業への出席だけでなく、授業時間以外に自分で自主的に行わなければならないレポート作成（指定

図書を読んで自分の考えをまとめる）が要求されるので、よく考えて履修登録をすること。レポート

作成は、かなり時間がかかります。作品の粗筋を書いただけのレポートは、合格点がつきません。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション 

（15 回授業の概要等の説明） 

筆記用具 「小説を読むとはどういう行為な

のか」について自分なりに考えてみ

る。 

60 分 

2 
授業で取り上げる小説家たち

について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号1～18を読んでく

る。 

60 分 

3 
レポート課題小説の粗筋につ

いて 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 19～30 を読んで

くる。 

60 分 

4 
小説の技法①（19 世紀リアリズ

ム小説）  

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 31～35 を読んで

くる。 

60 分 

5 
小説の技法②（20 世紀初頭の実

験的小説、意識の流れ） 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 36～30 を読んで

くる。 

60 分 
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6 
小説の技法としての「語り」の

変化について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 40～48 を読んで

くる。 

60 分 

7 
「視点」に関するモデルの一例

紹介 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 49～60 を読んで

くる。 

60 分 

8 
「作者」は消し去れるかという

議論について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 61～67 を読んで

くる。 

60 分 

9 
トマス・ハーディ『テス』につ

いて 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 68～100 を読ん

でくる。 

60 分 

10 
『ダロウェイ夫人』と『めぐり

あう時間たち』について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 101～106 を読ん

でくる。 

60 分 

11 
ヴァージニア・ウルフ『ダロウ

ェイ夫人』について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 107～121 を読ん

でくる。 

60 分 

12 
マイケル・カニンガム『めぐり

あう時間たち』について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 122～136 を読ん

でくる。 

60 分 

13 
「作品（テクスト）」、「作者」、

「読者」の関係について 

プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 137～170 を読ん

でくる。 

60 分 

14 
文学作品の映画化について プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 171～181 を読ん

でくる。 

60 分 

15 
まとめ プリント資料、

筆記用具 

プリント資料番号 1～181（15 回分）

全体を読んで理解する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL 

 小説の技法についての基礎知識の確認及び定着を目指す。 

 指定図書からのレポート（課題）提出を求める。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本文学（Japanese Literature） 

131027-14000 
担当教員 

丸山 義昭 

（マルヤマ ヨシアキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

日本の近・現代文学の中から、主に著名な作家の優れた小説を読んでいく。詩や短歌にも触れる。 

夏目漱石、芥川龍之介、宮沢賢治、太宰治、井伏鱒二、三島由紀夫、安部公房、村上春樹、川上弘美

といった作家の小説、金子光晴の詩、石川啄木の短歌を読む。文学作品を、設けた問いに沿って読み、

意見の相互交流をはかりながら、深層批評の段階まで掘り下げていく。作品を読み味わいながら、自

分が既に持っていた認識や価値観が揺さぶられるような文学体験ができればよい。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業で取り上げる予定の小説をあらかじめ読み、複数の問いを考えてくること。（1 時間以上） 

授業後はその日のうちに、自分で分かるようにノートを整理しておくこと。（30 分以上） 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

文学作品を深層まで読み味わうことを目的とする。したがって、 

(i)小説のプロットを理解しながら、読み深めるためにいくつかの問いを立てることができる。 

(ii) 小説の語り方や個々の表現に着目しながら、問いに対して自分の意見が持てるようになる。 

(iii) 授業後の二次感想を表現することができる。 

を到達目標とする。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

石川啄木『一握の砂・悲しき玩具』（新潮文庫） 

その都度授業で本文プリントとレジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

随時、授業で知らせる。 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％  25％   5％  100％ 

(i) 概略把握 25％  10％   5％  40％ 

(ii) 正確な理解 25％  10％     35％ 

(iii) 表現力 20％  5％     25％ 

フィードバックの方法  

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

知識定着・確認型ＡＬを採用し、双方向でのコミュニケーションを意識した授業を目指していく。 

小説はあらかじめ読んできて、読み深めるための問いをいくつか考えてくること。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

小説の読み方について 

宮澤賢治『なめとこ山の熊』（前

半） 

国語辞書、筆記

用具 

高校で習った小説をざっとでよい

ので再読してくること。授業後はそ

の日のうちに、自分で分かるように

ノートを整理しておくこと。 

90 分 

2 

宮澤賢治『なめとこ山の熊』（後

半） 

テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

3 

宮澤賢治『土神と狐』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

4 

井伏鱒二『山椒魚』 

 

テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

5 

夏目漱石『夢十夜』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

90 分 
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かるようにノートを整理しておく

こと。 

6 

安部公房『公然の秘密』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

7 

太宰治『葉桜と魔笛』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

8 

村上春樹『象の消滅』 

 

テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

9 

芥川龍之介『鼻』 

 

テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

10 

芥川龍之介『白』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

11 

芥川龍之介『トロッコ』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

12 

三島由紀夫『美神』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 
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13 

川上弘美『離さない』 テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

14 

詩の読み方について 

金子光晴『落下傘』『くらげの

唄』 

テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

15 

短歌の読み方について 

石川啄木『一握の砂』 

テキスト、国語

辞書、筆記用具 

各回の授業で指定された作品を読

み、複数の問いを考えてくること。

授業後はその日のうちに、自分で分

かるようにノートを整理しておく

こと。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。各回終了後に、質問や意見を書いてもらい、次回の授業に組み込

んで回答する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

心理学 （ Psychology ） 

 131029-14000 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 1 年次 開講期 前期 

科目特性 協同学修型 AL／外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

従来の一般的な心理学に加え、脳科学、社会学、行動経済学など多様な要素を盛り込んでいる。心理

学の基礎知識を活かすため、「言葉にして表現する」ということに重点を置いている。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

人間関係と自己分析を軸として、人間の心理と行動への考察を深める。一般的な心理学の基礎知識を

踏まえ、より深く人間心理を考察する能力を身につけることを目標とする。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。高校までの倫理社会や保健体育、大学で学ぶ哲学、経営学・経済学等との重複部分は特に

理解を深めておいて欲しい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)一般的な心理学に出てくる用語全般を把握し、定義を 100 字程度で簡潔に説明できる。 

(ii) 社会やコミュニケーションに関わる心理学の理解を深めて、行動指針に具体化できる。 

(iii) 心理学の歴史的な経緯を踏まえ、代表的な心理学者の理論と事例を端的に解説できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

齋藤 勇監修『図解 心理学用語大全 人物と用語でたどる心の学問』（2020）誠文堂新光社  

他に、プリント資料を提示する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

マーカス・ウィ－クス『10 代からの心理学図鑑』（2015）三省堂 

越智啓太『心理学ビジュアル百科』（2016）創元社 

ゆうきゆう『なるほど！とわかるマンガはじめての心理学』(2014)西東社 

『ビジネス心理検定試験公式テキスト 1 基礎心理編』（2012）中央経済社 

妹尾武治『脳がシビれる心理学』（2014）実業之日本社 

『メンタルヘルス・マネジメント検定Ⅲ種公式テキスト』（2017）中央経済社 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 50％  20％   30％  100％ 

(i) 心理学の用語の理解 10％  5％   10％  25％ 

(ii) テーマの文章表現 10％  15％   10％  35％ 

(iii) 心理学の総合的理解 30％     10%  40％ 

フィードバックの方法 出席票や解答用紙は、原則返却しない。確認・添削後、修正すべきポイ

ントや評点を知らせる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

従来は「しゃべり場」と称し、周囲の履修者とテーマに即したディスカッションする機会を設けて

いた。COVID-19 の感染拡大防止のため、積極的に話す機会を設けるわけにはゆかないが、代わりに

各自が与えられたテーマに思索を巡らし、自らの言葉で表現する作業を検討している。昨年度は毎回

心理テストを行い、結果を受講者と共有することで新たな気づきを得た。担当する授業すべてに共通

するのは、1.自己効力感を醸成する。2.学習性無気力をなくす。3.人生の裁量権を増やす。である。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション・心理テス

ト「あなたは一体どんな人？」 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストや心理テスト解説などの

配付資料を読み、内容を確認する。 

90 分 

2 
巨人の肩の上に立つ①心理学

研究者武勇伝前編 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

3 
巨人の肩の上に立つ②心理学

研究者武勇伝後編 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

4 
学習と記憶①～エビングハウ

スの忘却曲線、頭の良さとは？  

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

5 
学習と記憶②～人は人工知能

（AI）に取って代わられるか？ 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

6 
判断・決断・意思決定～脳や心

では何が起こっているのか？ 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

7 
メンタルヘルス・マネジメント

～自分の心と身体を労わる～ 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

8 
サイコロジカル・ファーストエ

イド(PFA)～共感と心のケア 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

9 
アクティブ・リスニング～人の

話をしっかり聞くコツとツボ 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

10 
社会心理学①対人関係～とか

く人の世は住みにくい 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 
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11 
社会心理学②集団心理～小人

閑居して不善を為す 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

12 
交渉とコミュニケーション①

段階的要請法と譲歩的要請法 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

13 
交渉とコミュニケーション②

アサーティブな表現と対応 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

14 
レジリエンス～くじけない心

をつくる「心の筋トレ」 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

テキストやプリントを読み、次回ま

でに出された課題を消化しておく。 

60 分 

15 
総括：心理学で学んだ内容をど

のように発展させてゆくか 

テキスト、配付

資料、筆記用具 

試験直前対策で示した内容を、試験

前にさらに確認して理解しておく。 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題提出による学生参加型 AL を採用する。毎回のテーマに即した問いかけを行って、寄せられた

結果について次回以降に解説と考察を行い、学修内容をフィードバックする。テキストの指定された

部分を事前に読んで、用語を把握した上で授業に臨んで欲しい。原則として配付資料の再配付や取り

置きはしないので、各自できちんとファイリングしておくことを求める。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

社会学（Sociology） 

131030-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

私たちを取り巻く「社会」とは、どのように成立しているのか？「社会的なもの」と「個人的なもの」

とはどのような関係にあるのか？私たちの生活している地域社会を基本としているコミュニティの

視点と個人としての視点で考察する。本講義では、社会の位置づけ、地域社会における集団・家族・

環境・教育・格差・メディアの各領域の現状と課題を明らかにする。できるだけ発言の機会を設ける

とともに、学修内容の理解を深めるために視聴覚教材も活用する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートの内容を基に、フィードバッ

クを行う。そのために協同学修型 AL では、ディスカッションを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会学の概念を理解する。 

(ii) 社会現象を考察して理解する。 

(iii) 相互行為と自分の意味を理解する。 

(ⅳ) 地域社会・コミュニティを理解する。 

(ⅴ) メディアや情報の社会的影響を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

工藤保則・大山小夜・笠井賢紀（2018）「基礎ゼミ 社会学」世界思想社 

⑦ 参考図書・指定図書 

篠原清夫・栗田真樹（2018）「大学生のための社会学入門」晃洋書房 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   40％  10％  100％ 

(i) 社会学の概念を理解 10％   8％  2％  20％ 

(ii) 社会現象を考察して

理解 

10％   8％  2％  20％ 

(iii) 相互行為と自分の意

味を理解 

10％   8％  2％  20％ 

(ⅳ) 地域社会・コミュニ

ティを理解 

10％   8％  2％  20％ 

(ⅴ) メディアや情報の社

会的影響を理解 

10％   8％  2％  20％ 

フィードバックの方法 小レポートはプレゼンテーションを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

社会福祉主事任用資格の取得及び福祉住環境コーディネーターを目指すなど、公務員や福祉関係の職

業を希望している学生は必ず受講してもらいたい。小レポート課題は、8 回程度を行う。双方向での

コミュニケーションを意識した授業を目指して行く。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション テキスト 社会についての基本的な知識と理

解 

３０分 

2 
自分と他人の関係 テキスト 相互行為と自我や意味の形成の知

識と理解 

６０分 

3 
家族 テキスト 家族などの関係性の知識と理解 ６０分 

4 
福祉や教育 テキスト 福祉と教育の地域と理解 ６０分 

5 
地域社会 テキスト 都市・農村の知識と理解 ６０分 

6 
労働 テキスト 労働・消費と企業・産業の知識と理

解 

６０分 

7 
文化 テキスト 文化の知識と理解 ６０分 
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8 
メディア テキスト メディア・情報・コミュニケーショ

ンの知識と理解 

６０分 

9 
ジェンダー テキスト ジェンダーの知識と理解 ６０分 

10 
エスニシティ テキスト グローバリゼーションの知識と理

解 

６０分 

11 
格差 テキスト 階層・階級・社会的不平等の知識と

理解 

６０分 

12 
社会問題 テキスト 社会病理・社会問題の知識と理解 ６０分 

13 
社会運動 テキスト 社会運動・ＮＰＯなど改革の知識と

理解 

６０分 

14 
自然環境 テキスト 人間と自然環境の知識と理解 ６０分 

15 
政治 テキスト 国家・政治・権力の知識と理解 ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小レポートの内容を基に、フィードバックを行う。そのために協

同学修型 AL では、ディスカッションを行う。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、社会に起きている事項について、客観

的視点、主観的視点、支援者の視点、住民の視点など多角的視点から社会を見ることを学生に伝える

ことができる。 

たとえば、家族関係が希薄化する原因、家族内で起こっているＤＶや児童虐待の現状、課題と対策の

必要性を伝えることができる。さらに行政として対応した実体験として、相談機関や保護機関を理解

してもらうための必要性も伝えることができる。 

また、地域福祉計画や地域福祉活動計画においても、市民が行う活動の現状と課題・問題点が明記さ

れている。それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解

決策を導き出す能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

家族社会学（Family Sociology） 

132032-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

少子化が進行する中で子どもと家庭は深い関係であり、子ども家庭を福祉の視点で理解するととも

に、ワーク・ライフ・バランスが直面する課題について適切な知見を得ることを目的とする。さらに

その対策としての必要性を理解できるようになることを目標とする。 

少子高齢化の現状と子ども家庭の歩み、子どもにとって親や家族などを整理したうえで、子どもの権

利、福祉制度、施設と専門職を取り上げて現状と課題を明らかにする。できるだけ発言の機会を設け

るとともに、学修内容の理解を深めるために視聴覚教材も活用する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートや小テストを実施して、フィ

ードバックを行う。そのために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 子どもの権利保障を理解する。 

(ii) 子ども家庭福祉制度を理解する。 

(iii) 子ども家庭福祉の現状と課題を理解する。 

(ⅳ) 子どもを取り巻くの現状と課題を理解する。 

(ⅴ) 子ども家庭福祉の動向と展望を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

浦田雅夫（2020）「新・子ども家庭福祉」教育情報出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

永田夏来・松木洋人（2017）「入門 家族社会学」新泉社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 20％  20％  10％  100％ 

(i) 子どもの権利保障を理

解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(ii) 子ども家庭福祉制度

を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(iii) 子ども家庭福祉の現

状と課題を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(ⅳ) 子どもを取り巻くの

現状と課題を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(ⅴ) 子ども家庭福祉の動

向と展望を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

フィードバックの方法 小レポートはプレゼンテーションを行い、小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

社会福祉主事任用資格の取得及び福祉住環境コーディネーターを目指すなど、公務員や福祉関係の職

業を希望している学生は必ず受講してもらいたい。小レポートと小テストを合わせて、７回程度行う。

外部講師招聘時は予習として課題を提示する。 

今回から子ども家庭に視点をあてる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
少子高齢化の現状と地域社会

か 

テキスト 少子化の要因と地域社会の変化を

理解 

３０分 

2 
子ども家庭福祉のあゆみ テキスト 子育て支援の歴史を理解 ６０分 

3 
子どもの権利保障 テキスト 権利条約・児童憲章を理解 ６０分 

4 
子ども家庭福祉の制度と法体

系 

テキスト 子どもに関する法律や専門機関を

理解 

６０分 

5 
子ども家庭福祉に関わる施設 テキスト 児童福祉施設を理解 ６０分 
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6 
子ども家庭福祉に関わる専門

職 

テキスト 相談援助や児童福祉専門職を理解 ６０分 

7 
母子保健と子育て支援サービ

ス 

テキスト 保健サービスと保育ニースを理解 ６０分 

8 
小テスト 自筆ノート １回～７回目授業のまとめ ６０分 

9 
子どもの貧困と虐待 テキスト 貧困や虐待の現状や原因を理解 ６０分 

10 
ワークライフバランス 配布資料 仕事と家庭を理解 ６０分 

11 
障がいのある子どもと家庭へ

の支援 

テキスト 高齢社会の現状を理解 ６０分 

12 
不登校・引きこもりへの支援 テキスト 不登校・引きこもりの実態を理解 ６０分 

13 
スマホとゲーム依存症 テキスト スマホとゲームとの付き合い方 ６０分 

14 
地域における連携・協働・ネッ

トワーク 

テキスト 子どもと家庭を支える地域ネット

ワークを理解 

６０分 

15 
小テスト 自筆ノート ９回～14 回目授業のまとめ ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小レポートや小テストを実施して、フィードバックを行う。その

ために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、家族内におけるＤＶ，児童虐待、孤立

化の現状、それに対する課題と対策を学生に伝えることができる。 

たとえば、ＤＶによる相談機関（児童相談所・女性相談所）の必要性を伝えることができる。さらに

実体験として相談機関につなげた経緯・課題を伝えることができる。 

また、子ども子育て支援計画においても、家族の現状と課題・問題点が明記されている。それらの知

識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き出す能力を

養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

高齢者と社会政策（Aged Social Policy） 

132033-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

介護保険制度に関する知識や高齢者の生きがいと健康づくりなどの社会政策について理解するとと

もに、今後の高齢者が直面する課題について適切な知見を得ることやその対策としての必要性を理解

できるようになることを目的とする。さらに要介護認定者の半数となっている認知症高齢者について

学び、今後日本が迎える超高齢社会に向けた課題や問題点を明らかにする。できるだけ発言の機会を

設けるとともに、学修内容の理解を深めるために視聴覚教材も活用する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートや小テストを実施して、フィ

ードバックを行う。そのために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 高齢期の心身の変化を理解する。 

(ii) 高齢者に対するサービスを理解する。 

(iii) 介護保険制度の仕組みを理解する。 

(ⅳ) 高齢者に対する支援・専門職を理解する。 

(ⅴ) 人生の最終段階における支援を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

大塩まゆみ・奥西栄介（2018）『新・基礎からの社会福祉 高齢者福祉第 3 版』ミネルヴァ書房 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

直井道子・中野いく子（2014）『よくわかる高齢者福祉』ミネルヴァ書房 

第 8 期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険福祉計画 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％ 30％  20％  10％  100％ 

(i) 高齢期の心身の変化を

理解する 

8％ 6％  4％  2％  20％ 

(ii) 高齢者に対するサー

ビスを理解する 

8％ 6％  4％  2％  20％ 

(iii) 介護保険制度の仕組

みを理解する 

8％ 6％  4％  2％  20％ 

(ⅳ ) 高齢者に対する支

援・専門職を理解する 

8％ 6％  4％  2％  20％ 

(ⅴ) 人生の最終段階にお

ける支援を理解する 

8％ 6％  4％  2％  20％ 

フィードバックの方法 小レポートはプレゼンテーションを行い、小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

社会福祉主事任用資格の取得及び福祉住環境コーディネーターを目指すなど、公務員や福祉関係の職

業を希望している学生は必ず受講してもらいたい。小レポートと小テストを合わせて、７回程度行う。

（履修者数により増減有）外部講師招聘時は予習として課題を提示する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
人生における高齢期 テキスト 高齢期の課題や心身の変化を理解 ３０分 

2 
高齢者を取り巻く社会的状況 テキスト 高齢者人口や世帯状況を理解 ６０分 

3 
高齢者に対する制度とサービ

ス（1） 

テキスト 高齢者福祉制度の変遷を理解 ６０分 

4 
高齢者に対する制度とサービ

ス（2） 

テキスト 地域包括ケアシステムを理解 ６０分 

5 
介護保険制度のしくみ（1） テキスト 介護保険の仕組みを理解 ６０分 

6 
介護保険制度のしくみ（2） テキスト 介護予防と地域支援事業を理解 ６０分 
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7 
介護保険サービス利用の実態 テキスト 居宅サービス・施設サービスを理解 ６０分 

8 
小テスト 自筆ノート １回～７回目授業のまとめ ６０分 

9 
高齢期を支える環境づくり テキスト 福祉住環境整備を理解 ６０分 

10 
高齢者を支える専門職 テキスト 高齢者を支える専門職の種類と仕

事を理解 

６０分 

11 
認知症高齢者(1) テキスト 認知症の主な原因疾患を理解 ６０分 

12 
認知症高齢者(2) テキスト 認知症ケアと支援を理解 ６０分 

13 
高齢者虐待に対する支援 テキスト 高齢者虐待と予防を理解 ６０分 

14 
終末期の支援 テキスト 高齢者が望む居場所とケアを理解 ６０分 

15 
小テスト 自筆ノート ９回～１４回目授業のまとめ ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小レポートや小テストを実施して、フィードバックを行う。その

ために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、介護保険制度の基本的支援や政策、対

象者別の意義や目的、活動内容や影響力、さらに活動における課題を学生に伝えることができる。 

たとえば、認知症高齢者の鉄道事故、交通事故の対応、介護保険制度以外の生きがいづくりなどの必

要性を伝えることができる。さらに実体験として地域住民主体の健康づくりの必要性も伝えることが

できる。 

また、介護保険計画や高齢者保健福祉計画においても、介護の現状と課題・問題点が明記されている。

それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き

出す能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

健康とスポーツ（ Health Promotion and 

Sports） 

141034-14000 

担当教員 
桐生 拓 

（キリュウ タク） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 通年 

科目特性 協同学修型 AL/課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

生涯を通じて健康的に運動と関われるように，身体的・精神的・社会的側面から健康問題にアプロー

チし実践的に学ぶ。理論的な側面だけでなく、スポーツという身体活動の側面を考慮し、実習をとお

したより深い取得を目指す。よって実技と講義を両軸と捉え授業を展開する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

 コミュニケーション能力/情報収集・分析力を養う 

③ 授業の進め方・指示事項 

大学外のスポーツ活動についても必用に応じて単位認定の参考とする。また、実技に適したスポー

ツウエア、シューズで授業に参加すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特にない。ただし日常生活で運動に関する事象に興味をもって生活することが望ましい 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 健康に関する諸問題について理解できること 

(ii) 健康な生活のためにどのようにスポーツと関わるかの理解し実践できること 

(iii) 他者との協力など主体的に活動できること 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。代わりに、授業開始時に PowerPoint ファイルのコピーを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

早稲田大学スポーツ科学学術院 編(2011) 教養としてのスポーツ科学 改訂版 大修館書店 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    30％ 20％ 50％  100％ 

(i) 健康に関する諸問題

について理解できること 

   

 

30％  10％  40％ 

(ii) 健康な生活のために

どのようにスポーツと関

わるかの理解し実践でき

ること 

    20％ 10％  30％ 

(iii) 他者との協力など主

体的に活動できること 

     30％  30％ 

フィードバックの方法 実技の試験を終了後解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

授業に適さない服装での参加は適宜限点等の対象にする。また、スポーツを通して人との関わり方を

学ぶことも重要であり、積極的な授業への参加を期待する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション（実施種目

や授業の流れについて説明） 

運動着等  60 分 

2 
講義(トレーニングの法則) 

 

運動着等  60 分 

3 
講義(健康とはなにか) 

運動における安全管理 

運動着等  60 分 

4 

健康に関する諸問題について

(健康についてのトピックス) 

トレーニング①ＨＩＩT 

運動着等  60 分 

5 
運動種目の選択① 

 

運動着等  60 分 

6 
運動実技の選択② 

(前回とは異なる種目) 

運動着等  60 分 

7 
講義(熱中症) 運動着等  60 分 
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8 
運動実技の選択② 

(前回とは異なる種目) 

運動着等  60 分 

9 
前期選択実技決定 

運動実技(グループでの活動) 

運動着等  60 分 

10 
講義(ダイエット) 

運動実技(基礎練習) 

運動着等  60 分 

11 
講義(オリンピック) 

運動実技(技術練習) 

運動着等  60 分 

12 
講義(栄養) 

運動実技(対人練習) 

運動着等  60 分 

13 
講義(睡眠) 

運動実技(ミニゲーム) 

運動着等  60 分 

14 
講義(ヘルスプロモーション) 

運動実技(種目別試験練習) 

運動着等  60 分 

15 
講義(トレーニングの法則) 

運動実技(実技試験) 

運動着等  60 分 

16 
イントロダクション（後期の流

れの確認） 

運動着等  60 分 

17 
運動実技 

(運動種目の選択①) 

運動着等  60 分 

18 
運動実技(運動実技の選択② 

(前回とは異なる種目) 

運動着等  60 分 

19 
運動実技(基礎練習) 運動着等  60 分 

20 
運動実技(対人練習) 運動着等  60 分 

21 
運動実技(ミニゲーム) 運動着等  60 分 

22 
運動実技(種目別試験練習) 運動着等  60 分 

23 
運動実技(実技試験) 運動着等  60 分 

24 
運動実技(基礎練習) 運動着等  60 分 

25 
運動実技(技術練習) 運動着等  60 分 

26 
運動実技(対人練習) 運動着等  60 分 
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27 
運動実技(ミニゲーム) 運動着等  60 分 

28 
運動実技(種目別試験練習) 運動着等  60 分 

29 
運動実技(後期実技試験) 運動着等  60 分 

30 
まとめ 運動着等  60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型 AL 及び協同学修型 AL を採用する。毎授業ごとに紹介されるトピックスに関してディス

カッションを行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本事情（The State of Affairs in Japan1） 

151035-14000 
担当教員 

村越 真紀 

（ムラコシ マキ） 

科目区分 

教養科目

（留学生

科目） 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

日本での生活
せいかつ

で気
き

を付
つ

けなければならないことを学ぶ。 

日本、新
にい

潟
がた

県
けん

、長
なが

岡
おか

市
し

について学ぶ。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職
しょく

業
ぎょう

人
じん

として通用
つうよう

する能
のう

力
りょく

 

コミュニケーション能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

状
じょう

況
きょう

によって、試
し

験
けん

のやり方
かた

が変
か

わります。試験の前
まえ

に説明
せつめい

します。 

毎回
まいかい

、授業の最後
さ い ご

に、出席
しゅっせき

確認
かくにん

を兼
か

ねた小テストをします。 

授業の前
まえ

：次
つぎ

の授業で勉強するテキストの範
はん

囲
い

を予
よ

習
しゅう

しておいてください。 

授業の後
あと

：授業の内容
ないよう

を確
かく

認
にん

してください。 

授
じゅ

業
ぎょう

はすべて日
に

本
ほん

語
ご

で行
おこな

います。 

教室では、自
じ

分
ぶん

の国
くに

の言
こと

葉
ば

や英
えい

語
ご

を使わず、日本語で話してください。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

日本語Ⅰ-1（JapaneseⅠ-1）、日本語Ⅰ-2（JapaneseⅠ-2）、 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日本での生活で、気を付けなければならないことが分かった。 

(ii) 日本、新潟県、長岡市について、だいたい分かった。 

(iii)日本文化
ぶ ん か

について、いくつか学
まな

べた。 

⑥ テキスト（教科書） 

教
きょう

科
か

書
しょ

は指
し

定
てい

しない。レジュメや公
こう

式
しき

サイトなどを利
り

用
よう

する。新
にい

潟
がた

県
けん

広
こう

報
ほう

誌
し

『新潟県のすがた 2021』

は、授業の際
さい

に各
かく

自
じ

に配
はい

布
ふ

する。（4月以
い

降
こう

、県公
こう

式
しき

サイトで公
こう

表
ひょう

される予
よ

定
てい

の PDF版
ばん

も利用予定） 

⑦ 参考図書・指定図書 

金津日出美・桂島宣弘（2017）『留学生のための日本事情入門【改訂版】』文理閣 

藤井剛（2016）『詳説政治・経済研究 第 3 版』山川出版社 

新潟県広報誌『新潟県のすがた 2021』 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 55％ 15％   15％ 15％  100％ 

(i) 日本での生
せい

活
かつ

上
じょう

の注
ちゅう

意
い

点
てん

の理
り

解
かい

 

20％ 5％   5％ 5％  35％ 

(ii) 日本、新
にい

潟
がた

県
けん

、長
なが

岡
おか

市
し

の概要
がいよう

理解 

20％ 5％   5％ 5％  35％ 

(iii) 日本文
ぶん

化
か

についての

理解 

15％ 5％   5％ 5％  30％ 

 

フィードバックの方法 小テストは採点
さいてん

してから返
かえ

します。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

積
せっ

極
きょく

的
てき

に授業に参
さん

加
か

してください。 

授業時間以
い

外
がい

にも、自分で勉強してください。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス、

自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

、 

授業の 注
ちゅう

意
い

点
てん

について、 

生活の中で

気を付ける

こと１災害

が発生した

ら① 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

日本語で自己紹介できるように準備する（1 分くらいの長さ）。 

災
さい

害
がい

にはどんな種
しゅ

類
るい

があるか調
しら

べる。 

震
しん

度
ど

について、以
い

下
か

を読んでおく。 

（気
き

象
しょう

庁
ちょう

） 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/kaikyuhyo.p

df 

60 分 

2 

生活の中で

気を付ける

こと２ 

災害が発生

したら② 

ゴミの捨
す

て

方
かた

について、 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

自分の住
じゅう

所
しょ

を漢
かん

字
じ

で書き、日本語で発
はつ

音
おん

できるように準備する。 

以下を読んでおく。 

（総
そう

務
む

省
しょう

 消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

） 

https://www.fdma.go.jp/relocation/bousai_manual/index.html 

長岡市のゴミの捨て方を調べておく。 

60 分 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/kaikyuhyo.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kaikyuhyo/kaikyuhyo.pdf
https://www.fdma.go.jp/relocation/bousai_manual/index.html
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3 

生活の中で

気を付ける

こと３ 

ゴミの捨て

方について

②、「いいに

おい」と「臭

いにおい」自
じ

転
てん

車
しゃ

に 乗
の

る

時の注意、 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

以下を読んでおく。 

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

 自
じ

転
てん

車
しゃ

協
きょう

会
かい

 

安全・安心な自転車選び ENJOY BICYCLE (baa-advisor.com) 

https://baa-advisor.com/safety/ 

 

「好きなにおい（香り)」と「きらいなにおい」を考えておく。 

60 分 

4 

生活の中で

気を付ける

こと４ 

騒音
そうおん

、アルバ

イト、 病
びょう

気
き

になったり

けがをした

ら 

長岡市につ

いて① 

市の概
がい

要
よう

、現
げん

代
だい

の長岡市 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

どんな時、「うるさい」と思うか考える。 

病気やケガに関係がある単語を復習しておく。 

長岡市のウェブサイトを読んでおく。 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html  

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/ 

60 分 

5 

長岡市につ

いて② 

市の概要、現

代の長岡市、 

長 岡 市 の

地理
ち り

・歴
れき

史
し

、 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

長岡市のウェブサイトを読んでおく。 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html  

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/ 

60 分 

6 

長岡市につ

いて③ 

長岡市の地

理・歴史、 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

長岡市のウェブサイトを読んでおく。 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html  

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/ 

米百俵について調べておく。 

60 分 

https://baa-advisor.com/safety/
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/
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7 

長岡市につ

いて④ 

長岡市の地

理・歴史 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

長岡市のウェブサイトを読んでおく。 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html  

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/ 

長岡花火について調べておく。 

60 分 

8 

新潟県につ

いて① 

県の概要、県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

新

潟市につい

て 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

新潟県のウェブサイトを読んでおく。 

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kouhou/1195575337464.html 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

9 

新潟県につ

いて② 

地理、新潟の

食
しょく

文
ぶん

化
か

、 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

10 

新潟県につ

いて③ 

新潟の歴史 1 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

11 

新潟県につ

いて④ 

新潟の歴史 2 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

12 

新潟県につ

いて⑤ 

新潟の史
し

跡
せき

、

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

・郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

13 

新潟県につ

いて⑥ 

自
し

然
ぜん

と環
かん

境
きょう

、

産
さん

業
ぎょう

、農
のう

産
さん

物
ぶつ

、観
かん

光
こう

 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

14 

新潟県につ

いて⑦ 

自
し

然
ぜん

と環
かん

境
きょう

、

産
さん

業
ぎょう

、農
のう

産
さん

物
ぶつ

、観
かん

光
こう

 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく 

60 分 

15 

浴衣を着て

夏祭りへ行

こう！ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

以下を見ておく。 

（女性）：資生堂 

https://www.youtube.com/watch?v=hdGAwZ6w8gw 

60 分 

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/syoukai/index.html
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/youran/
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kouhou/1195575337464.html
https://www.youtube.com/watch?v=hdGAwZ6w8gw
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（浴衣の着

付け体験） 

（男性）：阪急百貨店 

 https://www.youtube.com/watch?v=Uwg7FxdwUo8 

16 

ガイダンス、 

夏休
なつやす

みの 宿
しゅく

題
だい

発
はっ

表
ぴょう

 

新潟県
にいがたけん

に つ

いて⑦ 

自
し

然
ぜん

と環
かん

境
きょう

、

産
さん

業
ぎょう

、農
のう

産
さん

物
ぶつ

、観
かん

光
こう

 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

夏休
なつやす

みの宿
しゅく

題
だい

を発
はっ

表
ぴょう

できるように準備
じゅんび

しておく。 

広
こう

報
ほう

誌
し

「新潟県
にいがたけん

のすがた 2021」を読んでおく。分からない単
たん

語
ご

は

調
しら

べておく。 

 

60 分 

17 

新潟県につ

いて⑧ 

観光
かんこう

、交
こう

通
つう

と

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

18 

新潟県につ

いて⑨ 

観光、交通と

国際交流 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

広報誌「新潟県のすがた 2021」を読んでおく。分からない単語は

調べておく。 

60 分 

19 

日本につい

て① 

日 本 の 地理
ち り

１ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

47都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の名前と位
い

置
ち

を調べる。 

各
かく

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

（県庁があるところ）の市の名前を調べる 

60 分 

20 

日本につい

て② 

日本の地理 2 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

配布
は い ふ

資料
しりょう

をよく読み、分からない単語は調べておく。 60 分 

21 

日本につい

て③ 

日本の 産業
さんぎょう

１ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の産
さん

業
ぎょう

について、以下
い か

を読んでおく。 

（国
こく

立
りつ

公
こう

文
ぶん

書
しょ

館
かん

） 

http://www.archives.go.jp/exhibition/digital/modean_state/conte

nts/meiji-industry/index. 

60 分 

22 

日本につい

て④ 

日本の産業

２ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

配布資料をよく読み、分からない単語は調べておく。 60 分 

23 

日本につい

て⑤ 

戦
せん

後
ご

日
にほん

本経
けい

済
ざい

史
し

１ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

配布資料をよく読み、分からない単語は調べておく。 60 分 

https://www.youtube.com/watch?v=Uwg7FxdwUo8
http://www.archives.go.jp/exhibition/digital/modean_state/contents/meiji-industry/index.
http://www.archives.go.jp/exhibition/digital/modean_state/contents/meiji-industry/index.


6 

 

24 

日本につい

て⑥ 

戦後日本経

済史２ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

配布資料をよく読み、分からない単語は調べておく。 60 分 

25 

日本につい

て⑦ 

戦後日本経

済史３ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

配布資料をよく読み、分からない単語は調べておく。 60 分 

26 

日本につい

て⑧ 

戦後日本経

済史４ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

配布資料をよく読み、分からない単語は調べておく。 60 分 

27 

日本につい

て⑨ 

日 本 の お

正月
しょうがつ

 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

日本のお正月
しょうがつ

について調べる。 

自分の国のお正月について説明
せつめい

できるように準備する。 

60 分 

28 

日本につい

て⑩ 

茶道
さ ど う

を 通 じ

た 日
にほん

本文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

１ 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

茶
ちゃ

の湯
ゆ

と日本文化について、以下を読んでおく。 

（表
おもて

千
せん

家
け

不
ふ

審
しん

庵
あん

） 

http://www.omotesenke.jp/list2/list2-3/ 

60 分 

29 

日本につい

て⑩ 

茶道を通じ

た日本文化

理解 2 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

茶
ちゃ

の湯
ゆ

と日本文化について、以下を読んでおく。 

（表
おもて

千
せん

家
け

不
ふ

審
しん

庵
あん

） 

http://www.omotesenke.jp/list2/list2-3/ 

和
わ

のふるまいについて、以下を読んでおく。 

（表千家不審庵） 

http://www.omotesenke.jp/list5/list5-1/list5-1-1/ 

60 分 

30 

日本につい

て⑪ 

茶道体験 

ノート、

筆 記 用

具、辞書 

和
わ

のふるまいについて、以下を読んでおく。 

（表千家不審庵） 

http://www.omotesenke.jp/list5/list5-1/list5-1-1/ 

 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL、協同学修型 AL 

 

 

 

 

http://www.omotesenke.jp/list2/list2-3/
http://www.omotesenke.jp/list2/list2-3/
http://www.omotesenke.jp/list5/list5-1/list5-1-1/
http://www.omotesenke.jp/list5/list5-1/list5-1-1/
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ボランティア論（Introduction to Volunteer） 

151036-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 前期 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

ボランティア活動の意義と理念、歴史的変遷、現代的課題について理解を深めると共に、実際の活動

に必要な能力や視点を獲得することを目的とする。その上で、個人的志向に留まらず、社会の創造に

貢献する為に、個々人が自ら何をなすべきかを模索する契機となることを目指す。尚、活動内容の理

解を深めるために視聴覚教材を用いたり、外部講師を招聘する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートや小テストを実施して、フィ

ードバックを行う。そのために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) ボランティア活動の意義と理念を理解する。 

(ii) ボランティア活動の課題を理解する。 

(iii) 実際の活動に必要な能力や視点を理解する。 

(ⅳ) ＮＰＯ活動を理解する。 

(ⅴ) 協働社会の必要性を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

早瀬昇(2018)「参加の力が創る共生社会 市民の共感・主体性をどう醸成するか」ミネルヴァ書房 

⑦ 参考図書・指定図書 

大阪ボランティア協会（2006）『基礎から学ぶボランティアの理論と実際』中央法規出版 

岡本栄一（2005）「ボランティアのすすめ 基礎から実践まで」ミネルヴァ書房 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％ 20％  10％ 20％ 10％  100％ 

(i) ボランティア活動の意

義と理念を理解する 

8％ 4％  2％ 10％ 2％  26％ 

(ii) ボランティア活動の

課題を理解する 

8％ 4％  2％ 10％ 2％  26％ 

(iii) 実際の活動に必要な

能力や視点を理解する 

8％ 4％  2％  2％  16％ 

(ⅳ) ＮＰＯ活動を理解す

る 

8％ 4％  2％  2％  16％ 

(ⅴ) 協働社会の必要性を

理解する 

8％ 4％  2％  2％  16％ 

フィードバックの方法 小レポートはプレゼンテーションを行い、小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

公務員や福祉関係の職業を希望している学生は必ず受講してもらいたい。ボランティア活動を実践す

る学生を対象とする。小レポートと小テストを合わせて、6 回程度行う。外部講師招聘時は予習とし

て課題を提示する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション テキスト ボランティア活動の知識と理解 ３０分 

2 
参加の力 テキスト 参加力を発揮した多彩な取り組み

を理解 

６０分 

3 
ボランティア活動の基本的性

格・定義 

テキスト 自主性・自立性を理解 ６０分 

4 
ボランティア活動の公共性 テキスト 公共的な活動を理解 ６０分 

5 
ボランティアの歴史 テキスト 公共活動は行政のみかを理解 ６０分 

6 
ボランティアの歴史 テキスト ボランティアの無償性とＮＰＯ活

動を理解 

６０分 
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7 
ボランティア活動の自発性（1) テキスト 市民と行政の取り組みの違いを理

解 

６０分 

8 
ボランティア活動の自発性（2) テキスト 当事者意識を広げ、市民の自治力を

理解 

６０分 

9 
小テスト 自筆ノート １回～８回目授業のまとめ ６０分 

10 
ボランティアの弱み テキスト 自発的社会活動の弱点を理解 ６０分 

11 
市民活動の意味 テキスト 特定非営利活動促進法を理解 ６０分 

12 
ボランティア参加の意義 テキスト 参加が生み出す変化を理解 ６０分 

13 
ボランティア組織づくり テキスト リーダーシップを理解 ６０分 

14 
公益法人制度 テキスト 税制優遇や公益法人を理解 ６０分 

15 
小テスト  自筆ノート １０回～１４回目授業のまとめ ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小レポートや小テストを実施して、フィードバックを行う。その

ために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

社会福祉協議会における経験から、ボランティア活動における基本的姿勢や心構え、活動の意義や目

的、活動内容や影響力、さらに活動における課題を学生に伝えることができる。 

たとえば、ボランティアを養成するためにコーディネーターの企画力や小学校からの福祉教育の必要

性を伝えることができる。さらに実体験として消防団活動や防犯活動が地域住民の理解してもらうた

めの必要性も伝えることができる。 

また、地域福祉計画や地域福祉活動計画においても、ボランティア活動の現状と課題・問題点が明記

されている。それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題

解決策を導き出す能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ボランティア体験（Volunteer Experience ） 

151037-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 集中 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 課題解決型 AL  / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

ボランティアの現状を幅広く、さらに総合的に学修することにより、今後のボランティア活動の足掛

かりとする。具体的には次の目標とする。1）地域におけるボランティア活動に主体的に参加する。2）

ボランティア活動によって社会のしくみを知る。3）ボランティア活動によって多くの人々と交流す

る。4）ボランティア活動によって人の存在価値を知る。5）ボランティア活動による自己実現を目指

す。学に在学する４年間において、学外におけるボランティア活動に参加することで、学内の講義等

では学び・体験することができない多様な経験を修得するとともに、地域社会と本学学生との暖かみ

のある交流を通して社会に貢献し、豊かな情感を備えた人間育成を図ること、さらにボランティアリ

ーダーとしての資質習得を目的とする。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

ボランティア活動の実践のために活動準備を行う。ボランティア先の選定、活動計画書の作成、ボラ

ンティア活動報告書の作成、活動報告会を行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

ボランティア論 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) ボランティアの意義を理解する。 

(ii) ボランティアの継続性を理解する。 

(iii) ボランティアを体験することで新たな発見を理解する。 

(ⅳ) ボランティア活性化の必要性を理解する。 

(ⅴ) ボランティアコーディネーターの役割を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

岡本栄一（2005）「ボランティアのすすめ 基礎から実践まで」ミネルヴァ書房 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じて随時授業で知らせる。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   60％ 20％ 10％ 10％  100％ 

(i) ボランティアの意義を

理解する 

  12％ 4％ 2％ 2％  20％ 

(ii) ボランティアの継続

性を理解する 

  12％ 4％ 2％ 2％  20％ 

(iii) ボランティアを体験

することで新たな発見を

理解する 

  12％ 4％ 2％ 2％  20％ 

(ⅳ) ボランティア活性化

の必要性を理解する 

  12％ 4％ 2％ 2％  20％ 

(ⅴ) ボランティアコーデ

ィネーターの役割を理解

する 

  12％ 4％ 2％ 2％  20％ 

フィードバックの方法 報告会を実施して情報共有を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

ボランティア活動を途中で放棄した学生がおり、受け入れ先へ迷惑をかけたため、自分自身でボラン

ティア先を選考する方式にした。説明会の未参加者は、「履修希望なし」として対応する。できるだ

け１年次での履修を進める。ボランティア活動の期間は、8 月～9 月の間に 40 時間の活動をする。受

け入れ先は原則自分自身で探し、日程調整を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション テキスト ボランティア種別を考察 ３０分 

2 
ボランティア活動の実践 テキスト ボランティア先の検討 ６０分 

3 
活動準備 テキスト ボランティア先の検討 ６０分 

4 
地域分野のボランティア テキスト ボランティア種別の活動内容を考

察 

６０分 

5 
高齢者分野のボランティア テキスト ボランティア種別の活動内容を考

察 

６０分 
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6 
障害者分野のボランティア テキスト ボランティア種別の活動内容を考

察 

６０分 

7 
児童分野のボランティア テキスト ボランティア種別の活動内容を考

察 

６０分 

8 
個人活動 テキスト 実践内容の考察 ６０分 

9 
ボランティア活動計画書の提

出 

配布資料 ボランティア先との協議 ６０分 

10 

ボランティア活動（活動時間は

40 時間とする。活動日誌を作成

する。） 

配布資料 ボランティア実践 ６０分 

11 
事後学修（活動報告書の提出） 配布資料 報告書のとりまとめ ６０分 

12 
活動報告会準備 配布資料 報告発表の準備 ６０分 

13 
活動報告会 配布資料 報告発表 ６０分 

14 
    

15 
    

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL では、活動日誌・報告書作成と報告発表、フィードバックを行う。課題解決型

AL では、フィールドワークとして学外のボランティア活動を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

社会福祉協議会における経験から、ボランティア活動における基本的姿勢や心構え、活動の意義や目

的、活動内容や影響力、さらに活動における継続課題を学生に伝えることができる。 

たとえば、ボランティアを継続するためにコーディネーターの企画力や意思付け、ボランティア先と

の信頼関係の必要性を伝えることができる。さらに実体験として子育て支援活動を地域住民の理解し

てもらうための必要性も伝えることができる。 

また、地域福祉計画や地域福祉活動計画においても、ボランティア活動の現状と課題・問題点が明記

されている。それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題

解決策を導き出す能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅠ前（Seminar１） 

261042-14000 
担当教員 複数人 

科目区分 
ゼミナー 

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
１ 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

ホームルーム的役割を持ちつつ、(1)大学のスタディスキル基礎の習得、(2)数学的能力の向上、(3)「社

会人基礎力」の向上、を目標とする授業である。 

(1)については、(A)大学の授業の受け方の理解、(B)大学の各種学習支援施設・サポートなどの活用法

の理解など、(C)レポート・レジュメ作成法習得、を目指す。 

(2)については、米百俵ドリルの数学の活用などにより基礎計算の振り返りと定着を図る。 

(3)については、論理的思考トレーニングや SPI（推論等）活用の演習などに取り組む。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力を育成する授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回、配布資料により解説を行い、演習問題による理解の確認と知識定着を進める。期末試験に加え

て数回の小テストにより、平素からの学びの成果を確認する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ後」「キャンパスライフ入門」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 大学のスタディスキル基礎を習得できた。 

(ii) 数学的能力が向上できた。 

(iii) 「社会人基礎力」を向上できた。 

⑥ テキスト（教科書） 

山田剛史・林創（2011）『大学生のためのリサーチリテラシー入門』ミネルヴァ書房、その他、必要に

応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

佐藤智明,矢島彰,山本明志編(2014)『大学学びのことはじめ初年次セミナーワークブック 3 訂』ナカ 

ニシヤ。その他、新書リストの図書。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 

レポー

ト、レジ

ュメ等 

発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 

米百俵ド

リル「数

学」 

合計 

総合評価割合  8％ 20％ 20％ 20％ 20％ 12％ 100％ 

(i)大学のスタディスキル

基礎 

  10％ 20％ 20％ 20％  70％ 

(ii)数学的能力向上  8％     12％ 20％ 

(iii)社会人基礎力   10％     10％ 

フィードバックの方法 小テストの採点結果、課題・発表等に対する評価は、その都度個別にフィ

ードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

授業で取り組んだ各項目について、レポートやその他の課題等により随時習得度を確認しながら授業

を進める。数学的能力の向上、スタディスキル基礎の習得、社会人基礎力の向上について、全ゼミで

歩調を合わせて取り組んでいく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
アイスブレーク、オリエンテー

ション、自己紹介 

筆記用具 次回授業内容の予習課題への取り

組み 

60 分 

2 
大学での学びの基本①（概要、

施設等活用法） 

筆記用具、教科

書 

予習課題への取り組み 90 分 

3 
大学での学びの基本②（ノート

のとり方）、スピーチの解説 

筆記用具、教科

書 

ノート作成・スピーチ等の予習課題

への取り組み、米百俵ドリル 

90 分 

4 
大学での学びの基本③（レポー

ト作成法）、スピーチの実習 

筆記用具、教科

書 

レポート作成・スピーチ準備の予習

課題への取り組み 

90 分 

5 

大学での学びの基本④（レジュ

メ作成法）、レジュメを使った

スピーチの準備 

筆記用具、教科

書 

レジュメ作成・スピーチ準備の予習

課題への取り組み、米百俵ドリル 

90 分 

6 

大学での学びの基本⑤（論理的

思考の解説）、レジュメを使っ

たスピーチの準備と練習 

筆記用具、教科

書 

論理的思考・スピーチ準備の予習課

題への取り組み 

90 分 

7 

大学での学びの基本⑥（論理的

思考の演習）、レジュメを使っ

たスピーチ実習 

筆記用具、教科

書 

論理的思考・スピーチ準備の予習課

題への取り組み、米百俵ドリル 

90 分 

8 
基礎計算①、グループワーク・

スピーチ実習等 

筆記用具、教科

書 

基礎計算の予習課題への取り組み、

スピーチ準備 

90 分 
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9 
基礎計算②、グループワーク・

スピーチ実習等 

筆記用具、教科

書 

米百俵ドリル、基礎計算テストへの

準備、スピーチ準備 

90 分 

10 
基礎計算③、グループワーク・

スピーチ実習等 

筆記用具、教科

書 

基礎計算テストへの準備、スピーチ

準備 

90 分 

11 
基礎計算④、グループワーク・

スピーチ実習等 

筆記用具、教科

書 

米百俵ドリル、基礎計算テストへの

準備、スピーチ準備 

90 分 

12 

基礎計算⑤、グループディスカ

ッション①（解説・テーマ設定

等） 

筆記用具、教科

書 

基礎計算テストへの準備、グループ

ディスカッション準備 

90 分 

13 
グループディスカッション②

（準備、試行） 

筆記用具、教科

書 

米百俵ドリル、グループディスカッ

ション準備 

90 分 

14 
グループディスカッション③

（実施、発表） 

筆記用具、教科

書 

グループディスカッション準備 90 分 

15 
全体の振り返り 筆記用具、教科

書 

各回授業のポイントの振り返り 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL を採用する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 



1 

 

令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅠ後（Seminar１） 

261043-14000 
担当教員 複数人 

科目区分 
ゼミナー 

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
１ 配当年次 1年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

ホームルーム的役割を持ちつつ、(1)調査研究の進め方、(2) 調査研究の成果表現法、(3)「社会人基礎

力」向上、の実現を目標とする授業である。２年次以降の様々な専門授業において、調査研究を進め

てその成果の取りまとめることができるようになることを目指す。 

(1)と(2)については、入門的な調査研究を進めて、期末にレジュメないしレポートを用意し、授業内で

スピーチを実施すること目標とする。 

(3)については、前期ゼミに引き続き、社会人基礎力向上にむけたグループワーク等に取り組む。あわ

せて、米百俵ドリル等により国語・社会の基礎知識の醸成も図る。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力を育成する授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回、調査研究の進め方、成果の整理とプレゼンテーションなどに関して配布資料等により解説を行

い、その内容にもとづいて各自が実践する。期末のレポート完成とプレゼンテーション実施に向けて、

適宜課題を課し、平素からの学びの成果を確認する。米百俵ドリルなどを用いた時間外の課題へも取

り組む。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ前」「キャンパスライフ入門」「キャリア開発Ⅰ」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 調査研究の進め方を習得し、調査研究のレポートないしレジュメを作成できた。 

(ii) 調査研究の成果をスピーチにより発表できた。 

(iii)「社会人基礎力」および国語・社会の基礎知識を向上した。 

⑥ テキスト（教科書） 

山田剛史・林創（2011）『大学生のためのリサーチリテラシー入門』ミネルヴァ書房、その他、必要に

応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

佐藤智明,矢島彰,山本明志編(2014)『大学学びのことはじめ初年次セミナーワークブック 3 訂』ナカ 

ニシヤ。その他、新書リストの図書。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 

振り返り

小テスト

等 

課題 

レポート

／レジュ

メ 

授 業 で の

発表、参加

意欲等 

その他 

（米百俵

ドリル） 

合計 

総合評価割合   40％ 20％ 28％ 12％ 100％ 

(i) 調査研究の進め方の習

得と実践 

  20％  10％  30％ 

(ii) 調査研究の成果とりま

とめと発表 

  20％ 20％ 10％  50％ 

(iii) 「社会人基礎力」、国

語・社会の基礎知識向上 

    8％ 12％ 20％ 

フィードバックの方法 課題・発表等に対する評価は、その都度個別にフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

各自が２年次以降の様々な専門授業において調査研究を進める能力を醸成できるよう、全ゼミで歩調

を合わせて取り組んでいく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

オリエンテーション、自己紹介 筆記用具 次回授業内容の予習課題への取り

組み 

グループワークの準備 

60分 

2 

課題発見力①（概要、課題発見

の方法、研究の問の立て方）、 

グループワーク／ディスカッ

ション（その１） 

筆記用具、教科

書 

レポートで取り組む分野・範囲を絞

る。テーマを検討する。 

米百俵ドリル① 

90分 

3 

課題発見力②（テーマ設定） 筆記用具、教科

書 

各自がレポートで取り組む分野・範

囲を絞りテーマを検討する。 

米百俵ドリル② 

90分 

4 

情報収集法①（概要、文献検索

と情報収集） 

筆記用具、教科

書 

授業で取り上げた情報収集法によ

りレポートテーマに関連する情報

を収集する。 

グループワークの準備 

米百俵ドリル③ 

90分 

5 情報収集法②（図書館活用法、 筆記用具、教科 授業で取り上げた情報収集法によ 90分 
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インターネット情報活用法） 

グループワーク／ディスカッ

ション（その２） 

書 りレポートテーマに関連する情報

を収集する。 

米百俵ドリル④ 

6 

情報収集法③（ヒアリング、ア

ンケート等の調査法について） 

筆記用具、教科

書 

授業で取り上げた調査法（ヒアリン

グ、アンケート等）の復習 

米百俵ドリル⑤ 

90分 

7 

情報整理法（概要、書類等の整

理と管理、PC による情報管理

法） 

筆記用具、教科

書 

Word、Excel 等を活用し、これまで

収集したレポート関連の情報を整

理する。 

グループワークの準備 

米百俵ドリル⑥ 

90分 

8 

データ分析法①（基本的なグラ

フ作成、グラフ読み取り） 

グループワーク／ディスカッ

ション（その３） 

筆記用具、教科

書 

グラフに関する授業内容の復習と

グラフ作成の課題に取り組む。 

米百俵ドリル⑧ 

90分 

9 

データ分析法②（統計の基本：

代表値について） 

筆記用具、教科

書 

代表値等に関する授業内容の復習

と関連の課題に取り組む。 

米百俵ドリル⑨ 

90分 

10 

データ分析法③（統計の基本：

ちらばり等について） 

筆記用具、教科

書 

ちらばり等に関する授業内容の復

習と関連の課題に取り組む。 

グループワークの準備 

米百俵ドリル⑩ 

90分 

11 

データ分析法④（統計の基本：

数値データの処理のまとめ） 

グループワーク／ディスカッ

ション（その４） 

筆記用具、教科

書 

データ処理に関する授業内容の復

習と関連の課題に取り組む。 

米百俵ドリル⑪ 

90分 

12 

レポート作成とプレゼンテー

ションの準備①（レポート作成

法の振り返りと実践） 

筆記用具、教科

書 

レポート作成法の振り返り、レポー

ト作成。 

米百俵ドリル⑫ 

90分 

13 

レポート作成とプレゼンテー

ションの準備②（プレゼンテー

ションの準備、レジュメ作成法

の振り返りと実践） 

筆記用具、教科

書 

レポート作成の継続、プレゼンテー

ションの内容・組み立ての検討、レ

ジュメ作成の準備 

90分 

14 

レポート作成とプレゼンテー

ションの準備③（プレゼンテー

ション内容の組み立て、レジュ

メ作成、発表練習） 

筆記用具、教科

書 

レポート作成の継続、プレゼンテー

ションの内容・組み立ての検討、レ

ジュメ作成 

90分 
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15 

レジュメに基づいた調査レポ

ートの発表、全体振り返り 

筆記用具、教科

書 

レポートとレジュメの完成、発表練

習、これまでの授業のポイントの振

り返り 

90分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL を採用する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅡ（Seminar Ⅱ ） 

262044-14000 
担当教員 複数人 

科目区分 
ゼミナー 

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

ホームルーム的役割を持ちつつ、１年次のゼミナールⅠ前・後で修得した知識と能力を土台として、

(1) 情報収集能力と文章作成能力の向上、(2)自己表現力の向上、(3) 論文作成能力の向上、を目標と

する授業である。(1)については、文章の書き方の基本、情報収集の基礎と実践、文章作成の訓練、レ

ポート作成、基本論理思考トレーニング等に取り組む。(2)については、ディスカッションやスピーチ

に取り組む。(3)については、修了レポートの完成に取り組む。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力を育成する授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

ゼミナールⅠ前・後などで培った文章作成能力を発展・応用し、その成果として修了レポートを完成

させる事を中心的な目標とする授業である。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

ゼミナールⅠ前、ゼミナールⅠ後 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 文献等で調べた内容を適切に文章・レジュメ・レポートにまとめることができる。 

(ii) 論文（修了レポート）作成手法の基本およびその成果等を他者に説明できる。 

(iii) 論文（修了レポート）を完成し、調査・研究の成果をまとめることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

山田剛史・林創（2011）『大学生のためのリサーチリテラシー入門』ミネルヴァ書房、その他、必要に

応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

授業において適宜紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   22.5％ 35％ 20％ 22.5％  100％ 

(i) 文献等で調べた内容を

適切に文章・レジュメ・レ

ポートにまとめる 

  12.5％ 7.5％  10％  30％ 

(ii) 論文作成手法の基本

およびその成果の説明 

  5％ 7.5％ 10％ 10％  32.5％ 

(iii) 論文を完成   5％ 20％ 10％ 2.5％  37.5％ 

 

フィードバックの方法 提出された課題、レポート等に助言をつけて返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

３・４年次の専門的な学びのための論文作成能力の向上に向けて、修了レポート（論文）作成が最重

要な目標になる。学修内容の全般について、全ゼミで歩調を合わせて取り組んでいく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション、スケジュ

ール、学習内容の確認 

教科書 学習内容に関するレポート 120 分 

2 
スピーチ、レジュメの書き方 教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

3 
スピーチ、レポート作成能力向

上（文献・資料引用上の注意） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

4 
レジュメを用いた討論 教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

5 
スピーチ、レポート作成能力向

上（引用・参考の方法） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

6 
レジュメを用いた討論 教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

7 
スピーチ、レポート作成能力向

上（引用・参考の方法） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

8 
情報収集トレーニング 教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

9 
スピーチ、レポート作成能力向

上（テーマ設定） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 
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10 

レジュメを用いた討論スピー

チ・レポート作成能力向上（テ

ーマの発表） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

11 
スピーチ、レポート作成能力向

上（テーマの発表） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と資料関連レポート 120 分 

12 
スピーチ、レジュメを用いた討

論 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と報告の準備 120 分 

13 

スピーチ、レポート作成能力向

上（修了レポート予定内容・構

成の報告） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と修正報告の準備 120 分 

14 
スピーチ、レポート作成能力向

上（修正の報告） 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と修了レポート準備 120 分 

15 
前期振り返り、ゼミ後期の準備

について 

教科書・配布資

料・課題資料 

復習と修了レポート準備 120 分 

16 
後期のスケジュール、前期ゼミ

の成果全般の確認 

教科書 修了レポート作成への取り組み 120 分 

17 
スピーチ、修了レポートの概要

報告 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

18 
スピーチ、修了レポート概要の

修正報告 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

19 
スピーチ、修了レポートの進捗

報告と討論、個別の詳細指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

20 
スピーチ、修了レポートの進捗

報告と討論、個別の詳細指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

21 
スピーチ、修了レポートの進捗

報告と討論、個別の詳細指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

22 
スピーチ、修了レポート中間報

告と討論 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

23 
スピーチ、修了レポート中間報

告と討論 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

24 
スピーチ、修了レポートの進捗

報告と討論、個別の詳細指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

25 
スピーチ、修了レポートの進捗

報告と討論、個別の詳細指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート作成への取り組み 120 分 

26 
修了レポート・プレゼンテーシ

ョンの準備、個別指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート・プレゼンテーション

の準備 

120 分 

27 
修了レポート・プレゼンテーシ

ョンの準備、個別指導 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート・プレゼンテーション

の準備 

120 分 
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28 
修了レポート・プレゼンテーシ

ョン 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート・プレゼンテーション

の準備 

120 分 

29 
修了レポート・プレゼンテーシ

ョン 

教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート・プレゼンテーション

の振り返りの考察 

120 分 

30 
全体の振り返り 教科書・配布資

料・課題資料 

修了レポート・プレゼンテーション

の振り返りの考察 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL、協同学修型 AL を採用する。修了レポートの作成において、教員が修正点を

指摘しレベルアップを促す。スピーチ、プレゼンテーション、討論においても教員がコメントを行う

ことで能力向上を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本ゼミナールは、本学の教育プログラムの一つである「学生による地域活性化プログラム」として実

施する。したがって、ゼミでは、①問題解決型教育＝体験・参加型教育の実践として、②「まちの駅」

をテーマとしてとりあげ、③ゼミ生と学外アドバイザーとの緊密な連携をとり、④専門知識とスキル

を応用してフィールド調査等の作業を行い、⑤地域活性化に貢献することを目的として活動してい

く。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力を養う／情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間外においても学生グループでヒアリング活動、ボランティア等への参加を行うことがあり、

これらの活動について報告書の作成と提出を求める。すべてグループワークとなるので、他のメンバ

ーに迷惑をかけないこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会人基礎力を養う（前に踏み出す力：主体性を持って行動できるようになる。考え抜く力：課

題を発見し、それに対する解決策を考えられるようになる。チームで働く力：社会のルールや人との

約束を守ることは当然のこととして、相手の話を丁寧に聴きつつ、自分の意見を伝えられるようにな

る。 

(ii) 地域社会に貢献するとともに、感謝される行動をする。 

(iii) 活動を正確に伝えられる報告書の作成。 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。必要に応じてプリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 
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過去のゼミ活動報告書 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   70%   30%  100% 

(i) 社会人基礎力を養う   20%   10%  30% 

(ii) 地域社会に貢献する

とともに、感謝される行動

をする。 

  20%   10%  30% 

(iii) 活動を正確に伝えら

れる報告書の作成。 

  30%   10%  40% 

フィードバックの方法 提出された報告書等は、添削して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

できる限る学生の自主性に任せるつもりではあるが、課題の提出等厳しく対処するようにする。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション  ゼミ名簿、授業予定・アルバイト予

定表の作成 

30 分 

2 
これまでのゼミの取り組み紹

介 

昨年度の報告書 

 

過年度活動の理解と確認事項の洗

い出し 

60 分 

3 
活動計画の作成 昨年度の報告書 活動内容の検討を行ってくること 30 分 

4 
実課題への取り組み①（活動計

画の決定） 

前回までの決定

事項資料 

活動計画書の作成 90 分 

5 
実課題への取り組み②（ヒアリ

ング準備） 

前回までの決定

事項資料 

ヒアリング先へのアポイントメン

ト 

90 分 

6 
実課題への取り組み③（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

学園祭での企画の検討。「まちの駅」

へのヒアリング調査。 

90 分 

7 

実課題への取り組み④（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 



3 

 

8 

実課題への取り組み⑤（オール

新潟まちの駅大会企画の概略

検討） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

9 

実課題への取り組み⑥（オール

新潟まちの駅大会企画の詳細

検討） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

10 

実課題への取り組み⑦（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

11 

実課題への取り組み⑧（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

12 
中間レビューに向けた準備活

動①（ヒアリング結果の整理） 

前回までの決定

事項資料 

各自の担当箇所の資料作成 60 分 

13 
中間レビューに向けた準備活

動②（発表資料の作成） 

前回までの決定

事項資料 

ゼミ生による発表資料の調整 90 分 

14 
中間レビューに向けた準備活

動③（発表原稿の作成） 

前回までの決定

事項資料 

発表資料・原稿の作成 90 分 

15 
中間レビューに向けた準備活

動④（発表の練習） 

前回までの決定

事項資料 

「とうきび観音まつり」への参加

（ボランティア） 

300 分 

16 
◆中間レビュー 前回までの決定

事項資料 

中間レビューを受けての今後の活

動方針の決定 

30 分 

17 
実課題への取り組み⑨（中間レ

ビューからの気づき） 

前回までの決定

事項資料 

オール新潟まちの駅大会の準備 90 分 

18 
実課題への取り組み⑩（オール

新潟まちの駅大会の準備） 

前回までの決定

事項資料 

オール新潟まちの駅大会の実施 240 分 

19 

実課題への取り組み⑪（オール

新潟まちの駅大会からの気づ

き） 

前回までの決定

事項資料 

ボランティア、オール新潟まちの駅

大会の報告書作成 

120 分 

20 
実課題への取り組み⑫（学園祭

準備） 

前回までの決定

事項資料 

学園祭の実施 360 分 

21 
実課題への取り組み⑬（学園祭

のまとめと気づきの整理） 

前回までの決定

事項資料 

ハロウィンみつけへの参加（ボラン

ティア） 

300 分 

22 

実課題への取り組み⑭（ハロウ

ィンみつけのまとめと気づき

の整理） 

前回までの決定

事項資料 

今町ハロウィンへの参加（ボランテ

ィア）、成果発表会資料の作成 

300 分 

23 
成果発表会に向けた準備活動

①（今町ハロウィンのまとめと

前回までの決定

事項資料 

越路マップの配布（ボランティア）、 

成果発表会資料の作成 

240 分 
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気づきの整理） 

24 

成果発表会に向けた準備活動

②（越路マップ配布のまとめと

気づき） 

前回までの決定

事項資料 

成果発表会資料の作成 90 分 

25 
成果発表会に向けた準備活動

③（成果発表会の準備） 

前回までの決定

事項資料 

成果発表会の予行練習 120 分 

26 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成①（成果発表

会のまとめと気づき） 

前回までの決定

事項資料 

報告書目次案の作成と担当分担の

検討 

90 分 

27 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成②（報告書の

作成） 

前回までの決定

事項資料 

各自の報告書担当分の作成 60 分 

28 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成③（報告書の

作成） 

前回までの決定

事項資料 

各自の報告書担当分の修正 60 分 

29 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成④（報告書の

修正） 

前回までの決定

事項資料 

報告書の全体調整 120 分 

30 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成⑤（報告書の

完成） 

前回までの決定

事項資料 

報告書の最終チェック 30 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型 AL を採用する。課題をゼミ生自らが発見し、協働でフィールドワークを実施し、社会人

基礎力を養っていく。最終的には活動報告という形で報告書を作成する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 /知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

福祉実践者としての視点から、現状の支援施策を検証するとともに、実際に各自が希望する福祉分野

にボランティアとして参加し課題の発見やニーズ抽出を学修することを目的とする。さらにそれを解

決する方策を考察して提案する能力を習得することを目標とする。ゼミ学生が必要と考えている福祉

支援を中心に検証を行う。また、ゼミ生の希望を取り入れて福祉分野全般への取り組みも行う。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

社会福祉を理解するため、市職員・関係施設・ボランティア団体から福祉に必要なサービスや心配ご

となどを学修する。さらに、課題検討・フィールドワーク・ディスカッションを行う。また、子育て

支援施設などでのボランティア活動も行う。グループに分かれて、現状を検証しつつ、問題点・解決

策を導き出す。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域社会の実情を把握すること 

(ii) 団体との協働活動ができること 

(iii) 専門的知識を活用した行動ができること 

(ⅳ) 自分の意見や他者の考えを理解したコミュニケーションができること 

(ⅴ) 課題解決に向けた情報収集や対策が提案できること 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。代わりに、参考書を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

長岡市 (2015)『子ども・子育て支援計画（子育て・育ち“あい”プラン）』 

長岡市（2016)『子育てガイドー妊娠期から小学生までー』 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合     70％ 30％  100％ 

(i) 地域社会の実情を把握

すること 

    14％ 6％  20％ 

(ii) 団体との協働活動が

できること 

    14％ 6％  20％ 

(iii) 専門的知識を活用し

た行動ができること 

    14％ 6％  20％ 

(ⅳ) 自分の意見や他者の

考えを理解したコミュニ

ケーションができること 

    14％ 6％  20％ 

(ⅴ) 課題解決に向けた情

報収集や対策が提案でき

ること 

    14％ 6％  20％ 

フィードバックの方法 情報共有のため、活動報告会を 2 回、社協主催のボランティア報告会に

も参加する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

積極的な行動が行えるように、役割分担を行う。その際はゼミ生の話し合いで決定する。卒論やレポ

ート作成の指導も行う。ゼミ学生の自主性を尊重した活動とする。 

コミュニティセンター・子育ての駅・高齢者施設でボランティアの参加も行う。 

自主企画書を作成し、実践も行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 配布資料 ボランティアの意義を理解 30 分 

2 
施設見学 配布資料 長岡市の子育て駅を理解 60 分 

3 
グループ別活動計画 配布資料 ボランティアグループの決定 60 分 

4 
長岡市子ども支援計画の考察 配布資料 子育て支援の必要性を理解 60 分 
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5 
長岡市高齢者計画の考察 配布資料 高齢者支援の必要性の理解 60 分 

6 
長岡市地域福祉計画の考察 配布資料 地域住民相互の協働支援の理解 60 分 

7 
ゼミ独自の子育て支援の計画

協議 

配布資料 独自イベントに向けた検討 60 分 

8 
施設見学 配布資料 長岡市の特別養護老人ホームを理

解 

60 分 

9 
ゼミ活動の考察 配布資料 ゼミ合宿に向けた協議 60 分 

10 
地域課題の考察（１） 配布資料 地域における課題を見つけ出して

考察 

60 分 

11 
地域課題の考察（２） 配布資料 地域における課題を見つけ出して

考察 

60 分 

12 
地域課題の考察（３） 配布資料 地域における課題を見つけ出して

考察 

60 分 

13 
地域課題の考察（４） 配布資料 地域における課題を見つけ出して

考察 

60 分 

14 
地域課題の考察（５） 配布資料 地域における課題を見つけ出して

考察 

60 分 

15 
卒業論文中間発表 配布資料 ４年生の卒論の考察 60 分 

16 
イントロダクション 

 

配布資料 夏休み中の活動報告 60 分 

17 
施設見学 配布資料 長岡市の子育て駅を理解 60 分 

18 
ゼミ独自の子育て支援の計画

協議 

配布資料 支援計画の最終協議 60 分 

19 
地域支援計画書の作成（１） 配布資料 地域交流活動の考察 60 分 

20 
地域支援計画書の作成（２） 配布資料 地域交流活動の考察 60 分 

21 
地域支援計画書の作成（３） 配布資料 地域交流活動の考察 60 分 

22 
地域支援計画書の作成（４） 配布資料 地域交流活動の考察 60 分 

23 
卒業論文中間発表 配布資料 ４年生の卒論の考察 60 分 
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24 
卒業論文に向けた検索（１） 配布資料 背景や現状の資料検索 60 分 

25 
卒業論文に向けた検索（２） 配布資料 背景や現状の資料検索 60 分 

26 
卒業論文に向けた検索（３） 配布資料 背景や現状の資料検索 60 分 

27 
卒業論文に向けた検索（４） 配布資料 背景や現状の資料検索 60 分 

28 
卒業論文に向けた検索（５） 配布資料 背景や現状の資料検索 60 分 

29 
卒業論文中間発表 配布資料 ３年生の卒論中間の考察 60 分 

30 
卒業論文発表 配布資料 ４年生の卒論の考察 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL では、長岡市役所の「各種福祉計画」のフィードバックを行う。協同学修型 AL

では、関係専門職やボランティアとのディスカッションを行う。課題解決型 AL では、関係施設をフ

ィールドワークして支援内容を検証する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 

実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、子ども子育て分野、高齢者分野、障害

者分野、地域福祉分野と関わりある支援や政策、つながりの意義や目的、活動内容や影響力、さらに

活動における課題を学生に伝えることができる。 

たとえば、高齢者支援における住民参加、子育て家庭における孤立化防止、障害者の社会参加などの

必要性を伝えることができる。 
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また、各種行政計画においても、地域交流の現状と課題・問題点が明記されている。それらの知識を

学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き出す能力を養う

ことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

グラスルーツグローバリゼーションという地域活性化プログラムに取り組む。具体的には、第 1 に地

域の外国人の方等をゼミに招待し意見交換を行う。第 2 に外国人の方等が集まる場を訪問し活発な交

流を深める。第 3 に上記活動等を切っ掛けに、知的学習を深化させ知見・視野を拡大する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

ゼミの「グラスルーツグローバリゼーション・地域活性化プログラム」の 10 年以上の伝統から概略

を理解した上で、学生自身がチームを組み大胆かつ自主的に新しい企画で、進めること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

地域経済論 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)グローバル化と地域の関係を理解できること。 

(ii) グローバルな知見・視野を拡大すること。 

(iii) グローバル化のファクターを地域発展に取り込む戦略を提言できること。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

スティーブン・カースルズ、マーク・J・ミラー（関根政美・関根薫訳）（2011）『国際移民の時代』名

古屋大学出版会 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   10% 25% 40% 25%  100% 

(i) グローバル化と地域の

関係の理解 

  10%  10% 10%  30% 

(ii) グローバル関連知見・    10% 20% 10%  40% 
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視野拡大 

(iii) 地域発展戦略の提言    15% 10% 5%  30% 

フィードバックの方法 レポート等に助言をつけ討論資料として紹介する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

人口構造の激変を中心要因に地域は生き残り、勝ち残りを迫られている。若者特有の固定観念、通説

を打ち破るエネルギー、潜在力を引きだすようなゼミを、引き続きつくって行きたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・ブレーン

ストーミング 

 ブレーンストーミングの内容に関

するレポート 

120 分 

2 
グラスルーツグローバリゼー

ションとは何か 

配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

3 
宇宙史的スケール、人類史的ス

ケールの視点 

配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

4 
セミへの招待活動Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

5 
ゼミへの招待活動Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

6 
ゼミへの招待活動Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

7 
ゼミへの招待活動Ⅳ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

8 
招待活動の振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

9 
地域での交流活動Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

10 
地域での交流活動Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

11 
地域での交流活動Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

12 
地域での交流活動Ⅳ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

13 
交流活動の振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 
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14 
中間レビューの準備 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

15 
中間レビュー 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 180 分 

16 
中間レビューの振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

17 
Learning by Stimulation of 

Globalization（LSG）とは何か 

配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題の設定に関するレポ

ート 

120 分 

18 
LSG による学習と発表Ⅰ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

19 
LSG による学習と発表Ⅱ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

20 
LSG による学習と発表Ⅲ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

21 
LSG による学習と発表Ⅳ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

22 
成果発表会準備Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

自学自習関連レポートとグランド

プレゼン関係性考察のレポート 

120 分 

23 
成果発表会準備Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

グランドプレゼン・コンテンツ準備 180 分 

24 
成果発表会準備Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

グランドプレゼン・コンテンツ準備 180 分 

25 
成果発表会の振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

グランドプレゼン実行に関する考

察レポート 

120 分 

26 
報告書作成分担 配布参考資料・ 

課題資料 

自学自習関連レポートと報告書関

係性考察のレポート 

120 分 

27 
報告書作成作業Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

報告書分担部分作成 180 分 

28 
報告書作成作業Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

報告書分担部分作成 180 分 

29 
報告書作成作業Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

報告書分担部分作成 180 分 

30 
まとめ 配布参考資料・ 

課題資料 

自分の総合的レベルアップの考察

に関するレポート 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生参加型 AL を採用する。「指示待ち」ではなく、学生がチームを編成した上で、自主的に課題を考

察し、具体的な戦略、戦術を計画し、実行するスタイルを徹底する。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 
地域志向科目／課題解決型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

栃尾高校の生徒の皆さんと協働し、地域イベント活性化、地域の魅力発信などに取り組む。具体的な

内容は、随時栃尾高校の先生方・生徒の皆さんとの打ち合わせを経て確定し取り組んでいく。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力を育成する授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

①栃尾地域のツアー開発、②栃尾地域 PR につながる商品開発、③栃尾地域雁木通りの空き家活用策

の企画と実施、にそれぞれ取り組む。内容の詳細は、地域の方々との協議などに応じて変更すること

があり得る。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ（前）」「ゼミナールⅠ（後）」「ゼミナールⅡ」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域課題解決の取組を通じた社会人基礎力を向上したことを他者に示せる。 

(ii) 地域貢献を実現し、地域の方々から評価いただける。 

(iii) 卒業後の進路を切り開く力を培い、進路選択について説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

特に指定しない。毎回レジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じて授業中に随時紹介する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   20％ 10％ 20％ 30％ 20％ 100％ 

(i) 社会人基礎力を向上    5％ 10％   15％ 

(ii) 地域貢献を実現   10％ 5％  30％ 20％ 65％ 

(iii) 卒業後の進路を切り   10％  10％   20％ 
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開く力 

フィードバックの方法 毎回の授業で、討論の成果等について講評する。ルーブリックを活用し

評価を共有する。レポートは評価し返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の活動進捗・授業改善提案などを確認しながら講義を進めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記用具 活動概要の検討。課題レポートの作

成 

60 分 

2 
取り組み内容の確認、グルーピ

ング 

筆記用具 次週の栃尾高校との共同授業の準

備 

60 分 

3 

栃尾高校との共同授業①（グル

ープ分けと自己紹介）、雁木通

り空き家活用チームの情報収

集 

筆記用具 次週のディスカッション準備 60 分 

4 

栃尾高校との共同授業②（栃尾

地域資源のアイデア出し）、雁

木通り現状の情報収集の続き、 

筆記用具 栃尾地域の様々な資源について情

報収集、ふりかえりレポート作成 

60 分 

5 

商品開発、ツアープラン、空き

家活用策の企画のアイデア出

し 

筆記用具 PR すべき栃尾地域の地域資源の検

討、空き家活用策関連の情報収集 

60 分 

6 

商品開発、ツアープラン、空き

家活用策のアイデア出しの続

きと整理 

筆記用具 PR すべき栃尾地域の地域資源の検

討、空き家活用策関連の情報収集 

60 分 

7 

栃尾高校との共同授業③（商品

開発／ツアーチーム別打ち合

わせ）、雁木通りチームの打ち

合わせ 

筆記用具 ディスカッションふりかえりレポ

ートの作成、次週のための情報収集

と整理 

60 分 

8 

商品開発・ツアープランの企画

の案作り、雁木通り空き家活用

策の企画案作成 

筆記用具 関連情報の整理、案のフローチャー

ト作業 

60 分 

9 

栃尾高校との共同授業④（商品

開発／ツアーチーム別案づく

り議論）、雁木通りチームの企

画案取りまとめ 

筆記用具 ディスカッションふりかえりレポ

ートの作成、案のフローチャート作

業 

60 分 
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10 
チーム別の企画案の作成 筆記用具 関連情報の整理、案のフローチャー

ト作業 

60 分 

11 

栃尾高校との共同授業⑤（商品

開発／ツアーチーム別素案完

成と発表）、雁木通りチームの

素案完成と発表 

筆記用具 素案の振り返りと詳細についての

詰め 

60 分 

12 
チーム別の企画案の詳細検討 筆記用具 関連情報の整理、案のフローチャー

ト作業 

60 分 

13 
チーム別の企画案の詳細検討

結果の報告と議論 

筆記用具 中間報告の作成 60 分 

14 

イベント参加の計画づくり、雁

木通りチームの提案書概要議

論 

筆記用具 中間報告の作成 60 分 

15 

イベント参加の計画づくり、雁

木通りチームの提案書作成作

業 

筆記用具 中間報告の作成 60 分 

16 

イベントのふりかえり・バスツ

アー案の完成、雁木通りチーム

提案書の実行プラン検討 

筆記用具 商品開発・販売、バスツアー案の完

成、雁木通り空き家活用案の改善点

検討 

60 分 

17 
中間報告会の準備 筆記用具 中間報告の資料・原稿作成 120 分 

18 
中間報告会の実施 筆記用具 中間報告のふりかえりレポート作

成 

60 分 

19 

栃尾高校学園祭等への参加準

備、ツアーPR 活動の検討、雁

木通りチームの行政等との議

論 

筆記用具 学園祭等参加の準備作業、ツアーPR

資料の作成、雁木通りチームの提案

書確認 

60 分 

20 

栃尾高校学園祭等のふりかえ

りと悠久祭参加準備、ツアー

PR と参加者募集策の検討、雁

木通り空き家活用プランの実

行資料作成 

筆記用具 悠久祭の準備作業、ツアーPR 雁木

通りチームの実行資料案の作成 

60 分 

21 

悠久祭ふりかえり、ツアー実施

の準備、雁木通り空き家活用策

の実行資料の詰め 

筆記用具 悠久祭ふりかえりレポート作成、ツ

アー実施準備作業、雁木通りチーム

の実行資料案の改善検討 

60 分 

22 

バスツアー実施（商品開発チー

ム、雁木通りチームとの協働） 

筆記用具 バスツアーのふりかえりレポート

作成、商品化改善の課題整理、雁木

通りチームの実行資料案の改善検

60 分 
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討 

23 
バスツアー（試行版）の振り返

り、商品開発・販売の振り返り 

筆記用具 成果発表会のためのポイント整理 60 分 

24 
成果発表会の準備～発表内容

の打ち合わせ 

筆記用具 プレゼンテーション資料の作成作

業 

60 分 

25 
成果発表会の準備～発表資料

類の調整 

筆記用具 プレゼンテーション資料の完成と

発表原稿の作成 

60 分 

26 
成果発表会の準備の仕上げ 筆記用具 発表原稿の完成と発表の練習 60 分 

27 
成果発表会のふりかえり、次年

度の課題の抽出 

筆記用具 報告書原稿の執筆 60 分 

28 
成果報告書原稿作成～個人別

作業 

筆記用具 報告書原稿の執筆 60 分 

29 
成果報告書原稿作成～チーム

別作業 

筆記用具 報告書原稿の執筆 60 分 

30 
次年次計画の作成、成果報告書

原稿作成～全体での調整 

筆記用具 次年次計画書と報告書の原稿完成 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型 AL 及び協同学修型 AL を採用する。共同でフィールドワークを実施し、社会人基礎力を

培っていく。年度後半に、成果報告会での発表と成果報告書の作成を共同で行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

山川智子ゼミナールⅢ（SeminarⅢ）  

263045-14000  
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 単位数 2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科目  

 

① 授業のねらい・概要 

今年度ゼミテーマは『危機管理』である。「世の中のしくみはどのようになっているのか？ 自分

たちの生活や生命を守るために必要な知識や情報は何か？」と考えを具体化する。『危機管理』では、

医学・医療・福祉・防犯・防災・日常的なコミュニケーション・金銭や情報のリテラシーなど、事例

の紹介やシミュレーションなどを通して、広く役に立つ実際的な問題を取り上げる。心理学・行動経

済学・基礎法学・メンタルヘルスマネジメントが年間を通じての知識の土台となる。 

地方公務員（市役所や県警等）を希望する学生に限らず、「自分の価値を高め、現在以上に力をつ

けたい！」と真摯に望む学生には、現在の実力を踏まえたゆえで、試験攻略のための個別指導も行う。

公務員や各種の採用試験や優良企業への就職試験に合格しうる実力をつけるためにも地域の特色を

把握し、地域の住民の安全を守るための社会のしくみ、特に防犯・防災を軸に、ひとのいのちを守る

行動について考える。3 年生は就活と卒論への準備のため、8,000 字以上のレポートを書く。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

身近なところから各地域の特性を感じ取り、社会のしくみと地域との関わりを理解する。社会情勢も

踏まえ、自分や周囲の人たちの生命と安全を優先した行動を心がける。自分自身の価値を高めるには

どうすればいいか？と自問自答して最適解を求めてゆく。周囲とのコミュニケーションを大事にした

アサーティブな関係構築を目指す。思考体力をつけることと、基礎学力を盤石にすることによって、

公務員試験や優良企業への就職試験にも備える。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

地域の特色を把握することや時事問題を軸とした報告レポート・プレゼンテーションも併せて行う。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 卒論を書くのに必要な文章表現の型を学び、800 字程度に意見を随時まとめられるようになる。 

(ii) 自分自身の強みをより尖らせるため、戦略的な思考を身に付けて、行動計画へと落とし込む。 

(iii) 地域の特色や社会情勢を把握して、卒論テーマの選択研究調査活動のやりかたを体得する。 

⑥ テキスト（教科書） 

必要に応じてレジェメや参考資料を配布する。以下 2 冊は頻繁に活用するので購入を勧める。 

樺沢 紫苑『精神科医が教えるストレスフリー超大全』（2020）ダイヤモンド社 
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『公務員試験 速攻の時事 令和 3 年度対応』（2021）実務教育出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

齋藤 孝『超速読力』（2019）ちくま新書 

伊沢 拓司『ひとりひとりにフィットする 1 からの勉強法』（2020）KADOKAWA 

布施川天馬『東大式節約勉強法』（2020）実務教育出版 

東大ケーススタディ研究会『東大生が書いた問題を解く力を鍛えるケース問題ノート』、『現役東大生

が書いた地頭を鍛えるフェルミ推定ノート』（2009）東洋経済新報社 

佐藤雅彦・菅俊一・高橋秀明『ヘンテコノミクス』(2017)マガジンハウス 

ポーポー・ポロダクション『マンガでわかる行動経済学』（2014）S B クリエイティブ 

吉本佳生『NHK 出社が楽しい経済学 DVD ブック 1～4』（2009）日経 BP 社 

真壁昭夫『行動経済学見るだけノート』（2018）宝島社 

鎌田浩輝『せまりくる天災とどう向き合うか』（2015）ミネルヴァ書房 

ダン・アリエリー他『アリエリー教授の「行動経済学」入門」お金篇（2018）早川書房 

上記以外にも、必要に応じて随時紹介する。大学図書館内のゼミ担当の推薦図書や防災関連コーナー

にある本も参考にして欲しい。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30％ 40％  30％  100％ 

(i) 思考体力の醸成   10％ 10％  10％  30％ 

(ii) 行動経済学の知見   10％ 10％  10％  30％ 

(iii) 研究調査の基礎   10％ 20％  10％  40％ 

フィードバックの方法 出席票や解答用紙は、原則返却しない。確認・添削後、修正すべきポイ

ントや評点を知らせる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

無断欠席は厳禁。ゼミの『鉄の掟』である。出席管理を厳格に行うのは出席不良による失格を未然に

防ぎ、評価向上につなげる危機管理である。キャリア開発など就職に関連した科目と、当大学が推奨

している資格を目指す科目には、積極的に取り組むことを勧める。自分が目指したいものを極力具体

的に考えて欲しい。役割分担や課題内容を明確にして、学生の自主性をなるべく尊重したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション～明確化： 

オンライン授業を味方にする 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 
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2 
ゼミナール大喜利～スピード

感を持って切り返す訓練 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

3 
オンライン授業へのカスタマ

イズ：IT リテラシーと最適化 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

4 
行動経済学の視点と実践① 

サンクコストと各種バイアス 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

5 
行動経済学の視点と実践② 

プロスペクト理論と損失回避 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

6 
心の会計と大学錬金術① 

お金で泣かない大人になれ！ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

7 
心の会計と大学錬金術② 

クラウドファンディングの罠 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

8 
地域でのリスクを考える① 

街中の意外と危険な場所は？ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

9 
地域の特色を知って味わう① 

地元の穴場・地域の避難所 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

10 
地域の特色を知って味わう② 

災害は忘れた頃にやってくる 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

11 
ゼミ内活動企画プレゼン① 

自分のためのお楽しみ企画 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

12 
ゼミ内活動企画プレゼン② 

みんなで楽しめそうな企画 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

13 
研究テーマ企画書の仕上げ 

セルフテンプレートのススメ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

14 
地域でのリスクを考える② 

自分の身近な場所を観察する 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

15 
前期のゼミ活動の振り返り 

夏休みの課題と将来の問題 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

16 
夏期休暇とゼミ活動報告会 

何はなくても無事がよい 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

17 
地域特性と調査活動① 

バリアフリーと利便性 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

18 
地域特性と調査活動② 

SNS 活用による話題性 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

19 
地域でのリスクを考える③ 

健康を守るための取り組み 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

20 
メンタルヘルスと健康経営① 

ヤバいストレスの正体を知る 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 
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21 
メンタルヘルスと健康経営② 

働きかた改革と過重労働対策 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

22 
行動経済学のトピックス① 

フレーミング効果と判断基準 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

23 
行動経済学のトピックス② 

ナッジがもたらす行動特性 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

24 
行動経済学のトピックス③ 

ヒューリスティックを活用 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

25 
行動経済学のトピックス④ 

合理的な判断と失敗から学ぶ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

26 
地域でのリスクを考える④ 

将来的な変化に想いを馳せる 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

27 
研究テーマの絞り込み① 

8,000 字のプレ卒論に向けて 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

28 
研究テーマの絞り込み② 

8,000 字のプレ卒論に向けて 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

29 
自己 PR とプレゼンテーション 

比較優位と印象形成 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

30 
後期のゼミ活動の振り返り 

終わりよければすべてよし 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題の提出による学生参加型 AL を採用する。毎回テーマに即した問いかけをして、寄せられた結果

について次回以降に解説と考察を行い、学修内容をフィードバックする。インプットとアウトプット

のバランスを考え、課題内容をもとに各自で調べてまとめる作業を従来よりも増やす。オンライン授

業でもアサーティブなやりとりを目指す。ケースメソッドの手法を取り入れ、事象の読み解きと問題

解決に向けた能力の向上を図る。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ (Seminar Ⅲ) 

263045-14000 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 
地域志向科目 / 学生参加型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科

目 

 

① 授業のねらい・概要 

地域資源の活用こそ、地域経済の発展につながるという考え方の下で地域活性化のために活動してい

る。活性化の対象としているのは「十分杯」である。十分杯は広報活動と動画制作に力を入れる。十

分杯のブームを起こすことを目標とし、その火付け役になれるよう情報生産に力を入れていく。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力 

④コミュニケーション能力 / ⑤情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

活動の理由を各自が自覚するためと目標に到達するためのディスカッションと、学外での活動を中心

に進める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域の歴史と現状について他人に説明できるようになる。 

(ii) 歴史絡みの観光資源の開発で地域社会を盛り上げることである。 

(iii) この 2つの目的を達成していくにあたって、文献研究、広報活動、関係団体との打ち合わせ等々

を行っていく。この一連の活動によって、①思考力、②説明力、③行動力、④物事を進める力、⑤提

案力が大いに鍛えられる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

なし 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   15% 30%

（報告

書） 

40% 

（ゼミ

活動） 

15%  100% 

(i) 地域の歴史と現状   5% 10% 15% 5%  35% 

(ii) 地域社会を盛り上げ

る 

  5% 15% 20% 5%  45% 

(iii) 社会人基礎力   5% 5% 5% 5%  20% 

フィードバックの方法 毎回前回の活動について議論する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

余裕を持って活動できるように努めたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
地域活性化論の考察  議論を図にする。 90 分 

2 
地域資源の事例探し  1 つの事例を見つけ、写真と文章を

A4 サイズで 1 枚に整理する 

90 分 

3 
これまでの活動説明 昨年度の報告書 十分杯の魅力について、各自の考え

をまとめる。 

90 分 

4 
郷土史料館見学  日本一古い十分杯を見た感想を 800

字程度に作成する。 

90 分 

5 
教訓と文学作品  十分杯の教訓と繋がる文学作品を

調べる。 

90 分 

6 
世界と長岡藩と十分杯との関

わり 

 当時がわかる資料を探し出す。 90 分 

7 
実験と仕組み  自分の言葉で説明できるように台

本を作成する。 

90 分 

8 
実験道具作り  大気圧説を証明するための道具を

作る。 

90 分 

9 
フィレンツェ地域のワイン・マ

ーケティング戦略と十分杯 

 日本における地域合同ブランドを

調べる。 

90 分 
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10 
知足十分杯の製作  製作を行う。 90 分 

11 
イベントでの広報資料と方法  時間配分と必要道具について800字

程度に作成する。 

90 分 

12 
動画制作の企画  取材の準備を行う。 90 分 

13 
取材  取材を行う。 90 分 

14 
動画編集①  動画編集を行う。 90 分 

15 
動画編集②  動画編集を行う。 90 分 

16 
動画制作の企画  取材の準備を行う。 90 分 

17 
取材  取材を行う。 90 分 

18 
動画編集①  動画編集を行う。 90 分 

19 
動画編集②  動画編集を行う。 90 分 

20 
中間レビュー  中間レビューを行う。 90 分 

21 
動画制作の企画  取材の準備を行う。 90 分 

22 
取材  取材を行う。 90 分 

23 
動画編集①  動画編集を行う。 90 分 

24 
動画編集②  動画編集を行う。 90 分 

25 
成果発表会準備  原稿を修正し、練習する。 90 分 

26 
成果発表会準備  原稿を修正し、練習する。 90 分 

27 
報告書作成  原稿を修正する。 90 分 

28 
報告書作成  原稿を修正する。 90 分 
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29 
報告書作成  原稿を修正する。 90 分 

30 
1年の活動を振替える。  後輩へ伝えたいものを記録として

残す。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

全回、学生参加型 AL、課題解決型 AL、協同学修型 ALで行う。課題を履修生自らが発見し、協同で文

献研究及び地域への提案事項を検討していく。悠久祭や地域活性化プログラム成果発表会等でプレゼ

ンテーションを行い、活動内容をまとめて報告書を作成する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

長岡市には、例えば食料品・機械器具・金属製品・繊維など、他地域に誇れる産業・企業が存在して

いる。しかし、ＰＲ不足を主因に、認知度が低い産業・企業も少なくない。その結果、市内企業に就

職する学生も限定的である。そこで、長岡市の優れた産業・企業の認知度を高める活動を行う。 

まず、統計資料・HP 等を参考に、長岡市の産業とその特徴、代表的な企業とその企業の強み、ビジ

ネスモデル等の知識を得る。次に、積極的に企業見学・ヒアリングを行い、現場を見る・聞く・考え

ることで、産業・企業への理解を深める。その後、それまでの活動内容を基に、産業・企業の誇れる

点、すなわち「強み」を探し出し、そのＰＲ手法を検討・実行する。 

加えて、企業経営・ビジネスモデルに関する知識の深化と実践を目的として、ビジネスプランを自ら

構築する演習・発表等を行い、その成果をビジネスコンテスト・起業関連コンテストへ応募すること

を推奨する。 

長岡市の産業・企業の知識習得、「強み」発見、「見える化」の過程を通して、社会人基礎力を高めて

いく。また、「５つの力」（聴く力・話す力・書く力・考える力・時間力）を鍛え、就職活動に資する

力、社会人に必要な基本スキルを高める。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力 / 

④コミュニケーション能力 / ⑤情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

学生の意見を取り入れつつ講義を進める。積極的な意見表明を期待する。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「地域活性化論」「起業家塾」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 長岡の鉄工業を理解・説明することができる。 

(ii) オープンファクトリーの手法を理解・説明・実践することができる。 

(iii) アンケート調査手法を理解・説明・実践することができる。 
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⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。必要に応じて授業時に資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

須田寛（2015）『産業観光－ものづくりの観光』交通新聞社 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30％ 30％ 30％ 10％  100％ 

(i) 長岡の鉄工業の理解・

説明 

  10％ 10％ 10％ 3％  33％ 

(ii) オープンファクトリ

ーの手法の理解・説明・実

践 

  10％ 10％ 10％ 4％  34％ 

(iii) アンケート調査手法

の理解・説明・実践 

  10％ 10％ 10％ 3％  33％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方等について、具体的

に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・適性を確認しながら、運営していく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ゼミⅢ・Ⅳの概要説明 

自己紹介 

筆記用具 昨年の取組確認 90 分 

2 
今年の活動内容決定 

工場見学準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

3 
工場見学①（予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 
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4 
工場見学振り返り 

きもの gottaku 視察準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

5 
きもの gottaku 視察準備 

鉄工青研セミナー準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

6 
きもの gottaku 振り返り 筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

7 
鉄工青研セミナー準備 筆記用具 

ノート 

発表準備 90 分 

8 
工場見学準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

9 
工場見学② （予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

10 
工場見学振り返り 

悠久祭出店検討 

筆記用具 

ノート 

悠久祭出店準備 90 分 

11 
工場見学準備 筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

12 
工場見学③（予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

13 
工場見学準備 

場見学振り返り 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

14 
工場見学④（予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

15 
工場見学振り返り 

ビジネスプランの作成 

筆記用具ノート 

ビジネスプラン 

ビジネスプランの作成 90 分 

16 
後期の活動内容確認 

「工場の祭典」視察準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

17 
「工場の祭典」視察準備 筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

18 
悠久祭準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

悠久祭準備 

アンケート票作成 

90 分 

19 
悠久祭準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

悠久祭準備 

アンケート票作成 

90 分 

20 
悠久祭準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

悠久祭準備 

アンケート票作成 

90 分 

21 
発表会準備（パワポ作成） 筆記用具 

ノート 

発表用パワーポイント作成 90 分 

22 
発表会準備（パワポ作成） 筆記用具 

ノート 

発表用パワーポイント作成 90 分 
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23 
発表会準備（発表練習） 筆記用具 

ノート 

発表用パワーポイント作成 90 分 

24 
中間レビュー 筆記用具 

ノート 

発表練習 90 分 

25 
発表会準備（発表練習） 筆記用具 

ノート 

発表練習 90 分 

26 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

27 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

28 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

29 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

30 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学習型 AL を採用する。 

資料調査・企業ヒアリングを基にした発表・ディスカッション等を通じて、学生自ら産業・企業の強

み・課題を探求し、製造業の「見える化」案を構築する。 

また、ビジネスプランの作成、ブラッシュアップ、ビジネスコンテストへの参加により、ビジネスモ

デルの知識の実践を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

県内外の地域活性化事例に触れ、各種レポート作成に携わった経験を生かし、長岡地域を活性化すべ

く、活動を行っていく。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（SeminarⅢ） 

263045-14000 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／協同学習型 AL／課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 「長岡市摂田屋の魅力を高め，観光客を増やそう。」をテーマに掲げ，長岡市の地域活性化策を研究

する。 

 本ゼミナールでは「歴史ある醸造のまち」長岡市摂田屋地区に焦点を絞り，どうすれば観光客を増

加させることができるのかを経営学をはじめとする様々な側面から研究する。 

 摂田屋地区の歴史・今までの摂田屋地区における地域活性化策の取り組みなどを調べるとともに，

現地調査・アンケート調査を実施し，様々な視点から摂田屋地区の観光地としての強みと弱み，機会

と脅威を SWOT 分析などで戦略を立てるとともに，アンケートなどで収集したデータを統計処理す

ることにより，魅力を高めるために必要な改善すべき課題を明らかにする。 

分析した結果を踏まえ，摂田屋地区の活性化に対する具体的な戦略を構築し，地域活性化策を立案

し，具体的な実行計画を策定する。 

これらの研究を進めるにあたり，必要なマーケティングや課題解決などをはじめとする経営学の手

法，統計学の手法，まちづくりの手法，ＩＴの積極的活用，エリアマネジメント手法などについて自

発的かつ能動的な学習をすることとなる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域の課題に取組みことにより，地域社会に貢献する姿勢を育成する。 

地域研究を推し進めるため，専門的知識・技能を活用する能力を高め，研究を推進する。 

地域の住民や連携する組織と相互コミュニケーションを図る機会が多く設けられるため，コミュニケ

ーション能力の向上が図られる。 

問題解決のため，仮説を立てそのための情報収集を行い，データの分析・解析を行うため情報収集能

力と分析力が高められる。 

③ 授業の進め方・指示事項 

共通の目的・目標を明確に示したうえでゼミナール内をチーム編成し，それぞれのチームに対しミッ

ションを与え，そのミッションを達成することを目標に活動する。 

チーム間の情報共有化を図るため，定例会を設定しゼミナールメンバー全員が，各チームの取り組み

内容や進捗状況を把握できる体制を確立する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

経営学関連／マーケティング関連科目，統計学関連科目，コンピュータ関連科目など 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 



2 

 

(i) 対象となる地域の歴史的経緯や発展の過程を把握することができる 

(ii) 対象となる地域の現状と課題を把握することができる。 

(iii) 4 年次修了時点で地域の課題抽出とその課題解決案を策定することができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

必要に応じてその都度指示する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じてその都度指示する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30％  50％ 20％  100％ 

(i)対象となる地域の歴史

的経緯や発展の過程を把

握 

  15％  25％ 10％  50％ 

(ii)対象となる地域の現状

と課題を把握 

(ⅲ)対象となる地域の現状

と解決策の策定 

  15％  25％ 10％  50％ 

フィードバックの方法 ゼミナール定例会において，取組内容を発表することによりチームごと

に振り返りを行い，方向性・取組み内容の指導を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

より実践的で具体的な解決策が提案できるように指導していきたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 配布資料・参考

資料 

配布資料の復習 60 分 

2 
摂田屋地区の研究① 

各チーム取組内容の提示 

配布資料・参考

資料・成果物 

課題の取組みとワークの復習 

チーム課題への取組 

180 分 

3 
摂田屋地区の研究② 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

4 
摂田屋地区の研究③ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 
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5 
摂田屋地区の研究④ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

6 
摂田屋地区の研究⑤ 

チーム課題の進捗報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

7 
摂田屋地区の研究⑥ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

8 
摂田屋地区の研究⑦ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

9 
摂田屋地区の研究⑧ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

10 
摂田屋地区の研究⑨ 

チーム課題の進捗報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

11 
摂田屋地区の研究⑩ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

12 
摂田屋地区の研究⑪ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

13 
摂田屋地区の研究⑫ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

14 
摂田屋地区の研究⑬ 

チーム課題の進捗報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

15 
摂田屋地区の研究⑭ 

チーム課題プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

16 
摂田屋地区の研究⑮ 

チーム課題プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

17 
中間レビュー 

 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

18 
摂田屋地区の研究⑯ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

19 
摂田屋地区の研究⑰ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

20 
摂田屋地区の研究⑱ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

21 
摂田屋地区の研究⑲ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

22 
摂田屋地区の研究⑳ 

発表会プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

23 
摂田屋地区の研究㉑ 

発表会プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 
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24 
摂田屋地区の研究㉒ 

チーム課題プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

25 
摂田屋地区の研究㉓ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

26 
摂田屋地区の研究㉔ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

27 
摂田屋地区の研究㉕ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

28 
摂田屋地区の研究㉖ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

29 
摂田屋地区の研究㉗ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

30 
摂田屋地区の研究㉘ 

チーム課題の成果報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

継続案件の後輩へ引き継ぎ書面作

成 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

地域志向科目／協同学習型 AL／課題解決型 AL を実施する。 

具体的には，チーム単位で対象地域に出向き，調査研究を行うことにより，協同型学習を推し進める

とともに，地域の課題を見出し，その解決策を具体的に思考することにより課題解決能力を高める。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門においてシステム設計と運用など、物流管理部門において新規仕組みの構築と

運用改善・物流教育など、人事労務管理部門において制度設計や法令変更対応、組合との交渉など、

総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライアンスなどの業務に従事した。 

実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマネジメント業務に携わった。 

実務経験と授業科目との関連性 

担当者としての実務経験や部門長として管理職経験、役員経験を活かし、実務経験がなく、実務を想

像しにくい学生に対して、より実務的に具体的にビジネスの企画・具現化・改善などの一連のプロセ

スを教授することができる。 

現場で発生している問題など具体的な事例をもとに、課題解決策の策定などについて、興味深く説明

することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ(Seminar Ⅲ) 

263045-14000 
担当教員 

吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

携帯電話、携帯ゲーム機など、コンピュータは身近な所で利用されています。これらの機能やサービ

スを調べることから始めていきます。基本を理解した上で、「身近な地域にどんなサービスがあれば

便利か」を考えていきます。最近は、スマートフォンの普及で便利な点も増えましたが、ウイルスや

個人情報の漏洩など、問題も多くなっています。これらの点もふまえて検討していきたいと思います。  

コンピュータ室で実際にコンピュータを使いながら、新しい機器、サービスの利用方法などのグルー

プディスカッションを含めて進めていきます。また、アルゴリズム(プログラム)の基本となる「判断

分岐」、「繰り返し」についてパズルなどを利用して理解を深め、簡単なプログラムの作成を行ってい

く予定です。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

課題などの作成のために、パソコンが必要になります。学校のコンピュータを使用できますが，自宅

にあると作業がはかどります．プレゼンテーションを何度か行います。PowerPoint 以外のソフトウ

ェアでもかまいません。プレゼンテーションは内容が重要です。発表方法は各自くふうしてください。 

プログラムやプレゼンテーションなどの課題を期限までに作成しておくこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

インターネットを活用し、自分で考えて Word、Excel、PowerPoint 等を組み合わせ、適切な資料の

作成とたプレゼンテーションを行える実力を養うことを目標とします。 

(i) 5 分程度のプレゼンテーション作成 

(ii) 5 分程度のプレゼンテーション 

(iii) 50 行程度のプログラム作成 

⑥ テキスト（教科書） 

 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    20% 50% 30%  100% 

(i) 5 分程度のプレゼンテ

ーション資料の作成 

    20% 10%  30% 

(ii) 5 分程度のプレゼンテ

ーション 

   5% 20% 10%  35% 

(iii) 50 行程度のプログラ

ム作成 

   15% 10% 10%  35% 

フィードバックの方法 プログラムやプレゼンテーションなどの課題のフィードバックを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

プレゼンテーションの回数を増やし、自分の考えを相手に伝える方法（コミュニケーション能力のひ

とつ）の向上をはかる。 

遠隔による授業参加を考慮し、グループワークは後期から取り入れていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

概要の説明 

遠隔で授業を受ける場合の注

意事項 

 授業内容を復習し、次回の授業受講

のために準備を行う。 

30 分 

2 
自己紹介を兼ねた地域の紹介

プレゼンテーションの説明 

 プレゼンテーション作成 30 分 

3 
地域の紹介プレゼンテーショ

ンの作成 1 

 プレゼンテーション作成 30 分 

4 
地域の紹介プレゼンテーショ

ンの作成 2 

 プレゼンテーションの発表準備 60 分 

5 
地域の紹介プレゼンテーショ

ンの発表 

 発表の振り返り 30 分 

6 
プログラミングパズル 1(アル

ゴロジック) 

 パズルの振り返り 60 分 
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7 
プログラミングパズル 2(アル

ゴロジック) 

 パズルの振り返り 60 分 

8 
プ ロ グ ラ ミ ン グ パ ズ ル

3(blockly) 

 パズルの振り返り 60 分 

9 
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

1(Scratch) 

 プログラミングの振り返り 30 分 

10 
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

2(Scratch) 

 プログラミングの振り返り 30 分 

11 
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

3(Scratch) 

 課題作成の準備 30 分 

12 
課題 ( ゲームなど ) の作成

1(Scratch) 

 課題作成 30 分 

13 
課題 ( ゲームなど ) の作成

2(Scratch) 

 課題作成 30 分 

14 
課題 ( ゲームなど ) の作成

3(Scratch) 

 課題発表の準備 60 分 

15 
課題の発表と前半のまとめ  前期の振り返り 30 分 

16 
プログラミングパズル  パズルの振り返り 30 分 

17 
プレゼンテーション作成 1  プレゼンテーションの資料作成 30 分 

18 
プレゼンテーション作成 2  プレゼンテーションの発表準備 60 分 

19 
プレゼンテーション発表  プレゼンテーションの振り返り 30 分 

20 
テーマ課題 1 作成 1(Scratch)  課題作成 30 分 

21 
テーマ課題 1 作成 2(Scratch)  課題作成 30 分 

22 
テーマ課題 1 作成 3(Scratch)  課題発表の準備 60 分 

23 
テーマ課題 1 発表(Scratch)  発表の振り返り 30 分 

24 
プレゼンテーション作成  プレゼンテーションの発表準備 60 分 

25 
プレゼンテーション発表  プレゼンテーションの振り返り 30 分 
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26 
テーマ課題 2 作成 1  課題作成 30 分 

27 
テーマ課題 2 作成 2  課題作成 30 分 

28 
テーマ課題 2 作成 3  課題発表の準備 60 分 

29 
テーマ課題 2 発表  課題発表の振り返り 30 分 

30 
まとめ  全体の振り返り 30 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL を採用する。演習問題を課し、調査結果を持ち寄ってグループディスカッションを行

う(2 回程度)。作成したプログラムを、互いに比較しながら動作の違い、使いやすさ、見栄えの違い

などの検証をおこなう(2 回程度)。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ (Seminar3) 

263045-14000 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目/協同学習型 AL/課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 本ゼミをトリガー(引き金、きっかけ)とした《主体的思考》の習慣化と具体的行動の実践する 

 必要な情報を WEB検索に頼らず足も使いながら幅広く探索することの重要性を肌で実感する 

 相手の立場(聞き手・聴き手)に立ち、望まれることは何か、有益な情報とは何かを模索する 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力を養う / 情報収集・分析力を養う 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間外においても学生グループで取材活動や企画会議などへの参加を行うことがある。これらの

活動について報告書の作成と提出を求める。すべてグループワークとなるため自助・共助を心がける

こと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会人基礎力を養う(課題発見力・傾聴力・実行力・協調性) 

(ii) 地域社会に対して貢献をすることに加えて楽しんでもらえる 

(iii) 活動を正確に伝えられる報告書の作成 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。必要に応じてフプリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

過去のゼミ活動報告書 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   70%   30%  100% 

(i)    20%   10%  30% 

(ii)    20%   10%  30% 
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(iii)    30%   10%  40% 

フィードバックの方法 提出された報告書等は添削して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生同士による自助・公助の意識を礎とした「主体的取り組み」が大前提。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記具 ゼミ生名簿作成・授業予定・活動概

要の検討 

30 分 

2 
取り組み内容の確認、グルーピ

ング 

筆記具 各グループでの企画の方向性検討 

 

60 分 

3 
ラジオ局からのオリエンテー

ション 

筆記具 

各種準備資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

120 分 

4 
活動計画の作成 筆記具 

各種準備資料 

番組放送日からの逆算スケジュー

ル作成 

120 分 

5 
企画会議〜コンセプト 筆記具 

各種準備資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

120 分 

6 
企画会議〜具体案 筆記具 

各種準備資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

90 分 

7 
街中取材 取材ツール一式 活動報告書作成 120 分 

8 
企画会議〜全体構成 前回までの決定 

事項資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

120 分 

9 
企画会議〜全体構成 前回までの決定 

事項資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

120 分 

10 
街中取材 取材ツール一式 活動報告書作成 120 分 

11 
ラジオ局へのプレゼンテーシ

ョンテーション資料作成 

前回までの決定 

事項資料 

プレゼン資料作成および練習 120 分 

12 
ラジオ局へのプレゼンテーシ

ョンテーション資料作成 

前回までの決定 

事項資料 

プレゼン資料作成 120 分 

13 
ラジオ局へのプレゼンテーシ

ョンテーション-1 

各種資料 活動報告書作成 90 分 

14 
ラジオ局へのプレゼンテーシ

ョンテーション-2 

各種資料 活動報告書作成 90 分 
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15 
全体構成の修正（再提案準備） 前回までの決定 

事項資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

120 分 

16 
全体構成の修正（再提案準備） 前回までの決定 

事項資料 

翌週にむけたディスカッション準

備 

120 分 

17 
ラジオ局への最終プレゼンテ

ーションテーション 

各種資料 活動報告書作成 90 分 

18 
番組制作進行 取材・編集ツー

ル一式 

活動報告書作成 90 分 

19 
番組制作進行 取材・編集ツー

ル一式 

活動報告書作成 120 分 

20 
番組制作進行 取材・編集ツー

ル一式 

活動報告書作成 240 分 

21 
番組制作進行 取材・編集ツー

ル一式 

活動報告書作成 300 分 

22 
番組制作進行 取材・編集ツー

ル一式 

活動報告書作成 300 分 

23 
番組素材のラジオ局納品 取材・編集ツー

ル一式 

活動報告書作成 300 分 

24 
成果発表会の準備~発表内容 

の打ち合わせ 

各種資料 

筆記具 

プレゼンテーション資料の作成 60 分 

25 
成果発表会の準備~発表資料 

類の調整 

各種資料 

筆記具 

プレゼンテーション資料の完成と 

発表原稿の作成 

120 分 

26 
成果発表会準備の仕上げ 各種資料 

筆記具 

発表原稿の完成および発表にむけ

た練習 

120 分 

27 
成果発表会の反省および次年 

度の課題抽出 

各種資料 

筆記具 

報告書原稿の作成 60 分 

28 
成果報告書原稿作成(個別) 各種資料 

筆記具 

報告書原稿の作成 60 分 

29 
成果報告書原稿作成(グループ

別) 

各種資料 

筆記具 

報告書原稿の作成 60 分 

30 
次年次計画の作成、成果報告書 

原稿作成（全体調整） 

各種資料 

筆記具 

次年次計画書と報告書の原稿完成 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型 AL を採用する。課題をゼミ生自らが発見し、協働でフィールドワークを実施し、社会人

基礎力を養っていく。最終的には活動報告という形で報告書を作成する。 

 

 



4 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

地域課題の発見力や他者理解能力が求められるゼミナール活動では、徹底した主体的取り組みが必須

となり、まさにマーケティング的思考プロセスが重要となる。実務を視野に入れたうえでのより実践

的な授業構成とする。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 協同学習型 AL / 課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

右肩上がりではない社会，および情報化が進展し社会変化が大きい現在において，課題に対して 

客観的なデータを基に，解決できるのではないかという具体的な案を考え，実現するための流れ，

手法について修得することを目的とする． 

具体的には，行政や民間シンクタンク等が多くの統計データ，アンケート調査を利用し，データ

処理を行いそこから有用な情報を見つる技術力・思考力を身につける． 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミ

ュニケーション能力 / 情報収集・分析力 を養う． 

③ 授業の進め方・指示事項 

地域や社会における課題を客観的データを利用し解決策を考えていく．そのためには，日常的に

社会に関心を持ち情報収集をすることが必要であることから，新聞やニュース・政府 Web サイトな

どの有用な情報ソースを日々チェックをする．併せて，成果を出そうとすればゼミ以外の時間帯も

利用して主体的にデータ分析やその結果に対するディスカッション等を進めることが必要である． 

また，オフラインだけでなく slackを用いたオンライン上での活動も予定している． 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

統計学，Excelや PowerBIなどのデータ処理ソフトウェア・ツールなどを主体的に学修する． 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 各種統計データなどを適切な供給先を選択して，データを収集することができる． 

(ii) 収集したデータを Microsoft Excel®などを用いて，有用な情報として加工することができる． 

(iii)データを加工して得られた情報から，社会課題に対しての具体的な解決案を自ら考えることが

できる． 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし 「政府統計の総合窓口 e-Stat」や「RESAS 地域経済分析システム」などの 

Webサイトを主に活用する． 

⑦ 参考図書・指定図書 

Microsoft Excel®の関数辞典や PowerBIなどのツール，またはプログラム言語に関する書籍全般． 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   60%  40%   100% 

(ⅰ) データ収集ができる   20%  10%   30% 

(ⅱ) データ加工ができる   30%  10%   40% 

(ⅲ) 解決案を考えられる   10%  20%   30% 

フィードバックの方法  

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

1年間の長期の取り組みの場合，当初スケジュールよりも進捗が遅れることが多いため，月 1回の

レビュー・リスケジューリング等を促すコメントを多くし，事前に様式等を定めておく． 

ただし，進捗管理・リスケ等も主体的にやるべき事象のため，提出を求めるようなことはしない． 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ゼミの進め方と 
オンラインツールの確認 

パソコンまたは 
通信デバイス 
（BYOD） 

オンラインツールの準備 
Excel等の必要な 
知識・技能修得のための学修 

60分 

2 
政府統計サイトの確認と 
データ収集・CSVデータ処理 

パソコンまたは 
通信デバイス 

Excel等の必要な 
知識・技能修得のための学修 
地域社会の課題を複数考える 

60分 

3 
政府統計サイトの確認と 
データ収集・CSVデータ処理 

パソコンまたは 
通信デバイス 

Excel等の必要な 
知識・技能修得のための学修 

地域社会の課題を複数考える 

60分 

4 
地域社会の課題についての 
ディスカッション 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

5 
地域社会の課題についての 
ディスカッション 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

6 
地域社会の課題についての 
解決案仮説設定 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

7 
課題解決案を導き出すための
年間スケジュール作成 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

8 データ収集および加工 パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を 
持たせられるように加工する 

60分 
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9 データ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

10 
地域社会の課題についての 
解決案仮説検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

11 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

12 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

13 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

14 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

15 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

16 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

17 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

18 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

19 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

20 成果発表会に向けた資料作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表用スライドの作成 60分 

21 成果発表会に向けた資料作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表用スライドの作成 60分 

22 成果発表会に向けた発表準備 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表時に原稿を持たず 
自らの言葉で具体的に 
説明できるための準備をする 

 

60分 

23 成果発表会に向けた発表準備 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表時に原稿を持たず 
自らの言葉で具体的に 
説明できるための準備をする 

60分 

24 成果発表会に向けた発表準備 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表時に原稿を持たず 
自らの言葉で具体的に 
説明できるための準備をする 

60分 

25 活動報告書の作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

読み手に確実に伝わる 
独り善がりではない報告書に 
するための推敲を行う 

60分 
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26 活動報告書の作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

読み手に確実に伝わる 
独り善がりではない報告書に 
するための推敲を行う 

60分 

27 活動報告書のレビュー 
パソコンまたは 
通信デバイス 

レビューによる指摘点を 
報告書に反映させる 

60分 

28 活動報告書の作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

レビューによる指摘点を 
報告書に反映させる 

60分 

29 活動報告書のゼミ内発表会 
パソコンまたは 
通信デバイス 

今年度の活動を振り返り， 
全体として，または個人としての
改善点を洗い出す 

60分 

30 
1年間の振り返りと 
来期の活動計画策定 

パソコンまたは 
通信デバイス 

返り来期に向けた必要な準備に 
取り掛かる 

60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

ゼミのため，すべてのアクティブラーニング項目が該当するが，本ゼミでは特に，専門的知識・

技能を活用する能力，情報収集・分析力 について強化およびそれを評価する． 

統計データを活用し現在も未解決な社会課題に対して，ゼミ全体で協同して情報収集・分析し若

者としての視点を生かして解決案を策定することで論理的思考力・批判的思考力を養う． 

併せて，データを加工するためには専門的な知識・技能を用いなければならず，それらが仮に不

足しているようであれば主体的に学修することで補い，それらの能力を適切な水準まで持っていく． 

ゼミのため，担当教員はあくまでもファシリテーターとして関与し，調査・研究は学生主体で行

う． 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 中村ゼミでは「会計を通じて企業を知る」をテーマとしている。特に企業が公表する有価証券報告

書等の資料を用いることで、定量的・定性的にその企業の戦略とその成果を明らかにし、さらにはそ

の将来像を見通すことができる。 

 そこで、本ゼミではゼミ生各々が自分の興味がある企業を選択し、その企業を 1 年間かけて詳細に

分析を行う。そして年度末にはそれを報告書としてまとめることとする。こうしたなかで会計や形成

分析という「専門的知識を用いて情報収集・分析をすることができる職業人」を育成する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力 を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

各回の報告担当者か否かに関係なく、各自資料や文献等から疑問点や論点を考えてくること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「会計学１・２」、「財務会計１・２」「管理会計」、「経営分析」を履修することが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 有価証券報告書の基本的な構造・内容が理解し、説明できる。 

(ii) 対象とする企業を分析した報告書を作成できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは用いない。対象となる有価証券報告書を用いる。 

⑦ 参考図書・指定図書 

石野雄一(2005)『道具としてのファイナンス』日本実業出版社 

青木茂男編著『要説 経営分析（五訂版）』森山書店 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    60% 40%   100% 

(i) 有価証券報告書の基本

的な構造・内容が理解し、

説明できる。 

   30% 20%   50% 

(ii) 対象とする企業を分

析した報告書を作成でき

る。 

   30% 20%   50% 

(iii)          

フィードバックの方法 作成したレジュメや報告書等はコメントを付ける 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

自信をもって「企業分析ができるる」と言える学生を育てたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
全体説明 特になし 新聞の経済欄等を読むクセを付け

る。 

60 分 

2 
資料の入手方法 特になし 新聞の経済欄等を読むクセを付け

る。 

60 分 

3 
資料の入手 特になし 新聞の経済欄等を読むクセを付け

る。 

60 分 

4 
有価証券報告書を読む① 

（全体の構造） 

有価証券報告書 有価証券報告書の全体を見ておく 60 分 

5 
有価証券報告書を読む② 

（企業の概況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 1【企業の概

況】を読んでおく 

60 分 

6 
有価証券報告書を読む③ 

（事業の状況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 2【事業の状

況】を読んでおく 

60 分 

7 
有価証券報告書を読む④ 

（設備の状況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 3【設備の状

況】を読んでおく 

60 分 

8 
有価証券報告書を読む⑤ 

（提出会社の状況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 4【提出会社

の状況】を読んでおく 

60 分 

9 
有価証券報告書を読む⑥ 

（経理の状況－概観） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】を見ておく 

60 分 
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10 

有価証券報告書を読む⑦ 

（経理の状況－損益計算書） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）損益計算書を見てお

く 

60 分 

11 

有価証券報告書を読む⑧ 

（経理の状況－貸借対照表） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）貸借対照表を見てお

く 

60 分 

12 

有価証券報告書を読む⑨ 

（経理の状況－株主資本等変

動計算書） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）株主資本等変動計算

書を見ておく 

60 分 

13 

有価証券報告書を読む⑩ 

（経理の状況－キャッシュ・フ

ロー計算書） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）キャッシュ・フロー

計算書を見ておく 

60 分 

14 
分析対象企業の発表 有価証券報告書 分析対象企業を理由と共に報告す

る準備をする。 

60 分 

15 
前期まとめ 特になし 夏休みに行う分析の資料集めをす

る 

60 分 

16 
後期全体説明 特になし 収集した資料と分析結果をまとめ

ておく 

60 分 

17 
収益性分析 有価証券報告書 対象企業の収益性を分析する 60 分 

18 
安全性分析 有価証券報告書 対象企業の安全性を分析する 60 分 

19 
生産性分析 有価証券報告書 対象企業の生産性を分析する 60 分 

20 
成長性分析 有価証券報告書 対象企業の成長性を分析する 60 分 

21 
時系列分析 有価証券報告書 対象企業の収益性・安全性・生産性・

成長性を時系列で見ておく 

60 分 

22 
業界平均との比較 有価証券報告書 対象企業と業界平均との差を見て

おく 

60 分 

23 
報告書の作成・発表① 有価証券報告書 

原稿 

データを表やグラフにまとめる 60 分 

24 
報告書の作成・発表② 有価証券報告書 

原稿 

定性的データを収集する 60 分 

25 
報告書の作成・発表③ 有価証券報告書 

原稿 

報告書の分析視角から構成を決め

る 

60 分 

26 
報告書の作成・発表④ 有価証券報告書 

原稿 

報告書の本論を執筆する。 60 分 
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27 
報告書の作成・発表⑤ 有価証券報告書 

原稿 

報告書の本論を執筆する。 60 分 

28 
報告書の提出 有価証券報告書 

原稿 

報告書を完成させる。 60 分 

29 
報告書発表会① 有価証券報告書 

原稿 

各自の報告書を発表するための原

稿作り 

60 分 

30 
報告書発表会② 有価証券報告書 

原稿 

各自の報告書を発表するための原

稿作り 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL を採用する。自分が分析する企業の有価証券報告書を読み、レジュメにまとめて報告

する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

環境・農業・地域の問題について幅広く理解するとともに、各ゼミ生の興味あるテーマを掘り下げて

いく。文献の輪読、必要があれば、インタビュー調査なども行い、知見を得る。修得した能力を活用

し、問題提起等を行う応用力を身につける科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

報告等の担当になった場合、準備を行うこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 環境・農業・地域の問題について自分なりの視点を持つことができる。 

(ii)環境・農業・地域の問題について他人に説明できるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。ゼミナールの学生の意見を聞いて指定する。 

必要に応じて資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

大学図書館の西俣先子の推薦図書のコーナーを確認すること。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    50％ 

＊レジ

ュメ等

の課題

も含む 

 50％  100％ 

(i) 環境・農業・地域の問

題について自分なりの視

点を持つことができる。 

   25％  25％  50％ 

(ii)環境・農業・地域の問題

について他人に説明でき

るようになる。 

   25％  25％  50％ 

フィードバックの方法 レポート・レジュメはチェックし、コメントする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の自主性を重んじ、サポートする形で授業を進める。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション  シラバスを熟読し授業の目的を理

解したうえで授業に参加する 

10 分 

2 
取り組むテーマの検討  各自担当回にゼミナールで取り組

むテーマを考えてくる 

60 分 

3 
取り組むテーマの検討  各自担当回にゼミナールで取り組

むテーマを考えてくる 

60 分 

4 
取り組むテーマの検討  各自担当回にゼミナールで取り組

むテーマを考えてくる 

60 分 

5 
取り組むテーマの絞り込み  各自担当回にゼミナールで取り組

むテーマを考えてくる 

60 分 

6 
取り組むテーマの決定  ゼミナールで取り組むテーマをど

れに絞るかを考えてくる 

60 分 

7 
取り組むテーマについての企

画を検討する 

 決定したゼミナールのテーマに関

して企画を考えてくる 

60 分 
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8 
取り組むテーマについての企

画を検討する 

 決定したゼミナールのテーマに関

して企画を考えてくる 

60 分 

9 
取り組むテーマについての企

画を検討する 

 決定したゼミナールのテーマに関

して企画を考えてくる 

60 分 

10 
取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

60 分 

11 
取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

60 分 

12 
取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

60 分 

13 
取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

60 分 

14 
取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

60 分 

15 
取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

60 分 

16 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

17 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

18 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

19 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

20 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

21 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

22 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 
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23 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

24 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

25 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

26 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

27 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

28 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

29 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

30 

取り組むテーマの情報収集と

報告 

 ゼミナールで取り組むテーマに関

する情報収集を行う 

必要に応じて活動報告書を作成 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

ゼミナールで決めたテーマについてグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションを行い、

考察を深める。必要に応じてフィールドワークも実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ） 

263045-14000 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

牧野ゼミナールⅢでは、財政のテキストの輪読を通し、国あるいは地方の財政と私たちの暮らしの関

わりについて学習します。財政について経済学的なアプローチにより考えることで、普段あまり意識

はしないが私たちと深いかかわりを持っている税金や行政サービスなどの重要性や問題点に関心を

持ち、私たちの暮らしと政府あるいは地方自治体との関係を考察します。 

また、ゼミコンパやゼミ旅行など様々なイベントを学生諸君に企画してもらい、ゼミ生同士が大学を

卒業した後もお互いに支え合えるような生涯の友人関係を構築できることを目指します。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

ゼミ生による発表形式で授業を行う。各ゼミ生は割り当てられた教科書の担当箇所の内容をパワーポ

イントにより報告資料を作成し、授業ではプレゼンテーションを行う。事前準備を怠ると、授業の進

行に支障をきたし、他のゼミ生に迷惑をかけることをしっかりと認識し、責任感を持って授業に臨む

こと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」「財政学」の知識を有すること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 報告資料をしっかりと作成できる。 

(ii) プレゼンテーションを行うことができる。 

(iii) 財政に関する基本的な知識について説明できる。 

(iv) 日本の財政の現状について考察することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

『図説日本の財政（令和２年度版）』財経詳報社 

⑦ 参考図書・指定図書 

竹内信仁編(2013)『スタンダードミクロ経済学』中央経済社 

竹内信仁編(2013)『スタンダードマクロ経済学』中央経済社 
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竹内信仁編著(2007)『スタンダード財政学 第２版』中央経済社 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合     50％ 30％ 20％ 100％ 

(i) 報告資料をしっかりと

作成できる。 

    10％ 6％ 5％ 21％ 

(ii) プレゼンテーション

を行うことができる。 

    10％ 6％ 5％ 21％ 

(iii) 財政に関する基本的

な知識について説明でき

る。 

    15％ 9％ 5％ 29％ 

(iv) 日本の財政の現状に

ついて考察することがで

きる。 

    15％ 9％ 5％ 29％ 

フィードバックの方法 プレゼンテーションに対し、適宜アドバイスを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

知識定着・確認型 AL/協同学修型 AL を採用し、学生諸君が主体的に学修することを意識した授業を

目指して行く。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 教科書、筆記用

具 

担当箇所の内容理解と報告準備 60 分 

2 
日本の財政の概況 教科書、筆記用

具 

日本の財政の概況についての理解 60 分 

3 
財政状況の国際比較 教科書、筆記用

具 

他国と比較した日本の財政の状況

の理解 

60 分 

4 
これまでの財政状況 教科書、筆記用

具 

これまでの財政状況の推移の理解 60 分 
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5 
財政の課題 教科書、筆記用

具 

日本の財政の課題についての考察 60 分 

6 
財政健全化に向けた努力 教科書、筆記用

具 

財政健全化に向けた動きの理解 60 分 

7 
財政とはなにか 教科書、筆記用

具 

財政の役割についての理解 60 分 

8 
財政の 3 機能 教科書、筆記用

具 

財政の 3 機能についての理解 60 分 

9 
財政学の歴史 教科書、筆記用

具 

財政学の歴史の歴史についての理

解 

60 分 

10 
財政赤字に関する議論 教科書、筆記用

具 

財政赤字に関する議論の理解 60 分 

11 
課税をめぐる議論 教科書、筆記用

具 

課税をめぐる議論の理解 60 分 

12 
予算制度 教科書、筆記用

具 

予算制度についての理解 60 分 

13 
国の収入の概要 教科書、筆記用

具 

国の収入の概要についての理解 60 分 

14 
平成 30 年度予算編成の背景と

概要 

教科書、筆記用

具 

平成 30 年度予算編成の背景と概要

の理解 

60 分 

15 
平成 30 年度復興特別会計予算 教科書、筆記用

具 

平成 30 年度復興特別会計予算の理

解 

60 分 

16 
社会保障 教科書、筆記用

具 

社会保障制度に関する理解と考察 60 分 

17 
文教及び科学技術の振興 教科書、筆記用

具 

文教及び科学技術の振興に関する

理解と考察 

60 分 

18 
社会資本の整備 教科書、筆記用

具 

社会資本の整備に関する理解と考

察 

60 分 

19 
経済協力 教科書、筆記用

具 

経済協力に関する理解と考察 60 分 

20 
防衛力の整備 教科書、筆記用

具 

防衛力の整備に関する理解と考察 60 分 

21 
中所企業施策の推進 教科書、筆記用

具 

中所企業施策の推進に関する理解

と考察 

60 分 

22 
農林水産業の振興 教科書、筆記用

具 

農林水産業の振興に関する理解と

考察 

60 分 

23 
エネルギー・地球温暖化対策の

推進 

教科書、筆記用

具 

エネルギー・地球温暖化対策の推進

に関する理解と考察 

60 分 
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24 
国債費及び国債管理政策 教科書、筆記用

具 

国債費及び国債管理政策に関する

理解と考察 

60 分 

25 
地方財政 教科書、筆記用

具 

地方財政と国の財政の関係の理解

と考察 

60 分 

26 
予算制度改革 教科書、筆記用

具 

予算制度改革に関する理解と考察 60 分 

27 
財政投融資 教科書、筆記用

具 

財政投融資に関する理解 60 分 

28 
国庫金制度 教科書、筆記用

具 

国庫金制度に関する理解 60 分 

29 
税制 教科書、筆記用

具 

税制に関する理解 60 分 

30 
まとめ 教科書、筆記用

具 

各回の内容の整理と理解 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL/協同学修型 AL を採用する。ゼミ生によるテキストの内容報告やディスカッシ

ョンを行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（SeminarⅢ） 

263045-14000 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

本ゼミナールは、地域活性化に貢献することを基本とし、各自の課題発見能力、課題解決能力、プレ

ゼンテーション能力の 3 つを身に付けることを目標とする。実践的な活動として、1 つ目は、株式会

社きものブレインのブランド商品の販売戦略をシミュレーションする。2 つ目は、十日町を拠点に「き

もの文化村」構想の企画案を展開してみる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢/職業人として通用する能力/コミュニケーション能力/専門的知識・技能を活

用する能力/情報収集・分析力を育成する 

③ 授業の進め方・指示事項 

基本的にゼミ生による発表形式で授業を行う。ゼミで取り組む課題を設定し、各自分担役割を決め、

資料収集・分析、企画書作成、調査研究報告書の作成、成果の発表というプロセスを経て授業を進め

ていく。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ前・後」「ゼミナールⅡ」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)課題を発見し情報収集する能力 

(ii) 企画書を提案し実行する能力 

(iii) 報告書を作成し発表する能力 

⑥ テキスト（教科書） 

指定なし。必要に応じてレジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じて関連した本を紹介する。 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合   10％  50％ 40％  100％ 

(i) 課題を発見し情報収集

する能力 

  10％  10％ 10％  30％ 

(ii) 企画書を提案し実行

する能力 

    20％ 20％  40％ 

(iii) 報告書を作成し発表

する能力 

    20％ 10％  30％ 

フィードバックの方法 授業内で、各自の発表に対して全員で討議することにより企画書と報告

書を再検討する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

ゼミでは、「一期一会」という言葉が表すように、御縁を大切に、青春時代の 2 年間を仲間と一緒に

楽しく成長することを目指しましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション、自己紹

介、課題設定についての討議 

筆記用具 コラボしたい課題を考えてくる 60 分 

2 
自ら興味を持つ課題の資料を

基に、スピーチを行う 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

スピーチの準備 60 分 

3 
情報・資料収集・発表 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自役割分担した内容について調

査する 

60 分 

4 
情報・資料収集・発表 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自役割分担した内容について調

査する 

60 分 

5 
情報・資料収集・発表 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自役割分担した内容について調

査する 

60 分 

6 
企画書作成 筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

7 
企画書作成 筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

8 
企画書を実行するシミュレー

ション 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

9 
企画書を実行するシミュレー

ション 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

10 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 
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11 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

12 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

13 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

14 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

15 
半期の振り返り 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自発表の準備 60 分 

16 
夏休みを振り返り、前期のまと

めと後期の予定報告 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自の発表 60 分 

17 
悠久祭打ち合わせ＆企画書作

成 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

18 
悠久祭打ち合わせ＆企画書作

成 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

19 
悠久祭打ち合わせ＆企画書作

成 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

20 
悠久祭準備活動 筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書の実行 60 分 

21 

悠久祭振り返り、地域活性化発

表会に向けたプレゼン資料の

作成と発表練習 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

22 
地域活性化発表会に向けたプ

レゼン資料の作成と発表練習 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

23 
地域活性化発表会に向けたプ

レゼン資料の作成と発表練習 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

24 
地域活性化発表会の練習 筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

25 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

26 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

27 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

28 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 
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29 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

30 
一年間の振り返り 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

授業内で、各自の発表に対して全員で討議することにより企画書と報告書を再検討する。必要に応じ

て、インタビュー調査・助言・指導を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

国際コンサルティング業務の経験を持ち、中国中央テレビ局ドキュメンタリー制作会社の依頼より、

日本での撮影取材交渉に携わるほか、中日企業の業務取引提携の斡旋なども行った。 

実務経験と授業科目との関連性 

課題設定、企業ヒアリング、企画書作成などあらゆる面において、国際コンサルティングの経験を活

かすことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅢ（Seminar Ⅲ）  

263045-14000 
担当教員 

高島 幸成 

(タカシマ コウセイ) 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL／課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本ゼミナールは学生による地域活性化プログラム参加ゼミの一つとして、地域の子供に対するプロ

グラミング教育に取り組む。ゼミナールでは学生がプログラミング教育を地域の子供に実施する過程

で、プログラミングとアルゴリズム思考、教育イベントの企画・運営を通した協働経験、教育経験を

通じたコミュニケーション能力の習得を狙いとする。プログラミング技能の習得については教員側で

サポートをするが、地域の子供に対するプログラミング教育のイベントや内容などは学生が主体とな

って企画・運営を行っていく。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域活性化プログラムとして地域への貢献を通して課題解決・問題解決について取り組む。従って、

以下の 5 つの項目すべてに関連する。 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

週 1 回の授業時間は実績報告、及び方針の打ち合わせや計画の決定が主となる。 

授業時間外において、自己学習（プログラミング）、グループワーク（教材作成）を行う。 

また、実際の教育活動として後期に教育イベントの開催を行う。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

コンピュータリテラシー1、2 は習得、あるいは習得しているレベルに達していることが必須。 

また、表計算ソフト利用技術を習得しておくことが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) プログラミングの基礎理解とアルゴリズム思考ができる 

(ii) プログラミングを理解し、初心者に対してプログラミング教育の補助ができる 

(iii) 教材を作成し、教育イベントの内容を計画し、実際に運営することができる 

 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。参考資料などは授業中に配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

ゼミナールの時間に必要に応じて、適宜提示する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30%  50% 20%  100% 

(i) アルゴリズム思考で考

えることができる 

  20%   10%  30% 

(ii) プログラミング教育

の補助を行うことができ

る 

  10%  20% 5%  35% 

(iii) 教育イベントを計画

し、実際に運営できる 

    30% 5%  35% 

フィードバックの方法 (i)については10回目頃を目安に課題の取り組み状況を見て評価を通知す

る。(ⅱ)および(ⅲ)については実際の教育イベントの実施、及び成果発表

会における発表、成果報告書の内容のそれぞれについて評価を通知する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

前半は授業時間外の自主的な学習が非常に重要になります。また、中盤以降の教育イベントの企画・

運営については可能な限り主体的な取り組みを評価していきます。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記具 配布資料の確認と読み込み 60 分 

2 
プログラミング学習① 

Scratch の基礎 

筆記具・提出物 

・参考資料 

授業内容の復習、及び課題の実施 180 分 

3 
プログラミング学習② 

順次、反復 

筆記具・提出物 

・参考資料 

授業内容の復習、及び課題の実施 180 分 

4 
プログラミング学習③ 

条件分岐 

筆記具・提出物 

・参考資料 

授業内容の復習、及び課題の実施 180 分 

5 
プログラミング学習④ 

オリジナルプログラム製作 

筆記具・提出物 

・参考資料 

授業内容の復習、及び課題の実施 180 分 

6 
プログラミング学習⑤ 

模擬授業練習 1 

筆記具・提出物 

・参考資料 

授業内容の復習、及びオリジナルプ

ログラムの製作 

180 分 
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7 
プログラミング学習⑥ 

模擬授業練習 2 

筆記具・提出物 

・参考資料 

授業内容の復習、及びオリジナルプ

ログラムの製作 

180 分 

8 
プログラミング教室の計画① 

グループ割り・企画 

筆記具・提出物 

・参考資料 

プログラミング教室の計画書作成 120 分 

9 
プログラミング教室の計画② 

役割分担・企画 

筆記具・提出物 

・参考資料 

プログラミング教室の計画書作成 120 分 

10 
教材作成① 

教材計画・サンプルコード作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

教材の作成 180 分 

11 
教材作成② 

教材作成・手順作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

教材の作成 180 分 

12 
教材作成③ 

教材作成・手順作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

教材の作成 180 分 

13 
教材作成④ 

中間報告 

筆記具・提出物 

・参考資料 

教材の作成 180 分 

14 
教室参加者募集の方法検討① 

開催時期・応募方法などの計画 

筆記具・提出物 

・参考資料 

応募用のフレームワーク構築 60 分 

15 
教室参加者募集の方法検討② 

募集用チラシの内容作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

募集用のチラシ作成 60 分 

16 
プログラミング教室準備① 

参加者の確認 

筆記具・提出物 

・参考資料 

必要教材の作成 

参加人数の集計と開催日時の返送 

180 分 

17 
プログラミング教室準備② 

会場設営と教材の確認 

筆記具・提出物 

・参考資料 

必要教材の作成 

授業のリハーサル 

180 分 

18 
プログラミング教室準備③ 

授業のリハーサル 

筆記具・提出物 

・参考資料 

必要教材の作成 

会場設営 

180 分 

19 
プログラミング教室準備④ 

会場設営と教材の確認 

筆記具・提出物 

・参考資料 

必要教材の作成 

会場設営 

180 分 

20 

教室実施結果のフィードバッ

ク① 

実施内容の振り返り 

筆記具・提出物 

・参考資料 

実施内容の振り返り 

実施報告書の作成 

120 分 

21 

教室実施結果のフィードバッ

ク② 

実施報告書の作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

実施内容の振り返り 

実施報告書の作成 

120 分 

22 
成果報告会発表準備① 

役割分担決定 

筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告会発表用資料作成 180 分 

23 
成果報告会発表準備② 

資料作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告会発表用資料作成 180 分 

24 
成果報告会発表準備③ 

発表リハーサル 

筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告会発表用資料作成 180 分 
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25 
成果報告会振り返り 筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告会の反省点を踏まえて発

表用資料を再修正 

60 分 

26 
成果報告書作成① 

役割分担 

筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告書作成 180 分 

27 
成果報告書作成② 

書類作成 

筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告書作成 180 分 

28 
成果報告書作成③ 

分担箇所の相互評価 

筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告書作成 180 分 

29 
成果報告書作成④ 筆記具・提出物 

・参考資料 

成果報告書作成 180 分 

30 
フィードバックと次年度計画 筆記具 次年度の内容の計画作成 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL については前半部分で学ぶプログラミングについて、主として毎回の課題と中

盤以降作成する教材の内容にフィードバックをすることで実施する。また、協同学修型 AL・課題解

決型 AL については教育イベント、報告会、報告書でグループ毎に役割を分担し、目標を達成してい

くことで実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ４年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本ゼミナールは、本学の教育プログラムの一つである「学生による地域活性化プログラム」として実

施する。したがって、ゼミでは、①問題解決型教育＝体験・参加型教育の実践として、②「まちの駅」

をテーマとしてとりあげ、③ゼミ生と学外アドバイザーとの緊密な連携をとり、④専門知識とスキル

を応用してフィールド調査等の作業を行い、⑤地域活性化に貢献することを目的として活動してい

く。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力を養う／情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間外においても学生グループでヒアリング活動、ボランティア等への参加を行うことがあり、

これらの活動について報告書の作成と提出を求める。すべてグループワークとなるので、他のメンバ

ーに迷惑をかけないこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会人基礎力を養う（前に踏み出す力：主体性を持って行動できるようになる。考え抜く力：課

題を発見し、それに対する解決策を考えられるようになる。チームで働く力：社会のルールや人との

約束を守ることは当然のこととして、相手の話を丁寧に聴きつつ、自分の意見を伝えられるようにな

る。 

(ii) 地域社会に貢献するとともに、感謝される行動をする。 

(iii) 活動を正確に伝えられる報告書の作成。 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。必要に応じてプリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 
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過去のゼミ活動報告書 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   70%   30%  100% 

(i) 社会人基礎力を養う   20%   10%  30% 

(ii) 地域社会に貢献する

とともに、感謝される行動

をする。 

  20%   10%  30% 

(iii) 活動を正確に伝えら

れる報告書の作成。 

  30%   10%  40% 

フィードバックの方法 提出された報告書等は、添削して返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

できる限る学生の自主性に任せるつもりではあるが、課題の提出等厳しく対処するようにする。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション  ゼミ名簿、授業予定・アルバイト予

定表の作成 

30 分 

2 
これまでのゼミの取り組み紹

介 

昨年度の報告書 

 

過年度活動の理解と確認事項の洗

い出し 

60 分 

3 
活動計画の作成 昨年度の報告書 活動内容の検討を行ってくること 30 分 

4 
実課題への取り組み①（活動計

画の決定） 

前回までの決定

事項資料 

活動計画書の作成 90 分 

5 
実課題への取り組み②（ヒアリ

ング準備） 

前回までの決定

事項資料 

ヒアリング先へのアポイントメン

ト 

90 分 

6 
実課題への取り組み③（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

学園祭での企画の検討。「まちの駅」

へのヒアリング調査。 

90 分 

7 

実課題への取り組み④（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 
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8 

実課題への取り組み⑤（オール

新潟まちの駅大会企画の概略

検討） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

9 

実課題への取り組み⑥（オール

新潟まちの駅大会企画の詳細

検討） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

10 

実課題への取り組み⑦（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

11 

実課題への取り組み⑧（ヒアリ

ング結果の確認） 

前回までの決定

事項資料 

「まちの駅」へのヒアリング調査。

ヒアリング結果のまとめとパネル

の作成 

120 分 

12 
中間レビューに向けた準備活

動①（ヒアリング結果の整理） 

前回までの決定

事項資料 

各自の担当箇所の資料作成 60 分 

13 
中間レビューに向けた準備活

動②（発表資料の作成） 

前回までの決定

事項資料 

ゼミ生による発表資料の調整 90 分 

14 
中間レビューに向けた準備活

動③（発表原稿の作成） 

前回までの決定

事項資料 

発表資料・原稿の作成 90 分 

15 
中間レビューに向けた準備活

動④（発表の練習） 

前回までの決定

事項資料 

「とうきび観音まつり」への参加

（ボランティア） 

300 分 

16 
◆中間レビュー 前回までの決定

事項資料 

中間レビューを受けての今後の活

動方針の決定 

30 分 

17 
実課題への取り組み⑨（中間レ

ビューからの気づき） 

前回までの決定

事項資料 

オール新潟まちの駅大会の準備 90 分 

18 
実課題への取り組み⑩（オール

新潟まちの駅大会の準備） 

前回までの決定

事項資料 

オール新潟まちの駅大会の実施 240 分 

19 

実課題への取り組み⑪（オール

新潟まちの駅大会からの気づ

き） 

前回までの決定

事項資料 

ボランティア、オール新潟まちの駅

大会の報告書作成 

120 分 

20 
実課題への取り組み⑫（学園祭

準備） 

前回までの決定

事項資料 

学園祭の実施 360 分 

21 
実課題への取り組み⑬（学園祭

のまとめと気づきの整理） 

前回までの決定

事項資料 

ハロウィンみつけへの参加（ボラン

ティア） 

300 分 

22 

実課題への取り組み⑭（ハロウ

ィンみつけのまとめと気づき

の整理） 

前回までの決定

事項資料 

今町ハロウィンへの参加（ボランテ

ィア）、成果発表会資料の作成 

300 分 

23 
成果発表会に向けた準備活動

①（今町ハロウィンのまとめと

前回までの決定

事項資料 

越路マップの配布（ボランティア）、 

成果発表会資料の作成 

240 分 
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気づきの整理） 

24 

成果発表会に向けた準備活動

②（越路マップ配布のまとめと

気づき） 

前回までの決定

事項資料 

成果発表会資料の作成 90 分 

25 
成果発表会に向けた準備活動

③（成果発表会の準備） 

前回までの決定

事項資料 

成果発表会の予行練習 120 分 

26 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成①（成果発表

会のまとめと気づき） 

前回までの決定

事項資料 

報告書目次案の作成と担当分担の

検討 

90 分 

27 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成②（報告書の

作成） 

前回までの決定

事項資料 

各自の報告書担当分の作成 60 分 

28 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成③（報告書の

作成） 

前回までの決定

事項資料 

各自の報告書担当分の修正 60 分 

29 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成④（報告書の

修正） 

前回までの決定

事項資料 

報告書の全体調整 120 分 

30 

成果報告書原稿および次年度

の活動計画の作成⑤（報告書の

完成） 

前回までの決定

事項資料 

報告書の最終チェック 30 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型 AL を採用する。課題をゼミ生自らが発見し、協働でフィールドワークを実施し、社会人

基礎力を養っていく。最終的には活動報告という形で報告書を作成する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ４年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 /知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

福祉実践者としての視点から、現状の支援施策を検証するとともに、実際に各自が希望する福祉分野

にボランティアとして参加し課題の発見やニーズ抽出を学修することを目的とする。さらにそれを解

決する方策を考察して提案する能力を習得することを目標とする。ゼミ学生が必要と考えている福祉

支援を中心に検証を行う。また、ゼミ生の希望を取り入れて福祉分野全般への取り組みも行う。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

社会福祉を理解するため、市職員・関係施設・ボランティア団体から福祉に必要なサービスや心配ご

となどを学修する。さらに、課題検討・フィールドワーク・ディスカッションを行う。また、子育て

支援施設などでのボランティア活動も行う。グループに分かれて、現状を検証しつつ、問題点・解決

策を導き出す。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域社会の実情を把握すること 

(ii) 団体との協働活動ができること 

(iii) 専門的知識を活用した行動ができること 

(ⅳ) 自分の意見や他者の考えを理解したコミュニケーションができること 

(ⅴ) 課題解決に向けた情報収集や対策が提案できること 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。代わりに、参考書を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

長岡市 (2015)『子ども・子育て支援計画（子育て・育ち“あい”プラン）』 

長岡市（2016)『子育てガイドー妊娠期から小学生までー』 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   35％  35％ 30％  100％ 

(i) 地域社会の実情を把握

すること 

  7％  7％ 6％  20％ 

(ii) 団体との協働活動が

できること 

  7％  7％ 6％  20％ 

(iii) 専門的知識を活用し

た行動ができること 

  7％  7％ 6％  20％ 

(ⅳ) 自分の意見や他者の

考えを理解したコミュニ

ケーションができること 

  7％  7％ 6％  20％ 

(ⅴ) 課題解決に向けた情

報収集や対策が提案でき

ること 

  7％  7％ 6％  20％ 

フィードバックの方法 情報共有のため、活動報告会を 2 回、社協主催のボランティア報告会に

も参加する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

積極的な行動が行えるように、役割分担を行う。その際はゼミ生の話し合いで決定する。卒論やレポ

ート作成の指導も行う。ゼミ学生の自主性を尊重した活動とする。 

コミュニティセンター・子育ての駅・高齢者施設でボランティアの参加も行う。 

自主企画書を作成し、実践も行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 配布資料 ボランティアの意義を理解 30 分 

2 
施設見学 配布資料 長岡市の子育て駅を理解 60 分 

3 
グループ別活動計画 配布資料 ボランティアグループの決定 60 分 

4 
卒論指導（１） 配布資料 背景・現状の考察 60 分 
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5 
卒論指導（２） 配布資料 背景・現状の考察 60 分 

6 
卒論指導（３） 配布資料 背景・現状の考察 60 分 

7 
ゼミ独自の子育て支援の計画

協議 

配布資料 独自イベントに向けた検討 60 分 

8 
卒論指導（４） 配布資料 背景・現状の考察 60 分 

9 
卒論指導（５） 配布資料 背景・現状の考察 60 分 

10 
卒論指導（６） 配布資料 背景・現状の考察 60 分 

11 
卒論指導（７） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

12 
卒論指導（８） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

13 
卒論指導（９） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

14 
卒論指導（１０） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

15 
卒業論文中間発表 配布資料 卒論の考察 60 分 

16 
イントロダクション 

 

配布資料 夏休み中の活動報告 60 分 

17 
施設見学 配布資料 長岡市の子育て駅を理解 60 分 

18 
ゼミ独自の子育て支援の計画

協議 

配布資料 支援計画の最終協議 60 分 

19 
卒論指導（1１） 

 

配布資料 課題・対策の考察 60 分 

20 
卒論指導（1２） 

 

配布資料 課題・対策の考察 60 分 

21 
卒論指導（1３） 

 

配布資料 課題・対策の考察 60 分 

22 
卒論指導（1４） 

 

配布資料 課題・対策の考察 60 分 

23 
卒業論文中間発表 配布資料 卒論の考察 60 分 



4 

 

24 
卒論指導（1５） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

25 
卒論指導（1６） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

26 
卒論指導（1７） 配布資料 課題・対策の考察 60 分 

27 
卒論指導（1８） 配布資料 論文全体の構成 60 分 

28 
卒論指導（1９） 配布資料 論文全体の構成 60 分 

29 
卒論指導（２０） 配布資料 論文全体の構成 60 分 

30 
卒業論文発表 配布資料 卒論の考察 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL では、長岡市役所の「各種福祉計画」のフィードバックを行う。協同学修型 AL

では、関係専門職やボランティアとのディスカッションを行う。課題解決型 AL では、関係施設をフ

ィールドワークして支援内容を検証する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 

実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、子ども子育て分野、高齢者分野、障害

者分野、地域福祉分野と関わりある支援や政策、つながりの意義や目的、活動内容や影響力、さらに

活動における課題を学生に伝えることができる。 

たとえば、高齢者支援における住民参加、子育て家庭における孤立化防止、障害者の社会参加などの

必要性を伝えることができる。 
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また、各種行政計画においても、地域交流の現状と課題・問題点が明記されている。それらの知識を

学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き出す能力を養う

ことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

グラスルーツグローバリゼーションという地域活性化プログラムに取り組む。具体的には、第 1 に地

域の外国人の方等をゼミに招待し意見交換を行う。第 2 に外国人の方等が集まる場を訪問し活発な交

流を深める。第 3 に上記活動等を切っ掛けに、知的学習を深化させ知見・視野を拡大する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

ゼミの「グラスルーツグローバリゼーション・地域活性化プログラム」の 10 年以上の伝統から概略

を理解した上で、学生自身がチームを組み大胆かつ自主的に新しい企画で、進めること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

地域経済論 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)グローバル化と地域の関係を理解できること。 

(ii) グローバルな知見・視野を拡大すること。 

(iii) グローバル化のファクターを地域発展に取り込む戦略を提言できること。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

スティーブン・カースルズ、マーク・J・ミラー（関根政美・関根薫訳）（2011）『国際移民の時代』名

古屋大学出版会 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   10% 25% 40% 25%  100% 

(i) グローバル化と地域の

関係の理解 

  10%  10% 10%  30% 

(ii) グローバル関連知見・    10% 20% 10%  40% 
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視野拡大 

(iii) 地域発展戦略の提言    15% 10% 5%  30% 

フィードバックの方法 レポート等に助言をつけ討論資料として紹介する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

人口構造の激変を中心要因に地域は生き残り、勝ち残りを迫られている。若者特有の固定観念、通説

を打ち破るエネルギー、潜在力を引きだすようなゼミを、引き続きつくって行きたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・ブレーン

ストーミング 

 ブレーンストーミングの内容に関

するレポート 

120 分 

2 
グラスルーツグローバリゼー

ションとは何か 

配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

3 
宇宙史的スケール、人類史的ス

ケールの視点 

配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

4 
セミへの招待活動Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

5 
ゼミへの招待活動Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

6 
ゼミへの招待活動Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

7 
ゼミへの招待活動Ⅳ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

8 
招待活動の振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

9 
地域での交流活動Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

10 
地域での交流活動Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

11 
地域での交流活動Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

12 
地域での交流活動Ⅳ 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

13 
交流活動の振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 
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14 
中間レビューの準備 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

15 
中間レビュー 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 180 分 

16 
中間レビューの振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

関連考察レポート 120 分 

17 
Learning by Stimulation of 

Globalization（LSG）とは何か 

配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題の設定に関するレポ

ート 

120 分 

18 
LSG による学習と発表Ⅰ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

19 
LSG による学習と発表Ⅱ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

20 
LSG による学習と発表Ⅲ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

21 
LSG による学習と発表Ⅳ 配布学習資料・ 

課題資料 

自学自習課題関連レポート報告の

準備作業 

180 分 

22 
成果発表会準備Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

自学自習関連レポートとグランド

プレゼン関係性考察のレポート 

120 分 

23 
成果発表会準備Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

グランドプレゼン・コンテンツ準備 180 分 

24 
成果発表会準備Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

グランドプレゼン・コンテンツ準備 180 分 

25 
成果発表会の振り返り 配布参考資料・ 

課題資料 

グランドプレゼン実行に関する考

察レポート 

120 分 

26 
報告書作成分担 配布参考資料・ 

課題資料 

自学自習関連レポートと報告書関

係性考察のレポート 

120 分 

27 
報告書作成作業Ⅰ 配布参考資料・ 

課題資料 

報告書分担部分作成 180 分 

28 
報告書作成作業Ⅱ 配布参考資料・ 

課題資料 

報告書分担部分作成 180 分 

29 
報告書作成作業Ⅲ 配布参考資料・ 

課題資料 

報告書分担部分作成 180 分 

30 
まとめ 配布参考資料・ 

課題資料 

自分の総合的レベルアップの考察

に関するレポート 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生参加型 AL を採用する。「指示待ち」ではなく、学生がチームを編成した上で、自主的に課題を考

察し、具体的な戦略、戦術を計画し、実行するスタイルを徹底する。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和２（2020）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 
地域志向科目／課題解決型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

栃尾高校の生徒の皆さんと協働し、地域イベント活性化、地域の魅力発信などに取り組む。具体的な

内容は、随時栃尾高校の先生方・生徒の皆さんとの打ち合わせを経て確定し取り組んでいく。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力を育成する授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

①栃尾地域のツアー開発、②栃尾地域 PR につながる商品開発、③栃尾地域雁木通りの空き家活用策

の企画と実施、にそれぞれ取り組む。取り組み項目の詳細は、地域の方々との協議結果などにより変

更があり得る。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ（前）」「ゼミナールⅠ（後）」「ゼミナールⅡ」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域課題解決の取組を通じた社会人基礎力を向上しことを、他者に示せる。 

(ii) 地域貢献を実現し、地域の方々から評価いただける。 

(iii) 卒業後の進路を切り開く力を培い、自身の進路選択について説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

特に指定しない。毎回レジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じて授業中に随時紹介する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   20％ 10％ 20％ 30％ 20％ 100％ 

(i) 社会人基礎力を向上    5％ 10％   15％ 

(ii) 地域貢献を実現   10％ 5％  30％ 20％ 65％ 

(iii) 卒業後の進路を切り   10％  10％   20％ 
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開く力 

フィードバックの方法 毎回の授業で、討論の成果等について講評する。ルーブリックを活用し

評価を共有する。レポートは評価し返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の活動進捗・授業改善提案などを確認しながら講義を進めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーションと前年度

の振り返り 

筆記用具 前年度の振り返りの整理。活動概要

の検討。課題レポートの作成 

60 分 

2 
前年度の課題を踏まえた取り

組み内容の確認、グルーピング 

筆記用具 次週の栃尾高校との共同授業の準

備 

60 分 

3 

栃尾高校との共同授業①（グル

ープ分けと自己紹介）、雁木通

り空き家活用チームの情報収

集 

筆記用具 次週のディスカッション準備 60 分 

4 

栃尾高校との共同授業②（栃尾

地域資源のアイデア出し）、雁

木通り現状の情報収集の続き、 

筆記用具 栃尾地域の様々な資源について情

報収集、ふりかえりレポート作成 

60 分 

5 

商品開発、ツアープラン、空き

家活用策の企画のアイデア出

し 

筆記用具 PR すべき栃尾地域の地域資源の検

討、空き家活用策関連の情報収集 

60 分 

6 

商品開発、ツアープラン、空き

家活用策のアイデア出しの続

きと整理 

筆記用具 PR すべき栃尾地域の地域資源の検

討、空き家活用策関連の情報収集 

60 分 

7 

栃尾高校との共同授業③（商品

開発／ツアーチーム別打ち合

わせ）、雁木通りチームの打ち

合わせ 

筆記用具 ディスカッションふりかえりレポ

ートの作成、次週のための情報収集

と整理 

60 分 

8 

商品開発・ツアープランの企画

の案作り、雁木通り空き家活用

策の企画案作成 

筆記用具 関連情報の整理、案のフローチャー

ト作業 

60 分 

9 

栃尾高校との共同授業④（商品

開発／ツアーチーム別案づく

り議論）、雁木通りチームの企

画案取りまとめ 

筆記用具 ディスカッションふりかえりレポ

ートの作成、案のフローチャート作

業 

60 分 
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10 
チーム別の企画案の作成 筆記用具 関連情報の整理、案のフローチャー

ト作業 

60 分 

11 

栃尾高校との共同授業⑤（商品

開発／ツアーチーム別素案完

成と発表）、雁木通りチームの

素案完成と発表 

筆記用具 素案の振り返りと詳細についての

詰め 

60 分 

12 
チーム別の企画案の詳細検討 筆記用具 関連情報の整理、案のフローチャー

ト作業 

60 分 

13 
チーム別の企画案の詳細検討

結果の報告と議論 

筆記用具 中間報告の作成 60 分 

14 

イベント参加の計画づくり、雁

木通りチームの提案書概要議

論 

筆記用具 中間報告の作成 60 分 

15 

イベント参加の計画づくり、雁

木通りチームの提案書作成作

業 

筆記用具 中間報告の作成 60 分 

16 

イベントのふりかえり・バスツ

アー案の完成、雁木通りチーム

提案書の実行プラン検討 

筆記用具 商品開発・販売、バスツアー案の完

成、雁木通り空き家活用案の改善点

検討 

60 分 

17 
中間報告会の準備 筆記用具 中間報告の資料・原稿作成 120 分 

18 
中間報告会の実施 筆記用具 中間報告のふりかえりレポート作

成 

60 分 

19 

栃尾高校学園祭等への参加準

備、ツアーPR 活動の検討、雁

木通りチームの行政等との議

論 

筆記用具 学園祭等参加の準備作業、ツアーPR

資料の作成、雁木通りチームの提案

書確認 

60 分 

20 

栃尾高校学園祭等のふりかえ

りと悠久祭参加準備、ツアー

PR と参加者募集策の検討、雁

木通り空き家活用プランの実

行資料作成 

筆記用具 悠久祭の準備作業、ツアーPR 雁木

通りチームの実行資料案の作成 

60 分 

21 

悠久祭ふりかえり、ツアー実施

の準備、雁木通り空き家活用策

の実行資料の詰め 

筆記用具 悠久祭ふりかえりレポート作成、ツ

アー実施準備作業、雁木通りチーム

の実行資料案の改善検討 

60 分 

22 

バスツアー実施（商品開発チー

ム、雁木通りチームとの協働） 

筆記用具 バスツアーのふりかえりレポート

作成、商品化改善の課題整理、雁木

通りチームの実行資料案の改善検

60 分 
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討 

23 
バスツアー（試行版）の振り返

り、商品開発・販売の振り返り 

筆記用具 成果発表会のためのポイント整理 60 分 

24 
成果発表会の準備～発表内容

の打ち合わせ 

筆記用具 プレゼンテーション資料の作成作

業 

90 分 

25 
成果発表会の準備～発表資料

類の調整 

筆記用具 プレゼンテーション資料の完成と

発表原稿の作成 

90 分 

26 
中間報告会～成果発表会の準

備の仕上げ 

筆記用具 発表原稿の完成と発表の練習 90 分 

27 
成果発表会のふりかえり、次年

度の課題の抽出 

筆記用具 報告書原稿の執筆 120 分 

28 
成果報告書原稿作成～個人別

作業 

筆記用具 報告書原稿の執筆 120 分 

29 
成果報告書原稿作成～チーム

別作業 

筆記用具 報告書原稿の執筆 120 分 

30 
成果報告書原稿作成～全体で

の調整 

筆記用具 報告書の原稿完成 120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型 AL 及び協同学修型 AL を採用する。共同でフィールドワークを実施し、社会人基礎力を

培っていく。年度後半に、成果報告会での発表と成果報告書の作成を共同で行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 



1 

 

令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

山川智子ゼミナールⅣ（SeminarⅣ）  

264046-14000  
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 単位数 2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／課題解決型 AL／外部講師招聘科目  

 

① 授業のねらい・概要 

今年度ゼミテーマは『危機管理』である。「世の中のしくみはどのようになっているのか？ 自分

たちの生活や生命を守るために必要な知識や情報は何か？」と考えを具体化する。『危機管理』では、

医学・医療・福祉・防犯・防災・日常的なコミュニケーション・金銭や情報のリテラシーなど、事例

の紹介やシミュレーションなどを通して、広く役に立つ実際的な問題を取り上げる。心理学・行動経

済学・基礎法学・メンタルヘルスマネジメントが年間を通じての知識の土台となる。 

地方公務員（市役所や県警等）を希望する学生に限らず、「自分の価値を高め、現在以上に力をつ

けたい！」と真摯に望む学生には、現在の実力を踏まえたゆえで、試験攻略のための個別指導も行う。

公務員や各種の採用試験や優良企業への就職試験に合格しうる実力をつけるためにも地域の特色を

把握し、地域の住民の安全を守るための社会のしくみ、特に防犯・防災を軸に、ひとのいのちを守る

行動について考える。4 年生前期は就活に集中して、後期は卒論作成を念頭に取り組む。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

身近なところから各地域の特性を感じ取り、社会のしくみと地域との関わりを理解する。社会情勢も

踏まえ、自分や周囲の人たちの生命と安全を優先した行動を心がける。自分自身の価値を高めるには

どうすればいいか？と自問自答して最適解を求めてゆく。周囲とのコミュニケーションを大事にした

アサーティブな関係構築を目指す。思考体力をつけることと、基礎学力を盤石にすることによって、

公務員試験や優良企業への就職試験にも備える。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

地域の特色を把握することや時事問題を軸とした報告レポート・プレゼンテーションも併せて行う。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 卒論を書くのに必要な文章表現の型を学び、800 字程度に意見を随時まとめられるようになる。 

(ii) 自分自身の強みをより尖らせるため、戦略的な思考を身に付けて、行動計画へと落とし込む。 

(iii) 地域の特色や社会情勢を把握して、卒論テーマの選択研究調査活動のやりかたを体得する。 

⑥ テキスト（教科書） 

必要に応じてレジェメや参考資料を配布する。以下 2 冊は頻繁に活用するので購入を勧める。 

樺沢 紫苑『精神科医が教えるストレスフリー超大全』（2020）ダイヤモンド社 
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『公務員試験 速攻の時事 令和 3 年度対応』（2021）実務教育出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

齋藤 孝『超速読力』（2019）ちくま新書 

伊沢 拓司『ひとりひとりにフィットする 1 からの勉強法』（2020）KADOKAWA 

布施川天馬『東大式節約勉強法』（2020）実務教育出版 

東大ケーススタディ研究会『東大生が書いた問題を解く力を鍛えるケース問題ノート』、『現役東大生

が書いた地頭を鍛えるフェルミ推定ノート』（2009）東洋経済新報社 

佐藤雅彦・菅俊一・高橋秀明『ヘンテコノミクス』(2017)マガジンハウス 

ポーポー・ポロダクション『マンガでわかる行動経済学』（2014）S B クリエイティブ 

吉本佳生『NHK 出社が楽しい経済学 DVD ブック 1～4』（2009）日経 BP 社 

真壁昭夫『行動経済学見るだけノート』（2018）宝島社 

鎌田浩輝『せまりくる天災とどう向き合うか』（2015）ミネルヴァ書房 

ダン・アリエリー他『アリエリー教授の「行動経済学」入門」お金篇（2018）早川書房 

上記以外にも、必要に応じて随時紹介する。大学図書館内のゼミ担当の推薦図書や防災関連コーナー

にある本も参考にして欲しい。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30％ 40％  30％  100％ 

(i) 思考体力の醸成   10％ 10％  10％  30％ 

(ii) 行動経済学の知見   10％ 10％  10％  30％ 

(iii) 研究調査の基礎   10％ 20％  10％  40％ 

フィードバックの方法 出席票や解答用紙は、原則返却しない。確認・添削後、修正すべきポイ

ントや評点を知らせる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

無断欠席は厳禁。ゼミの『鉄の掟』である。出席管理を厳格に行うのは出席不良による失格を未然に

防ぎ、評価向上につなげる危機管理である。キャリア開発など就職に関連した科目と、当大学が推奨

している資格を目指す科目には、積極的に取り組むことを勧める。自分が目指したいものを極力具体

的に考えて欲しい。役割分担や課題内容を明確にして、学生の自主性をなるべく尊重したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション～明確化： 

オンライン授業を味方にする 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 



3 

 

2 
ゼミナール大喜利～スピード

感を持って切り返す訓練 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

3 
オンライン授業へのカスタマ

イズ：IT リテラシーと最適化 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

4 
行動経済学の視点と実践① 

サンクコストと各種バイアス 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

5 
行動経済学の視点と実践② 

プロスペクト理論と損失回避 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

6 
心の会計と大学錬金術① 

お金で泣かない大人になれ！ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

7 
心の会計と大学錬金術② 

クラウドファンディングの罠 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

8 
地域でのリスクを考える① 

街中の意外と危険な場所は？ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

9 
地域の特色を知って味わう① 

地元の穴場・地域の避難所 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

10 
地域の特色を知って味わう② 

災害は忘れた頃にやってくる 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

11 
ゼミ内活動企画プレゼン① 

自分のためのお楽しみ企画 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

12 
ゼミ内活動企画プレゼン② 

みんなで楽しめそうな企画 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

13 
研究テーマ企画書の仕上げ 

セルフテンプレートのススメ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

14 
地域でのリスクを考える② 

自分の身近な場所を観察する 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

15 
前期のゼミ活動の振り返り 

夏休みの課題と将来の問題 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

16 
夏期休暇とゼミ活動報告会 

何はなくても無事がよい 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

17 
地域特性と調査活動① 

バリアフリーと利便性 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

18 
地域特性と調査活動② 

SNS 活用による話題性 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

19 
地域でのリスクを考える③ 

健康を守るための取り組み 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

20 
メンタルヘルスと健康経営① 

ヤバいストレスの正体を知る 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 
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21 
メンタルヘルスと健康経営② 

働きかた改革と過重労働対策 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

22 
行動経済学のトピックス① 

フレーミング効果と判断基準 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

23 
行動経済学のトピックス② 

ナッジがもたらす行動特性 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

24 
行動経済学のトピックス③ 

ヒューリスティックを活用 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

25 
行動経済学のトピックス④ 

合理的な判断と失敗から学ぶ 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

26 
地域でのリスクを考える④ 

将来的な変化に想いを馳せる 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

27 
研究テーマの絞り込み① 

卒業論文の完成に向けて 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

28 
研究テーマの絞り込み② 

卒業論文の完成に向けて 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

29 
自己 PR とプレゼンテーション 

卒業論文の発表会 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

30 
後期のゼミ活動の振り返り 

終わりよければすべてよし 

配布資料と筆記

用具 

配布されたスライド資料や課題を

中心に取り組み、理解を深める。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題の提出による学生参加型 AL を採用する。毎回テーマに即した問いかけをして、寄せられた結果

について次回以降に解説と考察を行い、学修内容をフィードバックする。インプットとアウトプット

のバランスを考え、課題内容をもとに各自で調べてまとめる作業を従来よりも増やす。オンライン授

業でもアサーティブなやりとりを目指す。ケースメソッドの手法を取り入れ、事象の読み解きと問題

解決に向けた能力の向上を図る。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ (Seminar Ⅳ) 

264046-14000 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 
地域志向科目 / 学生参加型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科

目 

 

① 授業のねらい・概要 

地域資源の活用こそ、地域経済の発展につながるという考え方の下で地域活性化のために活動してい

る。活性化の対象としているのは「十分杯」である。十分杯は広報活動と動画制作に力を入れる。十

分杯のブームを起こすことを目標とし、その火付け役になれるよう情報生産に力を入れていく。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力 

④コミュニケーション能力 / ⑤情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

活動の理由を各自が自覚するためと目標に到達するためのディスカッションと、学外での活動を中心

に進める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域の歴史と現状について他人に説明できるようになる。 

(ii) 歴史絡みの観光資源の開発で地域社会を盛り上げることである。 

(iii) この 2つの目的を達成していくにあたって、文献研究、広報活動、関係団体との打ち合わせ等々

を行っていく。この一連の活動によって、①思考力、②説明力、③行動力、④物事を進める力、⑤提

案力が大いに鍛えられる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

なし 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   15% 30%

（報告

書） 

40% 

（ゼミ

活動） 

15%  100% 

(i) 地域の歴史と現状   5% 10% 15% 5%  35% 

(ii) 地域社会を盛り上げ

る 

  5% 15% 20% 5%  45% 

(iii) 社会人基礎力   5% 5% 5% 5%  20% 

フィードバックの方法 毎回前回の活動について議論する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

余裕を持って活動できるように努めたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
地域活性化論の考察  議論を図にする。 90 分 

2 
地域資源の事例探し  1 つの事例を見つけ、写真と文章を

A4 サイズで 1 枚に整理する 

90 分 

3 
これまでの活動説明 昨年度の報告書 十分杯の魅力について、各自の考え

をまとめる。 

90 分 

4 
郷土史料館見学  日本一古い十分杯を見た感想を 800

字程度に作成する。 

90 分 

5 
教訓と文学作品  十分杯の教訓と繋がる文学作品を

調べる。 

90 分 

6 
世界と長岡藩と十分杯との関

わり 

 当時がわかる資料を探し出す。 90 分 

7 
実験と仕組み  自分の言葉で説明できるように台

本を作成する。 

90 分 

8 
実験道具作り  大気圧説を証明するための道具を

作る。 

90 分 

9 
フィレンツェ地域のワイン・マ

ーケティング戦略と十分杯 

 日本における地域合同ブランドを

調べる。 

90 分 
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10 
知足十分杯の製作  製作を行う。 90 分 

11 
イベントでの広報資料と方法  時間配分と必要道具について800字

程度に作成する。 

90 分 

12 
動画制作の企画  取材の準備を行う。 90 分 

13 
取材  取材を行う。 90 分 

14 
動画編集①  動画編集を行う。 90 分 

15 
動画編集②  動画編集を行う。 90 分 

16 
動画制作の企画  取材の準備を行う。 90 分 

17 
取材  取材を行う。 90 分 

18 
動画編集①  動画編集を行う。 90 分 

19 
動画編集②  動画編集を行う。 90 分 

20 
中間レビュー  中間レビューを行う。 90 分 

21 
動画制作の企画  取材の準備を行う。 90 分 

22 
取材  取材を行う。 90 分 

23 
動画編集①  動画編集を行う。 90 分 

24 
動画編集②  動画編集を行う。 90 分 

25 
成果発表会準備  原稿を修正し、練習する。 90 分 

26 
成果発表会準備  原稿を修正し、練習する。 90 分 

27 
報告書作成  原稿を修正する。 90 分 

28 
報告書作成  原稿を修正する。 90 分 
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29 
報告書作成  原稿を修正する。 90 分 

30 
1年の活動を振替える。  後輩へ伝えたいものを記録として

残す。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

全回、学生参加型 AL、課題解決型 AL、協同学修型 ALで行う。課題を履修生自らが発見し、協同で文

献研究及び地域への提案事項を検討していく。悠久祭や地域活性化プログラム成果発表会等でプレゼ

ンテーションを行い、活動内容をまとめて報告書を作成する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

長岡市には、例えば食料品・機械器具・金属製品・繊維など、他地域に誇れる産業・企業が存在して

いる。しかし、ＰＲ不足を主因に、認知度が低い産業・企業も少なくない。その結果、市内企業に就

職する学生も限定的である。そこで、長岡市の優れた産業・企業の認知度を高める活動を行う。 

まず、統計資料・HP 等を参考に、長岡市の産業とその特徴、代表的な企業とその企業の強み、ビジ

ネスモデル等の知識を得る。次に、積極的に企業見学・ヒアリングを行い、現場を見る・聞く・考え

ることで、産業・企業への理解を深める。その後、それまでの活動内容を基に、産業・企業の誇れる

点、すなわち「強み」を探し出し、そのＰＲ手法を検討・実行する。 

加えて、企業経営・ビジネスモデルに関する知識の深化と実践を目的として、ビジネスプランを自ら

構築する演習・発表等を行い、その成果をビジネスコンテスト・起業関連コンテストへ応募すること

を推奨する。 

長岡市の産業・企業の知識習得、「強み」発見、「見える化」の過程を通して、社会人基礎力を高めて

いく。また、「５つの力」（聴く力・話す力・書く力・考える力・時間力）を鍛え、就職活動に資する

力、社会人に必要な基本スキルを高める。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力 / 

④コミュニケーション能力 / ⑤情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

学生の意見を取り入れつつ講義を進める。積極的な意見表明を期待する。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「地域活性化論」「起業家塾」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 長岡の鉄工業を理解・説明することができる。 

(ii) オープンファクトリーの手法を理解・説明・実践することができる。 

(iii) アンケート調査手法を理解・説明・実践することができる。 
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⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。必要に応じて授業時に資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

須田寛（2015）『産業観光－ものづくりの観光』交通新聞社 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30％ 30％ 30％ 10％  100％ 

(i) 長岡の鉄工業の理解・

説明 

  10％ 10％ 10％ 3％  33％ 

(ii) オープンファクトリ

ーの手法の理解・説明・実

践 

  10％ 10％ 10％ 4％  34％ 

(iii) アンケート調査手法

の理解・説明・実践 

  10％ 10％ 10％ 3％  33％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方等について、具体的

に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・適性を確認しながら、運営していく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ゼミⅢ・Ⅳの概要説明 

自己紹介 

筆記用具 昨年の取組確認 90 分 

2 
今年の活動内容決定 

工場見学準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

3 
工場見学①（予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 
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4 
工場見学振り返り 

きもの gottaku 視察準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

5 
きもの gottaku 視察準備 

鉄工青研セミナー準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

6 
きもの gottaku 振り返り 筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

7 
鉄工青研セミナー準備 筆記用具 

ノート 

発表準備 90 分 

8 
工場見学準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

9 
工場見学② （予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

10 
工場見学振り返り 

悠久祭出店検討 

筆記用具 

ノート 

悠久祭出店準備 90 分 

11 
工場見学準備 筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

12 
工場見学③（予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

13 
工場見学準備 

場見学振り返り 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

14 
工場見学④（予定） 

長岡市内製造業 

筆記用具 

ノート 

ヒアリングシート作成 90 分 

15 
工場見学振り返り 

ビジネスプランの作成 

筆記用具ノート 

ビジネスプラン 

ビジネスプランの作成 90 分 

16 
後期の活動内容確認 

「工場の祭典」視察準備 

筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

17 
「工場の祭典」視察準備 筆記用具 

ノート 

ヒアリング先調査、質問検討 90 分 

18 
悠久祭準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

悠久祭準備 

アンケート票作成 

90 分 

19 
悠久祭準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

悠久祭準備 

アンケート票作成 

90 分 

20 
悠久祭準備 

製造業へのアンケート調査 

筆記用具 

ノート 

悠久祭準備 

アンケート票作成 

90 分 

21 
発表会準備（パワポ作成） 筆記用具 

ノート 

発表用パワーポイント作成 90 分 

22 
発表会準備（パワポ作成） 筆記用具 

ノート 

発表用パワーポイント作成 90 分 
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23 
発表会準備（発表練習） 筆記用具 

ノート 

発表用パワーポイント作成 90 分 

24 
中間レビュー 筆記用具 

ノート 

発表練習 90 分 

25 
発表会準備（発表練習） 筆記用具 

ノート 

発表練習 90 分 

26 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

27 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

28 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

29 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

30 
報告書作成 筆記用具 

ノート 

報告書作成 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学習型 AL を採用する。 

資料調査・企業ヒアリングを基にした発表・ディスカッション等を通じて、学生自ら産業・企業の強

み・課題を探求し、製造業の「見える化」案を構築する。 

また、ビジネスプランの作成、ブラッシュアップ、ビジネスコンテストへの参加により、ビジネスモ

デルの知識の実践を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

県内外の地域活性化事例に触れ、各種レポート作成に携わった経験を生かし、長岡地域を活性化すべ

く、活動を行っていく。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（SeminarⅣ） 

264046-14000 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 ４年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／協同学習型 AL／課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 「長岡市摂田屋の魅力を高め，観光客を増やそう。」をテーマに掲げ，長岡市の地域活性化策を研究

する。 

 本ゼミナールでは「歴史ある醸造のまち」長岡市摂田屋地区に焦点を絞り，どうすれば観光客を増

加させることができるのかを経営学をはじめとする様々な側面から研究する。 

３年次に分析した結果を踏まえ，摂田屋地区の活性化に対する具体的な戦略を構築し，地域活性化

策を立案し，具体的な実行計画を策定する。 

これらの研究を進めるにあたり，必要なマーケティングや課題解決などをはじめとする経営学の手

法，統計学の手法，まちづくりの手法，ＩＴの積極的活用，エリアマネジメント手法などについて自

発的かつ能動的な学習をすることとなる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域の課題に取組みことにより，地域社会に貢献する姿勢を育成する。 

地域研究を推し進めるため，専門的知識・技能を活用する能力を高め，研究を推進する。 

地域の住民や連携する組織と相互コミュニケーションを図る機会が多く設けられるため，コミュニケ

ーション能力の向上が図られる。 

問題解決のため，仮説を立てそのための情報収集を行い，データの分析・解析を行うため情報収集能

力と分析力が高められる。 

③ 授業の進め方・指示事項 

共通の目的・目標を明確に示したうえでゼミナール内をチーム編成し，それぞれのチームに対しミッ

ションを与え，そのミッションを達成することを目標に活動する。 

チーム間の情報共有化を図るため，定例会を設定しゼミナールメンバー全員が，各チームの取り組み

内容や進捗状況を把握できる体制を確立する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

経営学／現代経営／マネジメント１/マネジメント２ 

マーケティング関連科目，統計学関連科目，コンピュータ関連科目など 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 対象となる地域の歴史的経緯や発展の過程を把握することができる 

(ii) 対象となる地域の現状と課題を把握することができる。 

(iii) 4 年次修了時点で地域の課題抽出とその課題解決案を策定することができる。 

⑥ テキスト（教科書） 
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必要に応じてその都度指示する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じてその都度指示する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   30％  50％ 20％  100％ 

(i)対象となる地域の歴史

的経緯や発展の過程を把

握 

  15％  25％ 10％  50％ 

(ii)対象となる地域の現状

と課題を把握 

(ⅲ)対象となる地域の現状

と解決策の策定 

  15％  25％ 10％  50％ 

フィードバックの方法 ゼミナール定例会において，取組内容を発表することによりチームごと

に振り返りを行い，方向性・取組み内容の指導を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

より実践的で具体的な解決策が提案できるように指導していきたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 配布資料・参考

資料 

配布資料の復習 60 分 

2 
摂田屋地区の研究① 

各チーム取組内容の提示 

配布資料・参考

資料・成果物 

課題の取組みとワークの復習 

チーム課題への取組 

180 分 

3 
摂田屋地区の研究② 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

4 
摂田屋地区の研究③ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

5 
摂田屋地区の研究④ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

6 
摂田屋地区の研究⑤ 

チーム課題の進捗報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 
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7 
摂田屋地区の研究⑥ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

8 
摂田屋地区の研究⑦ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

9 
摂田屋地区の研究⑧ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

10 
摂田屋地区の研究⑨ 

チーム課題の進捗報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

11 
摂田屋地区の研究⑩ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

12 
摂田屋地区の研究⑪ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

13 
摂田屋地区の研究⑫ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

14 
摂田屋地区の研究⑬ 

チーム課題の進捗報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

15 
摂田屋地区の研究⑭ 

チーム課題プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

16 
摂田屋地区の研究⑮ 

チーム課題プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

17 
中間レビュー 

 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

18 
摂田屋地区の研究⑯ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

進捗報告書作成 

180 分 

19 
摂田屋地区の研究⑰ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 180 分 

20 
摂田屋地区の研究⑱ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

21 
摂田屋地区の研究⑲ 

チーム課題の研究 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

22 
摂田屋地区の研究⑳ 

発表会プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

23 
摂田屋地区の研究㉑ 

発表会プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

24 
摂田屋地区の研究㉒ 

チーム課題プレゼンの準備 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

プレゼン資料作成 

180 分 

25 
摂田屋地区の研究㉓ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 
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26 
摂田屋地区の研究㉔ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

27 
摂田屋地区の研究㉕ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

28 
摂田屋地区の研究㉖ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

29 
摂田屋地区の研究㉗ 

チーム課題のとりまとめ 

配布資料・参考

資料・成果物 

チーム課題への取組 

報告書作成 

180 分 

30 
摂田屋地区の研究㉘ 

チーム課題の成果報告 

配布資料・参考

資料・成果物 

継続案件の後輩へ引き継ぎ書面作

成とめ 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

地域志向科目／協同学習型 AL／課題解決型 AL を実施する。 

具体的には，チーム単位で対象地域に出向き，調査研究を行うことにより，協同型学習を推し進める

とともに，地域の課題を見出し，その解決策を具体的に思考することにより課題解決能力を高める。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門においてシステム設計と運用など、物流管理部門において新規仕組みの構築と

運用改善・物流教育など、人事労務管理部門において制度設計や法令変更対応、組合との交渉など、

総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライアンスなどの業務に従事した。 

実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマネジメント業務に携わった。 

実務経験と授業科目との関連性 

担当者としての実務経験や部門長として管理職経験、役員経験を活かし、実務経験がなく、実務を想

像しにくい学生に対して、より実務的に具体的にビジネスの企画・具現化・改善などの一連のプロセ

スを教授することができる。 

現場で発生している問題など具体的な事例をもとに、課題解決策の策定などについて、興味深く説明

することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ(Seminar Ⅳ) 

264046-14000 
担当教員 

吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

携帯電話、携帯ゲーム機など、コンピュータは身近な所で利用されています。これらの機能やサービ

スを調べることから始めていきます。基本を理解した上で、「身近な地域にどんなサービスがあれば

便利か」を考えていきます。最近は、スマートフォンの普及で便利な点も増えましたが、ウイルスや

個人情報の漏洩など、問題も多くなっています。これらの点もふまえて検討していきたいと思います。  

コンピュータ室で実際にコンピュータを使いながら、新しい機器、サービスの利用方法などのグルー

プディスカッションを含めて進めていきます。また、アルゴリズム(プログラム)の基本となる「判断

分岐」、「繰り返し」についてパズルなどを利用して理解を深め、簡単なプログラムの作成を行ってい

く予定です。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／コミュニ

ケーション能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

課題などの作成のために、パソコンが必要になります。学校のコンピュータを使用できますが，自宅

にあると作業がはかどります．プレゼンテーションを何度か行います。PowerPoint 以外のソフトウ

ェアでもかまいません。プレゼンテーションは内容が重要です。発表方法は各自くふうしてください。 

プログラムやプレゼンテーションなどの課題を期限までに作成しておくこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

インターネットを活用し、自分で考えて Word、Excel、PowerPoint 等を組み合わせ、適切な資料の

作成とプレゼンテーションを行える実力を養うことを目標とします。 

(i) 5 分程度のプレゼンテーション資料の作成 

(ii) 5 分程度のプレゼンテーション 

(iii) 50 行程度のプログラム作成 

⑥ テキスト（教科書） 

 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    20% 50% 30%  100% 

(i) 5 分程度のプレゼンテ

ーション資料の作成 

    20% 10%  30% 

(ii) 5 分程度のプレゼンテ

ーション 

   5% 20% 10%  35% 

(iii) 50 行程度のプログラ

ム作成 

   15% 10% 10%  35% 

フィードバックの方法 プログラムやプレゼンテーションなどの課題のフィードバックを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

プレゼンテーションの回数を増やし、自分の考えを相手に伝える方法（コミュニケーション能力のひ

とつ）の向上をはかる。 

遠隔による授業参加を考慮し、グループワークは後期から取り入れていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

概要の説明 

遠隔で授業を受ける場合の注

意事項 

 授業内容を復習し、次回の授業受講

のために準備を行う。 

30 分 

2 
自己紹介を兼ねた地域の紹介

プレゼンテーションの説明 

 プレゼンテーション作成 30 分 

3 
地域の紹介プレゼンテーショ

ンの作成 1 

 プレゼンテーション作成 30 分 

4 
地域の紹介プレゼンテーショ

ンの作成 2 

 プレゼンテーションの発表準備 60 分 

5 
地域の紹介プレゼンテーショ

ンの発表 

 発表の振り返り 30 分 

6 
プログラミングパズル 1(アル

ゴロジック) 

 パズルの振り返り 60 分 



3 

 

7 
プログラミングパズル 2(アル

ゴロジック) 

 パズルの振り返り 60 分 

8 
プ ロ グ ラ ミ ン グ パ ズ ル

3(blockly) 

 パズルの振り返り 60 分 

9 
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

1(Scratch) 

 プログラミングの振り返り 30 分 

10 
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

2(Scratch) 

 プログラミングの振り返り 30 分 

11 
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎

3(Scratch) 

 課題作成の準備 30 分 

12 
課題 ( ゲームなど ) の作成

1(Scratch) 

 課題作成 30 分 

13 
課題 ( ゲームなど ) の作成

2(Scratch) 

 課題作成 30 分 

14 
課題 ( ゲームなど ) の作成

3(Scratch) 

 課題発表の準備 60 分 

15 
課題の発表と前半のまとめ  前期の振り返り 30 分 

16 
プログラミングパズル  パズルの振り返り 30 分 

17 
プレゼンテーション作成 1  プレゼンテーションの資料作成 30 分 

18 
プレゼンテーション作成 2  プレゼンテーションの発表準備 60 分 

19 
プレゼンテーション発表  プレゼンテーションの振り返り 30 分 

20 
テーマ課題 1 作成 1(Scratch)  課題作成 30 分 

21 
テーマ課題 1 作成 2(Scratch)  課題作成 30 分 

22 
テーマ課題 1 作成 3(Scratch)  課題発表の準備 60 分 

23 
テーマ課題 1 発表(Scratch)  発表の振り返り 30 分 

24 
プレゼンテーション作成  プレゼンテーションの発表準備 60 分 

25 
プレゼンテーション発表  プレゼンテーションの振り返り 30 分 
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26 
テーマ課題 2 作成 1  課題作成 30 分 

27 
テーマ課題 2 作成 2  課題作成 30 分 

28 
テーマ課題 2 作成 3  課題発表の準備 60 分 

29 
テーマ課題 2 発表  課題発表の振り返り 30 分 

30 
まとめ  全体の振り返り 30 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL を採用する。演習問題を課し、調査結果を持ち寄ってグループディスカッションを行

う(2 回程度)。作成したプログラムを、互いに比較しながら動作の違い、使いやすさ、見栄えの違い

などの検証をおこなう(2 回程度)。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ４年次 開講期 通年 

科目特性 協同学習型 AL / 課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

右肩上がりではない社会，および情報化が進展し社会変化が大きい現在において，課題に対して 

客観的なデータを基に，解決できるのではないかという具体的な案を考え，実現するための流れ，

手法について修得することを目的とする． 

具体的には，行政や民間シンクタンク等が多くの統計データ，アンケート調査を利用し，データ

処理を行いそこから有用な情報を見つる技術力・思考力を身につける． 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コ

ミュニケーション能力 / 情報収集・分析力 を養う． 

③ 授業の進め方・指示事項 

地域や社会における課題を客観的データを利用し解決策を考えていく．そのためには，日常的に

社会に関心を持ち情報収集をすることが必要であることから，新聞やニュース・政府 Web サイトな

どの有用な情報ソースを日々チェックをする．併せて，成果を出そうとすればゼミ以外の時間帯も

利用して主体的にデータ分析やその結果に対するディスカッション等を進めることが必要である． 

また，オフラインだけでなく slackを用いたオンライン上での活動も予定している． 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

統計学，Excelや PowerBIなどのデータ処理ソフトウェア・ツールなどを主体的に学修する． 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 各種統計データなどを適切な供給先を選択して，データを収集することができる． 

(ii) 収集したデータを Microsoft Excel®などを用いて，有用な情報として加工することができる． 

(iii)データを加工して得られた情報から，社会課題に対しての具体的な解決案を自ら考えることが

できる． 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし 「政府統計の総合窓口 e-Stat」や「RESAS 地域経済分析システム」などの 

Webサイトを主に活用する． 

⑦ 参考図書・指定図書 

Microsoft Excel®の関数辞典や PowerBIなどのツール，またはプログラム言語に関する書籍全般． 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   60%  40%   100% 

(ⅰ) データ収集ができる   20%  10%   30% 

(ⅱ) データ加工ができる   30%  10%   40% 

(ⅲ) 解決案を考えられる   10%  20%   30% 

フィードバックの方法  

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

昨年度担当なし 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ゼミの進め方と 
オンラインツールの確認 

パソコンまたは 
通信デバイス 
（BYOD） 

オンラインツールの準備 
Excel等の必要な 
知識・技能修得のための学修 

60分 

2 
政府統計サイトの確認と 
データ収集・CSVデータ処理 

パソコンまたは 
通信デバイス 

Excel等の必要な 
知識・技能修得のための学修 
地域社会の課題を複数考える 

60分 

3 
政府統計サイトの確認と 
データ収集・CSVデータ処理 

パソコンまたは 
通信デバイス 

Excel等の必要な 
知識・技能修得のための学修 

地域社会の課題を複数考える 

60分 

4 
地域社会の課題についての 
ディスカッション 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

5 
地域社会の課題についての 
ディスカッション 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

6 
地域社会の課題についての 
解決案仮説設定 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

7 
課題解決案を導き出すための
年間スケジュール作成 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

8 データ収集および加工 パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を 
持たせられるように加工する 

60分 
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9 データ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

10 
地域社会の課題についての 
解決案仮説検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

11 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

12 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

13 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

課題解決に関連するデータを 
各種サイトから調べ 
ダウンロードする 

60分 

14 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

15 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

16 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

17 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

18 追加のデータ収集および加工 
パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

19 
地域社会の課題についての 
解決案仮説再検証 

パソコンまたは 
通信デバイス 

収集したデータに意味を持たせ 
られるように加工・可視化する 

60分 

20 成果発表会に向けた資料作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表用スライドの作成 60分 

21 成果発表会に向けた資料作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表用スライドの作成 60分 

22 成果発表会に向けた発表準備 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表時に原稿を持たず 
自らの言葉で具体的に 
説明できるための準備をする 

 

60分 

23 成果発表会に向けた発表準備 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表時に原稿を持たず 
自らの言葉で具体的に 
説明できるための準備をする 

60分 

24 成果発表会に向けた発表準備 
パソコンまたは 
通信デバイス 

発表時に原稿を持たず 
自らの言葉で具体的に 
説明できるための準備をする 

60分 

25 活動報告書の作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

読み手に確実に伝わる 
独り善がりではない報告書に 
するための推敲を行う 

60分 
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26 活動報告書の作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

読み手に確実に伝わる 
独り善がりではない報告書に 
するための推敲を行う 

60分 

27 活動報告書のレビュー 
パソコンまたは 
通信デバイス 

レビューによる指摘点を 
報告書に反映させる 

60分 

28 活動報告書の作成 
パソコンまたは 
通信デバイス 

レビューによる指摘点を 
報告書に反映させる 

60分 

29 活動報告書のゼミ内発表会 
パソコンまたは 
通信デバイス 

今年度の活動を振り返り， 
全体として，または個人としての
改善点を洗い出す 

60分 

30 1年間の振り返り 
パソコンまたは 
通信デバイス 

長期で何か物事を取組む際に 
どのようなことに注意して取組
むべきかを考え社会人に備える 

60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

ゼミのため，すべてのアクティブラーニング項目が該当するが，本ゼミでは特に，専門的知識・技

能を活用する能力，情報収集・分析力 について強化およびそれを評価する． 

統計データを活用し現在も未解決な社会課題に対して，ゼミ全体で協同して情報収集・分析し若

者としての視点を生かして解決案を策定することで論理的思考力・批判的思考力を養う． 

併せて，データを加工するためには専門的な知識・技能を用いなければならず，それらが仮に不

足しているようであれば主体的に学修することで補い，それらの能力を適切な水準まで持っていく． 

ゼミのため，担当教員はあくまでもファシリテーターとして関与し，調査・研究は学生主体で行

う． 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 中村ゼミでは「会計を通じて企業を知る」をテーマとしている。特に企業が公表する有価証券報告

書等の資料を用いることで、定量的・定性的にその企業の戦略とその成果を明らかにし、さらにはそ

の将来像を見通すことができる。 

 そこで、本ゼミではゼミ生各々が自分の興味がある企業を選択し、その企業を 1 年間かけて詳細に

分析を行う。そして年度末にはそれを卒業論文としてまとめることとする。こうしたなかで会計や形

成分析という「専門的知識を用いて情報収集・分析をすることができる職業人」を育成する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力 を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

各回の報告担当者か否かに関係なく、各自資料や文献等から疑問点や論点を考えてくること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「会計学１・２」、「財務会計１・２」「管理会計」、「経営分析」を履修することが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 有価証券報告書の基本的な構造・内容が理解し、説明できる。 

(ii) 対象とする企業を分析した卒業論文を作成できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは用いない。対象となる有価証券報告書を用いる。 

⑦ 参考図書・指定図書 

石野雄一(2005)『道具としてのファイナンス』日本実業出版社 

青木茂男編著『要説 経営分析（五訂版）』森山書店 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    60% 40%   100% 

(i) 有価証券報告書の基本

的な構造・内容が理解し、

説明できる。 

   30% 20%   50% 

(ii) 対象とする企業を分

析した卒業論文を作成で

きる。 

   30% 20%   50% 

(iii)          

フィードバックの方法 作成したレジュメや卒業論文等はコメントを付ける 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

自信をもって「企業分析ができるる」と言える学生を育てたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
全体説明 特になし 新聞の経済欄等を読むクセを付け

る。 

60 分 

2 
資料の入手方法 特になし 新聞の経済欄等を読むクセを付け

る。 

60 分 

3 
資料の入手 特になし 新聞の経済欄等を読むクセを付け

る。 

60 分 

4 
有価証券報告書を読む① 

（全体の構造） 

有価証券報告書 有価証券報告書の全体を見ておく 60 分 

5 
有価証券報告書を読む② 

（企業の概況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 1【企業の概

況】を読んでおく 

60 分 

6 
有価証券報告書を読む③ 

（事業の状況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 2【事業の状

況】を読んでおく 

60 分 

7 
有価証券報告書を読む④ 

（設備の状況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 3【設備の状

況】を読んでおく 

60 分 

8 
有価証券報告書を読む⑤ 

（提出会社の状況） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 4【提出会社

の状況】を読んでおく 

60 分 

9 
有価証券報告書を読む⑥ 

（経理の状況－概観） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】を見ておく 

60 分 
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10 

有価証券報告書を読む⑦ 

（経理の状況－損益計算書） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）損益計算書を見てお

く 

60 分 

11 

有価証券報告書を読む⑧ 

（経理の状況－貸借対照表） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）貸借対照表を見てお

く 

60 分 

12 

有価証券報告書を読む⑨ 

（経理の状況－株主資本等変

動計算書） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）株主資本等変動計算

書を見ておく 

60 分 

13 

有価証券報告書を読む⑩ 

（経理の状況－キャッシュ・フ

ロー計算書） 

有価証券報告書 第一部【企業情報】第 5【経理の状

況】の（連結）キャッシュ・フロー

計算書を見ておく 

60 分 

14 
分析対象企業の発表 有価証券報告書 分析対象企業を理由と共に報告す

る準備をする。 

60 分 

15 
前期まとめ 特になし 夏休みに行う分析の資料集めをす

る 

60 分 

16 
後期全体説明 特になし 収集した資料と分析結果をまとめ

ておく 

60 分 

17 
収益性分析 有価証券報告書 対象企業の収益性を分析する 60 分 

18 
安全性分析 有価証券報告書 対象企業の安全性を分析する 60 分 

19 
生産性分析 有価証券報告書 対象企業の生産性を分析する 60 分 

20 
成長性分析 有価証券報告書 対象企業の成長性を分析する 60 分 

21 
時系列分析 有価証券報告書 対象企業の収益性・安全性・生産性・

成長性を時系列で見ておく 

60 分 

22 
業界平均との比較 有価証券報告書 対象企業と業界平均との差を見て

おく 

60 分 

23 
卒業論文の作成・発表① 有価証券報告書 

原稿 

データを表やグラフにまとめる 60 分 

24 
卒業論文の作成・発表② 有価証券報告書 

原稿 

定性的データを収集する 60 分 

25 
卒業論文の作成・発表③ 有価証券報告書 

原稿 

報告書の分析視角から構成を決め

る 

60 分 

26 
卒業論文の作成・発表④ 有価証券報告書 

原稿 

報告書の本論を執筆する。 60 分 
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27 
卒業論文の作成・発表⑤ 有価証券報告書 

原稿 

報告書の本論を執筆する。 60 分 

28 
報告書の提出 有価証券報告書 

原稿 

報告書を完成させる。 60 分 

29 
報告書発表会① 有価証券報告書 

原稿 

各自の報告書を発表するための原

稿作り 

60 分 

30 
報告書発表会② 有価証券報告書 

原稿 

各自の報告書を発表するための原

稿作り 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL を採用する。自分が分析する企業の有価証券報告書を読み、レジュメにまとめて報告

する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 4 年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

環境・農業・地域の問題について幅広く理解するとともに、ゼミナールの学生の興味あるテーマを掘

り下げていく。文献の輪読、必要があれば、インタビュー調査なども行い、知見を得る。報告書また

は論文を執筆する。修得した能力を活用し、問題提起等を行う応用力を身につける科目である。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

報告等の担当になった場合、準備を行うこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 環境・農業・地域の問題について自分なりの視点を持つことができる。 

(ii)環境・農業・地域の問題について他人に説明できるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。ゼミナールの学生の意見を聞いて指定する。 

必要に応じて資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

大学図書館の西俣先子の推薦図書のコーナーを確認すること。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    50％ 

＊卒業

論文

（また

は報告

書） 

 50％ 

＊議論

や発表

など授

業への

参加 

 100％ 

(i) 環境・農業・地域の問

題について自分なりの視

点を持つことができる。 

   25％  25％  50％ 

(ii)環境・農業・地域の問題

について他人に説明でき

るようになる。 

   25％  25％  50％ 

フィードバックの方法 卒業論文はチェックし、コメントする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション  シラバスを熟読し授業の目的を理

解したうえで授業に参加する 

10 分 

2 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

 

60 分 

3 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

4 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

5 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

6 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 
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7 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

8 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

9 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

10 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

11 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

12 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

13 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

14 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

15 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 60 分 

16 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

17 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

18 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

19 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

20 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

21 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

22 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

23 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

24 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

25 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 
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26 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

27 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

28 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

29 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

30 
取り組んでいるテーマに関す

る調査・研究 

 各自担当部分の調査・調査を行う 

卒業論文・報告書の執筆 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

ゼミナールで決めたテーマについてグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションを行い、

考察を深める。必要に応じてフィールドワークも実施する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（Seminar Ⅳ） 

264046-14000 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ４年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

牧野ゼミナールⅣでは、ゼミナールⅢで学修した財政の知識に基づき、ゼミ生自身が関心を持つ財政

や経済に関するテーマを設定し、個別にそのテーマについて調査・研究を行なう。 

また、ゼミコンパやゼミ旅行など様々なイベントを学生諸君に企画してもらい、ゼミ生同士が大学を

卒業した後もお互いに支え合えるような生涯の友人関係を構築できることを目指します。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

ゼミ生による発表形式で授業を行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」「財政学」「ゼミナールⅢ」の知識を有すること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 卒業論文のテーマ設定と構成をしっかりと作成できる。 

(ii) 卒業論文を論理的に作成できる。 

(iii) 経済について考察することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

特になし。各自の卒業論文のテーマに沿った図書を用いること。 

⑦ 参考図書・指定図書 

竹内信仁編(2013)『スタンダードミクロ経済学』中央経済社 

竹内信仁編(2013)『スタンダードマクロ経済学』中央経済社 

竹内信仁編著(2007)『スタンダード財政学 第２版』中央経済社 

『図説日本の財政』（各年度版） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    50％ 30％ 20％  100％ 

(i) 卒業論文のテーマ設定

と構成をしっかりと作成

できる。 

   10％ 10％ 6％  26％ 

(ii) 卒業論文を論理的に

作成できる。 

   20％ 10％ 6％  36％ 

(iii) 経済について考察す

ることができる。 

   20％ 10％ 8％  38％ 

フィードバックの方法 卒業論文の内容のチェックとアドバイスを適宜行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

知識定着・確認型 AL/協同学修型 AL を採用する。ゼミ生による調査・研究の内容報告やディスカッ

ションを行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記用具 卒業論文のテーマとなりうる経済

や社会情勢の情報収集 

60 分

以上 

2 
卒業論文のテーマ設定に向け

た議論 

筆記用具 卒業論文のテーマの方向性の検討 60 分

以上 

3 
卒業論文のテーマ案作成のた

めの資料収集 

筆記用具 卒業論文のテーマの方向性に沿っ

た資料収集 

60 分

以上 

4 
卒業論文のテーマ案の作成 筆記用具 卒業論文のテーマ案を２，３個考え

る 

60 分

以上 

5 
卒業論文のテーマ案について

の議論 

筆記用具 考えた卒業論文のテーマ案の内容

整理 

60 分

以上 

6 
卒業論文のテーマ設定と全体

報告 

筆記用具 全体報告のための資料の作成 60 分

以上 

7 
卒業論文のテーマに関連する

資料収集等 

筆記用具 構成の作成のための資料収集等 60 分

以上 

8 
卒業論文の構成の作成に向け

た議論 

筆記用具 卒業論文の構成案の作成のための

設定したテーマの課題の考察 

60 分

以上 
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9 
卒業論文の構成案の作成 筆記用具 考察した課題に基づく卒業論文の

構成案の作成 

60 分

以上 

10 
卒業論文の構成案についての

議論 

筆記用具 議論の結果を受けての構成案の方

向性の検討 

60 分

以上 

11 
卒業論文の構成案の修正のた

めの資料収集 

筆記用具 卒業論文の構成案の修正のための

資料収集 

60 分

以上 

12 
卒業論文の構成案の修正 筆記用具 卒業論文の構成の修正案の作成 60 分

以上 

13 
卒業論文の構成の修正案につ

いての議論 

筆記用具 議論の結果を受けての構成案の再

検討 

60 分

以上 

14 
卒業論文の構成案の確定に向

けた議論 

筆記用具 卒業論文の構成案の確定と資料収

集 

60 分

以上 

15 
卒業論文の構成案の確定と全

体報告 

筆記用具 全体報告のための資料の作成 60 分

以上 

16 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 1程度まで

作成 

60 分

以上 

17 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 1程度まで

の修正と加筆 

60 分

以上 

18 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 2程度まで

作成 

60 分

以上 

19 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 2程度まで

の修正と加筆 

60 分

以上 

20 
中間報告会と議論 筆記用具 中間報告のための資料の作成 60 分

以上 

21 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 3程度まで

作成 

60 分

以上 

22 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 3程度まで

の修正と加筆 

60 分

以上 

23 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 4程度まで

作成 

60 分

以上 

24 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 4程度まで

の修正と加筆 

60 分

以上 

25 
中間報告会と議論 筆記用具 中間報告のための資料の作成 60 分

以上 

26 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 5程度まで

作成 

60 分

以上 

27 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文の全体の 6分の 5程度まで

の修正と加筆 

60 分

以上 
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28 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文全体を作成 60 分

以上 

29 
卒業論文の作成と個別論文指

導 

筆記用具 卒業論文全体の修正と加筆 60 分

以上 

30 
卒業論文の確認と提出 筆記用具 卒業論文の完成 60 分

以上 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL/協同学修型 AL を採用する。ゼミ生によるテキストの内容報告やディスカッシ

ョンを行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ゼミナールⅣ（SeminarⅣ） 

264046-14000 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 
ゼミナー

ル科目 

必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ４年次 開講期 通年 

科目特性 地域志向科目 / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

本ゼミナールは、地域活性化に貢献することを基本とし、各自の課題発見能力、課題解決能力、プレ

ゼンテーション能力の 3 つを身に付けることを目標とする。実践的な活動として、1 つ目は、株式会

社きものブレインのブランド商品の販売戦略をシミュレーションする。2 つ目は、十日町を拠点に「き

もの文化村」構想の企画案を展開してみる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢/職業人として通用する能力/コミュニケーション能力/専門的知識・技能を活

用する能力/情報収集・分析力を育成する 

③ 授業の進め方・指示事項 

基本的にゼミ生による発表形式で授業を行う。ゼミで取り組む課題を設定し、各自分担役割を決め、

資料収集・分析、企画書作成、調査研究報告書の作成、成果の発表というプロセスを経て授業を進め

ていく。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ゼミナールⅠ前・後」「ゼミナールⅡ」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 課題を発見し情報収集する能力 

(ii) 企画書を作成し実行する能力 

(iii) 報告書を作成し発表する能力 

⑥ テキスト（教科書） 

指定なし。必要に応じてレジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じて関連した本を紹介する。 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合   10％  50％ 40％  100％ 

(i) 課題を発見し情報収集

する能力 

  10％  10％ 10％  30％ 

(ii) 企画書を作成し実行

する能力 

    20％ 20％  40％ 

(iii) 報告書を作成し発表

する能力 

    20％ 10％  30％ 

フィードバックの方法 授業内で、各自の発表に対して全員で討議することにより企画書と報告

書を再検討する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

ゼミでは、「一期一会」という言葉が表すように、御縁を大切に、青春時代の 1 年間を仲間と一緒に

楽しく成長することを目指しましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション、自己紹

介、課題設定についての討議 

筆記用具 コラボしたい課題を考えてくる 60 分 

2 
自ら興味を持つ課題の資料を

基に、スピーチを行う 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

スピーチの準備 60 分 

3 
情報・資料収集・発表 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自役割分担した内容について調

査する 

60 分 

4 
情報・資料収集・発表 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自役割分担した内容について調

査する 

60 分 

5 
情報・資料収集・発表 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自役割分担した内容について調

査する 

60 分 

6 
企画書作成 筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

7 
企画書作成 筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

8 
企画書を実行するシミュレー

ション 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

9 
企画書を実行するシミュレー

ション 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

10 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 
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11 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

12 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

13 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

14 
企画書の再検討＆企業との打

ち合わせ 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

15 
半期の振り返り 筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自発表の準備 60 分 

16 
夏休みを振り返り、前期のまと

めと後期の予定報告 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

各自の発表 60 分 

17 
悠久祭打ち合わせ＆企画書作

成 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

18 
悠久祭打ち合わせ＆企画書作

成 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

19 
悠久祭打ち合わせ＆企画書作

成 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書作成 60 分 

20 
悠久祭準備活動 筆記用具、 

必要な資料・PC 

企画書の実行 60 分 

21 

悠久祭振り返り、地域活性化発

表会に向けたプレゼン資料の

作成と発表練習 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

22 
地域活性化発表会に向けたプ

レゼン資料の作成と発表練習 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

23 
地域活性化発表会に向けたプ

レゼン資料の作成と発表練習 

筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

24 
地域活性化発表会の練習 筆記用具、 

必要な資料・PC 

プレゼン資料作成 60 分 

25 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

26 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

27 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

28 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 
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29 
活動報告書指導 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

30 
一年間の振り返り 筆記用具、 

必要な資料・PC 

活動報告書作成 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

授業内で、各自の発表に対して全員で討議することにより企画書と報告書を再検討する。必要に応じ

て、インタビュー調査・助言・指導を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

国際コンサルティング業務の経験を持ち、中国中央テレビ局ドキュメンタリー制作会社の依頼より、

日本での撮影取材交渉に携わるほか、中日企業の業務取引提携の斡旋なども行った。 

実務経験と授業科目との関連性 

課題設定、企業ヒアリング、企画書作成などあらゆる面において、国際コンサルティングの経験を活

かすことができる。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

経済・経営の現場を知る１（Topics of Economy 

and Management 1） 

371046-14000 

担当教員 
栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 １年次 開講期 後期 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

今後の学修の基礎となる経済・経営概念の解説を通じて、大学において学修・研究していく足がかり

を提供することが本講義の主目的である。 

本講義では主に国内・県内経済に関する題材をもとに、現実の経済活動、県内産業や特徴的な企業を

取り上げ、紹介する。 

本講義を通じて、経済・景気の動き、県内産業の特徴や成り立ちのほか、本県には全国的にも有名な

企業が多く存在することを学び、今後の研究のための基礎知識を蓄積し、問題意識を育てていただき

たい。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「経済・経営の現場を知る２」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 県内経済の産業構造を理解・説明することができる。 

(ii) 県内の主要企業とその製造品目を理解・説明することができる。 

(iii) 現在の景気動向を理解・説明することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 
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⑦ 参考図書・指定図書 

細野真宏（2003）『経済のニュースがよくわかる本 日本経済編」小学館 

大江英樹（2015）『知らないと損する経済とお金の超基本 1 年生」東洋経済新聞社 

新潟県統計課ホームページ「にいがた県統計ボックス」 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i) 県内経済の産業構造の

理解・説明 

20％  6％ 8％  2％  36％ 

(ii) 県内の主要企業とそ

の製造品目の理解・説明 

20％  6％ 8％  2％  36％ 

(iii) 現在の景気動向の理

解・説明 

20％  3％ 4％  1％  28％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等につ

いて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

新潟県の有力企業や産業の特徴を、より具体的に紹介していく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

産業分類の概要、景気とは？ 

筆記用具 講義の復習 

新潟県の主要産業 

90 分 

2 
農林水産業 筆記用具 講義の復習 

新潟県内の農商工連携事例 

90 分 

3 
鉱業・建設業 筆記用具 講義の復習 

知的財産権 

90 分 

4 
米菓製造業 筆記用具 講義の復習 

米菓メーカー 

90 分 

5 
製造業①（食品、繊維、製紙） 筆記用具 講義の復習 

県内本社の上場企業 

90 分 
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6 
製造業②（化学、窯業、金属） 筆記用具 講義の復習 

新潟県の伝統的工芸品 

90 分 

7 
◆長岡市の製造業 筆記用具 講義の復習 

長岡市の製造業の発展の歩み・特徴 

90 分 

8 
製造業③（機械系・その他） 筆記用具 講義の復習 

柏崎刈羽原子力発電所の再稼働 

90 分 

9 
電気・ガス、卸・小売業 筆記用具 講義の復習 

新潟県に本店を置く銀行 

90 分 

10 
金融機関 筆記用具 講義の復習 

第四銀行と北越銀行の経営統合 

90 分 

11 
サービス業 筆記用具 講義の復習 

現在の新潟県の景気 

90 分 

12 
県民経済計算 筆記用具 講義の復習 

政府の景気判断 

90 分 

13 
景気関連統計の見方・読み方 筆記用具 講義の復習 

アベノミクス 

90 分 

14 
アベノミクスとは 筆記用具 講義の復習 

新潟県の人口増加対策 

90 分 

15 
人口減少 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

・毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義に加えて、学生の知識のアウトプ

ットも重視し、知識の定着を目指す。 

・前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこ

とで、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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県内経済の動向調査、様々な業種のレポート作成に携わった経験を生かし、県内経済・産業の特徴に

ついて、具体的な企業の紹介等を交えつつ分かりやすく説明する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

経済・経営の現場を知る２（Current 

Business Topics２）371047-14000 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 前期 

科目特性 地域志向科目／知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本授業では，対象を流通業に絞り，企業経営やビジネスに関する最新のトピックスや考え方・捉え方

を解説する。流通業は、私たちの生活と密接不可分な極めて身近な存在である。本授業では流通業の

仕組みや運営方法の基本を学修するとともに，新潟県・長岡市の小売業を中心とした現状や今後の方

向性等および現場業務について取り上げ，流通業を理解しいく。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

①該当範囲の授業 

②前回授業の振り返り、「振り返りレポート」のフィードバック 

③新聞記事など流通業の経営に関する新聞記事などの話題の提供 

④ 授業終了時振り返りレポートの作成 

教科書は，必ず購入する。 

授業範囲の教科書該当ページを事前に読み込み、わからないことを事前に把握する。 

振り返りレポートは、授業で習得した知識を簡潔にまとめることにより知識の定着を図る。 

グーグルクラスルームを使用するので，必ず登録する。 

⑤ 関連科目・履修しておくべき科目 

経済・経営の現場を知る 1，経営学，流通論入門 

⑥ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 流通業に関する基礎知識を理解し，内容を説明することができる。 

(ii) 流通業の現状と課題、今後の方向性について考察することができる。 

(iii) 新潟県，長岡市の流通業発展経緯，課題について考察することができる。 

⑦ テキスト（教科書） 

小林隆一（2016），『流通の基本(第 5 版)』，日本経済新聞出版社 

授業時間にレジュメ、関連資料を配布する 

⑧ 参考図書・指定図書 

鈴木邦成（2017），『トコトンやさしい小売・流通の本』，日刊工業新聞社 

日本経済新聞 日経流通新聞、新潟日報など 
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⑨ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80%   10%  10%  100% 

(i)流通業に関する基礎知

識を理解し，内容を説明す

ることができる。 

30%   4%  4%  38% 

(ii)流通業の現状と課題、

今後の方向性について考

察することができる。 

20%   3%  3%  26% 

(iii) 新潟県，長岡市の流通

業発展経緯，課題について

考察することができる。 

30%   3%  3%  36% 

フィードバックの方法 授業冒頭に前回授業内容サマリーをフィードバックして知識の定着を図

る。授業後振返りレポートを作成し，次回授業時にフィードバックする。 

 

⑩ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

履修者がなるべく理解しやすいように画像や図表などを多く授業を行う。 

実務者の講演を取り入れる。 

 

⑪ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 

流通の仕組み 

教科書 

 

授業後振り返りのまとめ 

関連情報の収集と整理 

60 分 

2 
小売業の形態① 

小売業の分類，売上推移 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

小売業態に関する関連情報の整理 

60 分 

3 
小売業の形態② 

百貨店など 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

百貨店に関する関連情報の整理 

60 分 

4 

小売業の形態③ 

ＧＭＳ、ＳＭ，コンビニなど 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

ＧＭＳ，ＳＭなど小売業態に関する

関連情報の整理 

60 分 

5 

小売業の形態④ 

ドラックストア，ホームセンタ

ー，家電量販店など 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

ＤＳ，ＨＣなど小売業態に関する関

連情報の整理 

60 分 
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6 
◆小売業の経営について 

外部講師による授業 

教科書 

配布資料 

授業後外部講師の授業内容をまと

め，理解する。 

60 分 

7 

小売業の経営① 

チェーンストア経営，ボランタ

リーチェーンの仕組みなど 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

チェーンストア経営などに関する

関連情報の整理 

60 分 

8 

小売業の経営② 

ＦＣ，地域対応，商圏の仕組み

など 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

フランチャイズなどに関する関連

情報の整理 

60 分 

9 

小売業の経営③ 

ＭＤ，インストアＭＤ，カテゴ

リーマネジメントなど 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

ＭＤ，カテゴリーマネジメントなど

に関する関連情報の整理 

60 分 

10 

小売業の経営④ 

ＰＯＳ，ＥＤＩ，ＩＴ活用など 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

流通業のＩＴに関する関連情報の

整理 

60 分 

11 
◆物流の仕組みについて 

外部講師による授業 

教科書 

配布資料 

授業後外部講師の授業内容をまと

め，理解する。 

60 分 

12 

物流① 

物流とは，物流の基本機能など 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

物流の基本機能に関する関連情報

の整理 

60 分 

13 

物流② 

小売業の物流，共同配送など 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

小売物流などに関する関連情報の

整理 

60 分 

14 

物流③ 

物流センター，ロジスティク

ス，ＳＣＭ 

教科書 

配布資料 

授業前に教科書の該当部分の予習，

ロジスティクス・ＳＣＭなどに関す

る関連情報の整理 

60 分 

15 

流通業の課題 

授業のまとめ 

教科書 

配布資料 

授業全体の振り返り 

流通業の課題に関する情報の収集

と整理 

60 分 

 

⑫ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認方ＡＬを行う。授業中に問いかけ行うことにより考える時間をとり，その内容を発表

し理解を深める。毎回授業後半に振り返りレポートを作成する。授業の進行上振り返りレポートを作

成する時間が取れない場合，宿題となる。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑬ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 
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昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門において流通業・鉄道業のシステム設計と運用など、物流管理部門において小

売業物流の仕組みの構築と運用改善・物流教育・運用など、人事労務管理部門において制度設計や法

令変更対応、組合との交渉など、総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライア

ンス・CSR などの業務に従事した。実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマ

ネジメント業務に携った。 

実務経験と授業科目との関連性 

流通業において，担当者としての実務経験や部門長として管理職経験、役員経験を活かし、実務経験

がなく、実務を想像しにくい学生に対して、より実務的、具体的にビジネスの業務運営，課題解決，

業務構築などの一連のプロセスを教授することができる。 

現場で発生している問題など具体的な事例をもとに、課題解決策の策定などについて、興味深く説明

することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ミクロ経済学（Microeconomics） 

371048-14120 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
４ 配当年次 １年次 開講期 前期 2 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL  

 

① 授業のねらい・概要 

本授業は、ミクロ経済学の基礎知識を学習することを目的とする。したがって、本授業は、職業人の

経済に関する常識を身に着けるものである。ミクロ経済学は経済を家計や企業などの経済主体の観点

から考え、経済主体に及ぼす影響について分析する学問である。価格決定のメカニズムを通した経済

現象について経済学の観点から把握し分析するための理論の習得を目標とする。また、ERE（経済学

検定試験）や公務員試験を意識した内容で講義は進める。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力を養う 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

経済学は積み上げ式学問であるから、毎回の講義に対応した項目についてテキストを精読し、配布さ

れた練習問題を確実に行っていくこと。また、学修活動を確認するために、課題の提出を求める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) ミクロ経済学の基礎知識を身につける。 

(ii)  様々な経済問題について自らの判断で考察する能力を養う。 

(iii)  

 

⑥ テキスト（教科書） 

Ｎ．グレゴリー・マンキュー（2019 年）『マンキュー入門経済学(第３版)』東洋経済新報社（ISBN－

978－4－492－31521-7） 

⑦ 参考図書・指定図書 

必要に応じて、レジュメを配布する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  10％   30%  100% 

(i) ミクロ経済学の基礎知

識を身につける。 

40%  6%   20%  66% 

(ii) 様々な経済問題につ

いて自らの判断で考察す

る能力を養う。 

20%  4%   10%  34% 

(iii)          

フィードバックの方法 課題は採点して模範解答を添付し返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

本学の学生の場合、数学が苦手な学生も多く数式ばかりでなく図表の読み取り等に関してかみ砕いた

講義を進めていく。また、練習問題・課題を出すことによって、学生の理解度を高めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

経済学の十大原理①（人々はど

のように意思決定するか） 

テキスト 意思決定に関連する概念であるト

レードオフ、機会費用、限界概念、

誘因を理解する。 

30 分 

2 
経済学の十大原理②（人々はど

のように影響しあうのか） 

テキスト 交易のメリット、市場メカニズムの

特徴、政府の役割を理解する。 

60 分 

3 

経済学の十大原理③（経済は全

体としてどのように動いてい

るか） 

テキスト 生産能力と生活水準、貨幣供給量が

及ぼす影響、インフレと失業のトレ

ードオフを理解する。課題の提出。 

90 分 

4 

経済学者らしく考える①（科学

者としての経済学者） 

テキスト 科学的方法、仮定の役割、経済モデ

ル（フロー循環図、生産可能性フロ

ンティア）、ミクロ経済学とマクロ

経済学の関係を理解する。 

60 分 

5 

経済学者らしく考える②（政策

アドバイザーとしての経済学

者） 

テキスト 実証的分析と規範的分析、経済学者

の役割を理解する。 

60 分 

6 

経済学者らしく考える③（なぜ

経済学者の意見は一致しない

のか） 

テキスト 科学的判断、価値観の相違による意

見の不一致を理解する。 

60 分 
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7 

経済学者らしく考える④（グラ

フの用法） 

テキスト ２変数のグラフ、座標系のなかの曲

線、傾き、因果関係に関する考え方

を理解する。課題の提出。 

90 分 

8 

相互依存と交易（貿易）からの

利益①（交易によるメリットの

可能性） 

テキスト 生産可能性フロンティアを用いた、

特化と交易のメリットを理解する。 

60 分 

9 
相互依存と交易（貿易）からの

利益②（比較優位） 

テキスト 絶対優位、比較優位、比較優位と交

易の関係を理解する。課題の提出。 

90 分 

10 
市場における需要と供給の作

用①（市場と競争） 

テキスト 市場とは何か、競争とは何かを理解

する。 

60 分 

11 

市場における需要と供給の作

用②（需要） 

テキスト 需要曲線、個人の需要と市場の需

要、需要曲線のシフトについて理解

する。 

60 分 

12 

市場における需要と供給の作

用③（供給） 

テキスト 供給曲線、個人の供給と市場の供

給、供給曲線のシフトについて理解

する。 

60 分 

13 

市場における需要と供給の作

用④（需要と供給を組み合わせ

る） 

テキスト 市場均衡、均衡の変化を分析する３

段階アプローチを理解する。 

60 分 

14 

市場における需要と供給の作

用⑤（価格はそのようにして資

源を配分するか） 

テキスト 均衡を変化させる要因による影響

把握、資源を配分するシグナルであ

る価格の役割を理解する。課題の提

出。 

90 分 

15 

ミクロ経済学の基礎に関する

とりまとめ 

テキスト 

前期の課題プリ

ント 

前期試験にむけて、ポイント整理と

課題を中心とした復習をする。 

120 分 

16 

需要、供給、および政府の政策

①（需要と供給の作用に関する

復習） 

テキスト 需要と供給の作用について理解を

深める。 

30 分 

17 
需要、供給、および政府の政策

②（価格規制） 

テキスト 価格規制が市場の成果に及ぼす影

響を理解する。 

60 分 

18 
需要、供給、および政府の政策

③（税金） 

テキスト 税金が市場の成果に及ぼす影響を

理解する。課題の提出。 

90 分 

19 
弾力性 テキスト 需要と供給の価格弾力性を理解す

る。課題の提出。 

90 分 

20 

消費者、生産者、市場の効率性

①（消費者余剰） 

テキスト 支払許容額、需要曲線を用いた消費

者余剰の測定方法、価格の変化によ

る消費者余剰の変化を理解する 

60 分 
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21 

消費者、生産者、市場の効率性

②（生産者余剰） 

テキスト 費用と受取許容額、供給曲線を用い

た生産者余剰の測定方法、価格の変

化による生産者余剰の変化を理解

する。 

60 分 

22 

消費者、生産者、市場の効率性

③（市場の効率性と市場の失

敗） 

テキスト 総余剰を用いた市場の効率性と市

場の失敗の影響を理解する。課題の

提出。 

90 分 

23 
税と効率・公平①（税と効率） テキスト 死荷重、管理負担、限界税率と平均

税率、一括税について理解する。 

60 分 

24 
税と効率・公平②（税と公平） テキスト 応益原則、応能原則、税の帰着と税

の公平について理解する。 

60 分 

25 
税と効率・公平③（効率と公平

のトレードオフ） 

テキスト 効率と公平のトレードオフについ

て理解する。課題の提出。 

90 分 

26 
外部性①（外部性と市場の非効

率性） 

テキスト 厚生経済学、負の外部性と正の外部

性を理解する。 

60 分 

27 
外部性②（外部性に対する公共

政策：指導・監督政策） 

テキスト 指導・監督政策である規制の影響を

理解する。 

60 分 

28 
外部性③（外部性に対する公共

政策：市場重視政策） 

テキスト 矯正税と補助の影響を理解する。 60 分 

29 
外部性④（外部性に対する当事

者間による解決法） 

テキスト 売買可能な排出権取引の影響を理

解する。課題の提出。 

90 分 

30 

ミクロ経済学の応用に関する

とりまとめ 

テキスト 

後期の課題プリ

ント 

後期試験にむけて、ポイント整理と

課題を中心とした復習をする。 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回の講義で質問感想シートを配布し、次の講義の最初にそれに

対する解説を行い、学生の理解度を高めていく。また、練習問題等を通して、知識の定着を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

前職の民間シンクタンクでは、「整備新幹線の経済効果分析」「道路整備の効果と評価に関する調査」

「公共投資の九州地域経済に与えるインパクト分析」などの調査研究活動に従事してきた。また、「長

岡市総合計画策定委員会」「長岡市都市計画マスタープラン策定委員会」「長岡版広域道路ビジョン懇

談会」「長岡市住宅政策マスタープラン改定検討会議」「地域資源発信拠点整備検討委員会」などの委

員を歴任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

シンクタンクにおける経験や審議会の委員の経験から、各テーマについて多くの具体例を説明でき

る。たとえば、「需要、供給、および政府の政策」ではその影響ばかりでなく、何を目指した政策で

あるかの背景を考慮した説明や、「消費者、生産者、市場の効率性」では様々な施設整備がどのよう

にして評価できるかなどの事例を紹介できる。それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生

は理論としてのミクロ経済学を、実社会の例と結びつけて理解できるような効果が期待できる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

マクロ経済学（Macroeconomics） 

371049-14120 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
４ 配当年次 １年次 開講期 後期 2 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

本授業は、マクロ経済学の基礎知識を学習することを目的とする。マクロ経済学は経済を国全体の観

点から考え、国民生活に及ぼす影響について分析する学問である。景気や失業などの現実社会で起こ

る経済現象について経済学の観点から把握し分析するための理論の習得を目標とする。なお、マクロ

経済学とミクロ経済学は、現在の経済学の基礎となる学問であり、他の経済学関係の科目を履修する

上でも必要不可欠となる知識であることを十分に理解して講義に臨むこと。また、経済学検定試験も

意識した内容で講義は進めるため、テキストで触れていない内容についても解説する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義形式の授業を行う。各回の授業内容は関連しているため、十分な復習をした上で授業に臨むこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学演習」「ミクロ経済学」「ミクロ経済学演習」「金融論」「財政学」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) GDP やその特徴について説明できる。 

(ii) 財市場について理解し、分析できる。 

(iii) 貨幣市場について理解し、分析できる。 

(iv) IS-LM 分析について理解し、分析できる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

N・グレゴリー・マンキュー（2019）『マンキュー入門経済学（第３版）』東洋経済新報社 

⑦ 参考図書・指定図書 

竹内信仁編（2013）『スタンダードマクロ経済学』中央経済社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％ 10％    30％  100％ 

(i) GDP やその特徴につい

て説明できる。 

15％ 2％    6％  23％ 

(ii) 財市場について理解

し、分析できる。 

15％ 3％    9％  27％ 

(iii) 貨幣市場について理

解し、分析できる。 

15％ 3％    9％  27％ 

(iv) IS-LM 分析について

理解し、分析できる。 

15％ 2％    6％  23％ 

フィードバックの方法 試験結果の得点分布等を公表する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

昨年度に引き続き、学生諸君が授業内容を理解しやすいように、わかりやすい表現と丁寧な解説を心

掛けて授業を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
マクロ経済学とは 教科書、筆記用

具 

マクロ経済学の分析対象とミクロ

経済学との違いについての理解 

60 分 

2 
国内総生産（GDP） 教科書、筆記用

具 

国内総生産（GDP）の特徴の理解 60 分 

3 
付加価値 教科書、筆記用

具 

付加価値についての理解 60 分 

4 
国内総所得（GDI） 教科書、筆記用

具 

国内総所得についての理解 60 分 

5 
国内総支出（GDE） 教科書、筆記用

具 

国内総支出についての理解 60 分 

6 
GDP の三面等価 教科書、筆記用

具 

GDP の三面等価についての理解 60 分 

7 
国民所得の諸概念 教科書、筆記用

具 

国民所得の諸概念についての整理 60 分 
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8 
国民所得の計算 教科書、筆記用

具 

国民所得の諸概念の関係について

の計算による理解 

60 分 

9 
名目 GDP と実質 GDP 教科書、筆記用

具 

名目GDPと実質GDPの違いと役割

についての理解 

60 分 

10 
GDP と経済厚生 教科書、筆記用

具 

GDP が経済厚生の指標として利用

される理由についての理解 

60 分 

11 
財市場の総供給 教科書、筆記用

具 

財市場の総供給についての理解 60 分 

12 
財市場の総需要 教科書、筆記用

具 

財市場の総需要についての理解 60 分 

13 
ケインズ型消費関数 教科書、筆記用

具 

ケインズ型消費関数についての理

解 

60 分 

14 
財市場の分析（国民所得の決

定） 

教科書、筆記用

具 

均衡国民所得についての理解 60 分 

15 
均衡国民所得と完全雇用国民

所得 

教科書、筆記用

具 

均衡国民所得と完全雇用国民所得

の関係についての理解 

60 分 

16 
財政政策と乗数効果①（政府支

出乗数） 

教科書、筆記用

具 

政府支出乗数についての理解 60 分 

17 
財政政策と乗数効果②（租税乗

数） 

教科書、筆記用

具 

租税乗数についての理解 60 分 

18 
金融市場と貨幣市場 教科書、筆記用

具 

金融市場と貨幣市場の関連につい

ての理解 

60 分 

19 
貨幣の概念 教科書、筆記用

具 

貨幣の概念についての整理 60 分 

20 
利子率と債券価格 教科書、筆記用

具 

利子率と債券価格の関係について

の理解 

60 分 

21 
貨幣需要 教科書、筆記用

具 

貨幣需要についての理解 60 分 

22 
貨幣供給 教科書、筆記用

具 

貨幣供給についての理解 60 分 

23 
信用創造 教科書、筆記用

具 

信用創造メカニズムについての理

解 

60 分 

24 
貨幣市場の分析（利子率の決

定） 

教科書、筆記用

具 

貨幣市場の分析方法についての理

解 

60 分 

25 
金融政策とその手段 教科書、筆記用

具 

金融政策とその手段についての理

解 

60 分 

26 
I S 曲線と財政政策 教科書、筆記用

具 

I S 曲線と財政政策の関連について

の理解 

60 分 
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27 
LM 曲線と金融政策 教科書、筆記用

具 

LM 曲線と金融政策の関連について

の理解 

60 分 

28 
IS－LM 分析①（財政政策の効

果） 

教科書、筆記用

具 

IS－LM 分析による財政政策の効果

についての理解 

60 分 

29 
IS－LM 分析②（金融政策の効

果） 

教科書、筆記用

具 

IS－LM 分析による金融政策の効果

についての理解 

60 分 

30 
まとめ 教科書、筆記用

具 

各回の講義内容の整理と理解 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。各回の授業に対するコメント（感想・質問等）を学生諸君よりも

らい、翌週の授業で可能な限りコメントに対する回答を行い、学修効果の向上に活用する。また、課

題の演習問題を適宜実施し、知識の定着と確認を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

都市経済学（Urban Economics） 

372050-14120 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

都市経済学は、ミクロ経済学の価格理論を基礎として、空間的広がりを持つ都市構造や機能を分析す

る近年急速に発展した経済学の一分野である。現在多くの人は都市に住んでいるが、その利便性とと

もに、さまざまな問題にも直面している。そこで、本講義では都市経済学の基礎的な概念や手法をわ

かりやすく解説し、都市問題を解決するための手がかりを学習する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業で説明した事項について、長岡市や他の都市を訪問した時に自ら体感し、理解と興味を深めるこ

と。また、学修活動を確認するために、課題の提出を求める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ミクロ経済学」の知識が必要である。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 都市化の原因を経済学的視点から理解する方法を身に着ける。 

(ii) 都市集中、都市の成長と衰退のメカニズムを理解する。 

(iii) 都市における土地問題や外部不経済の影響を理解する。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは使用しない。授業時間にレジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

宮尾尊弘（1995）『現代都市経済学 第２版』日本評論社（ISBN4－535－55020－4） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  10%   30%  100% 

(i) 都市化の原因を経済学

的視点から理解する方法

を身に着ける。 

10%  2%   5%  17% 

(ii) 都市集中、都市の成長

と衰退のメカニズムを理

解する。 

30%  5%   15%  50% 

(iii) 都市における土地問

題や外部不経済の影響を

理解する。 

20%  3%   10%  33% 

フィードバックの方法 課題は採点して模範解答を添付し返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

取り上げたトピックスに対する興味を深める意味でも、自分ならばどうするかを考える機会を増やし

ていくと共に、課題を出すことによって、学生の理解度を高めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
都市経済学の位置づけ 配布資料 

 

都市経済学の対象と都市化の意味

を理解する。 

30 分 

2 

都市経済学と都市化①（資源の

不均等分布の影響） 

配布資料 伝統的経済理論がおいている仮定

の整理。資源が不均等分布をしてい

る場合の都市化の理解。 

60 分 

3 

都市経済学と都市化②（規模の

経済、交通費と取引費用の影

響） 

配布資料 規模の経済、交通費と取引費用を考

慮した都市化の理解。課題の提出。 

90 分 

4 

都市集中のメカニズム①（交通

費と集中） 

配布資料 市場志向型産業と原料指向型産業

による都市集中のメカニズムの理

解。 

60 分 

5 
都市集中のメカニズム②（競争

と集中） 

配布資料 ホテリングのモデルによる店舗立

地のメカニズムの理解。 

60 分 



3 

 

6 
都市集中のメカニズム③（都市

集中のパターン） 

配布資料 中心地理論による都市の階層構造

の理解。課題の提出。 

90 分 

7 

都市の成長と衰退①（都市の成

長分析：需要主導型・供給主導

型成長） 

配布資料 需要主導型の都市成長と供給主導

型の都市成長の理解。 

60 分 

8 
都市の成長と衰退②（都市の成

長分析：需給混合型成長） 

配布資料 需給混合型の都市成長の理解。 60 分 

9 

都市の成長と衰退③（都市の衰

退分析） 

配布資料 都市の衰退過程および衰退過程に

おける都市政策の理解。課題の提

出。 

90 分 

10 
都市の土地問題①（日本の土地

問題） 

配布資料 日本の地価の推移と地価が高い理

由および問題点の理解 

60 分 

11 
都市の土地問題②（土地サービ

スと地代） 

配布資料 土地サービスの需要曲線と供給曲

線、地代の決定の理解 

60 分 

12 

都市の土地問題③（地価と土地

課税） 

配布資料 土地保有税、土地のキャピタル・ゲ

イン課税の影響の理解。課題の提

出。 

90 分 

13 
都市公害と対策①（外部不経済

の存在） 

配布資料 外部不経済が土地利用にもたらす

影響の理解。 

60 分 

14 
都市公害と対策②（混合土地利

用の外部不経済効果） 

配布資料 混合土地利用が生み出す外部不経

の理解。課題の提出。 

90 分 

15 
とりまとめ 配布資料 前期試験にむけて、課題を中心とし

た復習をする。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回の講義で質問感想シートを配布し、次の講義の最初にそれに

対する解説を行い、学生の理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

前職の民間シンクタンクでは、「整備新幹線の経済効果分析」「道路整備の効果と評価に関する調査」

「公共投資の九州地域経済に与えるインパクト分析」などの調査研究活動に従事してきた。また、「長

岡市総合計画策定委員会」「長岡市都市計画マスタープラン策定委員会」「長岡版広域道路ビジョン懇

談会」「長岡市住宅政策マスタープラン改定検討会議」「地域資源発信拠点整備検討委員会」などの委

員を歴任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

シンクタンクにおける経験や審議会の委員の経験から、各テーマについて多くの具体例を説明でき

る。たとえば、「都市集中のメカニズム」では、全国の都市がどのような経緯で成長してきたのか、

交通施設整備が地域にもたらした効果などの解説を事例に基づいて行う。また、「都市公害と対策」

では、実際にそれらを避けるために、長岡市において土地利用がどうなっているのかを都市計画総括

図を示すことにより、説明していく。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域経済学（Regional Economics） 

372051-14120 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

地域経済学は経済理論を基礎とする経済学の応用分野である。都市経済学が主として都市問題を扱う

のに対して、地域経済学では都市や農村を含めた地域の問題を幅広く扱う。本講義では土地・住宅問

題と交通問題に焦点を当て、地域がどのような課題に直面し、それをどのようにして克服しようとし

てきたかを解説し、地域問題を解決するための手がかりを学習する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業で説明した事項について、長岡市や他の地域を訪問した時に自ら体感し、理解と興味を深めるこ

と。また、学修活動を確認するために、課題の提出を求める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ミクロ経済学」の知識が必要である。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 長岡市の総合計画や、都市計画、住宅政策の概要や方向性を理解する。 

(ii) 住宅と産業立地、住宅問題と政策、交通問題の理論を理解する。 

(iii) プロジェクトを評価するＣＢＡの概要を理解する。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは使用しない。授業時間にレジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

宮尾尊弘（1995）『現代都市経済学 第２版』日本評論社（ISBN4－535－55020－4） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  10%   30%  100% 

(i) 長岡市の総合計画や、

都市計画、住宅政策の概要

や方向性を理解する。 

10%  2%   5%  17% 

(ii) 住宅と産業立地、住宅

問題と政策、交通問題の理

論を理解する。 

40%  6%   20%  66% 

(iii) プロジェクトを評価

するＣＢＡの概要を理解

する。 

10%  2%   5%  17% 

フィードバックの方法 課題は採点して模範解答を添付し返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

取り上げたトピックスに対する興味を深める意味でも、自分ならばどうするかを考える機会を増やし

ていくと共に、課題を出すことによって、学生の理解度を高めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

土地問題①（長岡市総合計画） 配布資料 長岡市総合計画で扱われているこ

との概要を理解し、その基礎となっ

ている土地利用を考える。 

30 分 

2 
土地問題②（長岡市都市マスタ

ープラン） 

配布資料 長岡市都市マスタープランの概要

を理解する。 

60 分 

3 
産業と住宅の立地①（産業立

地） 

配布資料 地域における産業立地を地代との

関連から理解する。 

60 分 

4 
産業と住宅の立地②（住宅立

地） 

配布資料 地域における住宅立地を地代との

関連から理解する。 

60 分 

5 

産業と住宅の立地③（産業と住

宅の同時立地） 

配布資料 地域における産業と住宅の同時立

地を地代との関連から理解する。課

題の提出。 

90 分 

6 
住宅問題①（需給均衡モデルと

不均衡モデル） 

配布資料 日本の住宅問題を理解し、需給均衡

と不均衡の影響を把握する。 

60 分 
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7 

住宅問題②（住宅の衰退と再開

発） 

配布資料 住宅の衰退と再開発について、欧米

型と日本型の違いを理解する。課題

の提出。 

90 分 

8 

住宅政策①（都市住宅政策の概

観） 

配布資料 所得分配政策と資源配分政策を概

観し、家賃統制政策の影響を理解す

る。 

60 分 

9 

住宅政策②（需要側と供給側の

住宅政策） 

配布資料 公共住宅政策、所得移転・家賃補助

政策、持ち家助成政策、人口流入抑

制政策、都市再開発政策の概要を知

り、その影響を理解する。 

60 分 

10 

住宅政策③（日本の住宅政策） 配布資料 家賃統制令と借地借家法、公営・公

団住宅政策、持ち家助成政策の概要

を知り、その影響を理解する。課題

の提出。 

90 分 

11 

交通問題①（日本の都市交通） 配布資料 日本の都市交通の問題を「大都市交

通センサス」からのデータをもとに

概観する。 

60 分 

12 

交通問題②（交通手段選択） 配布資料 交通手段の選択と需要についてモ

デルを把握し、交差弾力性が影響す

る度合い理解する。 

60 分 

13 

交通問題③（交通混雑の分析） 配布資料 市場均衡と最適交通量の決定メカ

ニズムを理解し、混雑解消方法を検

討する。課題の提出。 

90 分 

14 

費用便益分析①（費用便益分

析） 

配布資料 割引現在価値の考え方を理解した

うえで、純便益法と費用便益比法の

違いを把握する。 

60 分 

15 

費用便益分析②（限界費用原理

とフルコスト原理） 

配布資料 限界費用原理とフルコスト原理の

考え方の違いを理解し、その運用と

留意点を把握する。課題の提出。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回の講義で質問感想シートを配布し、次の講義の最初にそれに

対する解説を行い、学生の理解度を高めていく。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

前職の民間シンクタンクでは、「整備新幹線の経済効果分析」「道路整備の効果と評価に関する調査」

「公共投資の九州地域経済に与えるインパクト分析」などの調査研究活動に従事してきた。また、「長

岡市総合計画策定委員会」「長岡市都市計画マスタープラン策定委員会」「長岡版広域道路ビジョン懇

談会」「長岡市住宅政策マスタープラン改定検討会議」「地域資源発信拠点整備検討委員会」などの委

員を歴任している。 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

シンクタンクにおける経験や審議会の委員の経験から、各テーマについて多くの具体例を説明でき

る。とりわけ、総合計画や都市マスタープランを題材にした長岡市の現状紹介、「交通問題」や「費

用便益分析」においては実務でも同様の調査を多く行ってきており、その経験を踏まえた解説を行っ

ていく。 

 

 

 



1 

 

令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

環境経済学（Environmental Economics） 

372052-14120 
担当教員 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

環境問題と経済の関わりについて理解することを目的とする。授業は大きく分けて１．基礎知識の習

得、２．理解の深化を狙ったテーマ別の学び、３．問題の分析や問題解決の手法の理解の 3 つの部分

から構成される。１．では環境問題について考えるための基礎知識として、環境問題の歴史や今後の

環境問題を考えるうえで重要なコンセプトについて学ぶ。２．では環境と貿易、公害問題などの個別

テーマを取り上げ、具体例を確認しながら、環境問題と経済の関わりについて考える。３．では環境

問題を経済学の視点から分析し、環境問題が発生するメカニズムや問題を解決するための政策手法等

について理解する。なお、環境経済学について説明する場合、図を使って説明する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業内容を理解しやすくするために映像等を利用する。質問等のやりとりをしながら授業を進めるた

め、積極的に答えていただきたい。授業中に出題した課題の提出期限を守ること（提出期限を過ぎた

ものは受け取らない）。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 環境問題と経済の関わりについて理解するための知識を身につける 

(ii)環境政策、特に経済的手法について理解し、説明できるようになる 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。代わりに、授業時に資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

宇井純(2006)『新装版 合本 公害原論』亜紀書房 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％  20％   10％  100％ 

(i) 環境問題と経済の関わ

りについて理解するため

の知識を身につける 

40％  20％   5％  65％ 

(ii) 環境政策、特に経済的

手法について理解し、説明

できるようになる 

30％     5％  35％ 

フィードバックの方法 課題は総評を公表する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

教科書を使用しない科目であるが、スライド、配布資料で理解ができたようである。以後もより分か

りやすい説明やスライドづくりを心掛け、配布資料についても理解が深まりやすいものを選定してい

きたい。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション シラバス シラバスを熟読し授業の目的を理

解したうえで授業に参加する 

10 分 

2 
経済活動の拡大と環境問題   

 

 授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

3 

経済成長とは何か？  

 

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

4 

持続可能な発展のために 

 

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 
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5 

【環境と貿易】 

環境と貿易について考えるた

めの基礎知識 

 

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

6 

【環境と貿易】環境と貿易の両

立に関する歴史  

 

 授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

7 

【環境と貿易】環境と貿易の両

立に関する議論  

 

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

8 

【公害・環境問題】 

 公害・環境問題の歴史   

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

9 

【公害・環境問題】 

公害・環境問題の本質 1（公害

の事例を知る）  

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

 

60 分 

10 

【公害・環境問題】 

公害・環境問題の本質 2（公害

の事例と対策）  

 授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

60 分 

11 

【公害・環境問題】 

経済学の視点からみる公害・環

境問題 

資料配布 

＊配布した資料

を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

授業終了後に授業で示した重要箇

所の確認を行う。 

＊課題を出すので、提出期限までに

提出すること。 

90 分 

12 
【環境政策】 

環境政策の手法  

資料配布 

＊配布した資料

教科書の該当範囲を読んで授業に

参加、授業終了後は授業で示した重

60 分 
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を次回も持参す

る必要があるか

は授業中に指示

する 

要箇所の確認を行う。 

13 

【環境政策】 

経済的手法 排出量取引 

 教科書の該当範囲を読んで授業に

参加、授業終了後は授業で示した重

要箇所の確認を行う。 

60 分 

14 

【環境政策】 

経済的手法 税制・財政 

 教科書の該当範囲を読んで授業に

参加、授業終了後は授業で示した重

要箇所の確認を行う。 

60 分 

15 

まとめ  これまで学んだ内容を教科書と配

布資料を熟読し、学んだ内容の再確

認を行う。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業中にコメントを記入してもらい、コメント内容を利用する形

で授業を進める。また、学生と問答をかわしながら授業を進める。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

経営学（Business Administration） 

371053-14350 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
必修科目 

単位

数 
4 配当年次 1 年次 開講期 前期 2 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL  

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は、経営学の初学者が、経営学に関する基礎的な概念や知識を習得できるように組み立ててい

る。企業経営の基本的な知識の中から、前半は、企業システム・経営戦略などを、後半は、経営組織・

経営管理・経営課題などを取り上げる。具体的な事例を取り上げつつ、経営学の基礎的な理論を可能

な限り分かりやすく説明する。なお、経営学検定試験初級に対応するため、検定公式テキストに沿っ

て授業を進める。 

本講義の目標は、企業システム・経営戦略・経営組織・経営管理・経営課題など、経営に関する基礎

的・専門的な用語・知識・技術を習得することである。また、経営学検定初級合格レベルの知識を習

得することを目指す。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、 

講義を進める。そのため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

経営学関連科目 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 企業システムを理解・説明することができる。 

(ii) 経営戦略を理解・説明することができる。 

(iii) 経営組織を理解・説明することができる。 

(ⅳ) 経営管理を理解・説明することができる。 

(ⅴ) 経営課題を理解・説明することができる。 
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⑥ テキスト（教科書） 

経営能力開発センター編 (2015)『経営学検定試験公式テキスト 1 経営学の基本』中央経済社 

（購入時点における最新版を入手すること） 

また、授業開始時にレジュメを配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

井原久光（2008）『テキスト経営学―基礎から最新の理論まで』ミネルヴァ書房  

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i) 企業システムの理解・説

明 

12％  3％ 4％  1％  20％ 

(ii) 経営戦略の理解・説明 12％  3％ 4％  1％  20％ 

(ⅲ) 経営組織の理解・説明 12％  3％ 4％  1％  20％ 

(ⅳ) 経営管理の理解・説明 12％  3％ 4％  1％  20％ 

(ⅴ) 経営課題の理解・説明 12％  3％ 4％  1％  20％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方等について、具体

的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・適性を確認しながら、運営していく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

株式会社とは 

筆記用具 講義の復習 

株式会社の予習 

90 分 

2 
株式会社、経営の４要素 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

企業の資金調達の予習 

90 分 

3 
企業の資金調達 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

人材の獲得の予習 

90 分 

4 
人材の獲得と雇用・賃金 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキスト p210～215 の予習 

90 分 



3 

 

5 
WLB と動機づけ 

 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ216～224 の予習 

90 分 

6 
リーダーシップ論 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ82～90 の予習 

90 分 

7 
経営理念とＳＷＯＴ分析 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ91～108 の予習 

90 分 

8 
製品ライフサイクル・PPM 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ109～117 の予習 

90 分 

9 
ファイブフォースと競争戦略 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

コトラーの「競争地位戦略」の予習 

90 分 

10 
コトラーの４分類 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ127～129 の予習 

90 分 

11 
マーケティングのＳＴＰと４

つのＰ 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

マーケティングミックスの予習 

90 分 

12 
マーケティングミックスと４

つのＣ 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

サービスマーケティングの予習 

90 分 

13 
サービスマーケティング 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ235～256 の予習 

90 分 

14 
経営計画と利益計算 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

中間試験に向けた準備学習 

90 分 

15 
中間試験 筆記用具 

テキスト 

中間試験の復習 

テキストｐ55～60 の予習 

90 分 

16 
中間試験のフィードバック 

日本型経営の特徴 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ61～65 の予習 

90 分 

17 
日本型経営の変化 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ6～9、154～161 の予習 

90 分 

18 
経営組織の基本形態 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ164～173 の予習 

90 分 

19 
企業組織の諸形態① 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ173～182 の予習 

90 分 

20 
企業組織の諸形態② 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ22～29 の予習 

90 分 

21 
企業文化、企業統治 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ33～44 の予習 

90 分 

22 
会社機関（株主総会・取締役会・

監査役会） 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ44～48 の予習 

90 分 

23 
コーポレートガバナンスの強

化（取締役会改革・委員会組織） 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ11～20、260～263 の予習 

90 分 
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24 
会社の種類とＭ＆Ａ 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ264～271 の予習 

90 分 

25 
Ｍ＆Ａと買収防衛策 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ274～284 の予習 

90 分 

26 
経営のグローバリゼーション 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ286～ｐ295 の予習 

90 分 

27 
企業経営と情報化 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ297～ｐ308 の予習 

90 分 

28 
企業の社会的責任（ＣＳＲ）と

企業倫理 

筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

テキストｐ309～ｐ321 の予習 

90 分 

29 
環境経営と環境ビジネス 筆記用具 

テキスト 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

30 

ＳＤＧｓ 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配付資

料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義

に加えて、学生の知識のアウトプットも重視し、知識の定着を目指す。 

前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこと

で、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、業界動向等の調査分析・レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

様々な業種のレポート作成に携わった経験を生かし、企業経営について、優良企業を中心とした具体

的な企業の事例紹介等を交えつつ、分かりやすく説明する 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

現 代 経 営 （ Modern Business & Business 

Administration）372054-14300 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 専門 
必修・ 

選択区分 
必修 

単位

数 
4 配当年次 2 年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

本授業では，企業組織の基本的な理論や知識，ならびに企業を取り巻く経営課題についてその基本的

な理論や知識について学修する。組織論の歴史的な発展過程を踏まえ，企業組織を中心とした基礎的

な諸理論および経営戦略における諸理論の理解を踏まえ，企業の現状分析，戦略の構築について学修

をすすめる。経営学理論の理解を踏まえ，社会科学に対する深く「考える力」を身につけることを目

指す。また、「経営学検定試験」初級に合格するための知識を習得する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

①前回授業の振り返り、振り返りレポートのフィードバック 

②該当範囲の授業 

③授業終了時振り返りレポートの作成 

④授業範囲の教科書該当ページを事前に読み込み、わからないことを事前に把握する。 

⑤振り返りレポートは、授業で習得した知識を簡潔にまとめることにより知識の定着を図る。 

⑥グーグルクラスルームを使用するので，使用方法を把握する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「企業論」・「経営管理論」を履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

①企業組織に関する基礎的な知識や専門用語を理解し，説明することができる。 

②組織論における諸理論の歴史的な発展の流れを理解し，説明することができる。 

③企業における現状を分析し，経営課題を明らかにすることができる。 

④経営課題に対する対処方法を考察することができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

経営学検定試験協議会監修・経営能力開発センター編（2013）『経営学検定試験公式テキスト① 経

営学の基本』第４版、中央経済社 

⑦ 参考図書・指定図書 

高橋伸夫著，『よくわかる経営管理』，ミネルヴァ書房 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％   10％  10％  100％ 

(i) 企業組織に関する基礎

的な知識や専門用語を理

解し，説明することができ

る。 

20％   2.5％  2.5％  25％ 

(ii) 組織論における諸理

論の歴史的な発展の流れ

を理解し，説明することが

できる 

20％   2.5％  2.5％  25％ 

(ⅲ)企業における現状を分

析し，経営課題を明らかに

することができる。 

20％   2.5％  2.5％  25％ 

(ⅳ)経営課題に対する対処

方法を考察することがで

きる。 

20％   2.5％  2.5％  25％ 

フィードバックの方法 授業冒頭に前回授業内容サマリーをフィードバックして知識の定着を図

る。振り返りレポートの総評をフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

日々刻々と変化する企業経営の実態を踏まえ，経営諸理論を理解するとともに最新の経営手法などに

も触れていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション/組織論と

は 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解 

疑問点の把握、の復習 

60 分 

2 

組織に関する基礎理論① 

科学的管理法 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、科学的管理法の資料整理と

復習 

60 分 

3 
組織に関する基礎理論② 

官僚組織 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、官僚組織の資料整理と復習 

60 分 
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4 

組織に関する基礎理論③ 

近代組織論 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、近代組織論の資料整理と復

習 

60 分 

5 

組織に関する基礎理論④ 

経営者の役割 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、経営者の役割の資料整理と

復習 

60 分 

6 

組織に関する基礎理論⑤ 

制約された合理性 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、制約された合理性の資料整

理と復習 

60 分 

7 

経営組織の基本形態 教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、経営組織の基本形態の資料

整理と復習 

60 分 

8 

企業組織の諸形態① 

組織形態①：職能部門制など 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、職能部門制などの基本形態

の資料整理と復習 

60 分 

9 

企業組織の諸形態② 

組織形態②：持株会社など 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、持株会社などの資料整理と

復習 

60 分 

10 
組織の制度・管理・文化① 

雇用管理 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、雇用管理の資料整理と復習 

60 分 

11 
組織の制度・管理・文化② 

人事制度 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人事制度の資料整理と復習 

60 分 

12 
組織の制度・管理・文化④ 

能力開発 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、能力開発の資料整理と復習 

60 分 

13 
組織の制度・管理・文化⑤ 

時間管理 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、時間管理の資料整理と復習 

60 分 

14 
組織の制度・管理・文化⑥ 

組織文化 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、組織文化の資料整理と復習 

60 分 

15 
組織論まとめ 教科書 講義全体を通じた疑問点の把握、講

義後の資料整理と復習 

180 分 

16 
経営戦略論・経営課題 

イントロダクション 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解 

疑問点の把握 

60 分 

17 

経営戦略① 

全社戦略概念 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、全社戦略概念の資料整理と

復習 

60 分 

18 

経営戦略② 

PPM と成長戦略 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、PPMと成長戦略の資料整理

と復習 

60 分 
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19 

経営戦略③ 

SWOT 分析・クロス SWOT 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、SWOT 分析・クロス SWOT

の資料整理と復習 

60 分 

20 

経営戦略④ 

損益分岐点・SWOT 分析演習 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、損益分岐点・SWOT 分析の

資料整理と復習 

60 分 

21 
経営戦略⑤ 

事業戦略：競争戦略 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、競争戦略の資料整理と復習 

60 分 

22 

経営戦略⑥ 

事業戦略：バリューチェーン 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、バリューチェーンの資料整

理と復習 

60 分 

23 

経営戦略⑦ 

機能別戦略：マーケティング 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、マーケティング戦略の資料

整理と復習 

60 分 

24 
経営戦略⑧ 

機能別戦略：人事戦略など 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人事戦略の資料整理と復習 

60 分 

25 
経営課題① 

M&A 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、M&A の資料整理と復習 

60 分 

26 

経営課題② 

グローバリゼーション 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、グローバリゼーションの資

料整理と復習 

60 分 

27 
経営課題③ 

情報化 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、情報化の資料整理と復習 

60 分 

28 
経営課題④ 

CSR 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、CSR の資料整理と復習 

60 分 

29 
経営課題⑤ 

環境経営 

教科書・配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、環境経営の資料整理と復習 

60 分 

30 
経営戦略論・経営課題のまとめ 教科書 講義全体を通じた疑問点の把握、講

義後の資料整理と復習 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL / 資格対応を行う。授業中に問いかけを行い，自らが考える時間をとり，その

内容を発表し理解を深める。毎回授業終了後に振り返りレポートを作成し，グーグルクラスルームを

介して提出する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 
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実務経験の概要 

昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門においてシステム設計と運用など、物流管理部門において新規仕組みの構築と

運用改善・物流教育など、人事労務管理部門において制度設計や法令変更対応、組合との交渉など、

総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライアンスなどの業務に従事した。 

実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマネジメント業務に携わった。 

実務経験と授業科目との関連性 

担当者としての実務経験や部門長として管理職経験、グループ企業での役員経験を活かし、実務経験

がなく、実務を想像しにくい学生に対して、より実務的に具体的にビジネスの企画・具現化・改善な

どの一連のプロセスを教授することができる。 

現場で発生している問題など具体的な事例をもとに、課題解決策の策定などについて、興味深く説明

することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ネットワークリテラシー（Network Literacy） 

391058-14700 

担当教員 

髙梨 俊彦 

（タカナシ トシヒコ） 

吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

情報機器の利用、Web サイトの閲覧、電子メールの送受信、インターネットを安全に使うためのマナ

ーやモラルに関連した基礎知識と利用方法を学び、インターネットを自由に利活用するのに必要とさ

れる基本的な知識と能力を身につける。「.com Master BASIC」の合格水準に達する知識を習得する

ことができる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

テキストをもとに主に講義形式で授業を進める。必要に応じてコンピュータの使った実習を行う。テ

キストは必ず購入して持参すること。授業で学習した範囲のテキストの例題と模擬問題を解き、その

内容を確実に理解すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) コンピュータやインターネットに関する専門用語の意味が理解できた。 

(ii) ブラウザや電子メールを安全に利用し、簡単なトラブルに対処できる知識を習得した。 

(iii) マナーを守ってインターネットを安全に正しく利用できるようになった。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

小林道夫(2017)『完全対策 NTT コミュニケーションズ インターネット検定 .com Master BASIC 問

題＋総まとめ（公式テキスト第 4 版対応）』NTT 出版株式会社 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 30%    20%  100% 

(i) コンピュータやインタ

ーネットに関する専門用

語の意味が理解できた 

30% 20%    10%  60% 

(ii) ブラウザや電子メー

ルを安全に利用し、簡単な

トラブルに対処できる知

識を習得した 

15% 5%    5%  25% 

(iii) マナーを守ってイン

ターネットを安全に正し

く利用できるようになっ

た 

5% 5%    5%  15% 

フィードバックの方法 小テストは採点後、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

例題をこなし、理解度を確認しながら授業を進めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
授業概要、インターネットの利

用 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.23～38 の復習と例題と模

擬問題での復習 

60 分 

2 
情報機器の基礎知識①（インタ

ーフェース） 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.41～49 の予習と例題と模

擬問題での復習 

60 分 

3 
情報機器の基礎知識②（入出力

機器） 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.50～55 の予習と例題と模

擬問題での復習 

60 分 

4 
情報機器の基礎知識③（記録メ

ディアとデータサイズ） 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.56～63 の予習と例題と模

擬問題での復習 

60 分 

5 
OS とアプリケーションソフト 教科書、筆記用

具 

教科書 p.65～75 の予習と例題と模

擬問題での復習 

60 分 

6 
情報機器の操作と機能 教科書、筆記用

具 

教科書 p.76～90 の予習と例題と模

擬問題での復習 

60 分 
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7 

インターネットの仕組み 

小テスト 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.93～99 の予習と例題と模

擬問題での復習 

テスト準備学習 

120 分 

8 
インターネット接続・家庭内

LAN 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.101～115 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

9 
Web ページ・Web ブラウザの

操作 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.117～123 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

10 
電子メール・電子メールの利用 教科書、筆記用

具 

教科書 p.125～135 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

11 
Web ブラウザや電子メール利

用時のトラブル 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.137～139 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

12 
インターネット社会のルール

と情報の扱い 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.141～163 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

13 
情報管理・マルウェアと不正ア

クセス 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.165～177 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

14 

インターネットの安全な利用 

小テスト 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.180～196 の予習と例題と

模擬問題での復習 

小テスト準備学習 

120 分 

15 
インターネット利用と法律 教科書、筆記用

具 

教科書 p.199～212 の予習と例題と

模擬問題での復習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

復習用課題と事前学習用課題の二つを行うことによって知識の定着を図る知識定着・確認型 AL を採

用する。提出用紙に書かれた質問や改善要望について、各回の始めに答え、学修内容をフィードバッ

クする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

簿記入門１（Introduction to bookkeeping1） 

391060-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

和田 智美 

（ワダ トモミ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

複式簿記は 14 世紀頃、北イタリアで誕生した後、株式会社の発展とともに世界へ広がり、明治初期

日本でも取り入れられた。現代企業における簿記は、日々の取引を帳簿に記録し、経営成績と財政状

態を財務諸表としてまとめる一連の手続きである。本講義はこれらの一連の手続きを修得すること、

さらに、日商簿記検定 3級の合格レベルの到達を目標とする。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回必ずテキストと電卓を持参する。簿記を学ぶ上では、受講するだけではなく、実際に手を動かし、

問題を解くことは大事である。毎回、練習問題のプリントを配布し、授業内でも必ず問題を解く時間

と質疑応答時間を設ける。受講後、復習と練習問題を繰り返し解いてください。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

簿記・会計関連の科目を履修していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 複式簿記の基本構造を理解する 

(ii) 仕訳の方法と転記のルールを理解する 

(iii) 試算表の作り方を理解する 

⑥ テキスト（教科書） 

滝澤ななみ（2021）『スッキリわかる 日商簿記 3級第 12版[テキスト＋問題集] 』TAC出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

特になし 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％ 30％      100％ 

(i)複式簿記の基本構造を

理解する 

10％       10％ 

(ii) 仕訳の方法と転記の

ルールを理解する 

20％ 15％      35％ 

(iii) 試算表の作り方を

理解する 

40％ 15％      55％ 

フィードバックの方法 練習問題を解くことは講義内容の再確認となる。間違えた箇所を復習し

理解を深める。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

本講義は資格対応科目である。まず、小さい目標（簿記初級を合格すること）を設定し、クリアした

ら、3級、2級、1級と段階的に目指しましょう。初級簿記の試験方式はインターネットを介する「ネ

ット試験」であり、大学でも受験できるため、希望者は教員に相談すること。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス 

第1章 簿記と会計の歴史、 

簿記の基礎① 

筆記用具 

 

教科書のはしがきpp.12～33を読んで

くること。簿記の一巡手続きを理解す

る。宿題を完成する。 

60分 

2 
第 1章 簿記の基礎② 

 

筆記用具 教科書 pp.2～10を読んでくること。 

宿題を完成する。 

60分 

3 
第 2章 商品売買 筆記用具 

 

教科書 pp.12～29を読んでくること。 

宿題を完成する。 

60分 

4 
第 3章 現金、第 4章 普通預

金、当座預金、当座借越 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.32～52を読んでくること。 

宿題を完成する。 

60分 

5 
第 15 章 仕訳帳、転記、総勘

定元帳 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.190～193 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60分 

6 
第 16章 試算表 筆記用具 

電卓 

教科書 pp.212～217 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60分 

7 
第 5章 小口現金、小口現金出

納帳 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.54～60、196～197 を読んで

くること。宿題を完成する。 

60分 

8 
第 6 章 手形と電子記録債権

（債務） 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.62～69を読んでくること。

宿題を完成する。 

60分 
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9 
第 7章 貸付金、借入金など 筆記用具 

電卓 

教科書 pp.72～78を読んでくること。

宿題を完成する。 

60分 

10 
第 8章その他の債権債務① 

 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.80～93を読んでくること。 

宿題を完成する。 

60分 

11 
第 8章その他の債権債務② 筆記用具 

電卓 

教科書 pp.94～93を読んでくること。 

宿題を完成する。 

60分 

12 
第 15章 仕入帳と買掛金元帳、 

商品有高帳①先入先出法 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.198～199、202～203を読ん

でくること。宿題を完成する。 

60分 

13 
第 15 章 商品有高帳②移動平

均法、売上帳と売掛金元帳 

筆記用具 

電卓 

教科書 pp.200～201、204～205を読ん

でくること。宿題を完成する。 

60分 

14 
第 9章 その他の費用 筆記用具 

電卓 

教科書 pp.107～116 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60分 

15 
まとめ 筆記用具 

電卓 

宿題を完成する。 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

講義では、テキストに沿って解説をし、次に問題を解いて理解を深めるようにする。質疑応答の時間

も設け、知識の定着を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

[和田智美] 

税理士事務所の勤務を経て、税理士として独立開業している。主に、地域の中小企業の税務・会計・

相続・事業承継に関する業務に従事している。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

[和田智美] 

様々な企業の会計処理の経験から、テキストで紹介されている例題について具体的な事例で紹介が可

能であり、分かりやすく解説する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

インターネット概論 

（Introduction to Internet）391061-14700  
担当教員 

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 1年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

インターネットの定義，仕組み，主たるサービス，各種語句などの知識を修得し，現状のインター

ネット環境について具体的に説明できることを第一の目的とする． 

また，インターネットを利用した商取引，経済活動が新たに多数提供されているが，それらの仕組

みを理解し，説明できること，さらに今後インターネットを活用した経済活動がどのように展開され

ていくかを予測できることを第二の目的とする． 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技を活用する能力を養う． 

③ 授業の進め方・指示事項 

総務省「情報通信白書」を中心に必要な知識・理解については講義形式で進めていく．また，理解

を深めるために指定テーマを調べ，まとめる，理解を共有するグループワークも数回行う． 

一方で，授業内容に関する身近な事例等については事前学修で予め調べ把握し，事後学修で授業内

容を振り返り，理解不足部分を補い，関連する事柄等をまとめ体系的な理解となるように努めるこ

と．また，授業に関する事例が多く紹介される BSテレ東の経済番組を日々見ることも推奨する． 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

前提科目：「ネットワークリテラシー」を履修し単位修得しておくこと． 

または，それと同等以上の知識・技術を有していること． 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) インターネットの定義と主たるサービスを専門的な語句を用いて他者に具体的に説明できる． 

(ii) インターネットを利用した経済活動の仕組みについて，そのビジネスモデルを他者に具体的

に説明できる． 

(iii) これまでの情報通信技術やそれらを利用した経済活動の変化を踏まえて，インターネットに

関連する周辺分野について 5年から 10年後の将来を予測することができる． 

⑥ テキスト（教科書） 

インターネット上の PDF資料 総務省「情報通信白書」平成 27年版～令和２年版 

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/index.html 

⑦ 参考図書・指定図書 

各種事例に応じて，該当する Webページ等も併せて紹介する． 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法，フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合  20％  80％    100％ 

(i) インターネットの 
定義・サービス等を 
説明できる 

 20％      20％ 

(ii) インターネットを 
利用したビジネス 
モデルを説明できる 

   20％    20％ 

(iii) 情報通信技術， 
経済活動の変化から
将来を予測できる 

   60％    60％ 

フィードバックの方法 
小テストは採点後返却，解答例を示す． 

レポートはコメントを付して，返却をする． 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

履修者は，ニュースソースが脆弱で情報収集能力が高くないことから，身近な事象を多く提示した

授業を行う．さらに自ら調べ他者と理解を共有するグループワークにより理解度の向上をめざす． 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
授業の進め方の説明と 
インターネットの定義 

通信デバイス 
（BYOD） 

「情報通信白書」をダウンロード・ 
印刷し一読する． 180分 

2 

最近の情報通信・技術に 
関する事例 

（FinTech，EdTech，MedTech， 

x-Tech，AI，IoT，RPA，Bigdata 

Sharing Economy，Blockchain） 

通信デバイス 
（BYOD） 

左の語句に関して「情報通信白書」
の該当部分を調べ・理解する． 

左記に関して自分自身の身近な事
例をピックアップしておく． 

180分 

3 

FinTechについて 
国内の FinTech状況と 
海外との比較 

通信デバイス 
（BYOD） 

「情報通信白書」の該当部分を調
べ・理解する． 

自分自身，または周囲で利用され
て FinTech事例をピックアップ． 

180分 

4 

FinTechの 
ビジネスモデルについて 

Banking is necessary. 
Banks are not. 

通信デバイス 
（BYOD） 

既存の金融事業者のビジネスモデ
ルと，FinTech事業者のビジネス
モデルを調べ，まとめておく． 

右の言葉は誰がいつ言ったのか，
またその意図を確認する． 

180分 

5 

FinTech事業における 
通信キャリアの親和性と 
メガテック企業の動向 

通信デバイス 
（BYOD） 

通信キャリアが FinTech事業へ 
挙って参入する理由を考える． 

メガテック企業の動向を調べる． 
180分 



3 

 

6 

FinTechの浸透状況と 
FinTech企業の動向から 
今後の行く末を考える 

通信デバイス 
（BYOD） 

今後，FinTechによって世の中が 
どのように変化するか自らの考
えをまとめる． 

また，その変化によって，自らどの
ような能力を高め対応すべきか
を考える． 

180分 

7 
インターネットを用いた 
商取引について 

通信デバイス 
（BYOD） 

「情報通信白書」の該当部分を 
調べ・理解する． 

自分自身の身近な電子商取引等の
事例をピックアップしておく． 

180分 

8 

インターネット・SNSを 
活用した特徴的なビジネス
について 

通信デバイス 
（BYOD） 

インターネットだからこそ売れる
商品や，SNSを効果的に活用した
ビジネス手法等を調べ， 
複数ピックアップしておく． 

180分 

9 
インターネットを用いた 
商取引とその影響について 

通信デバイス 
（BYOD） 

インターネット商取引に伴う 
既存の百貨店，スーパー，ドラッ
グストア等小売事業者への影響
と，将来変化を予測しまとめる． 

180分 

10 

シェアリング・ 
エコノミーについて 
（Uber，airbnb，Timee，Akipa， 

Rakusuru，nutte，airCloset 等） 

通信デバイス 
（BYOD） 

「情報通信白書」の該当部分を調
べ・理解する． 

自分自身，または周囲で利用され
て事例をピックアップする． 

180分 

11 

シェアリング・エコノミーと 
サブスクリプション， 
リカーリングについて 

通信デバイス 
（BYOD） 

シェアエコをはじめとする左の 
ようなビジネス形態の事例を 
ピックアップし，なぜこれらが
増加してきたのか理由を考える 

180分 

12 
シェアリング・エコノミー等
による未来の変化を考える 

通信デバイス 
（BYOD） 

シェアエコ等により既存の事業者
への影響を考えまとめる． 

また，各事業者がどのように 
ビジネスモデルを変化させる 
べきかを考えまとめる． 

180分 

13 

情報通信技術，RPA，AIの 
進展に伴う仕事・働き方の
変化について 

通信デバイス 
（BYOD） 

AI等の進展による消える仕事， 
残る仕事について調べ，その 
特徴をまとめる． 

AIや RPAが得意なこと，不得意な 
ことを考えまとめる． 

180分 

14 

情報通信技術，RPA，AIの 
進展に伴う求められる 
能力の変化について 

通信デバイス 
（BYOD） 

技術進化に伴い，これまで 
必要とされてきた能力と， 
今後必要とされる能力の 
違いを予測しまとめる． 

180分 

15 

AI,ビッグデータ，IoT等が 
進展した高度情報社会で 
生きていくこと 

通信デバイス 
（BYOD） 

10年後はこれまでの 10年とは 
全く違った社会になる可能性が
あるとき，今どのような知識や
技能を身に付け，能力を高める
べきかを考えまとめる． 

180分 
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⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALおよび協同学修型 ALを採用する． 

事前学修のために提示した課題の内容を踏まえ授業を展開し，授業中に事前に学修した内容につ

いて，学生同士ペアやグループになって情報を共有し，さらに理解を深めることによって知識の定

着・確認をする． 

 

 

※以下は該当者のみ記載する． 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

簿記入門 2（Introduction to bookkeeping 2） 

391063-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

和田 智美 

（ワダ トモミ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 １年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

複式簿記は 14 世紀頃、北イタリアで誕生した後、株式会社の発展とともに世界へ広がり、明治初期

日本でも取り入れられた。現代企業における簿記は、日々の取引を帳簿に記録し、経営成績と財政状

態を財務諸表としてまとめる一連の手続きである。本講義はこれらの一連の手続きを修得すること、

さらに、日商簿記検定 3級の合格レベルの到達を目標とする。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回必ずテキストと電卓を持参する。簿記を学ぶ上では、受講するだけではなく、実際に手を動かし、

問題を解くことは大事である。毎回、練習問題のプリントを配布し、授業内でも必ず問題を解く時間

と質疑応答時間を設ける。受講後、復習と練習問題を繰り返し解いてください。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

簿記・会計関連の科目を履修していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 決算整理仕訳を理解する 

(ii) 精算表の構造を理解する 

(iii) 財務諸表を作成できる 

⑥ テキスト（教科書） 

滝澤ななみ（2021）『スッキリわかる 日商簿記 3級第 12版[テキスト＋問題集] 』TAC出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

特になし 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％ 30％      100％ 

(i) 決算整理仕訳を理解す

る 

20％ 30％      50％ 

(ii) 精算表の構造を理解

する 

30％       30％ 

(iii) 財務諸表を作成でき

る 

20％       20％ 

フィードバックの方法 練習問題を解くことは講義内容の再確認となる。間違えた箇所を復習し

理解を深める。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

本講義は資格対応科目であるため、まず、小さい目標（簿記初級を合格すること）を設定し、クリア

したら、3級、2級、1級と段階的に目指しましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス 

前期の復習 

筆記用具 宿題を完成する。 60 分 

2 
第 10 章 貸倒れと貸倒引当金 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.120～128 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

3 
第 11 章 有形固定資産と減価

償却 

筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.130～144 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

4 
第 12 章 株式の発行、剰余金の

配当と性分 

筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.146～155 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

5 
第 13 章 法人税等と消費税 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.158～169 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

6 
第 14 章 費用の前払いと未払

い 

筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.172～178 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

7 
第14章 収益の前受けと未収、

訂正仕訳 

筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.179～188 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

8 
第 15 章 帳簿の復習とまとめ 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.190～209 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

9 
第 16 章 試算表① 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.212～224 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 
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10 
第 16 章 試算表② 筆記用具、 

電卓 

宿題を完成する。 60 分 

11 
第 17 章 伝票、証ぴょう 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.226～247 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

12 
第 18 章 精算表と財務諸表① 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.250～262 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

13 
第 18 章 精算表と財務諸表② 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.263～279 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

14 
第 19 章 帳簿の締め切り 筆記用具、 

電卓 

教科書 pp.282～289 を読んでくるこ

と。宿題を完成する。 

60 分 

15 
まとめ 

 

筆記用具、 

電卓 

宿題を完成する。 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

講義では、テキストに沿って解説をし、次に問題を解いて理解を深めるようにする。質疑応答の時間

も設け、知識の定着を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

[和田智美] 

税理士事務所の勤務を経て、税理士として独立開業している。主に、地域の中小企業の税務・会計・

相続・事業承継に関する業務に従事している。 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

[和田智美] 

様々な企業の会計処理の経験から、テキストで紹介されている例題について具体的な事例で紹介が可

能であり、分かりやすく解説する。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

マ ー ケ テ ィ ン グ 入 門 (Introduction to 

Marketing) 

391064-14350 

担当教員 
武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

現代社会の企業活動においてマーケティングとは事業の中核であり、企業の社会的価値の向上に欠か

すことはできない。本講義では単に覚えるべき知識や用語の説明ではなく、なぜそうなのか、といっ

た考えるきっかけを提供し、「日常生活を経済活動として捉える」ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏｲﾝﾄﾞを培うことが目的で

ある。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う。  

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある。 

③ 時間配分は約 50 分 パワーポイントで説明しつつ、配布された書き込み式の授業資料の空欄を学 

生自ら埋めていく方法で進める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) マーケティングの基礎用語を理解したうえで知人・友人に説明することができる 

(ii) マーケティングフレームワークを理解し、実際の企業活動にあてはめて知人・友人に説明するこ

とができる 

⑥ テキスト（教科書） 

久保田進彦、澁谷覚、須永努『はじめてのマーケティング』（有斐閣ストゥディア） 

※授業資料を適宜配布する 

⑦ 参考図書・指定図書 

佐藤尚之『ファンベース』（ちくま新書） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(ⅰ)理論、概念の説明 40％ 25％    10％  75％ 

(ii)関連分野の計算、意味 10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 初回講義内で成績評価の方法・基準、講義の進め方等について具体的に

説明するので必ず出席すること 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション  当日朝刊の一面記事を読む 60分 

2 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞを知る① 

〜ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞとは何か 

教科書 直近で買ったもの（買ってもらった

もの）或いは行った旅行・商業施設

の「きっかけ」について考える 

60分 

3 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞを知る② 

〜顧客志向と創造性について 

教科書 顧客、ﾏｰｹｯﾄｲﾝ、ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｱｳﾄとは何

かを調べる 

60分 

4 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞを知る③ 

〜顧客価値・顧客満足について 

教科書 顧客価値・顧客満足とは何かについ

て調べる 

60分 

5 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞを知る④ 

〜ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの構図について 

教科書 4P、STP、PDCA 60分 

6 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ環境を理解する① 

〜環境分析について 

教科書 定性調査、定量調査について調べる 60分 

7 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ環境を理解する② 

〜ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾘｻｰﾁについて 

教科書 消費者知覚、考慮集合、消費者関与

について調べる 

60分 

8 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ環境を理解する③ 

〜消費者行動について 

教科書 ﾆｰｽﾞ､ｳｫﾝﾂ､ｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝ変数につい

て調べる 

60分 

9 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ環境を理解する④ 

〜ｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝについて 

教科書 前週の授業内にてｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを提示

予定 

90分 

10 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに取り組む① 

〜ﾀｰｹﾞﾃｨﾝｸﾞについて 

教科書 前週の授業内にてｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを提示

予定 

90分 
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11 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに取り組む② 

〜ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞについて 

教科書 前週の授業内にてｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを提示

予定 

90分 

12 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに取り組む③ 

〜ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾐｯｸｽについて-1 

教科書 前週の授業内にてｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを提示

予定 

90分 

13 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに取り組む④ 

〜ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾐｯｸｽについて-2 

教科書 前週の授業内にてｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを提示

予定 

90分 

14 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに取り組む⑤ 

〜ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾐｯｸｽについて-3 

教科書 前週の授業内にてｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを提示

予定 

90分 

15 
総括 教科書 これまでの授業の復習 90分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用。前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義

中にフィードバックを行うことで理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20 余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

今は高機能な商品を開発すれば売るという時代ではない。消費者のニーズを探り心理変化を読みとる

ことが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え、企業のマーケティ

ング活動を身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

流通論入門（Introduction to Distribution） 

391065-14500 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1 年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は、リテールマーケティング（販売士）検定試験 3 級「小売業の類型」に対応した科目である。 

私たちの消費生活を支える小売業の多様な組織形態、店舗形態に関する基礎的な理解を深め、初歩的

な販売業務を遂行できる能力を修得することを目指す。また、毎日、習慣的に行っている消費行動の

場である小売業を「類型」の視点で捉えることで、小売業の仕組みを理解する。 

講義ではパワーポイントを用いることで、文字だけでなく、画像、図解を多用し、言語的理解に加え

イメージ的理解を促す。さらに、教科書的内容に具体的な事例を交え、興味を喚起させる講義を目指

す。小売業の多様な類型に触れ、関心を持ってもらいたい。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マーケティング入門」「商品学入門」「マーケティング 1」「初級販売士演習」と併せて履修すること

を強く推奨する。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 流通における小売業の基本を理解・説明することができる。 

(ⅱ) 組織形態別小売業の基本を理解・説明することができる。 

(ⅲ) 店舗形態別小売業の基本的役割を理解・説明することができる。 

(ⅳ) 商業集積の基本を理解・説明することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 
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テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会（2016）「販売士ハンドブック（基礎編）～リテールマーケティ

ング（販売士）検定試験３級対応」カリアック 

上岡史郎（2017）「2018 レクチャー&トレーニング日商リテールマーケティング(販売士)検定試験 3

級」実教出版 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 15% 15%  5%  100% 

(ⅰ)小売業の基本の理解・

説明 

10% 3% 3% 3%  1%  20% 

(ⅱ)組織形態別小売業の理

解・説明 

10% 3% 3% 3%  1%  20% 

(ⅲ)店舗形態別小売業の理

解・説明 

25% 8% 8% 8%  2%  51% 

(ⅳ)商業集積の基本の理

解・説明 

5% 1% 1% 1%  1%  9% 

フィードバックの方法 講義冒頭で、前回講義で行った小テストを返却し、解説を実施する。 

初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等に

ついて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・適性を確認しながら、運営していく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

小売業とは 

筆記用具 講義の復習 

コンビニエンスストア 

90 分 

2 
小売業とは 

コンビニエンスストア 

筆記用具 講義の復習、総合品揃えスーパー、

スーパーマーケット 

90 分 

3 
総合品揃えスーパー、スーパー

マーケット 

筆記用具 講義の復習 

ドラッグストア、ホームセンター 

90 分 
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4 
ドラッグストア、ホームセンタ

ー 

筆記用具 講義の復習 

専門店、百貨店 

90 分 

5 
専門店、百貨店 筆記用具 講義の復習 

スーパーセンター、業種と業態 

90 分 

6 
スーパーセンター、業種と業態 筆記用具 講義の復習 

商店街、ショッピングセンター 

90 分 

7 
商店街、ショッピングセンター 筆記用具 講義の復習、チェーンストア、レギ

ュラーチェーン 

90 分 

8 
チェーンストア、レギュラーチ

ェーン 

筆記用具 講義の復習、フランチャイズチェー

ン、ボランタリーチェーン 

90 分 

9 
フランチャイズチェーン、ボラ

ンタリーチェーン 

筆記用具 講義の復習 

COOP、販売形態 

90 分 

10 
COOP、販売形態 筆記用具 講義の復習 

日本の小売業の特徴 

90 分 

11 
日本の小売業の特徴 筆記用具 講義の復習 

小売業の機能 

90 分 

12 
小売業の機能 筆記用具 講義の復習 

小売業の役割 

90 分 

13 
小売業の役割 筆記用具 講義の復習 

流通と流通フロー 

90 分 

14 
流通と流通フロー 筆記用具 講義の復習 

小売業の理論・仮説 

90 分 

15 
小売業の理論・仮説 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義

に加えて、学生の知識のアウトプットも重視し、知識の定着を目指す。 

前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこと

で、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 
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実務経験と授業科目との関連性 

県内経済の動向調査、様々な業種のレポート作成に携わった経験を生かし、多様な顧客ニーズに対応

する小売業の多様な類型について、具体的な企業の紹介等を交えつつ分かりやすく説明する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

金融論（Financial Theory） 

392069-14120 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

金融論とは、貨幣に関する様々な経済現象について考える学問である。金融というと銀行などの金融

機関を想像すると思われるが、金融論では貨幣が及ぼす企業活動や私たちの生活への影響と金融政策

の効果について学んでいく。 

本講義は、貨幣が果たしている役割と私たちの生活や経済に与える影響について理論を中心に学修す

る。本講義の最終的な目的は、金融に関する理論を身につけた上で、金融政策の効果について、自ら

の判断で考察する能力を養うことである。また、ERE（経済学検定試験）の試験科目にも対応してい

る。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / 情報収集・分析力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義形式の授業を行う。各回の授業内容は関連しているため、十分な復習をした上で授業に臨むこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」の知識を有すること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 貨幣の役割や定義等について説明できる。 

(ii)金利の重要概念や金利の経済への影響等を説明できる。 

(iii)貨幣市場における貨幣需要と貨幣供給について説明できる。 

(iv)金融政策の効果について説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

家森信善(2019)『ベーシックプラス 金融論（第 2 版）』中央経済社 

⑦ 参考図書・指定図書 

竹内信仁編(2013)『スタンダードミクロ経済学』中央経済社 

竹内信仁編(2013)『スタンダードマクロ経済学』中央経済社 

 

 



2 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％     30％  100％ 

(i) 貨幣の役割や定義等に

ついて説明できる。 

15％     5％  20％ 

(ii)金利の重要概念や金利

の経済への影響等を説明

できる。 

15％     5％  20％ 

(iii)貨幣市場における貨幣

需要と貨幣供給について

説明できる。 

20％     10％  30％ 

(iv)金融政策の効果につい

て説明できる。 

20％     10％  30％ 

フィードバックの方法 試験結果の得点分布等を公表する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

昨年度に引き続き、学生諸君が授業内容を理解しやすいように、わかりやすい表現と丁寧な解説を心

掛けて授業を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
金融論とは 教科書、筆記用

具 

ミクロ経済学とマクロ経済学の知

識の見直し 

60 分 

2 
貨幣の役割 教科書、筆記用

具 

貨幣の役割に対する理解 60 分 

3 
貨幣と物価の関係 教科書、筆記用

具 

貨幣と物価の関係についての考察 60 分 

4 
金利の重要概念①（単利と複

利） 

教科書、筆記用

具 

単利と複利の違いによる影響の理

解 

60 分 

5 
金利の重要概念②（実質利子率

と名目利子率） 

教科書、筆記用

具 

実質利子率と名目利子率の関係と

経済への影響の理解 

60 分 

6 
利子率の決定要因 教科書、筆記用

具 

利子率の決定要因についての理解 60 分 

7 
利子率と債券価格 教科書、筆記用

具 

利子率と債券価格の関係について

の理解 

60 分 
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8 
マクロ経済と金融政策 教科書、筆記用

具 

マクロ経済と金融政策の関連につ

いての理解 

60 分 

9 
金融政策の手段 教科書、筆記用

具 

金融政策の手段の整理 60 分 

10 
貨幣供給 教科書、筆記用

具 

貨幣供給についての理解 60 分 

11 
貨幣需要 教科書、筆記用

具 

貨幣需要についての理解 60 分 

12 
貨幣市場の分析 教科書、筆記用

具 

貨幣市場の分析方法の習得 60 分 

13 
金融政策の短期効果 教科書、筆記用

具 

金融政策の短期効果についての理

解 

60 分 

14 
金融政策の長期効果 教科書、筆記用

具 

金融政策の長期効果についての理

解 

60 分 

15 
まとめ 教科書、筆記用

具 

各回の講義内容の整理と理解 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。各回の授業に対するコメント（感想・質問等）を学生諸君よりも

らい、翌週の授業で可能な限りコメントに対する回答を行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス  専門科目 

授業科目名 

科目コード 

経済統計学１（Economic Statistics 1） 

392070-14100 
担当教員 

太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 前期 

科目特性 
資格対応科目［環境経済、まちづくり、国際コミュニケーションコース］、 

知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

統計データの収集と吟味、経済指数の意義を通じて、社会経済現象に統計分析を適用する技法を学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

情報収集・分析力 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

◆テキストに沿って、データの収集、整理、分析など記述統計の分野に関する解説と設問を課す。 

授業前にその回で授業内容をテキストで確認し予習してくること。必ず復習をし、正解できなかった

問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。ノートを作成・整理すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 記述統計の基礎を理解できる。平均、標準偏差の概念、二項分布、ポアソン分布など離散型確

率分布、正規分布、ｔ分布、χ2 分布、Ｆ分布など連続型確率分布を理解し、運用できる。 

(ii) 現実の社会経済に応用し、データをもとに分析することができる。 

(iii) ＥＲＥ（経済学検定試験）の出題科目「統計学」に対応した基礎的知識を身につけている。 

⑥ テキスト（教科書） 

小寺平治（最新版）『はじめての統計１５講』、（講談社） 

⑦ 参考図書・指定図書 

滝川好夫（最新版）『文系学生のための数学・統計学・資料解釈のテクニック』、（税務経理協会） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i) 記述統計の基礎的理解 80％       80% 

(ii)社会経済への応用分析   10%     10% 

(iii) 統計学の基礎的知識      10%  10% 

フィードバックの方法 授業への参加・意欲は、課した課題の答えを、学生自らが黒板に書き、

教師が質問し、解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

◆講義への出席が基本であり、授業中は集中して受講すること。 

◆積み重ねで学ぶので、欠席すると授業内容を理解するのが困難となる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
統計学の応用範囲と位置づけ テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp1 – pp.2、配布プリン

ト、講義ノートの予習・復習 

60 分 

2 
統計データの分類と記述 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp3、配布プリント、講

義ノートの予習・復習 

60 分 

3 
度数分布 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp4 – pp.7、講義ノー

ト、配布課題の予習・復習 

60 分 

4 
平均値など代表値 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp8 – pp.13、講義ノー

ト、演習問題 2 の予習・復習 

60 分 

5 
標準偏差など散布度 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp14 – pp.19、講義ノー

ト、例題 3 解法の予習・復習 

60 分 

6 
確率 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp28、講義ノートの予

習・復習 

60 分 

7 
確率変数と確率分布 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp29 – pp.35、講義ノー

トの予習・復習 

60 分 

8 
二項分布 テキスト、筆記用

具、電卓 

テキスト pp44 – pp.49、講義ノー

トの予習・復習 

60 分 

9 
ポアソン分布 テキスト、筆記用

具、電卓 

講義ノート、配布プリント、配布

課題の予習・復習 

60 分 

10 
正規分布 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp36 – pp.41、pp70 – 

pp.72、配布統計表の予習・復習 

60 分 
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11 
中心極限定理 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp42 – pp.43、講義ノー

ト、例題 6 解法の予習・復習 

60 分 

12 
χ2 分布 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp68 – pp.70、講義ノー

トの解法の予習・復習 

60 分 

13 
ｔ分布 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp62 – pp.65、講義ノー

トの予習・復習 

60 分 

14 
Ｆ分布 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

講義ノート、配布プリントの予

習・復習 

60 分 

15 
まとめ テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp1 – pp.49、講義ノー

ト、配布模擬問題の予習・復習 

60 分 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。練習問題の答えを学生が黒板に書き、教員が質問し要点を解説す

ることによって、知識の確認と定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

埼玉県職員（主事）として４年余り勤務し、ふるさと埼玉を守る条例に基づき指定した山林等の所 

有者に対して支払う奨励金に関して、その事務の簡素化・迅速化を図るため、システム仕様書、プロ

グラム仕様書を作成し、これに基づきこの事務の電算システム化を完成させた。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 講義を展開していく上で、事物を社会システムとしてのとらえ、実務における統計的手法を事例と

してとりあげることができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

国際経済学（International Economics） 

392071-14120 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

授業では、世界経済のエリア別の特徴と国際経済の基本理論を学習する過程で国際経済を分析できる

知力を養う。具体的には、第 1 に世界経済の現状を投資環境という視点を中心にエリア別に学習し、 

第 2 に各国の外資導入政策、誘致インセンティブの比較について学び、第 3 に国際経済学の理論を学

習する。授業内容のレベルは中級レベルである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力を育成する授業。 

③ 授業の進め方・指示事項 

専門知識の通説を理解しながらも、独自で深く考える思考力を育成するため、頻繁に質問し、独自の

視点からの活発な意見を求め、討論を促すような授業を行う。活発な発言をすること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

マクロ経済学・ミクロ経済学 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 国際経済の大局的な現状が理解できる。 

(ii) 国際経済学の基本理論が理解できる。 

(iii) 国際経済の現状について、独自の思考から多様な提言ができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

伊藤元重（2005）『ゼミナール国際経済入門』日本経済新聞社 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 45%   30%  25%  100% 

(i) 国際経済の大局的な現

状の理解 

20%   10%  10%  40% 
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(ii) 国際経済学の基本理

論の理解 

20%   10%  10%  40% 

(iii) 国際経済への提言 5%   10%  5%  20% 

フィードバックの方法 レポートについてはコメントを行い討論のベースとして紹介する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

国際経済の表面、現状、現象をみて理解しつつも、その背後にある本質、底流を見抜き、独自の考え

を提示できるような強力な思考力を、身に付けてもらうような授業を今後も志向する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・グローバ

ル資本主義経済の発展過程 

 グローバル資本主義の発展プロセ

スに関するレポート作成 

90 分 

2 
世界のエリア分析の手法 配布学習ノー

ト・課題資料 

エリア分析の手法、Past- Present-

Future-Think の応用問題 

90 分 

3 
エリア・スタディⅠ（中国） 配布学習ノー

ト・課題資料 

中国経済の未来予測のレポート  120 分 

4 
エリア・スタディⅡ（南アジア） 配布学習ノー

ト・課題資料 

南アジアの未来予測のレポート 120 分 

5 
エリア・スタディⅢ（中東） 配布学習ノー

ト・課題資料 

中東経済の未来予測のレポート 120 分 

6 
エリア・スタディⅣ（欧州） 配布学習ノー

ト・課題資料 

欧州経済の未来予測のレポート 120 分 

7 
エリア・スタディⅤ（米国） 配布学習ノー

ト・課題資料 

米国経済の未来予測のレポート 120 分 

8 
開放経済と外資導入 配布学習ノー

ト・課題資料 

外資導入の効果に関するレポート 90 分 

9 
外資導入と誘致インセンティ

ブ 

配布学習ノー

ト・課題資料 

独自の誘致インセンティブを考え

提言するレポートⅠ 

90 分 

10 
誘致インセンティブの国際比

較 

配布学習ノー

ト・課題資料 

独自の誘致インセンティブを考え

提言するレポートⅠ 

90 分 

11 
国際経済学の理論Ⅰ 配布学習ノー

ト・課題資料 

国際経済学理論の形成背景を調べ

るレポートⅠ 

90 分 

12 
国際経済学の理論Ⅱ 配布学習ノー

ト・課題資料 

国際経済学理論の形成背景を調べ

るレポートⅡ 

90 分 
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13 
国際経済学の理論Ⅲ 配布学習ノー

ト・課題資料 

通説の理論と現状のギャップを考

えるレポートⅠ 

90 分 

14 
国際経済学の理論Ⅳ  通説の理論と現状のギャップを考

えるレポートⅡ 

90 分 

15 
まとめ  人間・人類に幸福をもたらす国際経

済システムを提言するレポート 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。講義内容をベースにして、独自に調査、考察しレポートを作成す

るなかで本質を見抜き、独自に提案できる思考力を伸ばす。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域経営（Regional Management） 

392072-14120 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

少子高齢化・生産年齢人口の減少などを背景に、都市と地方の格差が次第に拡大し、地方衰退の流れ

が加速している。一方、私たちが「政（まつりごと）」を委託している行政が、行財政の効率化のもと、

地域の全ての課題に対処することができないことも事実である。その結果、解決策を地方自治体に求

めるのではなく、住民の手で課題・困難に対処しなければならないケースが多く生じている。 

そこで、本講義では、まず市町村合併の背景・その後の変化等を学ぶことで、地方行政の現状を理解

する。その上で、地域の課題解決・活性化のために、行政・私たち地域住民は何が可能なのか、また

どのような取組み方法があるのかについて、具体的な事例を紹介する過程を通じて理解する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「地域活性化論」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)「平成の大合併」と地方財政の現状を理解・説明することができる。 

(ii) 行政による地域活性化手法を理解・説明することができる。 

(iii) 地域資源を活用した、農商工連携を説明し、具体策を構築することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 
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⑦ 参考図書・指定図書 

山内道雄 岩本悠 田中輝美（2015）『未来を変えた島の学校』岩波書店 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i) 平成の大合併と地方財

政の現状の理解・説明 

20％  6％ 8％  2％  36％ 

(ii) 行政による地域活性

化手法の理解・説明 

20％  6％ 8％  2％  36％ 

(iii) 地域資源を活用した

農商工連携の説明と具体

策の構築 

20％  3％ 4％  1％  28％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等につ

いて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

行政による地域活性化を考えるべく、多くの全国・県内の事例を紹介する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

都市と地方の格差 

筆記用具 講義の復習 

都市と地方の格差 

90 分 

2 
人口減少 筆記用具 講義の復習 

人口減対策 

90 分 

3 
人口減少対策の先進事例 筆記用具 講義の復習 

市町村合併の必要性 

90 分 

4 
平成の大合併とその背景 筆記用具 講義の復習 

市町村合併のメリット・デメリット 

90 分 

5 
合併後の変化 筆記用具 講義の復習 

周辺市町村の活性化策 

90 分 

6 
住民自治の事例紹介 筆記用具 講義の復習 

地域活性化に向けた取組み 

90 分 
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7 
NPOとは 筆記用具 講義の復習 

県内 NPO法人の概要 

90 分 

8 
NPOの現状と課題 筆記用具 講義の復習 

NPO法人の立ち上げ 

90 分 

9 
◆地域おこしと産学連携 

（予定） 

筆記用具 講義の復習 

講義内容のレポート作成 

90 分 

10 
島根県海士町①地域産品ブラ

ンド化 

筆記用具 講義の復習 

I ターン・U ターンの推進策 

90 分 

11 
島根県海士町②島前高校 筆記用具 講義の復習 

廃校の活用方法 

90 分 

12 
農商工連携とは 筆記用具 講義の復習 

県内の農商工連携事例 

90 分 

13 
農商工連携事例①富山県氷見

市 

筆記用具 講義の復習 

県外の農商工連携事例 

90 分 

14 
農商工連携事例②北海道江別

市 

筆記用具 講義の復習 

農商工連携の成功のポイント 

90 分 

15 
農商工連携のポイント 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

・毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義に加えて、学生の知識のアウトプ

ットも重視し、知識の定着を目指す。 

・前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこ

とで、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

県内外の地域活性化事例に触れ、各種レポート作成に携わった経験を生かし、地域を活性化した具体

的な事例を分かりやすく紹介する。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

マネジメント１(Management1) 

392073 -14300 
担当教員 

丸山 一郎 

（マルヤマ イチロウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

チェーンストア経営システムを構築し運営していくための実務行動原則を学ぶが、他の産業や各種社

会的活動の基本ともなる。世の中にはマネジメントに関する書物が多いが具体的な内容に乏しい。つ

まり実務的ではないのが実態である。授業ではチェーンストア(物販、飲食、サービス等)におけるマ

ネジメントの手法、組織運営、マニュアルづくりや、あるべき経営効率を具体的に解説する。 

また、マネジメントとは二つの面を含んだ言葉であることを理解する。一つは作業内容を変えてしま

うこと。つまり方法の変更であることを理解する。二つ目に数値を変えるために楽に実行する仕組み、

すなわち良い習慣づけが出来ること、更には具体的な経営効率数値を理解する。 

人間の健康診断と同様に企業の健康診断は経営効率数値の分析である。つまり、企業のマネジメント

力は「販売費及び一般管理費率」に反映され、労働生産性にも大きな影響を与えることを理解する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

1．レジメと課題レポートは毎回 Google classroom 内に配布する。 

2．学生による課題レポートの提出は Google classroom を使い提出する。 

3．チェーンストア企業の最新情報を毎回の授業にて学習する。 

4．GMS、SM、HC、Dg.S、H.Fu.S を主に実際に現地に赴き店舗を視察分析し、レポートにて報告。 

優秀レポート提出者による発表を実施する。 

5．国内上場チェーンストア企業の最新有価証券報告書からセグメント別にマネジメントの実態を分

析。また IKEA、STARBUCKS、WALMART など海外のチェーンストア企業も分析する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

マーケティング入門、マーケティング 1、2、流通論入門、 

流通論、簿記入門、販売戦略、販売管理 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)チェーンストア理論と用語を理解する。 

(ii)マネジメント手法、組織運営、マニュアル作りを理解する。 

(iii)経営効率数値を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

1．渥美 俊一(2010)『チェーンストアのマネジメント』実務教育出版  
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2．毎回の授業でレジメを配信する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

1．渥美 俊一(2008)『チェーンストア経営の原則と願望』実務教育出版 

2．松井 忠三(2015)『図解 無印良品は、仕組みが 9 割』角川書店 

3．森田 松太郎(2004)『ビジネス・ゼミナール 経営分析入門』日本経済新聞社 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   50％    100％ 

(i) チェーンストア理論が分かる 10％   10％    20％ 

(ii) マネジメント手法が分かる 20％   20％    40％ 

(iii) 経営効率を理解する 20％   20％    40％ 

フィードバックの方法 小レポートについては、評価・考察を行い、フィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

1．今年度も業種に偏りのない様々な国内外の企業を取上げる。業種特性や企業ごとの戦略の違いを

理解する。 

2．テキスト、参考書の経営効率計算公式は何故か難しい表現になっている。授業で用意するレジメで

は理解し易い表現に努めている。例えば「変動費」は原価、１－(変動費÷売上高)は売上総利益率であ

り、荒利益率のこと。また、損益分岐点比率の計算公式では分かり易く式を再現し、可動式グラフを

使い分岐点比率を構成する各要素の働きと、企業の業績に与える影響力と対策を解説する。 

3．人間の健康診断と同様に企業の健康診断は経営効率数値分析である。つまり、企業のマネジメント

力は効率数値に反映される事を理解する。例えばマネジメント力は「販売費及び一般管理費率」に反

映され、労働生産性にも大きな影響を与える。 

4．毎回新鮮でワクワクする授業を心掛け、チェーンストア企業の最新情報なども提供する。 

5．分析する企業は国内外の多様な業種の中から抽出し、シラバスに記載した企業以外の企業も積極

的に取上げる。 

6．授業に対する積極性(出席回数含め)や小レポートに対する真剣な取組みを大いに評価する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

「イントロダクション」 

・チェーンストア理論を学ぶ 

・企業の引越し作業に於ける 

マネジメントを考える。 

・グループワーク第１回目 

 

 

・チェーンストア理論と用語の事前

学習 

60 分 
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2 

「マネジメントの原則」 

・小レポートの講評 

テキスト 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・マネジメントの原則、手順、本質、

評価と考課、科学的経営の理解 

60 分 

3 

「企業文化」 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・チェーンストアが目指す倫理的企

業文化の理解 

60 分 

4 

「チェーンストアにおける行

動の意味」 

・小レポートの講評 

・チェーンストア企業数値分析 

テキスト 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・チェーンストアにおける行動の意

味を理解する 

60 分 

5 

「ウイークリー・マネジメン

ト」 

・小レポートの講評 

・IKEA の TQM、P/L,B/S 分析 

テキスト 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・チェーンストアのウイークリー・

マネジメントの理解 

60 分 

6 

「マネジメントの手法」 

・都内 SM の TQM を学習 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・マネジメントの手法の理解 

60 分 

7 

「マネジメントの着眼点 

 分配率管理を学ぶ」 

・コメリ、ココカラファイン、 

 アクシアルリテイリング、ほ

か企業の決算数値分析 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・マネジメントの着眼点の理解 

・経営効率計算公式の理解 

・参考書「経営分析入門」を使い 

 計算公式を理解する 

60 分 

8 

「マネジメントの進め方」 

・上場チェーンストア企業の 

決算数値分析 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・マネジメントの進め方の理解 

・経営効率計算公式の理解 

・参考書「経営分析入門」を使い 

 計算公式を理解する 

60 分 

9 

「不振の克服策・体質手術の進

め方」 

・すかいらーく HD の決算情報

から不振の克服策を学ぶ 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・不振の克服策の理解 

・すかいらーく HD の 2020 年度決

算資料の読み込み 

・経営効率計算公式の理解 

・参考書「経営分析入門」を使い 

 計算公式を理解する 

60 分 
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10 

「チェーンストアのシステム

づくりと組織運営」 

・クスリのアオキ他チェーンス

トア企業の組織を分析 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・チェーンストアのシステムづくり

と組織運営の理解 

・チェーンストア企業 1 社選び組織

図を分析→授業に持参 

60 分 

11 

「マニュアルの意味とつくり

方」 

・第 1 回授業にある引越し作業

のマニュアルを作成してみ

よう！ 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・マニュアルの意味とつくり方を理

解する 

・第 1 回授業のグループワークを基

にして事前にマニュアル案を作

ってみる！ 

60 分 

12 

「アウトプット・マネジメン

ト」 

・業態別上場チェーンストア企

業の決算情報から経営を分析 

・グループワーク第２回目 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・上場チェーンストア企業の 

2020 年度決算情報数値を分析 

・経営効率計算公式の理解 

・参考書「経営分析入門」を使い 

 計算公式を理解する 

60 分 

13 

「あるべき経営効率」 

業態別チェーンストア企業

の決算情報から経営を分析 

・グループワーク第３回目 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題、小レポートの取組み」 

・あるべき経営効率の理解 

・上場チェーンストア企業の 

2020 年度決算情報数値を分析 

・経営効率計算公式の理解 

・参考書「経営分析入門」を使い 

 計算公式を理解する 

60 分 

14 

「コメリの 1200 店舗マネジメ

ントシステム」 

・小レポートの講評 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

「予習課題への取組み」 

・コメリ HP、決算情報などあらゆ

るコメリ情報を読む 

60 分 

15 

「まとめ」 

・チェーンストア最新情報 

テキスト 

電卓 

小レポート 

 

 

 

 

 

・テキスト、レジメ全資料の振返り 60 分 
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⑪ アクティブラーニングについて 

1．グループワークを３回実施する。グループは課題企業の経営状況を分析、発表し、質疑応答を受け

る。メンバーは積極的に参加し、毎回必ず全員が発表する。また、グループワークでは「自他評価表」

を使い、他のグループの発表内容を評価するだけではなく、自身のグループも評価する。 

2．課題の下、現地店舗の観察分析判断そしてレポート提出。優秀レポート数名を発表する。 

3．有価証券報告書、決算説明会資料を分析し、レポートを提出する。 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

1．1977年のコメリホームセンター1号店開店の前年から 1100店舗に至る迄の間、店舗用地開発、建

設を中心に業務に当たる。他にも店頭販売、店長、商品部バイヤー、販売促進、リフォーム事業部や

再生可能エネルギービジネスプロジェクト、他新規事業プロジェクトの立ち上げ等、執行役員として

多くの部署で実務を担当。 

2．2013 年より長野県松本市、アルピコホールディングス(旧松本電鉄)の中核企業であるスーパーマ

ーケット、株式会社アップルランド(現株式会社デリシア)にて常務取締役開発本部長として店舗開発

部署を統括した。   

3．2017 年 7 月からは福井県の東証一部上場ドラッグストア企業、ゲンキー株式会社にて建設部長と

して店舗建設コスト削減企画他、物流センター及びプロセスセンター建設企画等の実務を中心に担

当。他にも用地開発、テナント誘致、メンテナンス業務を担当。 

4．2017年 2月韓国大手企業である CJグループとコンサル業務契約を締結。同社における新規事業開

発に関するコンサル業務を韓国ソウル本社にて実施。 

実務経験と授業科目との関連性 

ホームセンター、スーパーマーケット、ドラッグストア等、多岐に渡るチェーンストア業態での商品

部バイヤー、販売担当者、店長、店舗開発、建設、新規 PJ リーダーの実務経験を基にして、テキス

ト、決算資料、最新企業情報などを使い、現場経験を交えて具体的に経営管理(マネジメント)を解説

する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

文書処理ソフト利用技術（Word Processing 

Software Application Technology) 

392074-14700 
担当教員 

髙梨 俊彦 

（タカナシ トシヒコ）

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

高島 幸成 

（タカシマ コウセイ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
4 配当年次 2 年次 開講期 前期 2 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

文書処理ソフトを利用した文書作成能力は、どのようなビジネス現場においても必要とされる。実務

においては文字入力速度や正確さだけではなく、いかに効果的な資料、企画書の作成が出来るかが求

められる。本授業では、文書処理ソフト Microsoft Word の機能を活用し、ビジネス社会のニーズに

即した文書処理の知識と技能を学ぶ。本授業は「Word 文書処理技能認定試験１・２級」に対応して

いる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

知識問題は講義形式で実技問題は実習形式で進めていく。コンピュータを使った実習形式であるた

め、テキストは必ず購入して授業に持参すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「コンピュータリテラシー１」の単位を取得しているか、単位を認定されていること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) パソコン、ワープロ、ビジネス文書に関する実践的な技能を有している。 

(ii) Microsoft Word を用いて通常のビジネス文書処理を行うことができる。 

(iii) Microsoft Word を用いて高度なビジネス文書処理を行うことができる。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会(2016)『Word 文書処理技能認定試験 1･2 級問題集

(2016 対応)(第 2 版)』サーティファイ 

⑦ 参考図書・指定図書 
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株式会社ウイネット(2016)『Word2016 クイックマスター(応用編)(第 1 版)』ウイネット 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 15%   20%  100% 

(i) パソコン、ワープロ、

ビジネス文書に関する実

践的な技能を有している 

10% 5% 5%   10%  30% 

(ii) Microsoft Wordを用い

て通常のビジネス文書処

理を行うことができる 

30% 5% 5%   5%  45% 

(iii) Microsoft Word を用

いて高度なビジネス文書

処理を行うことができる 

10% 5% 5%   5%  25% 

フィードバックの方法 小テストは採点後、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認できる課題を通して、確実に知識・技能の習得を目指す。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
文書作成基礎・実技「デジカメ

プリントサービス」入力 

教科書、筆記用

具 

1 年次「コンピュータリテラシー１」

全般の復習 

60 分 

2 
実技「デジカメプリントサービ

ス」編集・知識「改行時の処理」 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.38～43・p.12 の予習、復

習課題の提出 

60 分 

3 
実技「ペットと楽しく生活す

る」入力・知識「書式設定」 

教科書、筆記用

具 

教科書 47～48・p.7～9 の予習、復

習課題の提出 

60 分 

4 

実技「ペットと楽しく生活す

る」編集・知識「ショートカッ

トキー」 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.49～59・p.15～22 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

5 
実技「サマーキャンペーン」・

知識「文書編集」 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.60～67・p.14～19 の予習、

復習課題の提出 

60 分 
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6 
実技「ウェディングプラン」・

知識「段落書式」 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.78～85・p.10～11,13 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

7 
実技「田舎暮らし」・知識「罫

線と表」 

教科書、筆記用

具 

教科書p.94～103・p.23～28の予習、

復習課題の提出 

60 分 

8 
実技「DVD 通信講座」・知識「オ

ブジェクト」 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.112～119・p.29～32 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

9 
実技「西の森公園便り」 教科書、筆記用

具 

教科書 p.129～136 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

10 
実技「食について考える」 教科書、筆記用

具 

教科書 p.182～191 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

11 
実技「求職者用説明資料」 教科書、筆記用

具 

教科書 p.198～206 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

12 
実技「快眠のすすめ」 

2 級模擬問題演習 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.212～221 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

13 
実技「NPO 法人について」 教科書、筆記用

具 

教科書 p.234～242 の予習 60 分 

14 
実技「フリーマーケット報告

書」 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.254～262 の予習 60 分 

15 
実技「太陽系と惑星探査」 教科書、筆記用

具 

教科書 p.275～283 の予習 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。出題した課題の内容を基に、各回の始めに課題の評価・考察を行

い、学修内容をフィードバックする。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

プレゼンテーションソフト利用技術

（Presentation Software Application 

Technology） 

392075-14700 
担当教員 

髙梨 俊彦 

（タカナシ トシヒコ）

坂井 一貴 

（サカイ カズタカ） 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

高島 幸成 

（タカシマ コウセイ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

プレゼンテーションでは、企画やアイデアなどの特定のテーマについて、限られた時間の中でその目

的や必要な情報を相手にわかりやすく伝えることが重要である。プレゼンテーション資料の作成を支

援するソフトウェアの一つである Microsoft PowerPoint は、企業内の企画会議や顧客への提案活動

などに積極的に利用されている。本授業では、PowerPoint を用いた効果的なプレゼンテーション資

料の作成を行うための知識および技能を学ぶ。「PowerPoint プレゼンテーション技能認定試験 上級」

に対応している。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

知識問題は講義形式で実技問題は実習形式で進めていく。コンピュータを使った実習形式であるた

め、テキストは必ず購入して授業に持参すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) Microsoft PowerPoint に関する基礎的な技能を有し、標準的なプレゼンテーションを作成するこ

とができる。 

(ii) Microsoft PowerPoint に関する実践的な技能を駆使して、効果的なプレゼンテーションを作成す

ることができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 
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サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会(2019)『PowerPoint プレゼンテーション技能認定

試験問題集(2016 対応)(第 2 版)』サーティファイ 

⑦ 参考図書・指定図書 

株式会社ウイネット(2016)『PowerPoint2016 クイックマスター(第 1 版)』ウイネット 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 15%   20%  100% 

(i) Microsoft PowerPoint

に関する基礎的な技能を

有し、標準的なプレゼンテ

ーションを作成すること

ができる 

20% 5% 5%   10%  40% 

(ii) Microsoft PowerPoint

に関する実践的な技能を

駆使して、効果的なプレゼ

ンテーションを作成する

ことができる 

30% 10% 10%   10%  60% 

フィードバックの方法 小テストは採点後、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認できる課題を通して、確実に知識・技能の習得を目指す。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
PowerPoint の基本操作 教科書、筆記用

具 

PowerPoint の基本操作と教科書

p.4～5 の復習 

60 分 

2 
実技｢Hill Top Castle 雪が丘｣ 教科書、筆記用

具 

教科書 p.6～10 の予習、復習課題の

提出 

60 分 

3 
実技｢ぬいぐるみ工房｣入力・知

識｢書式設定｣ 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.13～15・p.84～85 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

4 
実技｢ぬいぐるみ工房｣編集・知

識｢編集｣ 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.16～19・p.97～99 の予習、

復習課題の提出 

60 分 
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5 
実技｢秋の寄せ植え講座｣・知識

｢検索・置換｣ 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.22～30・p.100～101 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

6 
実技｢エジプト旅行記｣・知識

｢罫線と表｣ 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.34～39・p.102～106 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

7 
実技「インターネット利用率調

査結果」・知識｢オブジェクト｣ 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.42～49・p.107～111 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

8 
実技「健康な生活のために」入

力 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.121～124 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

9 
実技「健康な生活のために」編

集 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.125～130 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

10 
実技「Atelier K」入力 教科書、筆記用

具 

教科書 p.134～137 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

11 
実技「Atelier K」編集 教科書、筆記用

具 

教科書 p.138～142 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

12 
実技「ブライダルフェア」入力 教科書、筆記用

具 

教科書 p.146～152 の予習、復習課

題の提出 

60 分 

13 
実技「ブライダルフェア」編集 教科書、筆記用

具 

教科書 p.153～157 の予習 60 分 

14 
上級模擬問題演習 教科書、筆記用

具 

上級模擬問題準備学習 60 分 

15 
実技「システム提案書」 教科書、筆記用

具 

教科書 p.170～178 の予習 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。出題した課題の内容を基に、各回の始めに課題の評価・考察を行

い、学修内容をフィードバックする。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 概 論 (Introduction to 

Information Security) 

392076-14700 

担当教員 
吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL  

 

① 授業のねらい・概要 

コンピュータとインターネットは、今では欠かせないものです。しかし、コンピュータウイルス感染

や詐欺、個人情報の流出などの様々な脅威にさらされています。 

コンピュータウイルスやネットワークにおけるセキュリティの基本をふまえたうえで、一般利用者と

して必要なセキュリティ対策の基本を学んでいきます。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

テキストに沿って行います。授業時は必ず参照できるようにすること。 

授業内容を復習し，リスクとセキュリティ対策を理解すること。 

各自の所有するパソコン、スマートフォン等に対策を行うこと。 

情報セキュリティ関連の最近のニュースを調べること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

コンピュータネットワークの利用について，以下の項目を目的とします． 

(i) どのようなリスクがあるのか理解する 

(ii) 被害を受けないためのセキュリティ対策の知識を持つ 

(iii) 被害を受けたときの対応を身につける 

⑥ テキスト（教科書） 

独立行政法人情報処理推進機構『情報セキュリティ読本 五訂版 -IT 時代の危機管理入門-』（実教出

版株式会社） 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 



2 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60% 20%    20%  100% 

(i) どのようなリスクがあ

るのか理解する 

20% 7%    7%  34% 

(ii) 被害を受けないため

のセキュリティ対策の知

識を持つ 

20% 7%    7%  34% 

(iii) 被害を受けたときの

対応を身につける 

20% 6%    6%  32% 

フィードバックの方法 小テストの内容について解説を行い、間違いの多かった点は授業内で復

習を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

情報セキュリティ関連の最近のニュースを紹介することで、情報セキュリティが身近な出来事である

ことを実感させる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

授業の進め方 

情報セキュリティにおける被

害事例 

 1-1 情報セキュリティにおける被害

事例の整理・復習 

30 分 

2 
危険の認識と対策 テキスト 1 章今日のセキュリティリスクの整

理・復習 

60 分 

3 
情報セキュリティとは 

外部のリスク要因 

テキスト 2-1 情報セキュリティとは，2-2  

外部のリスク要因の整理・復習 

60 分 

4 
内部のリスク要因 テキスト 2 章情報セキュリティの基礎の整

理・復習 

60 分 

5 
マルウェア テキスト 3-1 マルウェアの整理・復習 60 分 

6 
共通の対策 テキスト 3-2 共通の対策の整理・復習 60 分 

7 
標的型攻撃と誘導型攻撃への

対策 

テキスト 3-3 標的型攻撃と誘導型攻撃への対

策の整理・復習 

60 分 

8 
前半のまとめ テキスト 前半の復習 90 分 
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9 
フィッシング詐欺への対策 テキスト 3-4 フィッシング詐欺への対策の整

理・復習 

60 分 

10 
ワンクリック不正請求への対

策 

テキスト 3-5 ワンクリック不正請求への対策

の整理・復習 

60 分 

11 
スマートフォンの脅威と対策 テキスト 3-6 スマートフォンの脅威と対策の

整理・復習 

60 分 

12 
無線 LAN に潜む脅威とその対

策 

テキスト 3 章見えない驚異とその対策の整

理・復習 

60 分 

13 
アカウント，ID，パスワード テキスト 5-1 アカウント，ID，パスワードの

整理・復習 

60 分 

14 
暗号とディジタル署名 テキスト 5-5 暗号とディジタル署名の整理・

復習 

60 分 

15 
情報セキュリティ関連の法規 テキスト 6-1 情報セキュリティ関連の法規の

整理・復習．全体の振り返り． 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の終わりに演習問題を課し、回答を提出させることで、理解

できていない部分を確認し、学修にフィードバックする。次回の始めに前回の演習問題の解説を行い、

知識の定着をはかる。 

6 回程度の小テストを行い、理解を深めるための解説を行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

社会福祉概論（Introduction to Social Welfare）

392079-14400 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 外部講師招聘科目 / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

社会福祉の現状・制度や政策を幅広く、さらに総合的に学修することにより、今後の福祉政策の課題

について理解するとともに、福祉現場の専門職を招聘して実際の現場がどのような現状なのかについ

ても学修することを目的とする。さらに具体的な改善策を提言することを目標とする。授業では、社

会福祉の基本理念や歴史のほか、制度のしくみ・しごと、援助方法、福祉教育や専門職について学修

する。さらに、高齢者福祉、障がい者福祉、生活保護、子ども家庭福祉、地域福祉の各領域の現状と

課題を明らかにする。学修内容の理解を深めるために視聴覚教材を用いたり、外部講師を招聘する。

社会福祉主事任用資格に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュニケーション能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートや小テストを実施して、フィ

ードバックを行う。そのために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

社会学、ボランティア論、家族社会学、高齢者と社会政策の単位を取得していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会福祉を取り巻く状況や歴史を理解する。 

(ii) 社会福祉の法律や財政を理解する。 

(iii) 社会福祉の機関と施設・援助方法を理解する。 

(ⅳ) 個別の社会福祉施策を理解する。 

(ⅴ) 社会福祉を支える人々やこれからの課題を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

山縣文治・岡田忠克(2016)『よくわかる社会福祉（第 11 版）』ミネルヴァ書房 

⑦ 参考図書・指定図書 

授業において紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 20％  20％  10％  100％ 

(i) 社会福祉を取り巻く状

況や歴史を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(ii) 社会福祉の法律や財

政を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(iii) 社会福祉の機関と施

設・援助方法を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(ⅳ) 個別の社会福祉施策

を理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

(ⅴ ) 社会福祉を支える

人々やこれからの課題を

理解する 

10％ 4％  4％  2％  20％ 

フィードバックの方法 小レポートはプレゼンテーションを行い、小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

社会福祉主事任用資格の取得及び福祉住環境コーディネーターを目指すなど、公務員や福祉関係の職

業を希望している学生は必ず受講してもらいたい。小レポートと小テストを合わせて、７回程度行う。

外部講師招聘時は予習として課題を提示する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
社会福祉の基本概念 テキスト 社会福祉の考え方やライフステー

ジごとの課題を理解 

３０分 

2 
社会福祉をとりまく状況 テキスト 少子高齢化・家族・地域社会の変化

を理解 

６０分 

3 
社会福祉の歴史と展開 テキスト 社会福祉の歴史と諸外国の動向を

理解 

６０分 

4 
社会福祉の仕組みと運営(1) テキスト 社会福祉の法律と仕組みを理解 ６０分 

5 
社会福祉の法律と仕組みを理

解 

テキスト 社会福祉サービスの利用と提供シ

ステムを理解 

６０分 

6 
社会福祉の機関と施設(1) テキスト 福祉事務所と児童相談所を理解 ６０分 
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7 
社会福祉の機関と施設(2) テキスト 社会福祉協議会と社会福祉法人を

理解 

６０分 

8 
小テスト 自筆ノート １回～７回目授業のまとめ ６０分 

9 
社会保障・公的扶助 テキスト 生活保護や医療制度・年金制度を理

解 

６０分 

10 
子ども家庭福祉 テキスト 子ども・子育て支援制度や児童福祉

施設を理解 

６０分 

11 
高齢者福祉 テキスト 介護保険制度や地域ケアシステム

を理解 

６０分 

12 
障害者福祉 テキスト 障害者総合支援法や障害者プラン

を理解 

６０分 

13 
地域福祉 テキスト 地域の組織化やまちづくり・地域福

祉計画を理解 

６０分 

14 
社会福祉を支える人たち テキスト 社会福祉専門職と民生委員児童委

員を理解 

６０分 

15 
小テスト 自筆ノート ９回～14 回目授業のまとめ ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小レポートや小テストを実施して、フィードバックを行う。その

ために協同学修型 AL では、グループワーク、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、社会福祉六法の基本的支援や政策、対

象者別の意義や目的、活動内容や影響力、さらに活動における課題を学生に伝えることができる。 

たとえば、生活保護制度の最低基準算定、救護施設での支援、ＤＶにおける保護施設の対応、介護保

険制度などの必要性を伝えることができる。さらに実体験として地域住民主体の放課後子ども教室の

必要性も伝えることができる。 

また、介護保険計画や高齢者保健福祉計画においても、介護の現状と課題・問題点が明記されている。

それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き

出す能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

住環境福祉論 1(Housing Environment for 

Elderly and Disabled People 1） 

392080-14400 

担当教員 
米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

高齢者・障がい者が暮らしやすい生活環境、健康で自立したい生活、安全・安心・快適な住まいや地

域社会を理解するとともに、バリアフリーの必要性を習得することを目的とする。また、福祉住環境

コーディネーター３級資格相当の知識を身につけ検定試験合格を目標とする。 

福祉住環境コーディネーターの基礎知識として習得しなければならない少子高齢化の現状や高齢

者・障がい者の特性、安全・安心・快適な住まいなどについて学ぶ。福祉住環境コーディネーター３

級資格に対応した、基礎レベルの科目である。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小テストを実施して、フィードバックを

行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 高齢者や障がい者が暮らしやすい生活環境を理解する。 

(ii) 高齢者や障がい者の健康や自立した生活を理解する。 

(iii) バリアフリーとユニバーサルデザインを理解する。 

(ⅳ) 安全・安心・快適な住まいの整備を理解する。 

(ⅴ) 安心できる住生活とまちづくりを理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

東京商工会議所(2019)『福祉住環境コーディネーター検定試験３級公式テキスト改訂 5 版』東京商工

会議所 

⑦ 参考図書・指定図書 

授業において紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 50％      100％ 

(i) 高齢者や障がい者が暮

らしやすい生活環境を理

解する 

10％ 10％      20％ 

(ii) 高齢者や障がい者の

健康や自立した生活を理

解する 

10％ 10％      20％ 

(iii) バリアフリーとユニ

バーサルデザインを理解

する 

10％ 10％      20％ 

(ⅳ) 安全・安心・快適な

住まいの整備を理解する 

10％ 10％      20％ 

(ⅴ) 安心できる住生活と

まちづくりを理解する 

10％ 10％      20％ 

フィードバックの方法 小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストは関連科目のテキストとしても使用する。必ず購入の上、毎回の授業に持参すること。福祉

住環境コーディネーター３級検定試験を受験することを基本とする。授業外での学修が少ない傾向に

あるため、次回の授業範囲を告知し、事前に範囲内を読んでくるように指導するとともに、授業時に

重要な項目を説明してもらう。住環境整備の企業に就労する場合は資格取得することを推奨する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション 

少子高齢社会と共生社会への

道 

テキスト 暮らしやすい生活環境を考察する 

少子高齢社会を理解 

 

３０分 

2 

福祉住環境整備の重要性・必要

性・在宅生活の維持とケアサー

ビス 

テキスト 日本の住環境の問題点を理解 

介護保険制度と障害者総合支援制

度を理解 

６０分 

3 
小テスト テキスト １回～２回目授業のまとめ ６０分 

4 
高齢者の健康と自立・障害者が

生活の不自由を克服する道 

テキスト 老化のとらえ方や運動・健康を理解 

障害の種類やその要因を理解 

６０分 
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5 
小テスト テキスト ４回目授業のまとめ ６０分 

6 
バリアフリーとユニバーサル

デザイン 

テキスト バリアフリーとユニバーサルデザ

インの考え方を理解 

６０分 

7 
生活を支えるさまざまな用具 テキスト 共用品や福祉用具を理解 ６０分 

8 
小テスト テキスト ６回～７回目授業のまとめ ６０分 

9 
安全・安心・快適な住まい(1) テキスト 住まいの段差・手すり・建具を理解 ６０分 

10 
安全・安心・快適な住まい(2) テキスト 住まいのスペース・照明・冷暖房を

理解 

６０分 

11 
安全・安心・快適な住まい(3) テキスト 屋外・屋外の移動を理解 

排泄・入浴・清掃などを理解  

６０分 

12 
小テスト テキスト ９回～11 回目授業のまとめ ６０分 

13 
ライフスタイルの多様化と住

まい 

テキスト ライフスタイルと暮らし方の変化

を理解 

６０分 

14 
安心できる住生活・安心して暮

らせるまちづくり 

テキスト 住宅や住環境の整備を理解 

人にやさしいまちづくりを理解  

６０分 

15 
小テスト テキスト 13 回～14 回目授業のまとめ ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小テストを行い、学修の理解状況を把握する。小テストは採点後、

解説の時間を設ける。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、人間が住み続けることには、住環境を整備するこ

とでより快適により安全に生活できることを学生に伝えることができる。 

たとえば、普段使っているシャンプー・リンス・ボディソープの容器を選別すること、そこには障害

のある人もない人も通常使えるバリアフリーデザインなどの必要性を伝えることができる。さらに実

体験として普段から見慣れている社会環境にも目を向ける必要性も伝えることができる。 

また、高齢者保健福祉計画や障害者副計画においても、介護の現状と課題・問題点が明記されている。

それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き

出す能力を養うことができる。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

生活経済論 1 （ Personal Finance 1 ）  

392081-14500 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

社会生活を送るうえで欠かせない「お金」の問題を、ファイナンシャル・プランナー（FP）3 級相当

の知識を学び、自主的に考えてゆくことを狙いとする。「自分や家族の生活を守るために必要となっ

てくるお金はどれくらいか？」日常行動とお金の関わり、経済と個人の関わりも包括的に学ぶ。 

前期の「生活経済論 1」では FP3 級技能士試験の学科試験形式を主に取り上げる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力／職業人として通用する能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

原則として FP3 級技能士の過去問錬成や基本書の重要事項の解説、事例紹介を中心に授業を行う。 

授業で取り上げる問題は過去問主体で、似たようなパターンが繰り返し何度も出題されている。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「生活経済論 1」と「生活経済論 2」の 2 つの科目で、FP3 級の学科試験・実技試験の内容を網羅し、

錬成を重ねることで FP3 級合格水準達成を目指す。2 つの科目を合わせて履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会人になる前に給与や控除などの基本的なお金の知識を身に付ける 

(ii) 税金のしくみや資産の運用、リスク管理を自分の人生設計に役立てる 

(iii) FP3 級に合格することを目指す（試験は年 3 回、5 月・9 月・1 月） 

⑥ テキスト（教科書） 

「生活経済論 1」と「生活経済論 2」は共通のテキストを用いる。 

滝澤ななみ『みんなが欲しかった！FP の教科書 3 級 2021-2022』TAC 出版 

滝澤ななみ『みんなが欲しかった！FP の問題集 3 級 2021-2022』TAC 出版 

＊年度毎の法改正や変更点もあるので注意する。2021 年 5 月頃に上記テキストが発売されるまでは、

授業の資料として各回プリントを配布する予定である。 

⑦ 参考図書・指定図書 

前田 信弘『一発合格！マンガで攻略！FP 技能士 3 級 21-22 年版』ナツメ社 

前田 信弘『一発合格！マンガで攻略！FP 技能士 2 級 21-22 年版』ナツメ社 

両@リベ大学長『本当の自由を手に入れる お金の大学』(2020) 朝日新聞出版 

岩田 美貴『ゼロからスタート! 岩田美貴の FP3 級 1 冊目の教科書 2020-2021 年版』KADOKAWA 

岩田 美貴『ゼロからスタート! 岩田美貴の FP2 級 1 冊目の教科書 2020-2021 年版』KADOKAWA 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％  20％   30％  100％ 

(i) 基礎知識の体得 10％  5％   10％  25％ 

(ii) 基礎問題の練習 10％  5％   10％  25％ 

(iii) 過去問の錬成 30％  10％   10％  50％ 

フィードバックの方法 出席票兼解答用紙は、原則返却しない。質問は随時、授業で受け付ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

FP3 級は出題頻度の高い重要ポイントが明確で、実生活にも役立つ知識が多い。必修科目等で習った

知識との関連項目もあるので、何か資格取得を目指すなら是非にも勧めたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション～ 

お金と信用のとても大切な話 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

2 
ライフプランニングとは？① 

どれくらいお金がかかるのか 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

3 
ライフプランニングとは？② 

人生における「路銀」を確保 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

4 
公的年金について知る 

各種年金の特徴と受給資格 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

5 
年金と税金とカードの利用 

自分が払った税金はどこへ？ 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

6 
リスクマネジメントとは？① 

それは助け合いから始まった 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

7 
リスクマネジメントとは？② 

公的保険と私的保険の特徴 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

8 
医療保険の体系としくみ 

病気やケガをした時の保障 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

9 
金融資産の運用とは？① 

お金がお金を生むしくみ 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

10 
金融資産の運用とは？② 

セーフティネットと関連法規 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

11 
タックスプランニングとは？ 

所得税の基本、各所得の計算 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 
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12 
不動産に関する法律と税金 

控除と事業継承について 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

13 
基礎法学①民法とお金 

民法の基礎的な知識 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

14 
基礎法学②商法・会社法とお金 

商法・会社法の基礎的な知識 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

15 
総括～前期内容の復習と試験

直前対策 

筆記用具、電卓 

テキスト問題集 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題の提出による学生参加型 AL を採用する。毎回のテーマに即した問いかけを行って、寄せられた

結果について次回以降に解説と考察を行い、学修内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

初級簿記演習（Seminar on Bookkeeping） 

392082-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は簿記入門 1・2の実践科目として、日商簿記 3級の合格を目指す演習科目である。下記の教科

書（トレーニング問題集）を利用し、演習ポイントについて解説を行ってから、各自演習問題を解い

てもらう。個別の質疑も対応する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

必ず下記のテキストを持参して授業に参加してください。毎回、テーマごとに演習ポイントを解説し

てから、演習問題を解いてもらう。なお、常に電卓を持参すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「簿記入門 1」、「簿記入門 2」。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)基本取引の仕訳ができる 

(ii) 試算表の仕組みを理解する 

(iii) 決算整理仕訳ができる 

⑥ テキスト（教科書） 

『合格トレーニング 日商簿記 3級 Ver.12.0』 TAC出版 2021年 3月 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％  60％     100％ 

(i) 基本取引の仕訳 10％  20％     30％ 
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(ii) 試算表の仕組み 20％  20％     40％ 

(iii) 決算整理仕訳 10％  20％     30％ 

フィードバックの方法 成績の評価は、期末テストの成績（40％）と毎回の演習問題に対する理解

度の総合評価で行う。授業内では演習問題を解説し、学習内容を再確認す

る。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

簿記習得の決めては復習することです。繰り返し問題を解くことにより、仕訳が頭の中に確実に固定

化されていきます。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
テーマ 01 簿記の基礎 

02 日常の手続き 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

2 
テーマ 03 商品売買Ⅰ 

04 商品売買Ⅱ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

3 
テーマ 05 現金・預金 

06 小口現金 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

4 
テーマ 07 クレジット売掛金 

08手形取引 09電子記録債権債務 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

5 
テーマ 10  

帳簿 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

6 
テーマ 11～13 

その他の取引Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

7 
テーマ 14 訂正仕訳 

テーマ 15 試算表Ⅰ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

8 
テーマ 16～19 

決算Ⅰ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

9 
テーマ 20～22 

決算Ⅱ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

10 
テーマ 23～24 

精算表Ⅰ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

11 
テーマ 25  

帳簿の締め切り 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

12 
テーマ 26 

損益計算書と貸借対照表 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 
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13 

テーマ 27～29 

株式の発行、剰余金の配当と処

分、税金 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

14 
テーマ 30 

証ひょうと伝票 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

15 
総合演習 

（過去問題演習） 

筆記用具、 

電卓 

総合演習問題を復習する 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

講義では、ポイントと解き方を説明しながら、演習問題を完成させ、理解を深めるようにする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

商業簿記１（Commercial Bookkeeping 1） 

392083-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

 1 年次配当の簿記入門では商品売買業における基本的な簿記を学んだ。商業簿記１・２では商品売

買業だけではなくサービス業における高度な簿記を学ぶ。日商簿記２級は商業簿記と工業簿記に大別

されるが、本講義は商業簿記について特に日常の取引に焦点を当てて学ぶ。日商簿記２級の対応科目

である。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間が限られているため、予習・復習が特に重要となる。検定試験合格のためにも、予習・復

習を欠かさないこと。授業前に配布するレジュメファイルを各自印刷し、予習すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 商業簿記２、工業簿記１・２と共に履修することが必要である。これらの科目とともに学ぶ事で製

造業を含めた簿記を体系的に理解できるようになる。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)日常の取引について、単なる暗記ではなく本質的に理解し、検定試験レベルの問題を解くことがで

きる。 

(ii)  

(iii)  

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

滝澤ななみ(2020) 『簿記の教科書 日商 2 級 商業簿記（第 9 版）』TAC 出版 

滝澤ななみ(2020) 『簿記の問題集 日商 2 級 商業簿記（第 9 版）』TAC 出版 

（いずれも改定版が出版された場合は最新版を使用する。） 

⑦ 参考図書・指定図書 

各年度に対応した過去問題集、予想問題集等。必要に応じて紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 日常の取引について、

単なる暗記ではなく本質

的に理解し、検定試験レベ

ルの問題を解くことがで

きる。 

80% 20%      100% 

(ii)          

(iii)          

フィードバックの方法 授業中のテストは採点して返却・解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

早い段階から検定レベルの問題に触れるようにして、早期の合格を目指す授業にしたい。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス・株式の発行 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読み全体像を理解する。配

布されるレジュメを完成させる。特

に株式発行における資本金の処理

（原則・例外）について注意する。 

90 分 

2 

剰余金の配当と処分 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に準備金積立額について注意

する。 

90 分 

3 

株主資本の計数変動・税金 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に消費税について税抜方式、

税込方式とも仕訳できるようにす

る。 

90 分 

4 

商品売買 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に棚卸減耗損や商品評価損を

伴う場合の精算表の記入まで理解

しておくこと。 

90 分 
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5 

電子記録債権債務・銀行勘定調

整表 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に銀行勘定調整表では不一致

の原因と処理を暗記ではなく理解

するように心掛けること。 

90 分 

6 

固定資産 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。固定資産の購入から減価償却、

売却（買い換え、除却、廃棄）まで

一連の流れとしてつかめるように

しておくこと。 

90 分 

7 

リース取引・研究開発費・無形

固定資産 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特にファイナンス・リース取引

については、利子込み法と利子抜き

法についてリース開始時から決算

時までの一連の流れを理解してお

くこと。 

90 分 

8 

有価証券 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。各種の有価証券について、購入

から決算そして売却までの一連の

流れを理解すること。 

90 分 

9 

引当金 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。各種引当金の種類と処理を理解

しておくこと。 

90 分 

10 

収益・費用 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に売上の計上基準は仕訳とい

うよりも第 2問や第 3問の総合問題

の位置資料として与えられるので、

単なるパターンではなく本質を理

解すること。 

90 分 

11 

外貨建取引 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に取引発生時と決裁時の為替

相場の変動による為替差損益につ

いて理解しておくこと。 

90 分 

12 
伝票と仕訳日計表 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。基本的には 3 級の復習である。 

90 分 

13 

精算表と財務諸表 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。損益計算書における 5つの利益、

貸借対照表における流動と固定の

分類、株主資本等変動計算書につい

90 分 
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て理解しておくこと。 

14 

問題演習 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

前期に学習した日常の取引につい

て本質的な理解を深め、例題レベル

の問題を解けるようにしておくこ

ろ。 

90 分 

15 

まとめ 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

前期に学修した日常の取引につい

て例題レベルを本質的に理解し、検

定レベルの問題が解けるようにし

ておくこと。 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。適宜小テストや課題等を行い、その解説を行うことで知識の定着

を図る。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

工業簿記１（Industrial Bookkeeping 1） 

392084-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

1 年次配当の簿記入門では商品売買業における基本的な簿記を学んだ。工業簿記では製造業における

簿記を学ぶ。本講義は日商簿記検定２級における工業簿記の範囲の中でも個別原価計算から単純総合

原価計算までを学ぶ。日商簿記２級対応科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間が限られているため、予習・復習が特に重要となる。検定試験合格のためにも、予習・復習

を欠かさないこと。授業前に配布するレジュメファイルを各自印刷し、予習すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

工業簿記２、商業簿記１・２と共に履修することが必要である。これらの科目とともに学ぶ事で製造

業を含めた簿記を体系的に理解できるようになる。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 個別原価計算、部門別個別原価計算を理解し、検定試験レベルの問題を解くことができる。 

(ii) 単純総合原価計算を理解し、検定試験レベルの問題を解くことができる。 

(iii)  

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

滝澤ななみ(2018) 『簿記の教科書 日商 2 級 工業簿記（第 5 版）』TAC 出版 

滝澤ななみ(2019) 『簿記の問題集 日商 2 級 工業簿記（第 8 版）』TAC 出版 

（いずれも改定版が出版された場合は最新版を使用する） 

⑦ 参考図書・指定図書 

各年度に対応した過去問題集、予想問題集等。必要に応じて紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 個別原価計算、部門別

個別原価計算を理解し、検

定試験レベルの問題を解

くことができる。 

40% 10%      50% 

(ii) 単純総合原価計算を

理解し、検定試験レベルの

問題を解くことができる。 

40% 10%      50% 

(iii)          

フィードバックの方法 授業中の小テストは採点して返却・解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

早い段階から検定レベルの問題に触れるようにして、早期の合格を目指す授業にしたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス、工業簿記の基礎 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読み工業簿記の全体像、お

よび原価の分類について理解して

おく。 

60 分 

2 

工業簿記一巡 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読み、特に「工業簿記にお

ける勘定の流れ」を確実に理解して

おく。 

60 分 

3 

材料費会計（実際原価） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に材料の消費単価の決定方法

をよく理解しておくこと。 

60 分 

4 

材料費会計（予定原価） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に差異の把握と有利不利の判

定を理解しておく。 

60 分 

5 

労務費会計（実際原価） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。賃金の前月・当月未払と当月支

払額の関係から消費額を求める方

法を理解しておく。 

60 分 
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6 

労務費会計（予定原価） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。実際原価の計算方法を復習し、

予定消費額との差異の把握を理解

しておく。 

60 分 

7 

経費会計 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。経費の分類と消費額の関係をよ

く理解しておくこと。 

60 分 

8 

製造間接費会計（実際原価） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。製造間接費の配賦方法（配賦率・

配賦額の計算）を理解しておく。 

60 分 

9 

製造間接費会計（予定原価） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。教科書 pp.308-310 を読んで製

造間接費の差異分析を概観してお

く。 

60 分 

10 

個別原価計算（原価計算表・勘

定の作成） 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

第 9 回までの内容を復習し、教科書

の個別原価計算の基本問題が解け

るようにしておく。 

60 分 

11 
個別原価計算（問題演習） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

問題集の費目別計算、個別原価計算

の問題が解けるようにしておく。 

60 分 

12 

部門別計算（直接配賦法） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。部門別配賦表だけではなく勘定

連絡を理解しておく（仕訳もできる

ように）。 

60 分 

13 

部門別計算（相互配賦法） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。直接配賦法と（2 級範囲の）相

互配賦法の違い、製造部門費の予定

配賦を勘定連絡とともに押さえて

おく。 

60 分 

14 

総合原価計算とは 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。単純総合原価計算について全体

像を掴んでおく 

60 分 

15 

単純総合原価計算 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書の単純総合原価計算の基本

問題が解けるようにしておく。な

お、問題集の問題を解くためにはの

仕損・減損の内容が不可欠である。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。適宜小テストや課題等を行い、その解説を行うことで知識の定



4 

 

着を図る。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

会計学 1（Accounting 1） 

392085-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 会計とは、特定組織の経済活動について貨幣額を用いて記録・計算し、その結果を報告するシステ

ムである。本講義ではそのなかでも企業が株主や債権者等に向けて報告をすることを目的とする財務

会計分野を扱う。会計と簿記は理論的側面と技術的側面で表裏一体のものであるが、会計学 1・2 で

は、理論的側面に絞って学んでいく。 

 会計学 1 では財務会計のシステムと基本原則を学んだ後、企業の資金調達から財務諸表の作成と公

開までの基本的な流れを中心に学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 を養う 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

適宜、企業会計基準等を参照するので、下記の参考図書（会計法規集）を持参するかスマートフォン

等により参照できるように準備しておくこと。できれば会計法規集は入手して欲しい。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

会計学 2 と共に履修すること。なお、本科目は会計（特に財務会計）について理論的側面から論じる

ものであり、技術的側面から論ずる簿記関係の科目（簿記入門１・２、商業簿記１・２、工業簿記１・

２等）と共に学ぶと良い。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 企業会計（特に財務会計）のシステムと基本原則が理解を理解し、説明できる。 

(ii) 企業の資金調達から仕入・生産活動、そして財務諸表の作成と公開までの基本的な流れを理解し、

説明できる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

桜井久勝・須田一幸（2020）『財務会計・入門（第 14 版）』有斐閣 

⑦ 参考図書・指定図書 

中央経済社編『新版 会計法規集』中央経済社 

桜井久勝『財務会計講義』中央経済社 いずれも最新版 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 企業会計（特に財務会

計）のシステムと基本原則

が理解を理解し、説明でき

る。 

20% 5%      25% 

(ii) 企業の資金調達から

仕入・生産活動、そして財

務諸表の作成と公開まで

の基本的な流れを理解し、

説明できる。 

60% 15%      75% 

(iii)          

フィードバックの方法 小テストについては適宜解説等を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

適宜、国税専門官試験の問題等に触れながら、内容の理解と定着が行われるようにしたい。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス 教科書 新聞の経済欄等で会計に関係があ

りそうな話題を読んでおく 

60 分 

2 

会計の種類と役割① 

（会計の種類、財務会計への法

規制） 

教科書 会計にはどのような種類があるの

か、そして財務会計にはどのような

規制があるのかをつかんでおく。 

60 分 

3 

会計の種類と役割② 

（財務会計の役割） 

教科書 企業の利害関係者とはどんな人達

か。その利害関係者にはどのような

情報要求があり、企業はそれにどう

応えるのかを考えておく。 

60 分 

4 

財務会計のシステムと基本原

則①（複式簿記の構造、損益計

算の方法） 

教科書 1 年生で学んだ簿記入門の内容、特

に仕訳から決算までの流れを簡単

に復習しておく 

60 分 

5 
財務会計のシステムと基本原

則②（会計基準） 

教科書、会計法

規集 

『会計法規集』などで「企業会計原

則」とはどんなものか調べておく 

60 分 
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6 

企業の設立と資金調達① 

（株式会社の設立、資金調達） 

教科書、会計法

規集 

株式会社の設立と資金調達がどの

ように行われるのかをつかんでお

く。 

60 分 

7 
企業の設立と資金調達② 

（社債） 

教科書、会計法

規集 

社債とは何か、社債にはどのような

種類があるのかを調べておく。 

60 分 

8 

仕入・生産活動① 

（営業循環、商品の仕入） 

教科書、会計法

規集 

営業循環とは何か、商品の仕入とそ

の評価、買入債務について調べてお

く 

60 分 

9 

仕入・生産活動② 

（製品の製造原価、人件費） 

教科書、会計法

規集 

原価計算とは何か、人件費にはどの

ような種類があるのかを調べてお

く 

60 分 

10 

販売活動① 

（売上の認識・測定、売上原価

の計算） 

教科書、会計法

規集 

収益はいつ認識し、どのようの測定

するのか、売上原価の計算はどのよ

うに行うのかを調べておく。 

60 分 

11 

販売活動② 

（売上代金の回収、棚卸資産の

期末評価） 

教科書、会計法

規集 

売上代金の回収方法、棚卸減耗費、

評価損について調べておく 

60 分 

12 
設備投資と研究開発① 

（固定資産、減価償却） 

教科書、会計法

規集 

固定資産の種類とその償却方法に

ついて調べておく 

60 分 

13 

設備投資と研究開発② 

（減損、研究開発活動） 

教科書、会計法

規集 

固定資産の減損とは何か、研究開発

費はどのように会計処理すべきか

について調べておく 

60 分 

14 

財務諸表の作成と公開① 

（財務諸表の体系、P/L、B/S） 

教科書、会計法

規集 

財務諸表にはどんなものがあるの

か、特に損益計算書と貸借対照表に

ついてその仕組みと表示方法を調

べておく 

60 分 

15 

財務諸表の作成と公開② 

（その他の財務諸表） 

教科書、会計法

規集 

P/L、B/S以外の財務諸表（キャッシ

ュ・フロー計算書を含む）について、

どのような種類あるのかを調べて

おく 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。進度に応じて、国税専門官の「会計学」過去問などを小テストと

して実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 
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実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

商品学入門（Introduction to Merchandise） 

392086-14500 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

小売業のマーチャンダイジングに関する 基礎的な理解を深め、初歩的な販売業務を遂行できる能力

を修得できるよう、講義、小テスト、配布 資料などを組み合わせ、体系的に学んでいく。毎日、習

慣的に行っている消費行動の場である小売業を「品揃え」の視点で捉えることで、小売業の仕組みを

理解することをねらいとする。リテールマーケティング（販売士）検定試験 3級「マーチャンダイジ

ング」科目に対応した科目である 。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う。 

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある。 

③ 時間配分は約 50 分 パワーポイントで説明しつつ、 配布された書き込み式の授業資料の空欄を

学生自ら埋めていく方法で進める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マーケティング入門」「流通論入門」「マーケティング 1 」「初級販売士演習」の 4 科目と併せて履

修することを強く推奨。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業のマーチャンダイジングに関する理論、概念などの基礎的な説明が知人・友人にできる 

(ii) 小売業のマーチャンダイジングに関する計算式、意味を説明できる 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。授業資料を適宜配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(基礎編)上巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(i) 理論、概念の説明 40％ 25％    10％  75％ 

(ii) 関連分野の計算、意

味 

10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 小テストや小論文を適宜実施。毎回解説・採点のうえ返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション  よく利用する小売店の商品構成（部

門レベル）を調べる 

60分 

2 
商品とは何か 配布資料 よく購入する商品のコンセプトを

考える（対象顧客、提供価値） 

60分 

3 

マーチャンダイジングの基本

的な考え方 

配布資料 チェーンストアにおける本部と店

舗のマーチャンダイジングサイク

ルを復習する 

60分 

4 
コンビニエンスストアにみる

マーチャンダイジングの実態 

配布資料 異なる CVS チェーンの同一品目（お

にぎり）の価格を比較する 

60分 

5 
商品計画とは何か 配布資料 品揃えの幅と深さを復習する 60分 

6 
業種・業態による商品構成の違

い 

配布資料 食品スーパー、ドラッグストアの商

品構成 （部門レベル）を比較する 

60分 

7 
棚割とディスプレイの実際 配布資料 お気に入り商品のフェイス数を調

べる 

60分 

8 
販売計画と仕入計画 配布資料 野菜・海藻、魚介類の支出額の月次

変動を調べる（家計調査年報） 

60分 

9 
発注の方式と物流 配布資料 発注方式の種類とメリット・デメリ

ットを復習する 

60分 

10 
在庫管理の理論 配布資料 在庫管理の二つの意味と商品回転

率交差比率の考え方を復習する 

60分 
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11 
販売管理の考え方 配布資料 販売管理の意味と販売分析の手法

を復習する 

60分 

12 
POSシステムの仕組み、活用法 配布資料 POSシステムの構成要素を復習する 60分 

13 
流通のインフラ、バーコードと

は 

配布資料 バーコードの仕組みを復習する 60分 

14 
価格設定の具体的な手法 配布資料 価格戦略と価格戦術、二つの値入率

計算を復習する 

60分 

15 
利益確保の仕組み 配布資料 商品 1 個の利益、店舗全体の利益を

復習する 

60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。小売業マーケティングにおけるマーチャンダイジングに関するト

ピックスをテーマにした課題（参加意欲評価点に含む）を課し、講義の中で解題を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

初級販売士演習（Exercises for Retail sales & 

management specialists） 

392087-14500 

担当教員 
栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は、リテールマーケティング（販売士）３級合格を目指す人を対象とした資格対応科目である。 

リテールマーケティング（販売士）３級の試験科目「小売業の類型」「マーチャンダイジング」「スト

アオペレーション」「マーケティング」「販売・経営管理」について、問題演習と解説を中心に講義を

進め、理解を深める。また、資格取得に向けた学習を通じて、基礎的な小売業のマーケティング理論

と店舗運営の手法について学ぶ。 

さらに、小売業の店舗運営・マーケティングの基本的な知識の習得、仕組みを理解し、販売員として

の基礎的な知識・技術を習得・活用できることを目指す。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、過去問を中心に、本試験を想定した問題演習も積極的に実施する。 

７月（２月）に実施されるリテールマーケティング３級を受験することを強く推奨する。 

販売士検定試験合格を目指して行われる直前対策講座が実施された場合、積極的に参加すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マーケティング入門」「流通論入門」「商品学入門」「ロジスティクス」「マーケティング 1」の履修

を強く推奨する。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業の類型を理解し、リテールマーケティング 3 級の問題を解答することができる。 

(ii) マーチャンダイジングを理解し、リテールマーケティング 3 級の問題を解答することができる。 

(iii) ストアオペレーションを理解し、リテールマーケティング 3 級の問題を解答することができる。 

(ⅳ) マーケティングを理解し、リテールマーケティング 3 級の問題を解答することができる。 

(ⅴ) 販売・経営管理を理解し、リテールマーケティング 3 級の問題を解答することができる。 
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⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。必要に応じて、レジュメ、過去問、模擬演習、解説等を適宜配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会（2016）「販売士ハンドブック（基礎編）～リテールマーケティン

グ（販売士）検定試験３級対応」カリアック 

上岡史郎（2017）「2018 レクチャー&トレーニング日商リテールマーケティング(販売士)検定試験 3

級」実教出版 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 40％    10％  100％ 

(i) 小売業の類型 10％ 8％    2％  20％ 

(ii) マーチャンダイジング 10％ 8％    2％  20％ 

(iii) ストアオペレーション 10％ 8％    2％  20％ 

(ⅳ)マーケティング 10％ 8％    2％  20％ 

(ⅴ)販売・経営管理 10％ 8％    2％  20％ 

フィードバックの方法 小テスト（模擬演習）は、採点後、各人の強み・弱みを示した成績表を

返却する。また、初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、

試験の方法等について、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

販売士３級合格に向け、本試験を想定した問題演習を積極的に実施する。 

検定試験に合格するためには、授業以外の積極的な学習・問題演習が必須である。 

そのため、自発的に学習・問題演習に取り組むことが望ましい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

小売業の業種 

筆記用具 講義の復習 

店頭調査（３店舗） 

90 分 

2 
小売業の類型 筆記用具 講義の復習、「小売業の類型」トレー

ニング問題解答 

90 分 

3 
マーチャンダイジング 筆記用具 講義の復習、「マーチャンダイジン

グ」トレーニング問題解答 

90 分 
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4 
ストアオペレーション 筆記用具 講義の復習、「ストアオペレーショ

ン」トレーニング問題解答 

90 分 

5 
マーケティング 筆記用具 講義の復習、「マーケティング」トレ

ーニング問題解答 

90 分 

6 
販売・経営管理 筆記用具 講義の復習 

敬語問題・財務問題解答 

90 分 

7 
販売・経営管理～財務問題 筆記用具 講義の復習、「販売・経営管理」トレ

ーニング問題解答 

90 分 

8 
模擬演習① 筆記用具 講義の復習 

模擬演習①の採点 

90 分 

9 
模擬演習①～解説 筆記用具 講義の復習 

模擬演習①の復習 

90 分 

10 
模擬演習② 筆記用具 講義の復習 

模擬演習②の採点 

90 分 

11 
模擬演習②～解説 筆記用具 講義の復習 

模擬演習②の復習 

90 分 

12 
模擬演習③ 筆記用具 講義の復習 

模擬演習③の採点・復習 

90 分 

13 
模擬演習④ 筆記用具 講義の復習 

模擬演習④の採点・復習 

90 分 

14 
販売士 3 級試験の採点 筆記用具 講義の復習 

販売士 3 級試験の振返り 

90 分 

15 
講義のまとめ 筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

問題演習・解説を中心とした講義運営を行い、検定試験合格に向けた知識の定着、問題解答力の強化

を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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県内経済の動向調査、様々な業種のレポート作成に携わった経験を生かし、リテールマーケティング

3 級試験の内容について、具体的な企業の紹介等を交えつつ分かりやすく説明する。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

マーケティング 1 (Marketing 1) 

392088-14350 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

小売業のマーケティングに関する基礎的な理解を深め、初歩的な販売業務を遂行できる能力を修得で

きるよう、講義、小テスト、配布資料などを組み合わせ、体系的に学んでいく。毎日、習慣的に行っ

ている消費行動の場である小売業を「マーケティング」の視点で捉えることで、小売業の仕組みを理 

解することをねらいとする。リテールマーケティング(販売士)検定試験 3級「マーケティング」科目

に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う。  

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある。 

③ 時間配分は約 50分 パワーポイントで説明しつつ、配布された書き込み式の授業資料の空欄を学 

生自ら埋めていく方法で進める。  

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マーケティング入門」「流通論入門」「商品学入門」「初級販売士演習」の 4 科目と併せて履修する

ことを強く推奨。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業マーケティングに関する理論、概念などの基礎的な説明が知人・友人にできる 

(ii) マーケティングフレームワークを理解し、実際の企業活動にあてはめて知人・友人に説明するこ

とができる 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。毎回、書き込み式授業資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(基礎編)下巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(i) 理論、概念の説明 40％ 25％    10％  75％ 

(ii) 関連分野の計算、意

味 

10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 小テストや小論文を適宜実施。毎回解説・採点のうえ返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション  よく利用する店舗の「よく利用する 

理由」を考える 

60分 

2 
マーケティングとは何か、小売 

業のマーケティングの理解 

配布資料 製造業と小売業の 4Pを比較する 60分 

3 
マーケティングリサーチの実 

際 

配布資料 よく利用する小売店の客層を観察

する 

60分 

4 
顧客管理の考え方 配布資料 よく利用する店舗の名称、満足点、

不満足点をリスト化する 

60分 

5 
FSP(フリークェントショッパ

ースプログラム)の仕組み 

配布資料 入会しているポイントカードの入会

時の登録項目を調べる 

60分 

6 
小売業の販売促進の体系 配布資料 小売業の販売促進の項目を整理す

る 

60分 

7 
リージョナルプロモーション 

の実際 

配布資料 小売業の販売促進で自分が体験した

ことを書いてみる 

60分 

8 
商圏設定①市場動向 配布資料 惣菜市場を説明する項目をリスト 

化する 

60分 

9 

商圏設定②商圏とは 配布資料 歩いていく店、自転車・自家用車で

行く店、交通機関を利用していく店

をリスト化する 

60分 
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10 
商圏設定③立地条件 配布資料 よく利用する店舗の立地を観察す 

る 

60分 

11 
商圏設定④ストアコンパリゾ

ン 

配布資料 店舗比較の調査項目をリスト化す 

る 

60分 

12 
商圏設定⑤出店の進め方 配布資料 駅前に出店している業種・業態を調 

べる 

60分 

13 
顧客にとっての売場、小売業に 

とっての売場 

配布資料 売場と買場の違いを考える 60分 

14 
売場づくりの進め方 配布資料 買物しやすい店舗の特徴を調べる 60分 

15 
売場の照明、色彩 配布資料 魅力的な売場の特徴を調べる 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALを採用する。小売業マーケティングに関するトピックスをテーマにした課題(参 

加意欲評価点に含む)を課し、講義の中で解題を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ロジスティクス(Logistics)  

392089-14500 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

小売業の店舗運営(ストアオペレーション)に関する専門的な知識を身に付け、中級レベルの販売業務

の遂行能力を修得できるよう、講義、小テスト、配布資料などを組み合わせ、体系的に学んでいく。

毎日、習慣的に行っている消費行動の場である小売業を「店舗運営」の視点で捉えることで、小売業 

の仕組みを理解することをねらいとする。リテールマーケティング(販売士)検定試験 3 級「ストアオ

ペレーション」「販売・経営管理」科目に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う 

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある 

③ 時間配分は約 50分 パワーポイントで説明しつつ、配布された書き込み式の授業資料の空欄を学 

生自ら埋めていく方法で進める 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「流通論」「商品学」「マーケティング 2」「販売戦略」「販売管理」の 5 科目と併せて履修することを

強く推奨 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業のストアオペレーションに関する理論、概念などについての基礎的な説明が知人・友人へ

できる 

(ii)小売業の店舗運営に関する計算式、意味、応用計算を説明できる 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。毎回、書き込み式授業資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(基礎編)下巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(i) 理論、概念の説明 40％ 25％    10％  75％ 

(ii) 関連分野の計算、意

味 

10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 小テストや小論文を適宜実施。毎回解説・採点のうえ返却 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ  衣料品小売業の売場を観察し、気づい

たことをまとめる 

60分 

2 

ｽﾄｱｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの基本① 

ｽﾄｱｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ・ｻｲｸﾙ/開店準備業

務/日常の運営業務 

配布資料 ｽﾄｱｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ・ｻｲｸﾙについて調べる 60分 

3 

ｽﾄｱｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの基本② 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業務/ﾁｪｯｸｱｳﾄ業務/ﾐｰﾃｨ

ﾝｸﾞ 

配布資料 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業務及びﾁｪｯｸｱｳﾄ業務について

調べる 

60分 

4 
包装技術の基本 

包装の意義/包装の基本 

配布資料 包装の種類やその意味を整理する 60分 

5 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの基本 

目的と基本的役割/基本ﾊﾟﾀｰﾝ/

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ技術 

配布資料 陳列とﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの違いを理解する 60分 

6 

作業割当の基本 

ﾜｰｸｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞの基本知識/ﾊﾟｰ

ﾄﾀｲﾏｰ・ｱﾙﾊﾞｲﾄの活用方法 

配布資料 人時生産性の計算式を理解する 60分 

7 

販売員の役割の基本 

目的と役割/接客ﾏﾅｰ/ｸﾚｰﾑや返

品の対応 

配布資料 ｸﾚｰﾑ対応の意味について整理する 60分 

8 
販売員の実践知識 配布資料 購買プロセスを理解する 60分 
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9 
販売員の法令知識① 

小売業に関する主な法規 

配布資料 関連法規について復習する 60分 

10 

販売員の法令知識② 

消費者基本法と個人情報保護/

環境問題と消費生活 

配布資料 関連法規について復習する 60分 

11 
計数管理の基本 

計数管理の必要性/決算ﾃﾞｰﾀ 

配布資料 決算ﾃﾞｰﾀの意味を理解する 60分 

12 

経営分析 

広義の経営分析/狭義の経営分

析 

配布資料 損益計算書及び貸借対照表について

復習する 

60分 

13 

店舗管理の基本 

金券管理/万引防止対策/衛生

管理/店舗施設の保守・管理 

配布資料 現金以外の支払い方法を整理する 60分 

14 
人材育成とﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 配布資料 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞとｺｰﾁﾝｸﾞの違いについて整理

する 

60分 

15 
総括 配布資料  60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALを採用する。小売業マーケティングにおける「ストアオペレーション」及び「販

売・経営管理」に関するトトピックスをテーマにした課題(参加意欲評価点に含む)を課し、講義の中

で解題を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20 余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

財政学（Public Finance） 

392091-14120 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

財政とは、国家あるいは政府の歳入・歳出活動のことである。財政には、３つの基本的な役割があり、

それは、①資源の効率的配分、②所得の再分配、③経済の安定化である。財政学は、これらの財政が

果たすべき役割を歳入・歳出活動を通して、いかにして達成するかを考える学問分野である。 

本講義では、財政が及ぼす経済効果について学習する。本講義の最終的な目的は、財政に関する理論

についての知識を身につけた上で、わが国の財政が抱えている諸問題について、自らの判断で考察す

る能力を養うことである。また、ERE（経済学検定試験）の試験科目にも対応している。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / 情報収集・分析力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義形式の授業を行う。各回の授業内容は関連しているため、十分な復習をした上で授業に臨むこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」の知識を有すること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 財政（政府）の役割等について説明できる。 

(ii)資源の効率的配分について、経済学の知識により理論的に説明できる。 

(iii)所得の再分配について、経済学の知識により理論的に説明できる。 

(iv)経済の安定化について、経済学の知識により理論的に説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

兼子良夫編著（2018）『財政学』税務経理協会 

⑦ 参考図書・指定図書 

竹内信仁編著（2007）『スタンダード財政学 第２版』中央経済社 

竹内信仁編（2013）『スタンダードミクロ経済学』中央経済社、 

竹内信仁編（2013）『スタンダードマクロ経済学』中央経済社 

『図説日本の財政』（各年度版）東洋経済新報社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70％     30％  100％ 

(i) 財政（政府）の役割等

について説明できる。 

10％     6％  16％ 

(ii)資源の効率的配分につ

いて、経済学の知識により

理論的に説明できる。 

20％     8％  28％ 

(iii)所得の再分配につい

て、経済学の知識により理

論的に説明できる。 

20％     8％  28％ 

(iv)経済の安定化につい

て、経済学の知識により理

論的に説明できる。 

20％     8％  28％ 

フィードバックの方法 試験結果の得点分布等を公表する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

昨年度に引き続き、学生諸君が授業内容を理解しやすいように、わかりやすい表現と丁寧な解説を心

掛けて授業を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
財政学とは 教科書、筆記用

具 

ミクロ経済学とマクロ経済学の知

識の見直し 

60 分 

2 
市場の欠陥 教科書、筆記用

具 

市場の役割と欠陥についての理解 60 分 

3 
政府の役割 教科書、筆記用

具 

市場の欠陥を補う政府（財政）の役

割についての理解 

60 分 

4 
資源の効率的配分①（公共財と

は） 

教科書、筆記用

具 

公共財の性質と種類についての理

解 

60 分 

5 
資源の効率的配分②（公共財の

最適供給） 

教科書、筆記用

具 

公共財の最適供給の概念の理解 60 分 

6 
資源の効率的配分③（公共財の

自発的供給） 

教科書、筆記用

具 

公共財の自発的供給についての理

解 

60 分 
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7 
資源の効率的配分④（独占市場

とその弊害） 

教科書、筆記用

具 

独占市場とその弊害についての理

解 

60 分 

8 
資源の効率的配分⑤（自然独

占） 

教科書、筆記用

具 

自然独占とその弊害についての理

解 

60 分 

9 
資源の効率的配分⑥（価格形成

原理） 

教科書、筆記用

具 

限界費用価格形成原理と平均費用

価格形成原理についての理解 

60 分 

10 
所得の再分配①（公平の概念と

分配論） 

教科書、筆記用

具 

公平の概念と分配論についての整

理 

60 分 

11 
所得の再分配②（日本の所得税

とその問題） 

教科書、筆記用

具 

日本の所得税の仕組みと問題点に

ついての理解 

60 分 

12 
経済の安定化①（45 度線分析）  教科書、筆記用

具 

45 度線分析における財政政策の効

果についての理解  

60 分 

13 
経済の安定化②（IS曲線と LM

曲線） 

教科書、筆記用

具 

IS 曲線と LM 曲線についての理解 60 分 

14 
経済の安定化③（IS－LM モデ

ル） 

教科書、筆記用

具 

IS－LM モデルによる財政政策の効

果についての理解 

60 分 

15 
まとめ 教科書、筆記用

具 

各回の講義内容の整理と理解 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。各回の授業に対するコメント（感想・質問等）を学生諸君よりも

らい、翌週の授業で可能な限りコメントに対する回答を行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 専門科目 

授業科目名 

科目コード 

経済統計学２（Economic Statistics 2） 

392092-14100 
担当教員 

太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 
資格対応科目［環境経済、まちづくり、国際コミュニケーションコース］、 

知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

経済統計の収集と吟味、経済指数の意義に関する理解のもと、経済現象に統計分析を適用する技法を

学ぶ。具体的には、すでに学んだ記述統計の基礎に基づき、標本の分布特性から母集団の特徴を推測

する手法を中心に学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

◆テキストに沿って、データの収集、整理、分析など記述統計の分野に関する解説と設問を課す。 

授業前にその回で授業内容をテキストで確認し予習してくること。必ず復習をし、正解できなかった

問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。ノートを作成・整理すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

経済統計学１ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 推測統計の基礎を理解できる。平均値の推定（大標本、小標本）、平均値の差の推定、二項推

定、Ｚ検定、ｔ検定、二項検定、χ2 検定等に関する基礎的理論を理解し、運用できる。 

(ii) 現実の社会経済に応用し、データをもとに分析することができる。 

(iii) ＥＲＥ（経済学検定試験）の出題科目「統計学」に対応した基礎的知識を身につけている。 

⑥ テキスト（教科書） 

小寺平治（最新版）『はじめての統計１５講』、（講談社） 

⑦ 参考図書・指定図書 

滝川好夫（最新版）『文系学生のための数学・統計学・資料解釈のテクニック』、（税務経理協会） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i) 推測統計の基礎的理解 80％       80% 

(ii)社会経済への応用分析   10%     10% 

(iii)統計学の基礎的知識       10%  10% 

フィードバックの方法 授業への参加・意欲は、課した課題の答えを、学生自らが黒板に書き、

教師が質問し、解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

◆講義への出席が基本であり、授業中は集中して受講すること。 

◆積み重ねで学ぶので、欠席すると授業内容を理解するのが困難となる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
経済統計学の応用範囲と位置

づけ 

テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp51、配布プリント、

講義ノートの予習・復習 

60 分 

2 
母集団と標本、推測について テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp52 – pp55、講義ノ

ートの予習・復習 

60 分 

3 
推定量と点推定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp56 – pp59、講義ノ

ート、例題 8 解法の予習・復習 

60 分 

4 
平均値の区間推定（大標本） テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp60 – pp.62、講義ノ

ートの予習・復習 

60 分 

5 
平均値の区間推定（小標本） テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp63 – pp.67、講義ノ

ート、例題 9 解法の予習・復習 

60 分 

6 
平均値の差の区間推定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

講義ノート、配布プリント、配布

課題の予習・復習 

60 分 

7 
比率の区間推定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp70 – pp.73、講義ノ

ート、例題 10 解法の予習・復習 

60 分 

8 
標本の大きさ テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp52 – pp.55、講義ノ

ート、配布プリントの予習・復習 

60 分 

9 
検定の手続き テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp74 – pp.77、講義ノ

ート、配布統計表の予習・復習 

60 分 

10 
Ｚ検定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp78 – pp.79、講義ノ

ート、例題 11(1)の予習・復習 

60 分 
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11 
ｔ検定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp79 – pp.81、講義ノ

ート、例題 11(2)の予習・復習 

60 分 

12 
二項検定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp83 – pp.87、講義ノ

ート、例題 12(2)の予習・復習 

60 分 

13 
χ2 分散の検定 テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp82 – pp.83、講義ノ

ート、例題 12(1)の予習・復習 

60 分 

14 
χ2 適合度検定とχ2 独立性検

定 

テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp96 – pp.101、講義ノ

ート、配布統計表の予習・復習 

60 分 

15 
まとめ テキスト、筆記用

具、電卓、統計表 

テキスト pp44 – pp.49、講義ノ

ート、配布模擬問題の予習・復習 

60 分 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。練習問題の答えを学生が黒板に書き、教員が質問し要点を解説す

ることによって、知識の確認と定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

埼玉県職員（主事）として４年余り勤務し、ふるさと埼玉を守る条例に基づき指定した山林等の所 

有者に対して支払う奨励金に関して、その事務の簡素化・迅速化を図るため、システム仕様書、プロ

グラム仕様書を作成し、これに基づきこの事務の電算システム化を完成させた。 

実務経験と授業科目との関連性 

講義を展開していく上で、事物を社会システムとしてのとらえ、実務における統計的手法を事例とし

てとりあげることができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

計量経済学（Econometrics） 

392093-14100 
担当教員 

太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

経済システムにおける様々な経済現象を変数間の因果関係として捉え、経済データを基に数学や統計

手法を用いて定式化する計量経済学の基礎を学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業前にその回の授業内容を確認し、講義ノートを整理・分析し、配布プリントを確認してくること。

必ず復習をし、正解できなかった問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。

（１時間） 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

経済統計学１、２ 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 計量経済学の基礎を理解できる。モデルを構築し、回帰分析手法によりモデル推定し、検証す

ることができる。 

(ii) 現実の社会経済に応用し、データをもとにモデル分析することができる。 

(iii) 現実の社会を、変数間の因果関係をもった経済システムとしてとらえることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

使用しない。板書とプリントを随時配布する。各自しっかり講義ノートをまとめること。 

⑦ 参考図書・指定図書 

牧厚志（最新版）『応用計量経済学入門』、日本評論社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テ

スト 
課題 レポート 

発表・ 

実技 

授業への参

加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i) 計量経済学の基礎的理解 80％       80% 

(ii) 社会経済への応用分析   10%     10% 

(iii)社会の経済システム的把握       10%  10% 

フィードバックの方法 フィードバックの方法 授業への参加・意欲は、課した課題の答え 

を、学生自らが黒板に書き、教師が質問し、解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

◆講義への出席が基本であり、授業中は集中して受講すること。 

◆積み重ねで学ぶので、欠席すると授業内容を理解するのが困難となる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
計量経済モデルの位置づけ 筆記用具、電卓 

配布プリント 

配布プリント、講義ノートの整理・

分析、復習 

60 分 

2 
時系列データと横断面データ 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

3 
貨幣需要関数と供給関数 筆記用具、電卓 

配布課題 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

4 
ＬＭ関数 

 

筆記用具、電卓 

配布課題 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

5 
ケインズ型消費関数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

6 
クズネッツ型消費関数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

7 
投資関数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

8 
ＩＳ関数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

9 
生産関数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

10 
因果関係の特定化 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 
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11 
独立変数と従属変数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

12 
回帰方程式と最小自乗法 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

13 
ｔ値とパラメータ 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

14 
決定係数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

15 
まとめ 筆記用具、電卓 

配布模擬問題 

講義ノートの整理・分析、配布模擬

問題の予習・復習 

60 分 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。練習問題の答えを学生が黒板に書き、教員が質問し要点を解説す

ることによって、知識の確認と定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

埼玉県職員（主事）として４年余り勤務し、ふるさと埼玉を守る条例に基づき指定した山林等の所 

有者に対して支払う奨励金に関して、その事務の簡素化・迅速化を図るため、システム仕様書、プロ

グラム仕様書を作成し、これに基づきこの事務の電算システム化を完成させた。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

講義を展開していく上で、事物を社会システムとしてのとらえ、実務における計量分析手法を事例と

してとりあげることができる。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

企業経営研究（Business Management） 

392095-14300 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

企業の主目的は、重要な経営資源である「人、モノ、金、情報」を組合せ、事業活動を通じて利益

を生み出すことである。そこで、「ビジネスモデル」すなわち、企業が利益を生み出すための事業活動

の仕組みを知り、企業経営をより深く理解することで、企業人としての感覚を磨くことを目指す。 

また、「企業は人なり」と言われるように、「人」をどのように育成・活用するかが、企業経営の成

否の分岐点と言っても過言ではない。そこで、優良企業の事例等を学ぶことによって、企業経営、経

営者の思考、働き方などへの理解を深める。これにより、企業に所属し、企業の一員として働くとは

どういうことかを理解し、就職先から必要不可欠な「自律的な人財」と評価されるべく、勤労マイン

ドを醸成する授業を実施する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「経営学」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 企業の「ビジネスモデル」を理解・説明することができる。 

(ii) 「働く」ことを理解・説明することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 
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⑦ 参考図書・指定図書 

稲盛和夫（2009）『働き方』三笠書房 

平野敦史カール（2019）『知識ゼロでも今すぐ使える！ビジネスモデル見るだけノート』宝島社 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i)「ビジネスモデル」の理

解・説明 

40％  10％ 14％  3％  67％ 

(ii) 「働く」ことの理解・

説明 

20％  5％ 6％  2％  33％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等につ

いて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・習熟度を確認し、具体例をまじえつつ講義を進めていく 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

ビジネスモデルとは？ 

筆記用具 講義の復習、ビジネスモデルとは？ 

大量生産システム 

90 分 

2 
大量生産システム 筆記用具 講義の復習 

総合スーパーモデル 

90 分 

3 
総合スーパーモデル 筆記用具 講義の復習 

消耗品モデル 

90 分 

4 
消耗品モデル 筆記用具 講義の復習 

ＳＰＡ 

90 分 

5 
ＳＰＡ 筆記用具 講義の復習 

マッチングモデル 

90 分 

6 
マッチングモデル 筆記用具 講義の復習 

ライセンスモデル、二次利用モデル 

90 分 

7 
ライセンスモデル 

二次利用モデル 

筆記用具 講義の復習 

フリー戦略、フリーミアム 

90 分 
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8 
フリー戦略 

フリーミアム 

筆記用具 講義の復習 

広告モデル 

90 分 

9 
広告モデル 筆記用具 講義の復習 

サブスクリプション 

90 分 

10 
サブスクリプション 筆記用具 講義の復習 

ホンダと本田宗一郎 

90 分 

11 
企業紹介①ホンダ 筆記用具 講義の復習 

京セラと稲盛和夫 

90 分 

12 
企業紹介②京セラ 筆記用具 講義の復習 

京セラフィロソフィー 

90 分 

13 
京セラフィロソフィー 筆記用具 講義の復習、 

パナソニックと松下幸之助 

90 分 

14 
企業紹介③パナソニック 筆記用具 講義の復習、新卒採用時のポイン

ト、就職活動に向けて 

90 分 

15 
新卒採用の現状 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

・毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義に加えて、学生の知識のアウトプ

ットも重視し、知識の定着を目指す。 

・前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこ

とで、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、業界動向等の調査分析・レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

様々な業種のレポート作成に携わった経験を生かし、企業の雇用マネジメント・ビジネスモデルにつ

いて、優良企業を中心とした具体的な企業の事例紹介等を交えつつ、分かりやすく説明する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

表計算ソフト利用技術（Spreadsheet Software 

Application Technology) 

392096-14700 
担当教員 

髙梨 俊彦 

（タカナシ トシヒコ）

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

高島 幸成 

（タカシマ コウセイ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
4 配当年次 2 年次 開講期 後期 2 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

ビジネス現場では、日々発生する多くの情報を効率良く処理するために、コンピュータを利用した業

務の情報化が進められている。表計算ソフトは、電子帳簿として活用され、表計算による集計や分析

の結果に基づいた提案実施能力が求められている。本授業では、表計算ソフト Microsoft Excel の作

表、グラフ、集計・分析、マクロなどの機能を活用し、ビジネス社会のニーズに即した知識および技

能を学ぶ。本授業は「Excel 表計算処理技能認定試験１・２級」に対応している。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

知識問題は講義形式で実技問題は実習形式で進めていく。コンピュータを使った実習形式であるた

め、テキストは必ず購入して授業に持参すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「コンピュータリテラシー２」の単位を取得しているか、単位を認定されていること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) パソコン、表計算、ビジネス図表に関する実践的な技能を有している。 

(ii) Microsoft Excel を用いてビジネス社会における通常の表計算処理を行うことができる。 

(iii) Microsoft Excel を用いてビジネス社会における高度な表計算処理を行うことができる。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

サーティファイソフトウェア活用能力認定委員会(2016)『Excel 表計算処理技能認定試験 1･2 級問題

集(2016 対応)(第 2 版)』サーティファイ 

⑦ 参考図書・指定図書 
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株式会社ウイネット(2016)『Excel2016 クイックマスター(応用編)(第 1 版)』ウイネット 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 15%   20%  100% 

(i) パソコン、表計算、ビ

ジネス図表に関する実践

的な技能を有している 

10% 5% 5%   10%  30% 

(ii) Microsoft Excel を用

いてビジネス社会におけ

る通常の表計算処理を行

うことができる 

30% 5% 5%   5%  45% 

(iii) Microsoft Excel を用

いてビジネス社会におけ

る高度な表計算処理を行

うことができる 

10% 5% 5%   5%  25% 

フィードバックの方法 小テストは採点後、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認できる課題を通して、確実に知識・技能の習得を目指す。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
表計算基礎 教科書、筆記用

具 

1 年次「コンピュータリテラシー２」

全般の復習、復習課題の提出 

60 分 

2 
実技「公民館利用状況表」作

表・知識「数式と計算」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.63～64・p.21～25 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

3 
実技「公民館利用状況表」分

析・知識「基本操作」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.66～68・p.8～20 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

4 
実技「配車表」・知識「作業環

境」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.70～75・p.2～7 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

5 
実技「支払区分別売上表」・知

識「グラフ機能」基本 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.77～82・p.26～29 の予習、

復習課題の提出 

60 分 
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6 
実技「競技施設予約状況表」作

表・知識「グラフ機能」応用 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.94～97・p.30～33 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

7 

実技「競技施設予約状況表」分

析・知識「オフジェクト」「並

べ替え」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.97～99・p.34～38 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

8 
実技「販売員別売上表」・知識

「オートフィルター」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.109～115・p.38～42 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

9 
実技「支出一覧」・知識「フィ

ルターオプションの設定」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.126～133・p.43～44 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

10 
実技「得意先別売上一覧表」・

知識「小計」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.142～148・p.45～47 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

11 
実技「貸出表」・知識「入力規

則」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.209～214・p.48～49 の予

習、復習課題の提出 

60 分 

12 
実技「山岳標高表」・知識「保

護」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.216～221・p.54 の予習、

復習課題の提出 

60 分 

13 
実技「出退勤表」・知識「マク

ロ」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.223～229・p.58～59 の予

習 

60 分 

14 
実技「販売実績一覧表」 教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.240～246 の予習 60 分 

15 
実技「販売実績表」「業績推移

と占有率」 

教科書、配布資

料、筆記用具 

教科書 p.257～264、p.274～281 の

予習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。出題した課題の内容を基に、各回の始めに課題の評価・考察を行

い、学修内容をフィードバックする。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 



4 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

コンピュータネットワーク 1(Base of computer 

network 1) 

392097-14700 

担当教員 
山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL  / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

IT（情報技術）は社会の礎である。どのような業種・職種でも、IT と経営全般に関する総合的知識が

不可欠で、事務系・技術系、文系・理系を問わず、IT の基礎知識を持ち合わせていなければ、企業の

戦力にはなりえない。グローバル化、IT の高度化はますます加速し、「英語力」と共に、「IT 力」を

持った人材を社会は求めている。国家試験「IT パスポート試験」の試験体系に準拠して、IT を利活

用するこれから社会人となる学生が備えておくべき基礎的な知識を身に付ける。授業は主に講義形式

で進め、随時課題および小テストを課す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

「IT パスポート試験」に合格するためには、情報技術に関する幅広い知識を身につけることが必要で

ある。IT パスポート試験過去問題などを利用した授業時間外の自主的な学習を求める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「情報処理の基礎１」、「情報処理の基礎２」、「情報システムの基礎１」、「情報システムの基礎２」、「コ

ンピュータネットワーク１」、「コンピュータネットワーク２」は、あわせて履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

「IT パスポート試験」で求められている、IT を利活用するこれから社会人となる学生が備えておく

べき基礎知識の、主にテクノロジ系(技術分野)の「技術要素」の内容を習得することを目標とする。 

(i) ヒューマンインタフェースの各名称と役割 

(ii) ファイルの種類と特徴 

(iii) データベースの用語 

(iv)簡単なデータベースの正規化 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム(2020)『よくわかるマスター 令和 2-3 年度版 IT パスポート試験 対策テ

キスト＆過去問題集』，FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  20%   20%  100% 

(i) ヒューマンインタフェ

ースの各名称と役割 

15%  5%   5%  25% 

(ii) ファイルの種類と特

徴 

15%  5%   5%  25% 

(iii) データベースの用語 15%  5%   5%  25% 

(iv)簡単なデータベースの

正規化 

15%  5%   5%  25% 

フィードバックの方法 前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着

をはかる 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストに記載されていないが、実際の IT パスポート試験で出題された部分など、出題傾向も併せ

て解説する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ヒューマンインタフェース技

術 

テキスト 9-1-1 ヒューマンインタフェース技

術の整理・復習 

60 分 

2 
インタフェース設計 テキスト 課題作成，9-1-2 インタフェース設

計の整理・復習 

90 分 

3 
マルチメディア技術 テキスト，課題 9-2-1 マルチメディア技術の整理・

復習 

60 分 

4 
マルチメディア応用 1 テキスト 9-2-2 マルチメディア応用の整理・

復習 

60 分 

5 
マルチメディア応用 2 テキスト 課題作成，9-2 マルチメディアの整

理・復習 

90 分 

6 
データベース方式 テキスト，課題 9-3-1 データベース方式の整理・復

習 

60 分 

7 
データベース設計 1 テキスト 9-3-2 データベース設計の整理・復

習 

60 分 
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8 
データベース設計 2 テキスト 課題作成，9-3-2 データベース設計

の整理・復習 

90 分 

9 
前半のまとめ テキスト，課題 授業内容の整理・復習 60 分 

10 
データ操作 テキスト 9-3-3 データ操作の整理・復習 60 分 

11 
トランザクション処理 テキスト 課題作成，9-3-4 トランザクション

処理の整理・復習 

60 分 

12 
表計算ソフト テキスト 10-1 表計算ソフトの整理・復習 60 分 

13 
式 テキスト 10-2 式の整理・復習 60 分 

14 
関数の利用 テキスト 10-3 関数の利用の整理・復習 90 分 

15 
まとめ テキスト，課題 全体の整理・復習 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の終わりに演習問題を課し、回答を提出させる。次回の始め

に前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着をはかる。理解の確認のた

めの単元テスト・レポート提出を 3 回以上実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

情報システムの基礎 1(Base of information 

system 1) 

392098-14700 

担当教員 
山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL  / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

IT（情報技術）は社会の礎である。どのような業種・職種でも、IT と経営全般に関する総合的知識が

不可欠で、事務系・技術系、文系・理系を問わず、IT の基礎知識を持ち合わせていなければ、企業の

戦力にはなりえない。グローバル化、IT の高度化はますます加速し、「英語力」と共に、「IT 力」を

持った人材を社会は求めている。国家試験「IT パスポート試験」の試験体系に準拠して、IT を利活

用するこれから社会人となる学生が備えておくべき基礎的な知識を身に付ける。授業は主に講義形式

で進め、随時課題および小テストを課す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

「IT パスポート試験」に合格するためには、情報技術に関する幅広い知識を身につけることが必要で

ある。IT パスポート試験過去問題などを利用した授業時間外の自主的な学習を求める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「情報処理の基礎１」、「情報処理の基礎２」、「情報システムの基礎１」、「情報システムの基礎２」、「コ

ンピュータネットワーク１」、「コンピュータネットワーク２」は、あわせて履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

「IT パスポート試験」で求められている、IT を利活用するこれから社会人となる学生が備えておく

べき基礎知識の、主にテクノロジ系(技術分野)の「基礎理論」の内容を習得することを目標とする。 

(i) 2 進数 

(ii) 集合 

(iii) 場合の数と確率 

(iv) 統計の基本的な計算 

(v) 流れ図 

(vi) アルゴリズムを理解し、結果を求める 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム(2020)『よくわかるマスター 令和 2-3 年度版 IT パスポート試験 対策テ

キスト＆過去問題集』，FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  20%   20%  100% 

(i) 2 進数 10%  4%   4%  18% 

(ii) 集合 10%  3%   3%  16% 

(iii) 場合の数と確率 10%  4%   4%  18% 

(iv) 統計の基本的な計算 10%  3%   3%  16% 

(v) 流れ図 10%  3%   3%  16% 

(vi) アルゴリズムを理解

し、結果を求める 

10%  3%   3%  16% 

フィードバックの方法 前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着

をはかる 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストに記載されていないが、実際の IT パスポート試験で出題された部分など、出題傾向も併せ

て解説する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
離散数学 1 テキスト 7-1-1 離散数学の整理・復習 60 分 

2 
離散数学 2 テキスト 課題作成．7-1-1 離散数学の整理・

復習 

90 分 

3 
応用数学 1 テキスト，課題 7-1-2 応用数学の整理・復習 60 分 

4 
応用数学 2 テキスト 課題作成，7-1-2 応用数学の整理・

復習 

90 分 

5 
情報に関する理論 1 テキスト，課題 7-1-3 情報に関する理論の整理・復

習 

60 分 

6 
情報に関する理論 2 テキスト 課題作成，7-1-3 情報に関する理論

の整理・復習 

90 分 
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7 
前半のまとめ テキスト，課題 7-1 基礎理論の整理・復習 60 分 

8 
データ構造 1 テキスト 7-2-1 データ構造の整理・復習 60 分 

9 
データ構造 2 テキスト 課題作成，7-2-1 データ構造の整理・

復習 

90 分 

10 
アルゴリズム 1  テキスト，課題 7-2-2 アルゴリズムの整理・復習 60 分 

11 
アルゴリズム 2 テキスト 7-2-2 アルゴリズムの整理・復習 60 分 

12 
アルゴリズム 3 テキスト 課題作成，7-2-2 アルゴリズムの整

理・復習 

90 分 

13 
プログラミング・プログラム言

語 

テキスト，課題 7-2-3 プログラミング・プログラム

言語の整理・復習 

60 分 

14 
マークアップ言語 テキスト 7-2-4 マークアップ言語の整理・復

習 

60 分 

15 
まとめ テキスト 第 7 章基礎理論の整理・復習 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の終わりに演習問題を課し、回答を提出させる。次回の始め

に前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着をはかる。理解の確認のた

めの単元テスト・レポート提出を 3 回以上実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

情報処理の基礎１（Foundation of Information 

Processing 1)  392099-14700 
担当教員 

村山 光博 

（ムラヤマ ミツヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 ／ 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

現代の社会では、仕事や生活の中で情報通信技術（ICT）を正しく使いこなす技能や知識を身につけ

ることが期待されている。本授業では、経済産業省の「IT パスポート試験」で求めている職業人とし

て共通に備えておくべき情報技術に関する基礎知識の中で、主にストラテジ系「企業と法務」、「経営

戦略」の分野に関する用語等を理解し、他者に説明できるようになることを目標とする。授業は主に

講義形式で進め、随時 Classroom（授業支援システム）を利用した双方向コミュニケーションを行う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 ／ 専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

○本授業は主に講義形式で進め、ほぼ毎回の授業で小テストおよび予習課題を課す。 

○授業内の時間配分は概ね次の通り 

 ・前回小テストの答え合わせと解説【約 20 分】 

 ・授業範囲の講義【約 50 分】 

 ・予習課題の説明と小テストの実施【約 20 分】 

○随時 Classroom（授業支援システム）を利用した双方向コミュニケーションを行う。 

○テキストは必ず購入して持参すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

IT パスポート試験対応科目の「情報処理の基礎２」、「情報システムの基礎１」、「情報システムの基礎

２」、「コンピュータネットワーク１」、「コンピュータネットワーク２」と合わせて履修することが望

ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

IT パスポート試験の出題範囲「企業と法務」、「経営戦略」に関して次の達成レベルを目指す。 

(ⅰ) 用語に関するいくつかの説明文から適切な説明文を選択できる。 

(ⅱ) 用語に関する説明の不足を補うことで、適切な説明文を作成することができる。 

(ⅲ) 計算問題を正しく解くことができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム(2020)『令和 2-3 年度版 IT パスポート試験 対策テキスト＆過去問題集』、

FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 20% 30%     100% 

(ⅰ) 用語に関するいくつ

かの説明文から適切な

説明文を選択できる。 

20% 20%      40% 

(ⅱ) 用語に関する説明の

不足を補うことで、適切

な説明文を作成するこ

とができる。 

25%  30%     55% 

(ⅲ) 計算問題を正しく解

くことができる 

5%       5% 

フィードバックの方法 ・小テストの答え合わせと解説を次回の授業時に行う。 

・予習課題の評価は Classroom（授業支援システム）を利用して各受講

者にフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

・知識の定着を促すために、ほぼ毎回の授業で予習課題を課している。 

・履修者自身が学習状況を把握しやすくするための支援環境として Classroom（授業支援システム）

を利用したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

授業概要の説明 

企業活動 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・企業の組織構成、経営資源、経営

管理等の企業活動の理解 

60 分 

2 

生産管理・在庫管理・資産管理 テキスト ・予習課題への取り組み 

・JIT、MRP、生産方式、経済発注

量、発注方式、在庫評価等の理解 

90 分 

3 

OR（オペレーションズリサー

チ）・業務分析・業務計画 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・パレート図、ABC 分析、管理図、

ヒストグラム等の分析手法の理

解 

90 分 
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4 

意思決定・問題解決手法 テキスト ・予習課題への取り組み 

・Ｚグラフ、期待値、親和図法、連

関図、系統図等の理解 

90 分 

5 

会計・財務 テキスト ・予習課題への取り組み 

・損益分岐点、貸借対照表、損益計

算書等の理解 

90 分 

6 

知的財産権 テキスト ・予習課題への取り組み 

・著作権、産業財産権、不正競争防

止法ソフトウェアライセンス等

の理解 

90 分 

7 

労働関係法規・取引関連法規 テキスト ・予習課題への取り組み 

・労働基準法、労使協定、労働者派

遣法、下請法、個人情報保護法等

の理解 

90 分 

8 

倫理規定・標準化関連 テキスト ・予習課題への取り組み 

・コンプライアンス、コーポレート

ガバナンス、情報倫理、標準化等

の理解 

90 分 

9 

経営戦略手法 テキスト ・予習課題への取り組み 

・SWOT 分析、プロダクトライフサ

イクル、経営戦略、アライアンス

等の理解 

90 分 

10 

マーケティング テキスト ・予習課題への取り組み 

・市場調査、マーケティング・ミッ

クス、バランススコアカード、

SFA、CRM、SCM 等の理解 

90 分 

11 

技術戦略マネジメント・ビジネ

スインダストリ 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・技術開発戦略、イノベーション、

POS、RFID、ERP 等の理解 

90 分 

12 

ビジネスシステム・エンジニア

リングシステム 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・業務別ソフトウェア、業種別ソフ

トウェア、電子申請、エンジニア

リングシステム等の理解 

90 分 

13 

e ビジネス・ＩｏＴ・組込みシ

ステム 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・EC、電子マネー、クレジットカー

ド、ＩｏＴ、組込みシステム等の

理解 

90 分 
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14 
計算問題演習 テキスト ・過去問題の計算問題への取り組み

とポイントの理解 

60 分 

15 
まとめ テキスト ・各回授業のポイントの振り返りと

期末試験に向けた準備学習 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL 

・毎回、授業内容に関する小テストを課し、小テストの答え合わせと解説を次回授業時に行う。 

・次回の授業内容に関する予習課題（レポート）を課し、次回授業までに提出を求める。提出された

内容を評価し、採点結果および必要に応じてコメントを返却する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

システム開発会社に勤務し、中小企業の情報システムの企画、設計、開発、運用・保守や社内ネット

ワークの構築等の幅広い業務に携わった経験がある。 

実務経験と授業科目との関連性 

教科書で説明される情報システムの開発に関する知識は、比較的規模の大きい企業を対象とした理想

的な環境を前提としているが、中小企業のシステム開発においてはその理想に合わない場合もあるの

で、システム開発現場の実情についてもできるだけ補足説明を加え、より実践的な知識として定着を

図る。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

プログラミング（Programming） 

 392100-14700 
担当教員 

村山光博 

（ムラヤマ ミツヒロ） 

科目区分 専門 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 ／ 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

情報通信技術（ICT）の進展に伴い、現代社会においてはロボット、AI（人口知能）、IoT（モノのイ

ンターネット）等の高度なデジタル技術の利活用が積極的に進められている。企業活動においては、

IT 需要の増大により IT 企業の人材不足が深刻化しており、ユーザー企業においても基本的な IT ス

キルやプログラミングスキルを持つ人材がいないことが大きな経営課題となっている。 

本授業は、プログラミングの初心者を対象とし、職業人として求められるコンピュータやプログラミ

ングに関する基礎知識を学ぶとともに、フローチャート（流れ図）を利用して簡単なアルゴリズムを

記述できるようになることを目標とする。 

本授業は、「日商プログラミング検定 BASIC」に対応している。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 ／ 専門的知識・技能を活用する力 

③ 授業の進め方・指示事項 

○本授業は主に講義形式で進め、ほぼ毎回の授業で小テストおよび予習課題を課す。 

○授業内の時間配分は概ね次の通り。 

 ・前回小テストの答え合わせと解説【約 15 分】 

 ・授業範囲の講義【約 60 分】 

 ・予習課題の説明と小テストの実施【約 15 分】 

○随時 Classroom（授業支援システム）を利用した双方向コミュニケーションを行う。 

○テキストは必ず購入して持参すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(ⅰ) 情報の表現に関して、基数変換、２進法における四則演算、補数、負数表現、情報量の単位等を

理解し、簡単な計算を行うことができる。 

(ⅱ) コンピュータの基本要素や仕組みに関する用語に適切な説明文を関連づけることができる。 

(ⅲ) プログラミングに関する用語に適切な説明文を関連づけることができる。 

(ⅳ) 配列、スタックとキュー、グラフ、リスト、ハッシュテーブル等のデータ構造と適切な説明文を
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関連づけることができる。 

(ⅴ) フローチャートからアルゴリズムを読み取ること及びフローチャートを利用してアルゴリズム

を適切に記述することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

日本商工会議所（2019）『日商プログラミング検定 BASIC 公式ガイドブック』TAC 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 20％ 30％     100％ 

(ⅰ) 情報の表現に関して、

基数変換、２進法におけ

る四則演算、補数、負数

表現、情報量の単位等を

理解し、簡単な計算を行

うことができる。 

10％ 4％ 6％     20％ 

(ⅱ) コンピュータの基本

要素や仕組みに関する

用語に適切な説明文を

関連づけることができ

る。 

10％ 4％ 6％     20％ 

(ⅲ) プログラミングに関

する用語に適切な説明

文を関連づけることが

できる。 

10％ 4％ 6％     20％ 

(ⅳ) 配列、スタックとキュ

ー、グラフ、リスト、ハ

ッシュテーブル等のデ

ータ構造と適切な説明

文を関連づけることが

できる。 

10％ 4％ 6％     20％ 

(ⅴ) フローチャートから 10％ 4％ 6％     20％ 
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アルゴリズムを読み取

ること及びフローチャ

ートを利用してアルゴ

リズムを適切に記述す

ることができる。 

フィードバックの方法 ・小テストの答え合わせと解説を次回の授業時に行う。 

・予習課題の評価は Classroom（授業支援システム）を利用して各受講

者にフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

・知識の定着を促すために毎回の授業で予習課題を課すので、確実に取組んで提出してください。 

・履修者自身が学習状況を把握しやすくするための支援環境として Classroom（授業支援システム）

を利用します。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス 

情報の表現① 

（数と表現、基数変換） 

テキスト ・基数変換に関する復習 

・２進数における四則演算、補数と

負数表現に関する予習 

・課題への取組み 

90 分 

2 

情報の表現② 

（２進数における四則演算、補

数と負数表現、浮動小数点数） 

テキスト ・２進数における四則演算、補数と

負数表現に関する復習 

・文字コードに関する予習 

・課題への取組み 

90 分 

3 

情報の表現③ 

（文字コード、ラスタ形式、ベ

クタ形式） 

テキスト ・文字コードに関する復習 

・練習問題（テキスト pp.38-39） 

・コンピュータの基本要素に関する

予習 

・課題への取組み 

90 分 

4 

コンピュータの仕組み① 

（コンピュータの基本要素、コ

ンピュータの処理） 

テキスト ・コンピュータの基本要素に関する

復習 

・論理ゲートに関する予習 

・課題への取組み 

90 分 

5 

コンピュータの仕組み② 

（論理ゲート） 

テキスト ・論理ゲートに関する復習 

・練習問題（テキスト pp.56-57） 

・フローチャートに関する予習 

・課題への取組み 

90 分 
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6 

プログラミングに関する基礎

知識① 

（言語処理系、アルゴリズム、

フローチャート） 

テキスト ・アルゴリズム、フローチャートの

復習 

・順次、分岐、繰返しの予習 

・課題への取組み 

90 分 

7 

プログラミングに関する基礎

知識② 

（制御構造、順次、分岐、繰返

し） 

テキスト ・順次、分析、繰返しの復習 

・練習問題（テキスト pp.76-77） 

・スタックとキュー、グラフ、連結

リストの予習 

・課題への取組み 

90 分 

8 

データ構造① 

（変数、配列、スタックとキュ

ー、グラフ、連結リスト） 

テキスト ・スタックとキュー、グラフ、連結

リストの復習 

・木構造、隣接リスト、隣接行列、

ハッシュテーブルの予習 

・課題への取組み 

90 分 

9 

データ構造② 

（木構造、隣接リスト、隣接行

列、ハッシュテーブル） 

テキスト ・木構造、隣接リスト、隣接行列、

ハッシュテーブルの復習 

・練習問題（テキスト pp.88-89） 

・オペレーティングシステムに関す

る予習 

・課題への取組み 

90 分 

10 

オペレーティングシステム 

（メモリ管理、プロセス管理、

入出力管理、ファイル管理） 

テキスト ・オペレーティングシステムに関す

る復習 

・練習問題（テキスト pp.101-103） 

・情報セキュリティに関する予習 

・課題への取組み 

90 分 

11 

情報セキュリティ 

（情報の分類、脅威とぜい弱

性、情報社会の法） 

テキスト ・情報セキュリティに関する復習 

・練習問題（テキスト pp.111-112） 

・「順次」、「分岐」に関する予習 

90 分 

12 

アルゴリズム① 

（順次、分岐） 

テキスト ・「順次」、「分岐」に関する復習 

・「繰返し」、「バブルソート」に関

する予習 

・課題への取組み 

90 分 

13 

アルゴリズム② 

（繰返し、バブルソート） 

テキスト ・「繰返し」、「バブルソート」に関

する復習 

・「線形探索」、「二分探索」に関す

る予習 

・課題への取組み 

90 分 
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14 

アルゴリズム③ 

（線形探索、二分探索） 

テキスト ・「線形探索」、「二分探索」に関す

る復習 

・練習問題（テキスト pp.134-135） 

90 分 

15 
応用問題 テキスト ・応用問題に関する復習 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL 

・毎回、授業内容に関する小テストを課し、小テストの答え合わせと解説を次回授業時に行う。 

・次回の授業内容に関する予習課題（レポート）を課し、次回授業までに提出を求める。提出された

内容を評価し、採点結果および必要に応じてコメントを返却する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

システム開発会社に勤務し、中小企業の情報システムの企画、設計、開発、運用・保守や社内ネット

ワークの構築等の幅広い業務に携わった経験がある。 

実務経験と授業科目との関連性 

教科書で説明される情報システムの開発に関する知識は、比較的規模の大きい企業を対象とした理想

的な環境を前提としているが、中小企業のシステム開発においてはその理想に合わない場合もあるの

で、システム開発現場の実情についてもできるだけ補足説明を加え、より実践的な知識として定着を

図る。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

住環境福祉論 2(Housing Environment for 

Elderly and Disabled People 2） 

392102-14400 

担当教員 
米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ２年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

高齢者・障がい者を取り巻く社会状況と住環境、自立支援のあり方、疾患別・障害別にみた不便・不

自由と福祉住環境整備の考え方や進め方、さらに環境整備の基本技術と実践的知識、また在宅生活に

おける福祉用具の必要性を習得することを目的とする。また、福祉住環境コーディネーター２級資格

相当の知識を身につけ検定試験合格を目標とする。 

福祉住環境コーディネーターの基礎知識として各専門職が行っている職種内容を理解することと、連

携の必要性について学ぶ。福祉住環境コーディネーター２級資格に対応した科目である。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小テストを実施して、フィードバックを

行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

住環境福祉論１を履修していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 高齢者や障がい者を取り巻く社会と福祉住環境コーディネーターを理解する。 

(ii) 障害のとらえ方と自立支援を理解する。 

(iii) 疾患別・障害別にみた不便・不自由と相談援助を理解する。 

(ⅳ) 福祉住環境整備の基本技術を理解する。 

(ⅴ) 在宅生活における福祉用具の活用を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

東京商工会議所(2019)『福祉住環境コーディネーター検定試験２級公式テキスト改訂 5 版』東京商工

会議所 

⑦ 参考図書・指定図書 

授業において紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 50％      100％ 

(i) 高齢者や障がい者を取

り巻く社会と福祉住環境

コーディネーターを理解

する 

10％ 10％      20％ 

(ii) 障害のとらえ方と自

立支援を理解する 

10％ 10％      20％ 

(iii) 疾患別・障害別にみ

た不便・不自由と相談援助

を理解する 

10％ 10％      20％ 

(ⅳ) 福祉住環境整備の基

本技術を理解する 

10％ 10％      20％ 

(ⅴ) 在宅生活における福

祉用具の活用を理解する 

10％ 10％      20％ 

フィードバックの方法 小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストは関連科目のテキストとしても使用する。必ず購入の上、毎回の授業に持参すること。福祉

住環境コーディネーター２級検定試験を受験することを基本とする。授業外での学修が少ない傾向に

あるため、次回の授業範囲を告知し、事前に範囲内を読んでくるように指導するとともに、授業時に

重要な項目を説明してもらう。住環境整備の企業に就労する場合は資格取得することを推奨する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション 

高齢者を取り巻く社会状況と

住環境 

テキスト 暮らしやすい生活環境を考察する 

高齢者を取り巻く社会状況を理解 

３０分 

2 
障がい者を取り巻く社会状況

と住環境 

テキスト 障がい者を取り巻く社会状況を理

解 

６０分 

3 
福祉住環境コーディネーター

の役割と障害のとらえ方 

テキスト 福祉住環境コーディネーターの役

割を理解 

６０分 

4 
小テスト テキスト １回～３回目授業のまとめ ６０分 
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5 
高齢者・障がい者の心身の特性 テキスト 障害のとらえ方と自立支援を理解 ６０分 

6 
小テスト テキスト ５回目授業のまとめ ６０分 

7 
高齢者に多い疾患別にみた福

祉住環境整備 

テキスト 高齢者に多い疾患の特徴を理解 ６０分 

8 
障害別にみた福祉住環境整備 テキスト 障害種別の特徴を理解 ６０分 

9 

相談援助の考え方と福祉住環

境整備の進め方(1) (2) 

テキスト ケアマネジメントと福祉住環境整

備を理解 

福祉関連整備専門職を理解 

６０分 

10 
小テスト テキスト ７回～９回目授業のまとめ ６０分 

11 

福祉住環境整備の基本技術と

実践に伴う知識 

生活行為別福祉住環境整備の

手法(1) 

テキスト 福祉住環境整備の基本技術を理解 

外出・屋内移動・排泄の整備を理解 

６０分 

12 

生活行為別福祉住環境整備の

手法 (2) 

福祉住環境整備の実践に必要

な基礎知識 

テキスト 入浴・洗面・調理の整備を理解 

建築図面のルールを理解する  

６０分 

13 
小テスト テキスト 11～12 回目授業のまとめ ６０分 

14 

在宅生活における福祉用具の

活用(1) (2) 

テキスト 福祉用具の意味と適用を理解 

生活行為別にみた福祉用具の活用

を理解  

６０分 

15 
小テスト テキスト 14 回目授業のまとめ ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小テストを行い、学修の理解状況を把握する。小テストは採点後、

解説の時間を設ける。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉
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教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 

実務経験と授業科目との関連性 

社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、人間が住み続けることには、住環境を整備するこ

とでより快適により安全に生活できることを学生に伝えることができる。 

たとえば、普段使っているシャンプー・リンス・ボディソープの容器を選別すること、そこには障害

のある人もない人も通常使えるバリアフリーデザインなどの必要性を伝えることができる。さらに実

体験として普段から見慣れている社会環境にも目を向ける必要性も伝えることができる。 

また、高齢者保健福祉計画や障害者副計画においても、介護の現状と課題・問題点が明記されている。

それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き

出す能力を養うことができる。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス Renew 

授業科目名 

科目コード 

生活経済論 2 （ Personal Finance 2 ）  

392103-14500 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL  / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

社会生活を送るうえで欠かせない「お金」の問題を、ファイナンシャル・プランナー（FP）3 級相当

の知識を学び、自主的に考えてゆくことを狙いとする。「自分や家族の生活を守るために必要となっ

てくるお金はどれくらいか？」日常行動とお金の関わり、経済と個人の関わりも包括的に学ぶ。 

後期の「生活経済論 2」では FP3 級技能士試験の実技試験形式を主に取り上げる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 / 職業人として通用する能力 / 情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

原則として FP3 級技能士の過去問錬成や基本書の重要事項の解説、事例紹介を中心に授業を行う。 

授業で取り上げる問題は過去問主体で、似たようなパターンが繰り返し何度も出題されている。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「「生活経済論 1」と「生活経済論 2」の 2 つの科目で、FP3 級の学科試験・実技試験の内容を網羅し、

錬成を重ねることで FP3 級合格水準達成を目指す。2 つの科目を合わせて履修することが望ましい。 

「生活経済論 2」では一部、FP2 級相当の内容も紹介する。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会人になる前に給与や控除などの基本的なお金の知識を身に付ける 

(ii) 税金のしくみや資産の運用、リスク管理を自分の人生設計に役立てる 

(iii) FP3 級に合格することを目指す（試験は年 3 回、5 月・9 月・1 月） 

⑥ テキスト（教科書） 

「生活経済論 1」と「生活経済論 2」は共通のテキストを用いる。 

滝澤ななみ『みんなが欲しかった！FP の教科書 3 級 2021-2022』TAC 出版 

滝澤ななみ『みんなが欲しかった！FP の問題集 3 級 2021-2022』TAC 出版 

＊年度毎の法改正や変更点もあるので注意する。2021 年 5 月頃に上記テキストが発売されるまでは、

授業の資料として各回プリントを配布する予定である。 

⑦ 参考図書・指定図書 

前田 信弘『一発合格！マンガで攻略！FP 技能士 3 級 21-22 年版』ナツメ社 

前田 信弘『一発合格！マンガで攻略！FP 技能士 2 級 21-22 年版』ナツメ社 

両@リベ大学長『本当の自由を手に入れる お金の大学』(2020) 朝日新聞出版 

岩田 美貴『ゼロからスタート! 岩田美貴の FP3 級 1 冊目の教科書 2020-2021 年版』KADOKAWA 

岩田 美貴『ゼロからスタート! 岩田美貴の FP2 級 1 冊目の教科書 2020-2021 年版』KADOKAWA 
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滝澤ななみ『みんなが欲しかった！FP の教科書 2 級 2021-2022』TAC 出版 

滝澤ななみ『みんなが欲しかった！FP の問題集 2 級 2021-2022』TAC 出版 

＊年度毎の法改正や変更点もあるので、授業では最新のデータを使う。2021 年 5 月頃発売予定。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％  20％   30％  100％ 

(i) 基礎知識の体得 10％  5％   10％  25％ 

(ii) 基礎問題の練習 10％  5％   10％  25％ 

(iii) 過去問の錬成 30％  10％   10％  50％ 

フィードバックの方法 出席票兼解答用紙は、原則返却しない。質問は随時、授業で受け付ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

FP3 級は出題頻度の高い重要ポイントが明確で、実生活にも役立つ知識が多い。必修科目等で習った

知識との関連項目もあるので、何か資格取得を目指すなら是非にも勧めたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション～ 

FP の倫理と違法行為 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

2 
ライフプランニング 

社会保険と公的年金 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

3 
リスクマネジメント 

生命保険と損害保険 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

4 
金融と経済の指標 

経済政策の基本的事項 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

5 
貯蓄型金融商品と債券 

基本事項とリスク管理 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

6 
タックスプランニング① 

所得税と各所得の計算 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

7 
タックスプランニング② 

税額の計算と税額控除 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

8 
タックスプランニング③ 

住民税・事業税・消費税など 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

9 
不動産の基本と取り引き① 

調査と法令 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 
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10 
不動産の基本と取り引き② 

税金と活用 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

11 
相続と事業継承① 

相続・贈与と税金対策 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

12 
相続と事業継承② 

財産評価と事業継承対策 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

13 
事例問題① 

個人資産相談業務 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

14 
事例問題② 

個人資産相談業務 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

15 
総括～後期内容の復習と試験

直前対策 

筆記用具、電卓 

（テキスト） 

課題を各自が調べ内容をきちんと

理解してくる。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生参加型 AL を採用する。課題プリントの内容を基に、各回の始めにその解説と考察を行い、学修

内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

商業簿記２（Commercial Bookkeeping 2） 

392104-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

 1 年次配当の簿記入門では商品売買業における基本的な簿記を学んだ。商業簿記１（商業簿記２、

工業簿記１・２）では商品売買業やサービス業、そして製造業における簿記を学ぶ。日商簿記２級は

商業簿記と工業簿記に大別されるが、本講義は商業簿記について特に連結財務諸表に焦点を当てて学

ぶ。日商簿記２級対応科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間が限られているため、予習・復習が特に重要となる。検定試験合格のためにも、予習・復習

を欠かさないこと。授業前に配布するレジュメファイルを各自印刷し、予習すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

商業簿記２、工業簿記１・２と共に履修することが必要である。これらの科目とともに学ぶ事で製造

業を含めた簿記を体系的に理解できるようになる。特に商業簿記１を履修（学習）していない学生は

理解できないため、商業簿記１の履修は特に必要である。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 個別精算表、個別財務諸表が作成できる。 

(ii) 連結精算表および連結財務諸表の作成ができる。 

(iii)  

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

滝澤ななみ(2020)『簿記の教科書 日商 2 級 商業簿記（第 9 版）』TAC 出版 

滝澤ななみ(2020)『簿記の問題集 日商 2 級 商業簿記（第 9 版）』TAC 出版 

（いずれも改定版が出版された場合は最新版を使用する。） 

⑦ 参考図書・指定図書 

各年度に対応した過去問題集、予想問題集等。必要に応じて紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 個別精算表、個別財務

諸表が作成できる。 

40% 10%      50% 

(ii) 連結精算表および連

結財務諸表の作成ができ

る。 

40% 10%      50% 

(iii)          

フィードバックの方法 課題や授業中のテストは採点して返却・解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

早い段階から検定レベルの問題に触れるようにして、早期の合格を目指す授業にしたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス・税効果会計 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。商業簿記１で学修した課税所得

の算定方法を復習し、どういった場

合に繰延税金資産・負債が計上され

るのかを理解する。 

90 分 

2 

帳簿の締切り 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。教科書の基本問題が解けるよう

にしておくこと。本問を解くために

は前期の範囲の理解が必須である。 

90 分 

3 

本支店間の取引 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。支店独立会計制度における本支

店間の取引について理解する。 

90 分 

4 
本支店合併財務諸表の作成 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書の基本問題を解けるように

しておくこと。 

90 分 

5 

連結財務諸表とは 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読み、連結財務諸表とその

作成の基礎について全体像を理解

しておく。 

90 分 
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6 

支配獲得日の連結 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。投資と資本の相殺消去の仕訳を

理解しておく。 

90 分 

7 

支配獲得日後 1 年目・2 年目の

連結 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。また、教科書の「参考」にある

タイムテーブルを使った開始仕訳

の処理方法を理解しておく。 

120 分 

8 

内部取引高と債権債務の相殺

消去 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特にダウンストリームとアップ

ストリームにおける処理方法の違

いなど、パターンの暗記ではなく本

質が理解できるようにしておくこ

と。 

90 分 

9 

連結精算表とは 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読みレジュメを完成させ

る。特に連結精算表と連結財務諸表

の関係をよく理解しておくこと。 

90 分 

10 

連結精算表の解き方 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書をもとに、連結精算表を完成

させるまでの一連の手順を理解し

ておくこと。 

90 分 

11 

連結財務諸表の作り方 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

連結精算表を完成させるまでの手

続きを確認し、教科書の基本問題が

解けるようにしておくこと。 

90 分 

12 

第 1 問対策問題演習 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

商業簿記１の範囲も含め、全ての仕

訳について教科書別冊の「SIWAKE-

195」の内容を理解しておくこと。 

90 分 

13 

第 2 問対策問題演習 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

特に、商品売買、固定資産、有価証

券について一連の流れを理解して

おくこと。また、株主資本等変動計

算書についても記入方法を理解し

ておくこと。 

90 分 

14 

第 3 問題対策問題演習 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

第 3問は商業簿記 1および 2の全て

の集大成である。全ての範囲につい

て本質的に理解しているかどうか

確認しておくこと。 

90 分 

15 

まとめ 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

商業簿記１の範囲も含め、全ての内

容について疑問点等を挙げておく

こと。 

90 分 
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⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。適宜小テストや課題等を行い、その解説を行うことで知識の定着

を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

工業簿記２（Industrial Bookkeeping 2） 

392105-14600 
担当教員 

中村大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

1 年次配当の簿記入門では商品売買業における基本的な簿記を学んだ。工業簿記では製造業における

簿記を学ぶ。本講義は日商簿記検定２級における工業簿記の範囲の中でも総合原価計算（工程別、組

別、等級別）、標準原価計算、直接原価計算、損益分岐点分析を学ぶ。。日商簿記２級対応科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業時間が限られているため、予習・復習が特に重要となる。検定試験合格のためにも、予習・復習

を欠かさないこと。授業前に配布するレジュメファイルを各自印刷し、予習すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

工業簿記１、商業簿記１・２と共に履修することが必要である。これらの科目とともに学ぶ事で製造

業を含めた簿記を体系的に理解できるようになる。工業簿記１を履修していないと本科目は理解でき

ない。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 工程別、組別、等級別の総合原価計算を理解し、検定試験レベルの問題を解くことができる。 

(ii) 標準原価計算を理解し、検定試験レベルの問題を解くことができる。 

(iii) 直接原価計算、損益分岐点分析を理解し、検定試験レベルの問題を解くことができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

滝澤ななみ(2018) 『簿記の教科書 日商 2 級 工業簿記（第 5 版）』TAC 出版 

滝澤ななみ(2019) 『簿記の問題集 日商 2 級 工業簿記（第 8 版）』TAC 出版 

（いずれも改定版が出版された場合は最新版を使用する） 

⑦ 参考図書・指定図書 

各年度に対応した過去問題集、予想問題集等。必要に応じて紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 工程別、組別、等級別の

総合原価計算を理解し、検

定試験レベルの問題を解

くことができる。 

26.6% 6.6%      33.3% 

(ii) 標準原価計算を理解

し、検定試験レベルの問題

を解くことができる。 

26.6% 6.6%      33.3% 

(iii) 直接原価計算、損益分

岐点分析を理解し、検定試

験レベルの問題を解くこ

とができる。 

26.6% 6.6%      33.3% 

フィードバックの方法 授業中の小テストは採点して返却・解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

早い段階から検定レベルの問題に触れるようにして、早期の合格を目指す授業にしたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス、工程別総合原価計

算 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。前期の単純総合原価計算を復

習しておく。仕損・減損についても

復習しておく。 

60 分 

2 

組別総合原価計算 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。組間接費の配賦について理解

しておく。 

60 分 

3 

等級別総合原価計算 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。等価係数、積数について理解

しておく。 

60 分 

4 

財務諸表・本社工場会計 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。特に原価差異の表示について

製造原価報告書と損益計算書にお

ける違いを理解しておく。 

60 分 
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5 

標準原価計算とは 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んで標準原価計算の全

体像を理解する。パーシャル・プラ

ンとシングル・プランの違いについ

て理解しておく。 

60 分 

6 

標準原価計算（差異分析） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。製造間接費差異の分析に使う

図を書けるように練習しておく。 

60 分 

7 

直接原価計算 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。特に固定費調整について暗記

ではなく本質が理解できるように

しておくこと。 

60 分 

8 

直接原価計算（CVP 分析） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

教科書を読んでレジュメを完成さ

せる。教科書の CVP 図表ではなく

レジュメにある CVP 図表が書ける

ように練習しておく。 

60 分 

9 

問題演習（個別原価計算） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

個別原価計算自体は前期の範囲で

あるが、費目別計算は後期の範囲の

前提となるため、よく復習しておく

こと。 

60 分 

10 

問題演習（単純総合原価計算） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

前期の範囲であるが、単純総合原価

計算が理解できていないとその他

の総合原価計算が理解できない。よ

く復習しておくこと。 

60 分 

11 

問題演習（工程別総合原価計

算） 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

仕損・減損や原価配分（先入先出法、

平均法）との組合せ、複数の原料を

使う場合などの問題に対応できる

ように基礎から復習しておくこと。 

60 分 

12 
問題演習（組別総合原価計算） 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

組間接費の配賦方法を中心に復習

しておくこと。 

60 分 

13 
問題演習（等級別総合原価計

算） 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

完成品原価を積数の比によって按

分する方法を復習しておくこと。 

60 分 

14 

問題演習（直接原価計算・CVP

分析） 

教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

CVP の関係を本質から理解し、どん

な問われ方でも解けるように復習

しておくこと。 

60 分 

15 

まとめ 教科書、問題集、

レジュメ、電卓 

工業簿記１～２の範囲、中でも勘定

連絡を自分で書けるように復習し

ておくこと。勘定連絡図が工業簿記

における全ての基本である。 

60 分 
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⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。適宜小テストや課題等を行い、その解説を行うことで知識の定

着を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

会計学 2（Accounting 2） 

392106-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

 会計とは、特定組織の経済活動について貨幣額を用いて記録・計算し、その結果を報告するシステ

ムである。本講義ではそのなかでも企業が株主や債権者等に向けて報告をすることを目的とする財務

会計分野を扱う。会計と簿記は理論的側面と技術的側面で表裏一体のものであるが、会計学 1・2 で

は、理論的側面に絞って学んでいく。 

 会計学 2 では会計学 1 で学んだ基礎的知識をもとに、応用的な論点である外貨建取引、税金、連結

財務諸表、基礎的な経営分析を学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 を養う 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

適宜、企業会計基準等を参照するので、下記の参考図書（会計法規集）を持参するかスマートフォン

等により参照できるように準備しておくこと。できれば会計法規集は入手して欲しい。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

会計学 1 と共に履修すること。会計学 1 の内容が理解できていないと 2 の内容は理解できない。本科

目は会計（特に財務会計）について理論的側面から論じるものであり、技術的側面から論ずる簿記関

係の科目（簿記入門１・２、商業簿記１・２、工業簿記１・２等）と共に学ぶと良い。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 外貨建取引や連結財務諸表等の応用論点が理解できている。 

(ii) 有価証券報告書をもとにした基礎的な経営分析ができる。  

 

⑥ テキスト（教科書） 

桜井久勝・須田一幸（2021）『財務会計・入門（第 14 版）』有斐閣 

⑦ 参考図書・指定図書 

中央経済社編（2019）『新版 会計法規集（第 11 版）』中央経済社 

桜井久勝（2019）『財務会計講義（第 20 版）』中央経済社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 外貨建取引や連結財務

諸表等の応用論点が理解

できている。 

70% 15%      85% 

(ii) 有価証券報告書をも

とにした基礎的な経営分

析ができる。 

10% 5%      15% 

(iii)          

フィードバックの方法 小テストについては適宜解説等を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

適宜、国税専門官試験の問題等に触れながら、内容の理解と定着が行われるようにしたい 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス 教科書 前記の内容について復習しておく 60 分 

2 
資金の管理と運用① 

（現金預金、有価証券） 

教科書、会計法

規集 

現金預金の範囲と、有価証券の範囲

や評価について調べておく 

60 分 

3 

資金の管理と運用② 

（キャッシュ・フロー計算書、

デリバティブ） 

教科書、会計法

規集 

キャッシュ・フロー計算書の内容と

意義、デリバティブの種類について

調べておく 

60 分 

4 
国際活動① 

（外貨建取引） 

教科書、会計法

規集 

外貨建取引の処理方法について調

べておく 

60 分 

5 

国際活動② 

（在外子会社の財務諸表、国際

会計基準） 

教科書、会計法

規集 

在外支社・子会社の財務諸表の換算

方法と、IFRS の意義について調べ

ておく 

60 分 

6 
税金と配当① 

（税金と剰余金の配当） 

教科書、会計法

規集 

企業は納める税金の種類、剰余金の

配当について調べておく 

60 分 

7 

税金と配当② 

（配当制限、剰余金の処分） 

教科書、会計法

規集 

債権者保護としての配当制限、積立

金の設定などの剰余金の処分につ

いて調べておく。 

60 分 
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8 

企業集団の財務報告① 

（連結財務諸表とは） 

教科書、会計法

規集 

企業集団としての財務諸表である

連結財務諸表とは何かについて調

べておく 

60 分 

9 
企業集団の財務報告② 

（連結財務諸表の内容） 

教科書、会計法

規集 

連結財務諸表の種類と内容につい

て調べておく。 

60 分 

10 
企業集団の財務報告③ 

（セグメント情報・合併） 

教科書、会計法

規集 

セグメント情報とは何か、企業の合

併とは何かについて調べておく。 

60 分 

11 
財務諸表による経営分析① 

（分析の方法と注意） 

教科書 経営分析を行っていく際に中止す

べき点は何かについて調べておく。 

60 分 

12 
財務諸表による経営分析② 

（収益性の分析） 

教科書 収益性の分析について、その分析手

法とデータの取り方を調べておく。 

60 分 

13 

財務諸表による経営分析③ 

（安全性の分析） 

教科書 安全性の分析について、その分析手

法とデータの入手方法等を調べて

おく。 

60 分 

14 
問題演習① 教科書 前期の範囲も含めて、教科書の内容

を復習しておく。 

60 分 

15 
問題演習② 教科書 後期に学んだ範囲について教科書

の内容を復習しておく。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。進度に応じて、国税専門官の「会計学」過去問などを小テストと

して実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

販売管理(Sales Management) 

392107-14500 
担当教員 

丸山 一郎 

（マルヤマ イチロウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 協同学修型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

1．販売士 2 級「販売・経営管理」に対応し、チェーンストア経営システムによる小売業の実践的な

経営・販売管理のスキルを習得することを目的とする。  

2．授業では毎回配布するレジメを使い小売業を中心に経営管理や販売管理の基礎と実践的な手法に

ついて学ぶ。 

3．レジメを基に基礎知識を習得したのちにケーススタディを行い、事例から気づきを得ることを通

じて、小売業の経営管理と販売管理の実践力を養う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

1．レジメと課題レポートは毎回 Google classroom 内に配布する。 

2．学生による課題レポートの提出は Google classroom を使い提出する。 

3．小レポートの課題は机上及び現地(店舗)を実際に視察して作成すること。尚、優秀小レポートの

学生による発表を実施する。 

4．グループワークでは上場チェーンストア企業を分析する。 

各グループが選んだ課題企業(各授業で 1 社、計 3 社)の経営数値を算出し、各企業の経営戦略、差別

化戦略を明確にする。メンバーは積極的に参加し、毎回必ず全員が発表する。また、グループワーク

では「自他評価表」を使い、他のグループの発表内容を評価するだけではなく、自身のグループも評

価する。 

5．第 12 回の授業(雇用・就業動向と従業員管理)では元外資企業、取締役人事部長による講義を予定

している。貴重な現場の実態について聞き逃すことなく習得して欲しい。尚、授業回は変更になる場

合がある。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

マーケティング入門、マーケティング 1、2、経営管理論、販売戦略、流通論入門、流通論、簿記入

門、人的資源管理１、２、販売士（リテールマーケティング）検定 3 級以上の知識を習得している

ことが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)実践的な経営・販売管理のスキルの習得。  

(ii)小売業の経営管理・販売管理の基本的な考え方の理解。 

(iii)経営分析指標を理解する。 
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⑥ テキスト（教科書） 

1．毎回の授業でレジメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

1．日本商工会議所・全国商工会連合会 編『販売士ハンドブック(応用編)～リテールマーケティング

(販売士)検定試験 2 級対応～「販売・経営管理」』株式会社カリアック 

2．奥林 康司、神林 憲雄、平野 光俊(2010)『入門 人的資源管理』中央経済社  

3．森田 松太郎(2004)『ビジネス・ゼミナール 経営分析入門』日本経済新聞社 

4．渥美 俊一(2010)『チェーンストアのマネジメント(チェーンストアの実務原則シリーズ)』実務教育出版  

5．渥美 俊一(2008)『チェーンストア経営の原則と願望』実務教育出版 

6．松井 忠三(2015)『図解 無印良品は、仕組みが 9 割』角川書店 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業へ

の参加･

意欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％   35％  15％  100％ 

(i) 実践的な経営・販売管

理のスキルの習得。 

20％   15％  5％  40％ 

(ii) 小売業の経営管理・販

売管理の基本的な考え方

の理解。 

20％   15％    40％ 

(iii)経営分析指標を理解す

る。 

10％   5％  5％  20％ 

フィードバックの方法 小レポートおよびグループワークについては、評価・考察を行い、フィ

ードバックする。また、優秀レポート提出者による発表を実施する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

1．経営効率の計算公式は何故かテキスト、参考書では難しく記載されているが、授業で用意するレジ

メでは理解し易い公式として再現した。 

2．組織体制と従業員管理では履修前に人的資源管理(HRM)の学習を求めたい。 

3．チェーンストアに関する事前学習が必要。参考書、指定図書にある渥美俊一氏、松井忠三氏の著書

は読了を求めたい。 

4．毎回新鮮でワクワクする授業を心掛け、チェーンストア企業の最新情報なども提供する。 

5．授業に対する積極性(出席回数含め)や小レポートに対する真剣な取組みを大いに評価する。 

6．発表は小レポートの課題をもとに全員が必ず実施する。従って小レポートの取組みが無いものは 

発表が出来ず、評価の対象にもならない。 

7．授業はやむを得ない場合を除き、欠席しない事。 

 

 

5％ 
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⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

「イントロダクション」 

・授業内容、進め方について 

・小レポート次週課題説明 

電卓 ・チェーンストア理論と用語の 

事前学習 

60 分 

2 

「販売管理者の法令知識」① 

・取引の法知識 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・契約、支払いの法律に関する理解 

60 分 

3 

「販売管理者の法令知識」② 

・仕入に関する法知識 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・仕入方法、独占禁止法の理解 

60 分 

4 

「販売管理者の法令知識」③ 

・販売に関する法知識１ 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・消費者契約法、電子商取引関連法の

理解 

60 分 

5 

「販売管理者の法令知識」④ 

・販売に関する法知識２ 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・消費者保護、割賦販売法、特定商取

引法の理解 

60 分 

6 

「商標法、不正競争防止法、景品

表示法」「リスクマネジメント」 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・商標法、不正競争防止法、景品表示

法の理解 

60 分 

7 

「販売事務管理に求められる経

営分析」① 

・広義の経営分析 

・狭義の経営分析 

・主要な経営分析 

・グループワークの説明 

小レポート 

電卓 

・課題の取組み 

・財務諸表、損益分岐点、キャッシュ

フロー、損益計算書、貸借対照表、

売上高総利益率、営業利益率 

 経常利益率、ほか経営数値の理解  

60 分 

8 

「販売事務管理に求められる経

営分析」② 

・グループワーク 

 上場チェーン企業の経営分析 

経営分析表 

電卓 

・各グループが選んだ上場チェーンス

トア小売り企業の有価証券報告書

を使い経営分析 

60 分 

9 

「販売事務管理に求められる経

営分析」③ 

・グループワーク 

 上場チェーン企業の経営分析 

経営分析表 

電卓 

 

・各グループが選んだ上場チェーンス

トア小売り企業の有価証券報告書

を使い経営分析 

 

60 分 

10 

「販売事務管理に求められる経

営分析」④ 

・グループワーク 

経営分析表 

電卓 

 

・各グループが選んだ上場チェーンス

トア小売り企業の有価証券報告書

を使い経営分析 

60 分 
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 上場チェーン企業の経営分析 

・小レポート課題説明 

 

11 

「小売業の組織体制と従業員管

理」① 

・小売業の組織のあり方 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・小売業の組織形態のありかたを理解 

60 分 

12 

「小売業の組織体制と従業員管

理」② 

・雇用・就業の動向と従業員管理 

について元外資企業取締役人

事部長による講義 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・雇用・就業の動向と従業員管理の理

解 

60 分 

13 

「小売業の組織体制と従業員管

理」③ 

・人材育成とリーダーシップの

あり方 

・小レポート次週課題説明 

小レポート ・課題の取組み 

・人材育成とリーダーシップのあり方

を理解 

60 分 

14 

「店舗施設などの維持管理」 

・防犯、防災対策、店舗施設の保

守、衛生管理 

小レポート ・課題の取組み 

・防犯、防災対策、店舗施設の保守、

衛生管理の理解 

60 分 

15 
「まとめ」 

・チェーンストア最新情報 

 ・レジメ全資料の振返り 60 分 

⑪ アクティブラーニングについて 

1．グループワークを３回実施する。グループは課題企業の経営状況を分析、発表し、質疑応答を受け

る。メンバーは積極的に参加し、毎回必ず全員が発表する。また、グループワークでは「自他評価表」

を使い、他のグループの発表内容を評価するだけではなく、自身のグループも評価する。 

2．課題の下、現地店舗の観察分析判断そしてレポート提出。優秀レポート数名による発表。 

3．有価証券報告書、決算説明会資料を分析、レポート提出。 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

1．1977年のコメリホームセンター1号店開店の前年から 1100店舗に至る迄の間、店舗用地開発、建

設を中心に業務に当たる。他にも店頭販売、店長、商品部バイヤー、販売促進、リフォーム事業部や

再生可能エネルギービジネスプロジェクト、他新規事業プロジェクトの立ち上げ等、執行役員として

多くの部署で実務を担当。 

2．2013 年より長野県松本市、アルピコホールディングス(旧松本電鉄)の中核企業であるスーパーマ

ーケット、株式会社アップルランド(現株式会社デリシア)にて常務取締役開発本部長として店舗開発

部署を統括した。   
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3．2017 年 7 月からは福井県の東証一部上場ドラッグストア企業、ゲンキー株式会社にて建設部長と

して店舗建設コスト削減企画他、物流センター及びプロセスセンター建設企画等の実務を中心に担

当。他にも用地開発、テナント誘致、メンテナンス業務を担当。 

4．2017年 2月韓国大手企業である CJグループとコンサル業務契約を締結。同社における新規事業開

発に関するコンサル業務を韓国ソウル本社にて実施。 

実務経験と授業科目との関連性 

ホームセンター、スーパーマーケット、ドラッグストア等、多岐に渡るチェーンストア業態での商品

部バイヤー、販売担当者、店長、店舗開発、建設、新規 PJ リーダーの実務経験を基にして、テキス

ト、決算資料、最新企業情報などを使い、現場経験を交えて具体的に流通・小売業の販売管理を解説

する。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

商品学(Commodity Science)  

392108-14500 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

小売業のマーチャンダイジングに関する専門的な知識を身に付け、中級レベルの販売業務の遂行能力 

を修得できるよう、講義、小テスト、配布資料などを組み合わせ、体系的に学んでいく。毎日、習慣 

的に行っている消費行動の場である小売業を「品揃え」の視点で捉えることで、小売業の仕組みを理 

解することをねらいとする。 

リテールマーケティング(販売士)検定試験 2級「マーチャンダイジング」科目に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う。  

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある。 

③ 時間配分は約 50 分 パワーポイントで説明しつつ、配布された書き込み式の授業資料の空欄を学 

生自ら埋めていく方法で進める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「流通論」「ロジスティックス」「マーケティング 2」「販売戦略」「販売管理」の 5 科目と併せて履修 

することを強く推奨。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業のマーチャンダイジングに関する理論、概念などについて、友人・知人への説明や質問に

回答することができる。 

(ii) 小売業のマーチャンダイジングに関する計算式、意味、応用計算を説明できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。毎回、書き込み式授業資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(応用編)上巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(i) 理論、概念の説明 40％ 25％    10％  75％ 

(ii) 関連分野の計算、意

味 

10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 小テストや小論文を適宜実施。毎回解説・採点のうえ返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション  よく利用する小売店の商品構成(品 

種レベル)を調べる 

60分 

2 
マーチャンダイジングとは 配布資料 マーチャンダイジングの定義を復

習する 

60分 

3 
商品とサービス 配布資料 商品とサービスの違いを復習する 60分 

4 
商品コンセプトの理解 配布資料 コンセプトの構成要素、事例を復習 

する 

60分 

5 
仕入計画の立案、発注の方法 配布資料 再発注のパターンを整理する 60分 

6 
商品計画の立案 配布資料 部門別売上・粗利構成表を復習する 60分 

7 
商品構成の考え方と棚割 配布資料 新しい商品構成の視点を復習する 60分 

8 
価格設定①プライスラインと 

プライスゾーン 

配布資料 品種を特定し、プライスラインとプ

ライスゾーンを調べる 

60分 

9 
価格設定②値入計算 配布資料 値入計算の応用を復習する 60分 

10 
商品管理と在庫管理 配布資料 商品管理と在庫管理の違いを復習 

する 

60分 
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11 
商品回転率の計算、死に筋管理 配布資料 商品回転率計算の応用を復習する 60分 

12 
販売管理とは 配布資料 カテゴリーマネジメントの意義を 

復習する 

60分 

13 
予算管理と利益管理 配布資料 価格差異と数量差異の違いを復習 

する 

60分 

14 
POS システムの活用 配布資料 POSデータの活用法を復習する 60分 

15 
小売業の物流システム 配布資料 業態別物流システムを復習する 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALを採用する。小売業マーケティングにおけるマーチャンダイジングに関するト ピ

ックスをテーマにした課題(参加意欲評価点に含む)を課し、講義の中で解題を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域活性化論（Regional Vitalization） 

392158-14000 
担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 2 年次 開講期 後期 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

地方の衰退の流れに抗い、地域を活性化し、明るい未来を築くべく、全国各地で様々な人々が多様な

活動を展開している。 

本講義では、実際に地域を活性化させている具体的な事例をテーマ別に学ぶ。また、具体的な地域活

性化事例を通し、その成功のポイントならびに実践活動の概念、実態、取り組み方を学ぶ。 

自主的・自発的な取組みを促す授業を通じて。地域の現状を分析する力、および地域活性化に向けた

実践活動の基礎的な知識・ノウハウを身につける。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「地域経営」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域活性化事例を理解・説明することができる。 

(ii) 地域活性化手法を理解・説明することができる。 

(iii) 地域活性化手法を用い、地域活性化の具体策を構築することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 
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清丸惠三郎（2016）『地方の未来が見える本』洋泉社 

佐藤可士和・四国タオル工業組合（2014）『今治タオル奇跡の復活』朝日新聞出版 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i) 地域活性化事例の理

解・説明 

20％  5％ 8％  2％  35％ 

(ii) 地域活性化手法の理

解・説明 

20％  5％ 7％  2％  34％ 

(iii) 地域活性化手法を用

いた具体策の構築 

20％  5％ 5％  1％  31％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等につ

いて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

より多くの全国・県内の地域活性化事例を紹介する。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

地域活性化とは？ 

筆記用具 講義の復習、地域活性化とは？ 

地域活性化のためにできること 

90 分 

2 
農業活性化①米・果物 筆記用具 講義の復習、天空米・奇跡のリンゴ

を食べたくなる理由は？ 

90 分 

3 
農業活性化②ブランド化 筆記用具 講義の復習、ブランド化された商品

とその背景にあるストーリー 

90 分 

4 
農村活性化 筆記用具 講義の復習 

農協の事業内容 

90 分 

5 
山村活性化 筆記用具 講義の復習、「ゼロ・ウェイスト運

動」とごみの分別 

90 分 

6 
ものづくり活性化①繊維産業 筆記用具 講義の復習 

高価格商品とその理由 

90 分 
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7 
ものづくり活性化②金属加工 筆記用具 講義の復習 

伝統的工芸品 

90 分 

8 
商店街活性化①再開発 筆記用具 講義の復習 

商店街活性化の取組み 

90 分 

9 
商店街活性化②町並み再生 筆記用具 講義の復習 

着地型観光 

90 分 

10 
地域再生 筆記用具 講義の復習 

空き家再生 

90 分 

11 
観光活性化①芸術 筆記用具 講義の復習 

観光活性化 

90 分 

12 
◆観光活性化②温泉地 筆記用具 講義の復習 

聖地巡礼 

90 分 

13 
観光活性化③聖地巡礼 筆記用具 講義の復習 

再生可能エネルギー 

90 分 

14 
観光活性化④自然エネルギー 筆記用具 講義の復習 

地域活性化のポイント 

90 分 

15 
観光活性化⑤雪 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

・毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義に加えて、学生の知識のアウトプ

ットも重視し、知識の定着を目指す。 

・前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこ

とで、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 15（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。

研究員として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

県内外の地域活性化事例に触れ、各種レポート作成に携わった経験を生かし、地域を活性化した具体

的な事例を分かりやすく紹介する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

ビジネス英語（Business English） 

393109-14200 
担当教員 

太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
４ 配当年次 ３年次 開講期 通年 

科目特性 知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は、ビジネスに対応した英語での発想、情報収集、表現力などに関する英語コミュニケーショ

ンと、ビジネスをめぐる社会環境、文化的側面を学ぶ。就職活動、企業における業務を通じて、社会

生活に必要な英語対話力と実務における英語技能を養う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

◆テキストの設問に沿って、ビジネスコミュニケーションに関するリスニングコンプリヘンション、

読解、作文、スピーチを学生が行い、教員が確認作業と解説を行う。必要に応じて補足説明を行う。 

◆授業前にその回で扱う教材の Vocabulary を辞書等で確認し、自習用 CD を聞いてくること。 

◆必ず復習をし、正解できなかった問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) ビジネス英語の基礎を理解できる。 

(ii) 実務における英語技能を習得している。 

(iii) 国際ビジネスを理解し、英語で対話できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

Okamoto, Mayumi and Mitsuo Nakamura（最新版）, Make it in Business ,（センゲージラーニン

グ） 

⑦ 参考図書・指定図書 

デイビッド・セイン（最新版）『そのまま使える基本のビジネス英語 書く』、中央経済社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i) ビジネス英語の基礎 80％       80% 

(ii) 実務英語技能の習得   10%     10% 

(iii) 国際ビジネス対話力       10%  10% 

フィードバックの方法 課題は、添削して返却し解説するとともに、授業への参加・意欲は、

Activity への積極的取組、参加を評価する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

◆授業は集中力をもって積極的に参加する姿勢が望まれる。 

◆教室以外での予習・復習のための勉強時間も十分活用してほしい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
Introduction テキスト、筆記

用具 

テキストの構成、英語資格を理解す

る。配布プリントを復習する。 

60 分 

2 
Job Hunting (Job Application) テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.5 – pp.7、配布プリン

ト、ＣＤの予習・復習 

60 分 

3 
.Job Hunting (Job Interview) テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.8 – pp.10、配布プリン

ト、ＣＤの予習・復習 

60 分 

4 
The First Day of Work テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.11 – pp.16、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

5 
Writing Email (Internet)  テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.17 – pp.19、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

6 
Writing Email (Business 

Letter) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.20 – pp.22、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

7 
Greeting a Visitor テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.23 – pp.28、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

8 
Explaining a Corporate 

Profile 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.29 – pp.34、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

9 
.Deciding of a Date for a 

Meeting 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.35 – pp.40配布プリン

ト、ＣＤの予習・復習 

60 分 

10 
Attending a Meeting 

(Preparation) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.41 – pp.43、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 
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11 
Attending a Meeting (The 

Meeting) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.44 – pp.46、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

12 
Dealing with Complaints  

(From one of customers)  

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.47 – pp.49、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

13 
Dealing with Complaints  

(How to deal with) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.50  – pp.52、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

14 
Review テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 

15 
Course Wrap up テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 

16 
Getting Ready for an 

Overseas Business Trip   

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.53 – pp.58、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

17 
Gathering Information for a 

Presentation 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.59 – pp.64、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

18 
Writing a Presentation Draft  

(Preparation) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.65 – pp.67、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

19 
Writing a Presentation Draft 

(Checking Your Draft)  

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.68 – pp.70、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

20 
Traveling Abroad for the First 

Time 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.71 – pp.76、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

21 
Giving a Presentation 1 (1) 

(Organizing Speech) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.77 – pp.79、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

22 
Giving a Presentation 1-(2)  

(Making Slides) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.80 – pp.82、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

23 
Giving a Presentation 2-(1) 

(Making a Handout) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.83 – pp.85、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

24 
Giving a Presentation 2-(2) 

(Organizing) 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.86 – pp.88、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

25 
.Expressing Gratitude  テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.89 – pp.94、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

26 
.Listening Comprehension of 

Business Scene 

テキスト、筆記

用具 

配布プリントの予習・復習 60 分 

27 
Campus Life in America (1) 

(Potomac University) 

テキスト、筆記

用具 

配布プリントの予習・復習 60 分 

28 
Campus Life in America (2)  

(Campus Tour)  

テキスト、筆記

用具 

配布プリントの予習・復習 60 分 

29 
Review テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 



4 

 

30 
Course Wrap up テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。設問、コミュニケーションは、学生が順次対応し、教師が解説・

評価する。数回の提出課題に関して、返却時に評価、考察を行い、学習内容をフィードバックする。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域分析（Regional Analysis） 

393110-14100 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 後期 

科目特性 地域志向科目／知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

近年、地域は非常に重要な役割を果たすようになってきている。本講義では地域分析の手法を学習す

る。研究対象は地域の社会経済現象であり、分析手法は地域分析で、分析のための道具はコンピュー

タである。授業は実証的な地域分析および経済分析の実例をあげ、分析の目的、分析手法、利用する

統計データおよび分析結果について講義し、その後に分析に必要な計算方法について演習を行う。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力／情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

実習を伴う授業であるので、授業時間だけでは進捗に差ができることは避けられない。各回に行った

ことについては確実に復習をして遅れないようにすることが重要である。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

表計算ソフト「エクセル」の基本的な使い方を習得していることが必要である。「コンピュータリテラ

シー２」の単位を取得済みであることが望まれる。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)  地域分析と地域の概念、扱われるデータの理解。 

(ii)  地域分析手法の理解と分析。 

(iii) 分析結果を解釈し、整理する能力を有すること。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは使用しない。授業時間にレジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

大友篤（1997）『地域分析入門 改訂版』東洋経済新報社（ISBN4－492－31239－0） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  20%   30%  100% 

(i) 地域分析と地域の概

念、扱われるデータの理解 

10%  5%   5%  20% 

(ii) 地域分析手法の理解

と分析 

30%  10%   20%  60% 

(iii) 分析結果を解釈し、整

理する能力を有すること 

10%  5%   5%  20% 

フィードバックの方法 各章の終了後、課題（電子ファイル）を課し、採点して模範解答を示す。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の進捗には大きなばらつきが生じることは避けられないため、学生が協力して課題にチャレンジ

することによって、学生自ら学ぶ姿勢を呼び起こす。さらに、応用練習問題を自分で解くことによっ

て、習熟度の向上に努めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
データ処理入門①（基本的な関

数の使い方とグラフの作成） 

 エクセルの基本関数の復習、グラフ

作成 

60 分 

2 

データ処理入門②（利用頻度の

多い関数の使い方、様々な代表

値の使い方） 

配付資料 エクセルの基本関数の復習、様々な

代表値の理解、データ処理に関する

課題の提出 

90 分 

3 
地域分析と地域概念 配付資料 統計データの検索 60 分 

4 
地域分布の分析①（地域別割

合、増減率、年平均成長率） 

配付資料 地域別割合、増減率・成長率の練習

問題 

60 分 

5 
地域分布の分析②（集中指数） 配付資料 集中指数に関する練習問題 60 分 

6 
地域分布の分析③（重心、密度） 配付資料 重心、密度に関する練習問題。地域

分析に関する課題の提出 

90 分 

7 
地域特性の分析①（構成比、特

化係数、専門家係数） 

配付資料 構成比、特化係数、専門家係数に関

する練習問題 

60 分 

8 
地域特性の分析②（比率の標準

化） 

配付資料 比率の標準化に関する練習問題。地

域特性の分析（基礎編）の課題提出 

90 分 
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9 
地域特性の分析③（都市の規模

分類、産業機能分類） 

配付資料 都市の規模分類、産業機能分類に関

する練習問題 

60 分 

10 
地域特性の分析④（都市の中心

地的機能分類、都市の中心性） 

配付資料 都市の中心地的機能分類、都市の中

心性に関する練習問題 

60 分 

11 

地域特性の分析⑤（地域経済基

盤の分析） 

配付資料 地域経済基盤の分析に関する練習

問題。地域特性の分析（応用編）の

課題提出 

90 分 

12 
地域変化の分析①（地域変化の

計測） 

配付資料 地域変化の計測に関する練習問題 60 分 

13 

地域変化の分析②（地域変化の

比較、都市化の分析） 

配付資料 地域変化の比較、都市化の分析に関

する練習問題。地域変化の分析の課

題提出 

90 分 

14 
地域的関係の分析①（新潟県の

人口を題材とした応用問題） 

配付資料 新潟県の人口を題材とした練習問

題 

60 分 

15 

地域的関係の分析②（新潟県内

市町村の人口を題材とした応

用問題） 

配付資料 新潟県内市町村の人口を題材とし

た練習問題。地域的関係の分析に関

する課題提出 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALL を採用する。各内容について講義と実習を行う。学生自ら及び学生が協力して

問題を解くことによって、分析力を高めていく。練習問題の解答を示すことによって、確実に実習を

終わらせられるようにする。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

前職の民間シンクタンクでは、「整備新幹線の経済効果分析」「道路整備の効果と評価に関する調査」

「公共投資の九州地域経済に与えるインパクト分析」などの調査研究活動に従事してきた。また、「長

岡市総合計画策定委員会」「長岡市都市計画マスタープラン策定委員会」「長岡版広域道路ビジョン懇

談会」「長岡市住宅政策マスタープラン改定検討会議」「地域資源発信拠点整備検討委員会」などの委

員を歴任している。 

実務経験と授業科目との関連性 

シンクタンクにおける経験から実際のデータを扱うときの問題点も明らかになっており、学生にその

経験を伝えることができる。たとえば、エクセルの解説本では必ずデータは完成されたものであるが、

実際のデータでは秘匿があったり、不明などが含まれたりしている。それらを扱う方法など実践的な

講義が可能である。また、総合計画に代表される各種政策課題を扱った報告書においては、必ず現状

と課題・問題点が必要になる。それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状課題を効

率よくまとめたり分析したりする能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

経済政策（Economic Policy） 

393111-14124 
担当教員 

太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は、競争と経済効率、所得分配の公正、経済の安定と経済成長を目的として政府が行う経済政

策について、その役割、社会経済にもたらす効果を含め、ミクロ経済学、マクロ経済学の基礎理論を

適用して学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業前にその回の授業内容を確認し、講義ノートを整理・分析し、配布プリントを確認してくること。

必ず復習をし、正解できなかった問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。

（１時間） 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

ミクロ経済学、マクロ経済学 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 経済政策の基礎を理解できる。市場機構における価格体系の理解のもと、公共財の機能、生産

の効率、社会的厚生、などミクロ経済政策を理解できる。生産物市場と貨幣市場の均衡、完全

雇用と市場利子率、物価、景気調整、財政政策と金融政策の効果、経済成長などマクロ経済政

策を理解できる。 

(ii) 現実の社会経済現象に応用し、分析することができる。 

(iii) 政府の経済政策を理解し、評価することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

使用しない。表、グラフ等は板書をし、プリントを随時配布する。各自しっかり講義ノートをまとめ

ること。 

⑦ 参考図書・指定図書 

奥野信宏ほか（最新版）『公共経済学で日本を考える』、中央経済社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i)経済政策の基礎的理解  80％       80% 

(ii)社会経済への応用分析    10%     10% 

(iii) 経済政策の理解と評価      10%  10% 

フィードバックの方法 フィードバックの方法 授業への参加・意欲は、課した課題の答えを、

学生自らが黒板に書き、教師が質問し、解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

◆講義への出席が基本であり、授業中は集中して受講すること。 

◆積み重ねで学ぶので、欠席すると授業内容を理解するのが困難となる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
経済政策の位置づけ 筆記用具、電卓 

配布プリント 

配布プリント、講義ノートの整理・

分析、復習 

60 分 

2 
市場機構と公共財 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

3 
価格統制 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

4 
消費者余剰、生産者余剰、社会

的余剰 

筆記用具、電卓 

配布課題 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

5 
生産の効率と資源配

分 

筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

6 
消費の効率とパレート最適 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

7 
社会的厚生 筆記用具、電卓 

配布課題 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

8 
所得格差と分配政策 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

9 
生産物市場とＩＳ関数 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

10 
貨幣市場とＬＭ関数 

 

筆記用具、電卓 

配布課題 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 
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11 
ＩＳ・ＬＭ分析 

 

筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

12 
財政政策 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

13 
金融政策 筆記用具、電卓 

配布プリント 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ントの予習・復習 

60 分 

14 
経済成長 筆記用具、電卓 

配布課題 

講義ノートの整理・分析、配布プリ

ント、配布課題の予習・復習 

60 分 

15 
まとめ 筆記用具、電卓 

配布模擬問題 

講義ノートの整理・分析、配布模擬

問題の予習・復習 

60 分 

 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。練習問題の答えを学生が黒板に書き、教員が質問し要点を解説す

ることによって、知識の確認と定着を目指す。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

埼玉県職員（主事）として４年余り勤務し、ふるさと埼玉を守る条例に基づき指定した山林等の所 

有者に対して支払う奨励金に関して、その事務の簡素化・迅速化を図るため、システム仕様書、プロ

グラム仕様書を作成し、これに基づきこの事務の電算システム化を完成させた。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

講義を展開していく上で、事物を社会システムとしてのとらえ、実務における行政、経済政策を事例

としてとりあげることができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

日本経済論（Japanese Economy） 

393112-14120 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

日本経済の本質を見抜く思考力を身に付けるため、日本経済の多様な側面を学習する。第 1 に日本経

済の発展過程を、明治～昭和初期、第 2 次大戦後復興期、1950 年代～70 年代、80 年代～90 年代、

2000 年以降の 5 期に分けて学習し、第 2 に景気対策、成長戦略、所得分配等の複数の視点から、日

本経済の現状について学習する。授業内容は上級レベルである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力を育成する授業。 

③ 授業の進め方・指示事項 

広範な専門知識、情報を紹介しながらも、独自で深く考え本質を見抜く思考力を育成するため、頻繁

に質問し意見を求め、討論を促すような授業を行う。活発な発言をすること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

マクロ経済学・ミクロ経済学 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日本経済の発展過程が理解できる。 

(ii) 日本経済を安定させ、発展させるファクター、政策等のメカニズムが理解できる。 

(iii) 日本経済について考え、独自の思考から建設的な提言ができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

稲葉陽二（2012）『日本経済論』弘文堂 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%   20%  30%  100% 

(i) 日本経済の全体像理解 20%   10%  10%  40% 

(ii) 日本経済の安定化要 20%   5%  10%  35% 
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因・関連政策の理解 

(iii) 日本経済への提言 10%   5%  10%  25% 

フィードバックの方法 レポートについてはコメントを行い討論のベースとして紹介する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

日本経済を体系的に把握しながら、それらの奥にある本質を見抜き、独自の考えから価値ある提案が

できる高い思考力を身に付けてもらうような授業を志向する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション・日本経済

の分析視点 

 日本経済への問題関心に関するレ

ポート作成 

90 分 

2 
日本経済の発展Ⅰ（明治～昭和

初期） 

配布学習ノー

ト・課題資料 

明治・大正・昭和初期の経済上の時

代的特質を考えるレポート 

90 分 

3 
日本経済の発展Ⅱ（第 2 次大戦

後の復興期） 

配布学習ノー

ト・課題資料 

日本経済の復興を世界情勢から考

えるレポート 

 120 分 

4 
日本経済の発展Ⅲ（1950年代～

70 年代） 

配布学習ノー

ト・課題資料 

1950 年代、60 年代、70 年代の主要

台頭産業を考えるレポート 

120 分 

5 
日本経済の発展Ⅳ（1980年代～

90 年代） 

配布学習ノー

ト・課題資料 

1980 年代末の日本経済の世界内ウ

ェイトに関するレポート 

120 分 

6 
日本経済の発展Ⅴ（2000 年以

降） 

配布学習ノー

ト・課題資料 

人口構造激変の日本経済へのイン

パクトを考えるレポート 

120 分 

7 
景気対策 配布学習ノー

ト・課題資料 

財政・金融・規制緩和等複数の景気

対策の効果に関するレポート 

90 分 

8 
成長戦略 配布学習ノー

ト・課題資料 

成長戦略の検証に関するレポート 90 分 

9 
所得分配 配布学習ノー

ト・課題資料 

所得分配の歴史、思想、効果、意義

を長期的視点で考えるレポート 

90 分 

10 
産業構造 配布学習ノー

ト・課題資料 

産業構造高度化政策と産業構造の

変化に関するレポート 

90 分 

11 
対外経済政策 配布学習ノー

ト・課題資料 

輸出振興、輸出自主規制、直接投資、

外資導入に関するレポート 

90 分 

12 
人口の変化と日本経済 配布学習ノー

ト・課題資料 

人口構造激変の本質を考えるレポ

ート 

90 分 

13 
グローバリゼーションと日本

経済 

配布学習ノー

ト・課題資料 

グローバリゼーションを国、個人の

両方の視点から考えるレポート 

90 分 
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14 
日本経済の課題 配布学習ノー

ト・課題資料 

日本経済の課題を国全体、地域の両

方の視点から考えるレポート 

90 分 

15 
まとめ 配布学習ノー

ト・課題資料 

生活者に幸福をもたらす日本経済

の構築に関する提言レポート 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。講義内容をベースにして、独自に調査、考察しレポートを作成す

るなかで本質を見抜き、独自に提案できる思考力を伸ばす。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和２（2020）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

労働経済学 (Labor Economics) 

393113-14140 
担当教員 

石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

労働経済学の基本である①労働市場の仕組みと機能、②労働者の意思決定、③企業の採用についての

意思決定、について学ぶ。また、卒業後に社会人として労働者として就業することを見据え、労働を

巡る様々な現実の問題・現象について関心や疑問を抱き、説明や評価ができる能力の醸成を目指す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力を育成する授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回、配布資料により解説を行い、演習問題による理解の確認と知識定着を進める。期末試験に加え

て数回の小テストにより、平素からの学びの成果を確認する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」「経済政策」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 労働市場の需要・供給に対して理解し説明できる。 

(ii) 年功賃金、労働組合、最低賃金制度などの制度等について理解し説明できる。 

(iii) 賃金格差、失業、若年者の就業など現実の課題等について理解し説明できること。 

⑥ テキスト（教科書） 

特にもうけない。各回、必要に応じて資料・レジュメ等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

大竹文雄(1998)『労働経済学入門』日経文庫。 

太田聰一・橘木俊詔『労働経済学入門 新版』有斐閣。 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 20％    30％  100％ 

(i) 労働市場の需要・供給 20％ 10％    10％  40％ 
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について  

(ii) 年功賃金、労働組合、

最低賃金制度などの制度

等について 

20％ 5％    10％  35％ 

(iii) 賃金格差、失業、若年

者の就業など現実の課題

について 

10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 前期末試験結果、小テスト結果は返却して解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

今年度から担当。労働・就業に関する現実の様々な問題を題材にして、労働に関する社会現象に対す

る理解力・説明力を向上できるような授業を目指す。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記用具 配布資料の振り返り 60 分 

2 
労働市場の概観～労働市場と

は何か 

筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による労働市場の概要の

振り返り 

60 分 

3 
経済学で捉えた労働市場～需

要と供給 

筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による振り返り、ミクロ経

済学の均衡の復習 

60 分 

4 
労働供給について 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による労働供給決定の振

り返り 

60 分 

5 
労働需要について 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による労働需要決定の振

り返り 

60 分 

6 
年功賃金制度について 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による年功賃金制度の振

り返り 

60 分 

7 
長期雇用制度について 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による長期雇用制度の振

り返り 

60 分 

8 
労働者のキャリアと昇進 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による労働者のキャリア

と昇進の振り返り 

60 分 

9 
労働組合の役割 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による労働組合の役割の

振り返り 

60 分 

10 
賃金格差について 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による賃金格差について

の振り返り 

60 分 
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11 
正規労働と非正規労働につい

て 

筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による正規労働と非正規

労働についての振り返り 

60 分 

12 
失業と労働市場 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による失業と労働市場に

ついての振り返り 

60 分 

13 
最低賃金制度等について 筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による最低賃金制度等に

ついての振り返り 

60 分 

14 
働き方改革、若年者の就業、就

職活動等について 

筆記用具、前回

配布プリント 

配布資料による若年者の就業、就職

活動についての振り返り 

60 分 

15 
全体の振り返り 筆記用具、前回

配布プリント 

配布プリントの演習問題に取り組

む 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。新聞記事などを用いた現実の現象説明への応用にも取り組む。公

務員試験の過去問等の活用による演習も取り入れる。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

人的資源管理１（Human Resource Management 

1）393114-14300 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認方ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

本授業では，人的資源管理，主に人事労務管理の基礎を学ぶ。人的資源管理の基本的な仕組み、企業

組織，人的資源管理、採用、配置と異動、教育訓練、人事評価などを学習する。大学卒業後，組織人

として仕事をしていくうえで，必要な人事管理に関する基礎的な知識の習得を目標として授業を進め

る。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

①該当範囲の授業 

②前回授業の振り返り、振り返りレポートのフィードバック 

③新聞記事など人事労務に関する新聞記事などの話題の提供 

④授業終了時振り返りレポートの作成 

授業範囲の教科書該当ページを事前に読み込み、わからないことを事前に把握する。 

振り返りレポートは、授業で習得した知識を簡潔にまとめることにより知識の定着を図る。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

人的資源管理２ 

(人的資源管理１と２をセットで受講することにより人的資源管理を網羅的に学習できる。) 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 人的資源管理の基礎知識を習得し，説明することができる。 

(ii) 人的資源管理の基本的概念、用語、課題を理解し，説明することができる。 

(iii) 管理する立場の視点と管理される側の視点、双方の視点で人事管理を考えることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

今野浩一郎、佐藤博樹著（2009）『人事管理入門〈第 3 版〉』日本経済新聞社 

⑦ 参考図書・指定図書 

スティーブン P ロビンス（2009）『新版組織行動のマネジメント』ダイヤモンド社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％   10％  10％  100％ 

(i) 人的資源管理の基礎知

識を習得し，説明すること

ができる。 

30％   4％  3％  37％ 

(ii) 人的資源管理の基本

的概念、用語、課題を理解

し，説明することができ

る。 

30％   3％  4％  37％ 

(iii) 管理する立場の視点

と管理される側の視点、双

方の視点で人事管理を考

えることができる。 

20％   3％  3％  26％ 

フィードバックの方法 授業冒頭に前回授業内容サマリーをフィードバックして知識の定着を図

る。振り返りレポートの内容をフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

働き方改革の取り組みにより，人事管理制度が大きく仕組みが変わりつつある。制度変更，社会変化

に対応した内容で授業を行う。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション 

人事管理のとらえ方① 

教科書 /配布資

料 

授業全体像を再確認し，何を学習す

るのかを明確化する。 

疑問点の把握、授業後の復習 

60 分 

2 

人事管理のとらえ方② 

人事管理の機能と構成 

 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人事管理の機能と構成の資

料整理と復習 

60 分 

3 

人事管理のとらえ方③ 

日本型人事管理の特徴 

 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、日本型人事管理の特徴の資

料整理と復習 

60 分 

4 

戦略・組織と人事管理① 

戦略・組織・業績管理と人事管

理のとらえ方 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、戦略・組織・業績管理と人

事管理のとらえ方の資料整理と復

60 分 
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習 

5 

戦略・組織と人事管理② 

経営戦略と業績管理 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、経営戦略と業績管理の資料

整理と復習 

60 分 

6 

社員区分制度と社員格付け制

度① 人事管理の基盤システ

ム 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人事管理の基盤システムの

資料整理と復習 

60 分 

7 

社員区分制度と社員格付け制

度② 日本型社員格付け制度 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、日本型社員格付け制度の資

料整理と復習 

60 分 

8 

採用管理① 

採用の管理 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、採用の管理の資料整理と復

習 

60 分 

9 

採用管理② 

募集と採用 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、募集と採用の資料整理と復

習 

60 分 

10 

配置と異動の管理 教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、配置と異動の管理の資料整

理と復習 

60 分 

11 

教育訓練① 

人材育成と教育訓練 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人材育成と教育訓練の資料

整理と復習 

60 分 

12 

教育訓練② 

教育訓練の戦略 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、教育訓練の戦略の資料整理

と復習 

60 分 

13 

人事評価① 

人事評価の機能と管理 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人事評価の機能と管理の資

料整理と復習 

60 分 

14 

人事評価② 

人事評価の実際 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、人事評価の実際の資料整理

と復習 

60 分 

15 
まとめ 教科書 /配布資

料 

授業内容全体の復習と内容の理解 120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認方ＡＬを行う。授業中に問いかけを行い，自分で課題に取組むことにより内容の一層

の理解を深める。毎回振り返りレポートを作成する。 
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※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門においてシステム設計と運用など、物流管理部門において新規仕組みの構築と

運用改善・物流教育など、人事労務管理部門において制度設計や法令変更対応、組合との交渉など、

総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライアンスなどの業務に従事した。 

実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマネジメントに携わった。 

実務経験と授業科目との関連性 

人事労務管理部門での実務経験や部門長として管理職経験、役員経験を活かし、実務経験がなく、実

務を想像しにくい学生に対してより実務的に具体的に人事管理・労務管理や人的資源の概念を教授す

ることができる。 

現場で発生している問題など具体的な事例をもとに、働き方改革や残業問題など人事労務に関する課

題について、興味深く説明することができる。 
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令和２（2020）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

財務戦略 1（Strategic Financial Management

１） 

393115-14300 

担当教員 
栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

財務戦略とは、企業活動において、資金の流れを積極的にコントロールすることである。すなわち、

企業を経営していく上では、企業戦略の策定と同時にその実効性を確保するための資金の流れを理解

していなければならない。なぜなら、企業における資金の流れは、人間における血液の流れと同様の

役割を果たしており、その活動を継続していく上で必要不可欠だからである。 

そこで、本科目では、主に企業の視点から資金調達の手法を学ぶ。企業経営における財務戦略の重要

性について説明した後、企業における資金調達の主な手法（直接金融・間接金融）の概要と日本企業・

中小企業における特徴を検討する。 

本講義を通じて、企業における財務戦略の重要性、および各種資金調達方法の相違点を理解し、説明

できるようになる。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「財務戦略２」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 企業における資金調達の重要性を理解・説明することができる。 

(ii) 金融機関借入の方法を理解・説明することができる。 

(iii) 社債・株式等による資金調達の方法を理解・説明することができる。 
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⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

齋藤裕（2012）『金融業界大研究』産学社 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i) 企業における資金調達

の重要性の理解・説明 

20％  5％ 7％  2％  34％ 

(ii) 金融機関借入の方法

の理解・説明 

20％  5％ 7％  2％  34％ 

(iii) 社債・株式等による

資金調達の方法の理解・説

明 

20％  5％ 6％  1％  32％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等につ

いて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・習熟度を確認しながら、講義を進めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

株式会社とは 

筆記用具 講義の復習 

財務諸表と企業の資金調達の方法 

90 分 

2 
Ｂ/ＳとＰ/Ｌ～資金の調達と運

用 

筆記用具 講義の復習、黒字倒産とは 

利益とキャッシュフローの相違点 

90 分 

3 
キャッシュフロー 筆記用具 講義の復習 

新潟県の地方銀行 

90 分 

4 
金融機関とは 筆記用具 講義の復習 

企業にとってのメインバンク 

90 分 
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5 
メインバンク 筆記用具 講義の復習 

銀行借入の方法・手順 

90 分 

6 
銀行借入 筆記用具 講義の復習 

変動金利と固定金利 

90 分 

7 
金利 筆記用具 講義の復習、貸出金利の決定方法、

事業者融資のスコアリングシステム 

90 分 

8 
借入金利の決定要因 筆記用具 講義の復習 

保証人と連携保証人 

90 分 

9 
借入と担保①人的担保 筆記用具 講義の復習 

抵当権と根抵当権、有価証券担保 

90 分 

10 
借入と担保②物的担保 筆記用具 講義の復習、借入と社債と株式 

みらい応援私募債 

90 分 

11 
社債 筆記用具 講義の復習、東京証券取引所第１部

への新規上場要件 

90 分 

12 
株式公開の意義 筆記用具 講義の復習 

新潟県に本社を置く上場企業 

90 分 

13 
株式上場と増資 筆記用具 講義の復習 

県内上場企業の有価証券報告書 

90 分 

14 
クラウドファンディング 筆記用具 講義の復習 

クラウドファンディング活用事例 

90 分 

15 
企業間信用と経営戦略 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

・毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義に加えて、学生の知識のアウトプ

ットも重視し、知識の定着を目指す。 

・前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこ

とで、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 9（1997）年 4 月～平成 28（2016）年 3 月まで、株式会社第四銀行に在籍。そのうち、平成 15

（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。研究員

として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 
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実務経験と授業科目との関連性 

地域金融機関に勤務した経験を生かし、借入を中心とした企業の資金調達の方法について具体的な事

例を交えつつ、分かりやすく紹介する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中 小 企 業 論  (Small and Medium-sized 

Enterprise) 

393116-14300 

担当教員 
權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

中小企業は企業数で日本の産業全体の 99％以上、従業員数で 66％という高いシェアを占めており、

日本経済や産業を語る上で欠かせない存在である。ところが、中小企業の多くは資金不足と人材不足

などの中小企業問題を抱えている。そして、その背景には規模の不経済の問題が隠れているが、その

解説と対策を講義していく。また、日本の中小企業が日本経済の発展にどのように貢献してきたか、

グローバリゼーションは日本の中小企業にどのような影響を与えているか、どのようにしていくべき

かについて講義と議論を並行しながら進行していきたい。そして、米国の創業教育も紹介し、授業中

に 2 つのプロジェクトを実施していく。授業の水準は基礎応用の水準である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

復習を兼ねた質疑が多い。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 「規模の経済」の視点から、中小企業問題を含めた経済現象を見ることができる。 

(ii) 「地域資源の活用主体」、「地域格差縮小の担い手」として中小企業を捉えることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

安田武彦ほか 3 人（2007）『ライフサイクルからみた中小企業論』同友館 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  30%   20%  100% 

(i) 中小企業問題 35%  20%   15%  70% 

(ii) 地域格差と中小企業 15%  10%   5%  30% 

         

フィードバックの方法 次回の授業の冒頭に課題について触れる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認しながら、授業を進めていく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
中小企業のイメージ 教科書 変わったつまようじを見つける。 60 分 

2 
中小企業の位置づけと現状 教科書 中小企業白書より現状がわかるデ

ーターを集める。 

60 分 

3 
新潟県の中堅・中小企業 教科書 就職希望の企業 5 社の企業研究を行

う。 

60 分 

4 
規模の不経済と中小企業 教科書 小規模市場で活躍する企業を見つ

ける。 

60 分 

5 
二重構造論 教科書 中小企業と大企業の労働時間と給

与を比較する。 

60 分 

6 
中小企業の誕生 教科書 教科書の事例をより深める。 60 分 

7 
中小企業の成長 教科書 教科書の事例をより深める。 60 分 

8 
中小企業の組織 教科書 教科書の事例をより深める。 60 分 

9 
中小企業の人材 教科書 教科書の事例をより深める。 60 分 

10 
中小企業の研究開発とイノベ

ーション 

教科書 大企業と中小企業の特許データー

を集める。 

60 分 

11 
中小企業の企業間連携・ネット

ワーク 

教科書 事例を集める。 60 分 
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12 
中小企業の退出・廃業の現状 教科書 データーを集める。 60 分 

13 
中小企業の退出・廃業の要因 教科書 データーを集める。 60 分 

14 
中小企業の財務 教科書 データーを集める。 60 分 

15 
中小企業の金融 教科書 BIS 規制比率の分母と分子のデータ

ーを集めて確認する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

予習と復習のためのレポートを課する。また、授業の進行方法は講義とミニディスカッションが半々

ずつとなる（協同学修型 AL）。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

企業経営史（Business History） 

393117-14300 
担当教員 

丸山一郎 

（マルヤマ イチロウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

1．江戸時代から現在に至るまでの日本における企業経営の歴史的変化を概観する。特に戦後におけ

る日本経済の競争力の背景として機能した企業経営のあり方が、どの様な歴史的過程を経て成立し、

現在に至るまでにどの様な経緯をたどって来たのかを理解する。また、流通イノベーションの回では

株式会社コメリの発展過程を詳細に説明する。 

2．江戸時代から現在に至るまでの日本企業の変遷と発展の歴史を理解し、熾烈な国際競争をリード

し勝ち抜く為の課題も説明できる。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門知識・技能を活用する能力/情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

1．レジメと課題レポートは毎回 Google classroom内に配布する。 

2．学生による課題レポートの提出は Google classroom を使い提出する。 

3．本題に入る前にまずは、江戸、明治、大正、昭和の各時代の時代背景を理解する。 

4．テキストの解説と合わせて毎回配信するレジメを使い、当時の企業の経営戦略、組織の変遷及び政

府の産業保護政策や労働環境の改善等の厚生政策も解説する。 

5．各企業の黎明期から現在に至る迄の沿革と現状を決算説明会資料などにより分析、解説する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

産業史 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 江戸、明治、大正、昭和の各時代の時代背景を理解する。 

(ii) 時代ごとの経営戦略、組織変遷及び政府の産業保護政策や労働環境改善等の厚生政策を理解する。 

(iii) 各企業の沿革と現状を決算説明会資料などから分析、理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

1．宮本 又郎、岡部 桂史、平野 恭平、共著(2014)『１からの経営史』中央経済社 

⑦ 参考図書・指定図書 

1．毎回の授業にてレジメを配布する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 20％  20％  10％  100％ 

(i) 江戸、明治、大正、昭

和の各時代の時代背景を

理解する。 

10％       10％ 

(ii) 時代ごとの経営戦略、

組織の変遷及び政府の産

業保護政策や労働環境改

善等の厚生政策を理解す

る。 

20％ 10％  10％    40％ 

(iii) 各企業の沿革と現状

を決算説明会資料などに

より分析、理解する。 

20％ 10％  10％  10％  50％ 

フィードバックの方法 小レポートについては、評価・考察を行い、フィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

1．企業経営史を学ぶことは日本の歴史、つまり時代ごとの社会背景を理解することである。各授業で

は単に企業の歴史を学ぶに留まらず、その時代に何があったのか、世界ではどの様な出来事があった

のかも合わせて解説する。 

2．テキスト以外の情報も多く用意し、毎回新鮮でワクワクする授業を心掛ける。 

3．各時代における実業家の生い立ちや転機、そして先見性、革新性を解説する。 

また、従来からの高名実業家に対する評価の真偽を考察し、解説したい。 

4．授業に対する積極性(出席回数含め)や小レポートに対する真剣な取組みを大いに評価する。  

5．毎回の小レポートと定期小テストのための自習が必要であり、指定した事項に関して図書館やネ

ットで情報を集め、学習する事が求められる。（1 時間程度） 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション 

江戸時代の経営 

テキスト 

 

・予習課題の取組み 

・経営史を学ぶとは何かを理解する 

・時代背景を理解した上で企業家の

先見性、転機、行動を理解する 

60 分 

2 

明治の企業家 テキスト 

小レポート 

 

・予習課題、小レポートの取組み 

・明治の財閥企業とベンチャー精神

に溢れた新進実業家を理解する 

60 分 
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3 

近代産業の成立 テキスト 

小レポート 

 

・予習課題、小レポートの取組み 

・明治維新後の殖産興業、富国強兵

時代の産業界を理解する 

60 分 

4 

財閥の誕生 テキスト 

小レポート 

 

・予習課題、小レポートの取組み 

・大正時代の第一次世界大戦景気に

よる軽工業、重化学工業、電力工

業の発展を理解する 

・財閥による独占資本と戦後不況、 

 ロシア革命にの影響を理解する 

60 分 

5 

重化学工業化と新興財閥 

小テスト 

テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・先行する財閥に後れを取った新興

財閥が成功した要因を理解する 

・産学官連携による科学技術の習得

と人材育成、企業の幹部登用、新

製品開発を理解する 

・小テストに備え予習 

60 分 

6 

技術経営の登場 テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・東芝、日本電気(NEC)、三菱電機、 

日立、Panasonic、そして SONY

の黎明期から今日に至るまでを

理解する 

60 分 

7 

日本型人事管理とサラリーマ

ンの登場 

テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・明治後期から大正期の学歴による

組織形態と賃金格差を理解する 

・工場法、労働争議、健康保険、失

業対策の理解 

60 分 

8 

都市型ビジネスの成立 テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・大都市への人口集中に伴う電鉄の

延伸、住宅不動産、購買、娯楽産

業の発展を理解する 

・阪急創業者、小林一三のマーケテ

ィング戦略を深く理解する 

60 分 

9 

経済民主化と企業改革 テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・第二次世界大戦後の経済の民主化

を理解する 

・財閥の解体、農地解放、労働組合

の活動を理解する 

60 分 
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10 

大衆消費社会の到来 

小テスト 

テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・1950 年代中頃から始まった高度

経済成長に伴う家電メーカーの

マーケティング戦略を理解する 

・小テストに備え予習 

60 分 

11 

企業集団とメインバンク テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・高度成長期の「設備投資主導型」

成長と旺盛な資金需要による銀

行と企業との関係を理解する 

60 分 

12 

日本型生産システムの形成 テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・トヨタ生産システムである「かん

ばん」を理解する 

・豊田自動織機からトヨタ自動車工

業への技術移転を理解する 

60 分 

13 

流通イノベーション/コメリの

歴史 

テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・コメリ HP、決算情報などあらゆ

るコメリ情報にて予習 

・SM、CVS、Dept、等の各業態を

理解する 

60 分 

14 

商社の変貌と日本的経営 テキスト 

小レポート 

・予習課題、小レポートの取組み 

・三井物産、三菱商事、住友商事を

はじめとした総合商社の現在に

至るまでの変遷を理解する 

60 分 

15 
まとめ 

小テスト 

テキスト 

小レポート 

・テキスト、レジメ全資料の振返り 

・小テストに備え予習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

1．小レポートの内容を基に、各回の始めにレポートの評価・考察を行い、学修内容をフィードバック

する。 

2．毎回の授業にて優秀レポート数名を発表する。 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

1．1977 年のコメリホームセンター1 号店開店の前年から 1100 店舗に至る迄の間、店舗用地開発、建

設を中心に業務に当たる。他にも店頭販売、店長、商品部バイヤー、販売促進、リフォーム事業部や

再生可能エネルギービジネスプロジェクト、他新規事業プロジェクトの立ち上げ等、執行役員として

多くの部署で実務を担当。 

2．2013 年より長野県松本市、アルピコホールディングス(旧松本電鉄)の中核企業であるスーパーマ
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ーケット、株式会社アップルランド(現株式会社デリシア)にて常務取締役開発本部長として店舗開発

部署を統括した。   

3．2017 年 7 月からは福井県の東証一部上場ドラッグストア企業、ゲンキー株式会社にて建設部長と

して店舗建設コスト削減企画他、物流センター及びプロセスセンター建設企画等の実務を中心に担

当。他にも用地開発、テナント誘致、メンテナンス業務を担当。 

4．2017 年 2 月韓国大手企業である CJ グループとコンサル業務契約を締結。同社における新規事業

開発に関するコンサル業務を韓国ソウル本社にて実施。 

実務経験と授業科目との関連性 

ホームセンター、スーパーマーケット、ドラッグストア等、多岐に渡るチェーンストア業態での商品

部バイヤー、販売担当者、店長、店舗開発、建設、新規 PJ リーダーの実務経験を基にして、テキス

ト、決算資料、最新企業情報などを使い、現場経験を交えて具体的に企業経営史を解説する。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

初級経営学演習（First-level Exercises in 

Management）393118-14300 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 専門 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL，資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

『経営学検定試験』の「初級」に合格するためには、１年次の「経営学」、２年次の「現代経営」およ

び経営学関連科目で学修した内容を確実に理解するとともに、試験対策として一定の“テクニック”

を身に付けるが不可欠である。そこで、本演習では試験範囲の内容を総復習するとともに、過去に出

題された問題を解き、これらの理解度を確認する。演習を通じて理解できていない項目を確認し、改

めて理解するように努めてもらいたい。1 年次、2 年次に学習した内容の問題を解くことにより、経

営学を体系的に理解できたことの【証し】とする。なお、本演習の内容は、『経営学検定試験』の「初

級」の試験範囲全てに該当する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

①経営学検定初級試験の問題を解く 

②自己採点 

③問題に対する解説 

④振り返り 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「経営学」・「企業論」・「経営組織論」・「経営管理論」・「経営課題」・「現代経営」を履修完了している

ことが前提となる。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 『経営学検定試験』の「初級」に合格する知識・能力を身につけることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

経営学検定試験協議会監修・経営能力開発センター編（2018）『経営学検定試験公式テキスト① 経

営学の基本』第 6 版、中央経済社 

配布資料 

⑦ 参考図書・指定図書 

経営能力開発センター，経営学検定試験（初級）過去問題・回答・解説 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％ 30％    10％  100％ 

(i) 『経営学検定試験』の

「初級」に合格する能力を

身につけることができる。 

60％ 30％    10％  100％ 

フィードバックの方法 試験問題に取り組んだあと、できない問題を分析し、自身の理解が進ん

でいない項目を把握し、復習する。その内容を振り返りレポートにまと

め、自身が認識する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「経営学」・「企業論」・「経営組織論」・「経営管理論」・「経営課題」を履修後受講することが望ましい。 

過去問題演習を重ねるごとに試験のコツをつかみ，得点が上昇する。最後まで受講し，問題になれる

ことが合格への近道となる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

経営学検定初級の実施概要および

実施時期を確認する。 

問題の全体傾向を把握する。 

60 分 

2 

過去問題の演習と解説 

問題演習① 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習①の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

3 

過去問題の演習と解説 

問題演習② 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習②の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

4 

過去問題の演習と解説 

問題演習③ 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習③の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

5 

過去問題の演習と解説 

問題演習④ 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習④の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

6 

過去問題の演習と解説 

問題演習⑤ 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑤の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 
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7 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑥ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑥の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

8 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑦ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑦の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

9 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑧ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑧の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

10 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑨ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑨の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

11 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑩ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑩の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

12 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑪ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑪の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

13 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑫ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑫の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

14 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑬ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

問題演習⑬の見直しと不正解問題

をテキストで調べ、内容を正しく理

解する。 

60 分 

15 

過去過去問題の演習と解説 

問題演習⑭ 

 

配布物 

公式テキスト① 

経営学の基本 

今までのすべて問題演習の見直し

と不正解問題をテキストで調べ、内

容を正しく理解する。 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協働学修型ＡＬを採用する。各回の演習において、まずは過去問題を解き、正解を確認後、問題に対

する解答のプロセスの理解を深める。わからない問題は，教科書で調べること内容をより深く覚える

ことができる。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 
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昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門においてシステム設計と運用など、物流管理部門において新規仕組みの構築と

運用改善・物流教育など、人事労務管理部門において制度設計や法令変更対応、組合との交渉など、

総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライアンスなどの業務に従事した。 

実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマネジメントに携わった。 

実務経験と授業科目との関連性 

実務経験や部門長として管理職経験、グループ企業での役員経験を活かし、実務経験がなく、実務を

想像しにくい学生に対して、より実務的に具体的に経営学全般について教授することができる。 

検定試験題の内容を具体的に説明することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

コンピュータネットワーク 2(Base of computer 

network 2) 

393119-14700 

担当教員 
吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

IT は私たちの社会の隅々まで深く浸透し、どのようなビジネスにおいても IT なくして成立しません。 

どのような業種・職種でも、IT と経営全般に関する総合的知識が不可欠です。事務系・技術系、文系・

理系を問わず、IT の基礎知識を持ち合わせていなければ、企業の戦力にはなりえません。グローバル

化、IT の高度化はますます加速し、「英語力」と共に、「IT 力」を持った人材を企業は求めています。

本授業は国家試験の「IT パスポート試験」に対応し、IT を利活用するこれから社会人となる学生が

備えておくべき IT に関する基礎的な知識を学ぶ。授業は主に講義形式で進め、随時課題および小テ

ストを課す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

「IT パスポート試験」に合格するためには、情報技術に関する幅広い知識を身につけることが必要で

ある。IT パスポート試験過去問題などを利用した授業時間外の自主的な学習を求める。 

テキストに沿って行います。授業時は必ず参照できるようにすること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「情報処理の基礎１」、「情報処理の基礎２」、「情報システムの基礎１」、「情報システムの基礎２」、「コ

ンピュータネットワーク１」、「コンピュータネットワーク２」は、あわせて履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

経済産業省の「IT パスポート試験」で求めている IT を利活用するこれから社会人となる学生が備え

ておくべき IT に関する基礎的な知識の中で、主にテクノロジ系(技術分野)の「技術要素」の知識を修

得することを目標とします。 

(i) ネットワークの用語を理解し、説明できる 

(ii) 情報セキュリティ関係の用語を理解し、説明できる 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム(2020)『よくわかるマスター 令和 2-3 年度版 IT パスポート試験 対策テ

キスト＆過去問題集』，FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  20%   20%  100% 

(i) ネットワークの用語を

理解し、説明できる 

30%  10%   10%  50% 

(ii) 情報セキュリティ関

係の用語を理解し、説明で

きる 

30%  10%   10%  50% 

フィードバックの方法 前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着

をはかる 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストに記載されていないが、実際の IT パスポート試験で出題された部分など、出題傾向も併せ

て解説する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
授業の進め方． 

IT パスポート試験について 

 IT パスポート試験内容について，過

去問を調べてみる． 

30 分 

2 
ネットワーク方式 テキスト 9-4-1 ネットワーク方式の整理・復

習 

60 分 

3 
通信プロトコル 1 テキスト 9-4-2 通信プロトコルの整理・復習 60 分 

4 
通信プロトコル 2 テキスト 9-4-2 通信プロトコルの整理・復習．

過去問学修． 

60 分 

5 
ネットワーク応用 1 テキスト 9-4-3 ネットワーク応用の整理・復

習 

60 分 

6 
ネットワーク応用 2 テキスト 9-4-3 ネットワーク応用の整理・復

習 

90 分 

7 
前半のまとめ テキスト，課題 課題作成．これまでの授業内容の整

理・復習 

90 分 

8 
情報セキュリティ テキスト 9-5-1 情報セキュリティの整理・復

習 

60 分 
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9 
情報セキュリティ管理 1 テキスト 9-5-2 情報セキュリティ管理の整

理・復習 

60 分 

10 
情報セキュリティ管理 2 テキスト 9-5-2 情報セキュリティ管理の整

理・復習．過去問学修． 

60 分 

11 
情報セキュリティ対策 1 テキスト 9-5-3 情報セキュリティ対策の整

理・復習 

60 分 

12 
情報セキュリティ対策 2 テキスト 9-5-3 情報セキュリティ対策の整

理・復習 

60 分 

13 
情報セキュリティ実装技術 1 テキスト 9-5-3 情報セキュリティ実装技術の

整理・復習 

60 分 

14 
情報セキュリティ実装技術 2 テキスト 課題作成，9-5-3 情報セキュリティ

実装技術の整理・復習 

90 分 

15 
まとめ テキスト，課題 全体の整理・復習 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の終わりに演習問題を課し、回答を提出させる。次回の始め

に前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着をはかる。 

計算問題を中心に、2 回程度の小テストを実施する。 

用語を中心に、2 回程度のレポートを実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

情報システムの基礎 2(Base of information 

system 2) 

393120-14700 

担当教員 
吉川 宏之 

（ヨシカワ ヒロユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

IT は私たちの社会の隅々まで深く浸透し、どのようなビジネスにおいても IT なくして成立しません。 

どのような業種・職種でも、IT と経営全般に関する総合的知識が不可欠です。事務系・技術系、文系・

理系を問わず、IT の基礎知識を持ち合わせていなければ、企業の戦力にはなりえません。グローバル

化、IT の高度化はますます加速し、「英語力」と共に、「IT 力」を持った人材を企業は求めています。

本授業は国家試験の「IT パスポート試験」に対応し、IT を利活用するこれから社会人となる学生が

備えておくべき IT に関する基礎的な知識を学ぶ。授業は主に講義形式で進め、随時課題および小テ

ストを課す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

「IT パスポート試験」に合格するためには、情報技術に関する幅広い知識を身につけることが必要で

ある。IT パスポート試験過去問題などを利用した授業時間外の自主的な学習を求める。 

テキストに沿って行います。授業時は必ず参照できるようにすること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「情報処理の基礎１」、「情報処理の基礎２」、「情報システムの基礎１」、「情報システムの基礎２」、「コ

ンピュータネットワーク１」、「コンピュータネットワーク２」は、あわせて履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

経済産業省の「IT パスポート試験」で求めている IT を利活用するこれから社会人となる学生が備え

ておくべき IT に関する基礎的な知識の中で、主にテクノロジ系(技術分野)の「コンピュータシステム」

の知識を修得することを目標とします。 

(i) コンピュータと周辺機器の各装置の名称と役割を説明できる 

(ii) OS の役割、関連する用語を説明できる 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム(2020)『よくわかるマスター 令和 2-3 年度版 IT パスポート試験 対策テ

キスト＆過去問題集』，FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  20%   20%  100% 

(i) コンピュータと周辺機

器の各装置の名称と役割

を説明できる 

30%  10%   10%  50% 

(ii) OS の役割、関連する

用語を説明できる 

30%  10%   10%  50% 

フィードバックの方法 前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着

をはかる 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストに記載されていないが、実際の IT パスポート試験で出題された部分など、出題傾向も併せ

て解説する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
授業の進め方． 

IT パスポート試験について 

 IT パスポート試験内容について，過

去問を調べてみる． 

30 分 

2 
プロセッサ テキスト 8-1-1 プロセッサの整理・復習 60 分 

3 
記憶装置 テキスト 8-1-2 記憶装置の整理・復習 60 分 

4 
入出力デバイス テキスト 課題作成，8-1-3 入出力デバイスの

整理・復習 

90 分 

5 
システムの構成 テキスト，課題 8-2-1 システムの構成の整理・復習 60 分 

6 
システムの評価指標 1 テキスト 8-2-2 システムの評価指標の整理・

復習 

60 分 

7 
システムの評価指標 2 テキスト 課題作成，8-2-2 システムの評価指

標の整理・復習 

90 分 

8 
前半のまとめ テキスト，課題 8-1 コンピュータの構成要素，8-2

システムの構成要素の整理・復習 

60 分 
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9 
OS(オペレーティングシステ

ム) 

テキスト 8-3-1 OS(オペレーティングシステ

ム)の整理・復習 

60 分 

10 
ファイルの管理 テキスト 8-3-2 ファイル管理の整理・復習 60 分 

11 

オフィスツール，OSS(オープン

ソースソフトウェア) 

テキスト 課題作成，8-3-2 オフィスツール，

8-3-4 OSS(オープンソースソフトウ

ェア)の整理・復習 

90 分 

12 
ハードウェア 1 テキスト，課題 8-4 ハードウェアの整理・復習 60 分 

13 
ハードウェア 2 テキスト 8-4 ハードウェアの整理・復習 60 分 

14 
ハードウェア 3 テキスト 課題作成，8-4 ハードウェアの整

理・復習 

90 分 

15 
まとめ テキスト，課題 第 8 章コンピュータシステムの整

理・復習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の終わりに演習問題を課し、回答を提出させる。次回の始め

に前回の演習問題の解説を行うことでフィードバックし、学修内容の定着をはかる。 

用語を中心に、4 回程度のレポートを実施する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

情報処理の基礎２（Foundation of Information 

Processing 2)  393121-14700 
担当教員 

村山 光博 

（ムラヤマ ミツヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 ／ 知識定着・確認型 AL ／ 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

現代の社会では、仕事や生活の中で情報通信技術（ICT）を正しく使いこなす技能や知識を身につけ

ることが期待されている。本授業では、経済産業省の「IT パスポート試験」で求めている職業人とし

て共通に備えておくべき情報技術に関する基礎知識の中で、主にストラテジ系の一部「システム戦略」

およびマネジメント系「開発技術」、「プロジェクトマネジメント」、「サービスマネジメント」の分野

に関する用語等を理解し、他者に説明できるようになることを目標とする。授業は主に講義形式で進

め、随時 Classroom（授業支援システム）を利用した双方向コミュニケーションを行う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 ／ 専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

○本授業は主に講義形式で進め、ほぼ毎回の授業で小テストおよび予習課題を課す。 

○授業内の時間配分は概ね次の通り 

 ・前回小テストの答え合わせと解説【約 20 分】 

 ・授業範囲の講義【約 50 分】 

 ・予習課題の説明と小テストの実施【約 20 分】 

○随時 Classroom（授業支援システム）を利用した双方向コミュニケーションを行う。 

○テキストは必ず購入して持参すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

IT パスポート試験対応科目の「情報処理の基礎１」、「情報システムの基礎１」、「情報システムの基礎

２」、「コンピュータネットワーク１」、「コンピュータネットワーク２」と合わせて履修することが望

ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

IT パスポート試験の出題範囲「システム戦略」、「開発技術」、「プロジェクトマネジメント」、「サービ

スマネジメント」に関して、次の達成レベルを目指す。 

(ⅰ) 用語に関するいくつかの説明文から適切な説明文を選択できる。 

(ⅱ) 用語に関する説明の不足を補うことで、適切な説明文を作成することができる。 

(ⅲ) 計算問題を正しく解くことができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム(2020)『令和 2-3 年度版 IT パスポート試験 対策テキスト＆過去問題集』、
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FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 20% 30%     100% 

(ⅰ) 用語に関するいくつ

かの説明文から適切な

説明文を選択できる。 

20% 20%      40% 

(ⅱ) 用語に関する説明の

不足を補うことで、適

切な説明文を作成する

ことができる。 

25%  30%     55% 

(ⅲ) 計算問題を正しく解

くことができる 

5%       5% 

フィードバックの方法 ・小テストの答え合わせと解説を次回の授業時に行う。 

・予習課題の評価は Classroom（授業支援システム）を利用して各受講

者にフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

・知識の定着を促すために、ほぼ毎回の授業で予習課題を課している。 

・履修者自身が学習状況を把握しやすくするための支援環境として Classroom（授業支援システム）

を利用したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

授業概要の説明 

情報システム戦略 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・E-R 図、DFD 等のモデリング手

法の理解 

60 分 

2 

オブジェクト指向・UML テキスト ・予習課題への取り組み 

・オブジェクト指向、UML、ユース

ケース図等モデリング手法の理

解 

90 分 
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3 

業務プロセスの分析 テキスト ・予習課題への取り組み 

・BPR、BPM、グループウェア、情

報リテラシ等の業務プロセスの

分析・改善手法の理解 

90 分 

4 

ソリューションビジネス テキスト ・予習課題への取り組み 

・SOA、ASP、SaaS、ハウジング

サービス、ホスティングサービス

等のソリューションの形態の理

解 

90 分 

5 

システム企画 テキスト ・予習課題への取り組み 

・ソフトウェアライフサイクル、要

件定義、RFI、RFP 等の調達計画・

実施の理解 

90 分 

6 

システム開発 テキスト ・予習課題への取り組み 

・システム方式設計、ソフトウェア

方式設計、ソフトウェア詳細設計

等のシステム開発プロセスの理

解 

90 分 

7 

テスト テキスト ・予習課題への取り組み 

・単体テスト、結合テスト、システ

ムテスト等のテストの手順と役

割の理解 

90 分 

8 

システムの運用・保守 テキスト ・予習課題への取り組み 

・システム導入計画、運用テスト、

ソフトウェア保守等の運用・保守

の理解 

90 分 

9 

◆事例研究 

（外部講師招聘は感染症の状

況を踏まえて検討する） 

 ・予習課題への取り組み 

・紹介事例に関する発展学習 

90 分 

10 

ソフトウェア開発手法 テキスト ・予習課題への取り組み 

・ウォータフォールモデル、プロト

タイピングモデル等の代表的な

ソフトウェア開発手法の理解 

90 分 

11 

プロジェクトマネジメント テキスト ・予習課題への取り組み 

・プロジェクトマネジメン手法

PMBOK の理解 

90 分 

12 
プロジェクトタイムマネジメ

ント 

テキスト ・予習課題への取り組み 

・アローダイアグラム作成手順およ

90 分 
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び分析方法の理解 

13 

サービスマネジメント テキスト ・予習課題への取り組み 

・SLA、インシデント管理、問題管

理等のサービスマネジメントの

理解 

90 分 

14 
システム監査・内部統制 テキスト ・システム監査のプロセスと内部統

制の目的・基本的要素の理解 

60 分 

15 
まとめ テキスト ・各回授業のポイントの振り返り 

・期末試験に向けた準備学習 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL 

・毎回、授業内容に関する小テストを課し、小テストの答え合わせと解説を次回授業時に行う。 

・次回の授業内容に関する予習課題（レポート）を課し、次回授業までに提出を求める。提出された

内容を評価し、採点結果および必要に応じてコメントを返却する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

システム開発会社に勤務し、中小企業の情報システムの企画、設計、開発、運用・保守や社内ネット

ワークの構築等の幅広い業務に携わった経験がある。 

実務経験と授業科目との関連性 

教科書で説明される情報システムの開発に関する知識は、比較的規模の大きい企業を対象とした理想

的な環境を前提としているが、中小企業のシステム開発においてはその理想に合わない場合もあるの

で、システム開発現場の実情についてもできるだけ補足説明を加え、より実践的な知識として定着を

図る。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

社 会 調 査 法 （ Social Research Method ） 

393122-14400 
担当教員 

石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

社会調査に関する実践的な知識を養い、調査を行うことによる社会現象が現状把握と問題点を考え、

データ分析を習得することを目的とする。社会調査の企画・設計ができるようになることを目指す。

社会調査とは何か、その意義・手法、具体的な調査票の作成、集計、データ解析の基本を学修する。

社会福祉主事任用資格に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力／情報収集・分析力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

配布資料に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートや小テストを実施して、フ

ィードバックを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「社会調査法演習」「コンピュータリテラシー１」「コンピュータリテラシー２」「表計算ソフト利用技

術」「プレゼンテーションソフト利用技術」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会調査の意義を理解し説明できる。 

(ii) 社会調査方法を理解し説明できる。 

(iii) アンケート調査の種類を理解し説明できる。 

(ⅳ) アンケート調査の項目や順序・回答のタイプを理解し説明できる。 

(ⅴ) 初歩的なデータ解析ができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは使用しない。授業時間中に資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

安藤明之(2013)『初めてでもできる社会調査・アンケート調査とデータ解析[第 2 版]』日本評論社 

その他、随時授業中に紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 



2 

 

総合評価割合 50％ 20％ 20％  10％   100％ 

(i) 社会調査の意義 10％ 5％ 5％  2％   22％ 

(ii) 社会調査方法 10％ 5％ 5％  2％   22％ 

(iii) アンケート調査の種 

類 

10％ 10％ 5％  2％   27％ 

(ⅳ) アンケート調査の項 

目や順序・回答のタイプ 

10％  5％  2％   17％ 

(ⅴ)初歩的なデータ解析 10％    2％   12％ 

フィードバックの方法 小レポートはプレゼンテーションを行い、小テストは解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

演習的な内容も含んで、具体的な知識・技術の習得につながる授業を進めたい。積み上げていく部分

が多いので、欠席は厳禁。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
社会調査とは 筆記用具 社会調査の実施の必要性や対象者 

を理解 

60 分 

2 
社会調査の種類 筆記用具 配布資料で社会調査の種類を理解・

振り返り 

60 分 

3 
社会調査の技法 筆記用具 配布資料で社会調査の方法を理解・

振り返り 

60 分 

4 
量的調査方法 筆記用具 配布資料でアンケート調査方法を

理解・振り返り 

60 分 

5 
質的調査方法 筆記用具 配布資料で面接調査・参与観察など

を理解・振り返り 

60 分 

6 

調査の企画 筆記用具 配布資料でアンケート調査の種類

を理解・振り返り、調査内容につい

て検討 

90 分 

7 
調査の手順(1)～面接調査・理解

留め置き調査 

筆記用具 配布資料で面接調査・理解留め置き

調査を理解・振り返り 

60 分 

8 

調査の手順(2)～インターネッ

ト調査 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料でインターネット調査を

理解・振り返り、その事例を調べる 

90 分 

9 
調査における倫理と個人情報 

保護 

筆記用具 配布資料で個人情報保護を理解・振

り返り 

60 分 
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10 

サンプリングの方法 筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料でサンプリングの方法を

振り返り、サンプリングの試行 

90 分 

11 

調査票の作成(1)～調査項目の

設定 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

アンケート項目を設定について検

討する 

90 分 

12 

調査票の作成(2)～設問内容の

検討 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

質問量や回答タイプの設定を検討

する 

90 分 

13 

データの整理(1) ～単純集計と

クロス集計 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料で単純集計とクロス集計

を理解・振り返り、その試行 

90 分 

14 

データの整理(2) 筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料で多変量解析を理解、振り

返り 

60 分 

15 
まとめ 筆記用具 配布資料で社会調査データの活用

方法を理解・振り返り 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小レポートの内容をもとに、各自が発表してもらい、そのレポー

ト の評価・考察を行い、学修内容をフィードバックする。小テストを行い知識の定着を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 4（1992）年 6 月～平成 16（2004）年 3 月に(財)国民経済研究協会に在籍し、企業環境研究セン

ター、経済産業研究部の研究員として、官公庁等からの委託調査や自主調査を数多く手がけ、アンケ

ートや統計調査の報告書作成や発表に取り組んだ。 

実務経験と授業科目との関連性 

社会調査に関する数多くの実務経験を通じて培ってきた知識・技術等を最大限に活用して、アンケー

ト調査等の手法を指導して、履修生による社会調査法の学修に貢献したい。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

医学概論（ Medicine Outline ） 

393123-14400 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

人体の構造と機能を学び、解剖生理学・血液免疫学を軸に、感染症対策、疾病と予防・検査・治療に

関する心身のセルフケアの基礎知識を教養として体得する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力／職業人として通用する能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

人体の解剖の基本を習得して、各臓器の名称・位置・機能を理解する。主な疾病の概要や予防として

気をつけてゆきたいことや、検査でわかることに加えて、診断と治療のあらましを把握する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。高校までの保健体育・生物の基礎知識があると一層理解が深まる。医療事務管理士試験（公

開試験年 6 回奇数月実施）の受験を希望する者は「医療事務演習 1」、「医療事務演習 2」を合わせて

履修することが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 人体の解剖学的なしくみと用語を把握し、部位の名称を口頭で示せる。 

(ii) 人体の生理的なしくみを理解し、免疫系や検査の重要用語を言える。 

(iii) 生活習慣病や感染症などの疾病の名称と病因・症状を紐づけられる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。テキストの代わりに、各回プリント資料を提示する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

別冊きょうの健康『検査でわかること健康診断・人間ドックガイド』(2015)NHK 出版 

大櫛陽一『健康診断 本当の基準値完全版ハンドブック』（2017）宝島社 

竹内修二『からだのしくみがよくわかる人体ぬりえ』（2007）PHP 研究所 

海堂尊『トリセツ・カラダ』（2009）宝島社 

『メンタルヘルス・マネジメントⅢ種公式テキスト』（2017）中央経済社 

清水茜『はたらく細胞』（2015～）講談社シリウス KC 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％  20％   30％  100％ 

(i) 解剖学的な構造 10％  10％   10％  30％ 

(ii) 感染症への防御 20％  5％   10％  35％ 

(iii) 医学の包括的理解 20％  5％   10％  35％ 

フィードバックの方法 出席票や解答用紙は、原則返却しない。確認・添削後、修正すべきポイ

ントや評点を知らせる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

医学の領域は憶えることが多い。自分の身体に感情移入しながら繰り返して学習することで憶える。

新型コロナウイルス感染症の脅威に対し、身を守る知恵として免疫のしくみや検査の医学用語をきち

んと憶える。解剖学を理解するための「人体ぬりえ」の課題は色鉛筆等を用意して塗り分けをする。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション～カラダ

地図を描いてみよう！ 

配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

90 分 

2 
セルフケアのすすめ 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

3 
からだの構造の概要    配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

4 
からだの防御機構と免疫① 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

5 
からだの防御機構と免疫② 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

6 
検査の指標を知る① 

 

配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

7 
検査の指標を知る②  配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

8 
はたらく細胞①感染症 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

9 
はたらく細胞②熱中症 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

10 
はたらく細胞③がん細胞 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 
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11 
はたらく細胞④ショック 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

12 
はたらく細胞⑤アレルギー 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

13 
生活習慣病と予防① 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

14 
生活習慣病と予防② 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

60 分 

15 
総括～健康第一！健診の活用 配付資料、筆記

用具 

配布されたサブノート資料の用語

を記入し、課題の演習に取り組む。 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題の提出による学生参加型 AL を採用する。毎回のテーマに即した問いかけを行って、寄せられた

結果について次回以降に解説と考察を行い、学修内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 

 

 

 



1 

 

令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

医療事務演習 1 （ Medical coding 1 ）  

393124-14400 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL／資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

医療事務に必要な基礎知識と技術を身につける。前期の目標は、外来の診療報酬明細書（レセプト）

の概要把握である。医療保険制度の仕組みを学び、医療機関での保険診療の費用を「医科診療報酬点

数表」に基づき算定し、診療報酬明細書（レセプト）の作成を習得する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力／職業人として通用する能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

カルテ症例を把握し、診療報酬明細書（レセプト）の内訳が把握できる。医療事務管理士試験（学科・

実技）合格に必要な知識・技術を学ぶ。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

医療事務管理士試験（年 6 回奇数月実施予定）受験を希望する者は「医学概論」「医療事務演習 1」を

併せて履修することが望ましい。医療事務管理士試験の受験希望者には、対策の学習支援をする。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) レセプト記入の基本的事項を理解し、指定された点数の是非を判断できる。 

(ii) レセプト記入における投薬・注射・検査などの点数を正確に算出できる。 

(iii) 上記内容を踏まえて、総合的にレセプト記入ができるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

「医療事務演習 1」、「医療事務演習 2」は共通で(株)ソラストのテキストを用いている。テキスト 6 冊

フルセット購入は医療事務管理士試験の受験希望者のみ必須で、メインテキスト 3 冊＋サポートブッ

ク＋点数表など 6 冊セット価格：2018 年度は 9,360 円だった。検定まで希望しない場合はサポート

ブック、テキスト 1 のみ購入する（2 冊で 3,444 円。テキストの発注等は教務課を通して行う。 

⑦ 参考図書・指定図書 

上記テキスト以外はなし。過去問をベースとした課題を配付資料として提示する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 55％  15％   30％  100％ 

(i) レセプト基本事項 35％  5％   10％  50％ 
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(ii) レセプト計算方法 10％  5％   10％  25％ 

(iii) レセプト記入方法 10％  5％   10％  25％ 

フィードバックの方法 出席票や解答用紙は、原則返却しない。確認・添削後、修正すべきポイ

ントや評点を知らせる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

レセプトの練習は他の公文書作成にも大いに役立つ。必要に応じて内容を調べる作業が多い。自分で

確認する姿勢が求められる。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

オリエンテーション～病院の

概要､医療保障制度と長寿医療

制度のしくみ､請求事務の基本 

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

2 

レセプトの基礎知識(月極め請

求･上書きの作成)   

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

3 

基本診療料①初診･再診 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

4 

基本診療料②再診料･外来診療

料  

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

5 

医学管理等（特定疾患療養管理

料･診療情報提供科等） 

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

6 

在宅医療の算定 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

7 

投薬の算定②内服薬･頓服薬 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

8 

投薬の算定③外用薬･特別な加

算 

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

9 
注射の算定①静脈内注射 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

60 分 
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ぼんねっと等）で調べてくる。 

10 

注射の算定②点滴注射 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

11 

注射の算定③特殊注射と各種

加算 

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

12 

処置の算定①一般･救急 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

13 

処置の算定②整形外科など 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

14 

処置の算定③皮膚科・その他 筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

15 

リハビリテューションの算定

（心太血管･脳血管･運動器･呼

吸器） 

筆記用具、電卓、

配布資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題の提出による学生参加型 AL を採用する。課題プリントの内容を基に、各回の始めにその解説と

考察を行い、学修内容をフィードバックする。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域福祉論（Community  Development）

393125-14400 
担当教員 

米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 後期 

科目特性 
地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL / 協同学修型 AL / 課題解決型 AL / 外部講師招

聘科目 / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

地域福祉の現状・制度や政策を幅広く、さらに総合的に学修することにより、今後の地域福祉政策の

課題について理解するとともに、そのため福祉現場の専門職を招聘したり、フィールドワ－クを実際

に行うことを目的とする。また具体的な改善策を提言することを目標とする。 

地域福祉の基本的な考え方や地域福祉の主体と対象について学修する。また、地域福祉を推進する組

織、団体及び専門職の役割と活動を明らかにするとともに、地域福祉におけるネットワークの意義と

方法、その推進のための計画も考察する。学修内容の理解を深めるために視聴覚教材を用いたりや外

部講師を招聘する。社会福祉主事任用資格に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / コミュ

ニケーション能力 / 情報収集・分析力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

教科書に基づき、追加的事項を補足しながら授業を進める。小レポートや小テストを実施して、フィ

ードバックを行う。そのために協同学修型 AL では、外部講師を招聘してディスカッションを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

社会福祉概論を履修していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地域福祉活動を理解する。 

(ii) 地域福祉とコミュイティの関係を理解する。 

(iii) 地域福祉に関わる法律や制度を理解する。 

(ⅳ) 地域福祉に関わる人材や機関・団体を理解する。 

(ⅴ) 地域福祉とまちづくり・住民参加の必要性を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

上野谷加代子・松端克文・山縣文治(2019)『新版 よくわかる地域福祉』ミネルヴァ書房 

⑦ 参考図書・指定図書 

川池智子（2014）『社会福祉の新潮流①新社会福祉論基本と事例』学文社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   20％ 20％ 10％  100％ 

(i) 地域福祉活動を理解す

る 

10％   5％  2％  17％ 

(ii) 地域福祉とコミュイ

ティの関係を理解する 

10％   5％  2％  17％ 

(iii) 地域福祉に関わる法

律や制度を理解する 

10％   5％  2％  17％ 

(ⅳ) 地域福祉に関わる人

材や機関・団体を理解する 

10％    20％ 2％  32％ 

(ⅴ) 地域福祉とまちづく

り・住民参加の必要性を理

解する 

10％   5％  2％  17％ 

フィードバックの方法 小レポートとフィールド調査はプレゼンテーションを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

社会福祉主事任用資格の取得及び福祉住環境コーディネーターを目指すなど、公務員や福祉関係の職

業を希望している学生は必ず受講してもらいたい。フィールドワークとして聞き取りの実施と発表、

小レポートを５回程度行う。基礎知識を習得した状況でディスカッションを目指す。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
地域福祉とは テキスト 地域自立生活と地域福祉を理解 ３０分 

2 
地域福祉の理念と概念(1) テキスト 地域福祉とコミュニティを理解 ６０分 

3 
地域福祉の理念と概念(2) テキスト 協働とパートナーシップを理解 ６０分 

4 
地域福祉計画 テキスト 地域福祉計画と分野別計画を理解 ６０分 

5 
地域福祉の歴史 テキスト コミュニティケアの展開を理解 ６０分 

6 
地域福祉に関わる法・制度 テキスト 地域福祉と行政・法律を理解 ６０分 



3 

 

7 
地域福祉サービス(1) テキスト ニーズ早期発見のためのサービス

と活動を理解 

６０分 

8 
地域福祉サービス(2) テキスト 権利擁護サービスと活動を理解 ６０分 

9 
地域福祉に関わる方法 テキスト コミュニティソーシャルワークと

福祉教育を理解 

６０分 

10 
地域福祉に関わる人材(1)（社会

福祉協議会） 

テキスト 社会福祉協議会の活動を理解 ６０分 

11 
地域福祉に関わる人材(2)（民生

委員） 

テキスト 民生委員児童委員の活動を理解 ６０分 

12 
地域福祉の財源 テキスト 地域福祉を支える財源を理解 ６０分 

13 
地域福祉を支える団体(ボラン

ティア) 

テキスト 地域住民とボランティアを理解 ６０分 

14 
地域で取り組むコミュニティ

づくり 

テキスト 住民参加と福祉コミュニティを理

解 

６０分 

15 
今後の地域福祉の課題 テキスト 一人暮らし・孤立にみる地域福祉の

課題を理解 

６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。レポートの内容を基に、フィードバックを行う。協同学修型 AL

では、グループワーク、外部講師を招聘してディスカッションを行う。課題解決型 AL では、課題探

究として民生委員活動をフィールドワークするとともにグループ討議する。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、地域住民の関わりの希薄化、孤立化、

それに対する支援や政策、つながりの意義や目的、活動内容や影響力、さらに活動における課題を学

生に伝えることができる。 

たとえば、ゴミ屋敷、買い物支援、移動支援などの必要性を伝えることができる。さらに実体験とし

て地域住民主体の防犯活動の必要性も伝えることができる。 

また、地域福祉計画や地域福祉活動計画においても、地域のつながりの現状と課題・問題点が明記さ

れている。それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解

決策を導き出す能力を養うことができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス  

授業科目名 

科目コード 

消費者の法律１(Consumer Protection Laws1) 

393126-14500 
担当教員 

赤塚 浩一 

（アカツカ コウイチ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL  

 

① 授業のねらい・概要 

民法の基礎、および、消費生活に関する知識を習得し、自立した消費者として責任を持った消費行動

がとれる判断力を養う。「消費生活アドバイザー」試験の法律知識に関連した内容を扱う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力/職業人として通用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回の講義の終わりに知識定着のため小テストを行う。また、次回講義の初めに前回授業内容の振り

返りと小テストの解答・解説を行う。第９回目には中間テストを行う。 

学生は復習を中心に学習するとともに、小テストの自己の回答を見直し疑問点については講義資料等

を調べて確認して欲しい。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特にない。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 民法の中で契約に関する部分について基本的な知識がある。 

(ii) 生活の中で消費者を守る法律や制度について概略的に理解している。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。各回レジュメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

潮見佳男・ 中田邦博・ 松岡久和編(2019)『18歳からはじめる民法〔第 4版〕』法律文化社 
山野目章夫(2020)『民法 総則・物権 第 7版』有斐閣アルマ 

山本敬三(2018)『民法の基礎から学ぶ民法改正』岩波書店  

池田真朗ほか(2020)『法学六法 21』信山社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70% 15%    15%  100% 

(i) 民法の中で契約に関す

る基本的な知識 

42% 9%    9%  60% 

(ii) 生活の中で消費者を

守る法律や制度の理解 

28% 6%    6%  40% 

フィードバックの方法 小テストは次回講義で返却し解説の時間を設ける。中間テスト後と期末

テスト前に評価点数の情報をフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生との双方向のコミュニケーションを意識した授業を目指していく。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
民法の基礎①（イントロダクシ

ョン） 

筆記用具 配布資料および「社会の扉」につい

て復習する。 

60 分 

2 

民法の基礎②（民法の成立、契

約の成立） 

筆記用具 

配布資料 

実際に六法を手に取って民法の構

成を確認するとともに、契約の成立

条件について整理する。 

60 分 

3 
民法の基礎③（契約の効果と解

除） 

筆記用具 

配布資料 

契約が無効や取り消しになる条件

について復習する。 

60 分 

4 
民法の基礎④（未成年契約） 筆記用具 

配布資料 

意思能力・行為能力の違い、未成年

の契約取り消しについて復習する。 

60 分 

5 
民法の基礎⑤（成年後見制度） 筆記用具 

配布資料 

行為能力の制限と成年後見制度の

関係について復習する。 

60 分 

6 
民法の基礎⑥（代理） 筆記用具 

配布資料 

代理の要件、無権代理、表見代理の

効果について復習する。 

60 分 

7 
民法の基礎⑦（時効） 筆記用具 

配布資料 

取得時効と消滅時効の要件につい

て復習する。 

60 分 

8 
民法の基礎⑧（所有権） 筆記用具 

配布資料 

不動産と動産の物権変動の違いに

ついて復習する。 

60 分 

9 
中間テスト 筆記用具 

 

過去の小テストでできなかった問

題について配布資料を復習する。 

60 分 

10 
消費者保護の法律①（クーリン

グオフ） 

筆記用具 

配布資料 

クーリングオフの必要性と要件に

ついて復習する。 

60 分 
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11 
消費者保護の法律②（クレジッ

トの利用） 

筆記用具 

配布資料 

クレジットカードの仕組みと支払

方法について復習する。 

60 分 

12 
消費者保護の法律③（多重債

務、税） 

筆記用具 

配布資料 

多重債務問題と関連する法律につ

いて復習する。 

60 分 

13 
消費者保護の法律④（ネットシ

ョッピング） 

筆記用具 

配布資料 

ネットショッピングに伴う問題点

について復習する。 

60 分 

14 
消費者保護の法律⑤（不動産取

引） 

筆記用具 

配布資料 

不動産の売買などの取引における

問題点について復習する。 

60 分 

15 
全体の振り返り 筆記用具 

配布資料 

自分の知識があいまいな点につい

て過去の配布資料を見直す。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型、ＡＬを採用する。質疑応答、小テスト、復習を中心にして基礎的な知識を正確に

理解してもらう。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

ＩＣＴ企業に勤務し、経営計画・事業計画の策定、インターネットを前提にした新規ビジネスモデル

の構築・運用等を担当した。新ビジネス推進に欠かせない民法・個人情報保護法・知的財産権法等の

法規制、マネジメントシステム、情報セキュリティ等の関連業務も並行して担当した。 

また中小企業診断士・技術士として、県内外の中小企業の経営課題・技術課題の解決を支援してきた。 

実務経験と授業科目との関連性 

デジタルトランスフォーメーション時代の、インターネットを前提にした新たなビジネスモデルの、

企画・構築から運営までの全プロセスを知る者として、消費者問題の発生原因を企業と消費者の両方

の視点から説明し、回避策を両者の立場から説明することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

消費者問題 1（Consumer Affairs 1） 

393127-14500 
担当教員 

赤塚 浩一 

（アカツカ コウイチ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL  / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

消費者問題は、商品購入・使用の場でのみ発生する特殊な問題から、インターネットを通して生活の

あらゆる場面で生じ得る、より広範囲かつ深刻な被害をもたらす問題へと変貌している。本講義では

With コロナ時代、インターネット前提社会における消費者問題を、リスクの高い危険な製品・サー

ビスの具体的事例を交えて、背景となる法規制と共に学ぶ。 

本講義は消費者力検定、消費生活相談員資格試験、消費生活アドバイザー試験に対応する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力/情報収集・分析力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

次回講義内容を記載した資料を、遅くとも前回講義時までに配付する。次回講義内容に関連した消費

者問題、発生している事件・事故の情報を、講義時までに、インターネット等を活用して事前に収集

すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) リスクの高い危険な製品・サービスを回避できる「賢い消費者」になる。 

(ii) 詐欺まがいの売込を見抜いて断れる「賢い消費者」になる。 

(iii) 消費行動に関する家族・友人・同僚等からの相談に、的確に対応できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。 各回、レジュメを配付する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

消費者白書 令和２年版（消費者庁ホームページから無償でダウンロード可能） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 55％  15％   30％  100％ 

(i) リスクの高い危険な製

品・サービスの回避 

20％  5％   10％  35％ 

(ii) 詐欺まがいの売込を

見抜いて断る 

20％  5％   10％  35％ 

(iii) 消費行動相談への的

確な対応 

15％  5％   10％  30％ 

フィードバックの方法 課題取組結果に対するフィードバックは、講義の場での発表と質疑応答

で行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

次回講義内容を記載した資料を、遅くとも前回講義時までに配付する。授業中は板書内容の転記では

なく、講義内容の理解に集中して頂きたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション（過去・現

在・未来の消費者問題） 

配付資料 講義で説明した消費者問題事例の

概要を調査し理解する。 

60 分 

2 
消費者問題の基礎（格差から生

まれる消費者問題） 

配付資料 企業・売り手と消費者の間の格差の

存在を調査し理解する。 

60 分 

3 
With コロナ時代の新たな消費

者問題 

配付資料 コロナ禍が消費生活に与えている

影響を調査し理解する。 

60 分 

4 
悪質商法１（従来型） 配付資料 従来型悪質商法の事例を調査し、被

害状況を理解する。 

60 分 

5 
悪質商法２（インターネット利

用型） 

配付資料 ネット型悪質商法の事例を調査し、

被害状況を理解する。 

60 分 

6 
悪質商法の事例分析 配付資料 講義で説明した、自己調査した悪質

商法事例の対策を検討する。 

60 分 

7 
消費者問題に関係する法律１ 

（民法・消費者契約法） 

配付資料 講義で説明した法律に関係する制

度を調査し理解する。 

60 分 

8 
消費者問題に関係する法律２ 

（個人情報保護法） 

配付資料 講義で説明した法律に関係する制

度を調査し理解する。 

60 分 

9 
法令違反の事例分析 配付資料 不注意で法令違反を犯さないため

の注意事項・対策を検討する。 

60 分 
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10 
衣食住生活・情報生活 配付資料 衣食住生活・情報生活関連の法令・

制度を調査し理解する。 

60 分 

11 
製品の安全（製造物責任法、製

品安全四法） 

配付資料 製品安全関連の法令・制度を調査し

理解する。 

60 分 

12 
インターネット取引、電子契約 配付資料 インターネット取引固有のリスク

を調査し理解する。 

60 分 

13 
サービス（医薬品・運送・旅行・

美容・ペット） 

配付資料 サービス分野固有のリスクを調査

し理解する。 

60 分 

14 
生活設計（金融商品・保険年

金・仮想通貨） 

配付資料 金融・年金・保険分野の諸制度と最

新動向を調査し理解する。 

60 分 

15 
課題個人ワーク、情報共有、フ

ィードバック 

配付資料 共有・フィードバック内容を個人ワ

ーク結果へ反映する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。事前調査情報に基づいて各自で課題への取組を行い、講義の場で

の発表と質疑応答を通したフィードバックにより、知識の定着・確認を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

ＩＣＴ企業に勤務し、経営計画・事業計画の策定、インターネットを前提にした新規ビジネスモデル

の構築・運用等を担当した。新ビジネス推進に欠かせない民法・個人情報保護法・知的財産権法等の

法規制、マネジメントシステム、情報セキュリティ等の関連業務も並行して担当した。 

また中小企業診断士・技術士として、県内外の中小企業の経営課題・技術課題の解決を支援してきた。 

実務経験と授業科目との関連性 

デジタルトランスフォーメーション時代の、インターネットを前提にした新たなビジネスモデルの、

企画・構築から運営までの全プロセスを知る者として、消費者問題の発生原因を企業と消費者の両方

の視点から説明し、回避策を両者の立場から説明することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

原価計算１（Cost Accounting 1） 

393128-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

原価計算は、企業における特定の経済活動単位についての、原価と給付を比較計算する事である。原

価計算は販売価格の設定だけにとどまらず、コストの削減や原価の作り込みなど、財務会計目的だけ

ではなく管理会計目的としても重要である。換言すれば原価計算は企業経営者の業務的ないし構造的

（戦略的）意思決定に必要不可欠な知識でもある。本講義は日商簿記１級の「工業簿記・原価計算」

に対応し、特に原価計算１では個別原価計算、総合原価計算、標準原価計算について学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

日商簿記 2 級の工業簿記をベースとして日商 1 級範囲の原価計算を学ぶ。2 級工業簿記（工業簿記 1・

2）の復習をしておくこと 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

工業簿記 1・2 に続く科目である。日商簿記 2 級工業簿記が理解できない場合、授業内容は理解でき

ないため、これらの内容を学んだことがある学生が対象である。「原価計算２」と共に履修することが

望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日商１級相当の個別原価計算を理解し、該当分野の問題が解答できる 

(ii) 日商１級相当の総合原価計算を理解し、該当分野の問題が解答できる 

(iii) 日商１級相当の標準原価計算を理解し、該当分野の問題が解答できる 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

岡本清・廣本敏郎編著(2020)『検定簿記講義 １級工業簿記・原価計算＜上巻＞ 2020 年版』中央経済

社（2021 年度版が発行されればそちらを利用する） 

⑦ 参考図書・指定図書 

岡本清(2000)『原価計算（六訂版）』国元書房 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 日商１級相当の個別原

価計算を理解し、該当分野

の問題が解答できる 

26.6% 6.6%      33.3% 

(ii) 日商１級相当の総合

原価計算を理解し、該当分

野の問題が解答できる 

26.6% 6.6%      33.3% 

(iii) 日商１級相当の標準

原価計算を理解し、該当分

野の問題が解答できる 

26.6% 6.6%      33.3% 

フィードバックの方法 授業中の小テストは採点して返却・解説する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

できるだけ多くの問題に触れ、各自で原価計算が実施できるレベルに到達できるように進めたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

ガイダンス テキスト、電卓 工業簿記 1・2 で使用したテキスト

の全体を概観し、工業簿記全体を復

習しておく。 

60 分 

2 
工業簿記総説 テキスト、電卓 教科書を読んで工業簿記および原

価計算の全体像を理解する。 

60 分 

3 
工業簿記の構造 テキスト、電卓 教科書を読んで、工業簿記の勘定連

絡と財務諸表を理解しておく。 

60 分 

4 
材料費 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の材

料費の復習をしておく。 

60 分 

5 
労務費 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の労

務費の復習をしておく。 

60 分 

6 
経費 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の経

費の復習しておく。 

60 分 

7 
製造間接費 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の製

造間接費の復習をしておく。 

60 分 
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8 
個別原価計算 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の個

別原価計算の復習をしておく。 

60 分 

9 
部門別計算 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の部

門別計算の復習をしておく。 

60 分 

10 
仕損・作業屑 テキスト、電卓 特に 2級範囲の仕損費の処理方法に

ついて復習しておく。 

60 分 

11 
総合原価計算の基礎 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の単

純総合原価計算の復習をしておく。 

60 分 

12 
工程別・組別・等級別総合原価

計算 

テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の総

合原価計算の復習をしておく。 

60 分 

13 
副産物と連産品 テキスト、電卓 教科書を読み、特に副産物、連産品、

作業屑の違いを理解しておく。 

60 分 

14 
標準原価計算 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の標

準原価計算の復習をしておく。 

60 分 

15 
工場会計の独立 テキスト、電卓 教科書を読むと共に、2 級範囲の本

社工場会計の復習をしておく。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。適宜小テストや課題等を行い、その解説を行うことで知識の定着

を図る 

 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

財務会計 1（Financial Accounting 1） 

393129-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

財務会計の目的は、企業が株主や債権者などの外部の利害関係者に対して経営成績や財政状態を報告

することである。財務会計の学習は企業が会計処理と財務諸表の作成・公開にあたって準拠すべきル

ールとされている会計基準を深く理解する必要がある。本講義は、証券取引法や商法をもとでの企業

会計原則を中心に、数値例と仕訳を用いて、各会計処理の背後にある理論及び基準を総合的に解説す

る。会計理論と会計処理の両面から体系的に学習することにより財務会計を理解することを目標とす

る。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 / 職業人として通用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

各回の講義前に、指定する範囲について教科書を必ず一読すること。必要に応じてプリントも配布す

る。講義後、必ず復習すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

簿記・会計関連の科目、特に「会計学１」及び「会計学２」を履修済みであることが望ましい。「財

務会計２」と共に履修することを推奨する。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 財務会計の機能と制度を理解する 

(ii) 会計理論と会計基準が企業会計に与える影響を理解する 

(iii) 会計処理の各論点の意義と内容を説明できる 

⑥ テキスト（教科書） 

桜井久勝（2021）『財務会計講義 第 22版』中央経済社 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   50％    100％ 

(i) 財務会計の機能と制

度を理解する 

10％   10％    20％ 

(ii) 会計理論と会計基準

が企業会計に与える影響

を理解する 

20％   20％    40％ 

(iii) 会計処理の各論点

の意義と内容を説明でき

る 

20％   20％    40％ 

フィードバックの方法 毎回、講義のポイントをまとめるプリントを配布し、書き込み欄と穴埋

め箇所を設けることにより、学習した内容を再確認し知識を深める。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

財務会計は「企業経営を総合的、包括的かつ統一的にとらえる唯一のツール」だと言われる。専門知

識の勉強は無味乾燥なモノだが、理解して活用できるようになると、その達成感と喜びも大きなモノ

である。山登りはつらいが、山頂で素敵な風景が見られるという気持ちで取り込んでいきましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 

第 1章財務会計の機能と制度 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.1～20を読んでくること。 

プリントを復習すること。 

60分 

2 
第 2章 利益計算の仕組み 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.21～46を読んでくること。 

プリントを復習すること。 

60分 

3 
第 3章 会計理論と会計基準 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.47～70を読んでくること。 

プリントを復習すること。 

60分 

4 
第 4章 利益測定と資産評価の

基礎概念① 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.71～79を読んでくること。 

プリントを復習すること。 

60分 

5 
第 4章 利益測定と資産評価の

基礎概念② 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.79～90を読んでくること。 

プリントを復習すること。 

60分 

6 
第 5章 現金預金と有価証券① 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.91～105を読んでくること。 

プリントを復習すること。 

60分 

7 
第 5章 現金預金と有価証券② 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.105～117 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

8 
第 6章 売上高と売上債権① 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.119～132 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 
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9 
第 6章 売上高と売上債権② 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.132～144 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

10 
第 7章 棚卸資産と売上原価① 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.145～155 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

11 
第 7章 棚卸資産と売上原価② 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.155～164 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

12 
第 8章 有形固定資産と減価償

却① 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.165～182 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

13 
第 8章 有形固定資産と減価償

却② 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.182～198 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

14 
第 9章 無形固定資産と繰延資

産 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.199～216 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

15 
まとめ 教科書 

筆記用具 

 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の内容を基に、毎回配布するプリントに内容のまとめ（空欄

補助など）を行い、復習し、学習内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

管理会計（Control accounting） 

393130-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

管理会計はマネジメントのための会計である。企業における「マネジメント」とは、組織の目標を設

定し、その目標を達成するために組織の経営資源を効率的に活用し、リスク管理などを実施すること

をいう。本講義は経営ビジネスシーンを仮定し、原価計算、利益管理、意思決定の 3 つの側面から、

各基礎概念を取りあげながら、課題設定、演習まで、幅広く管理会計の知識を学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

各回の講義前に、指定する範囲について教科書を必ず一読すること。事後学習に関しては、配布する

プリントを復習する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「工業簿記 1・2」、「原価計算論 1・2」を併せて履修することを推奨する。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 管理会計における「原価」の各種概念を理解する 

(ii) 利益管理とその実行について、分析・活用できる 

(iii) 戦略的意思決定に必要な管理会計の知識を身に付ける 

⑥ テキスト（教科書） 

渡辺康夫（2017）『激わかる！実例つき管理会計』実業之日本社 

テキストの他に、必要に応じてプリントも配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

櫻井通晴（2019）『管理会計 第七版』同文舘出版 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％ 20％      100% 

(i) 管理会計における「原 30％ 20％      50% 
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価」の各種概念を理解す

る。 

(ii) 利益管理とその実行

について、分析・活用でき

る 

30％       30% 

(iii) 戦略的意思決定に必

要な管理会計の知識を身

に付ける 

20％       20% 

フィードバックの方法 成績の評価は、期末テストの成績（80％）と小テスト 1 回の成績（20％）

の総合評価で行う。小テストは第 7 回目の授業時間内に実施する。第 8

回目の授業で返却し、解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

管理会計は、今ある情報から未来を予測し、経営戦略を組み立てる時に必要な会計と言われる。工業

簿記や原価計算と緊密に関連するため、これらの相関科目を履修済み、あるいは履修中であることが

望ましい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス、 

財務会計と管理会計の違い 

筆記用具 教科書 pp.70～73 を読んでくるこ

と。配布するプリントを復習する。 

60 分 

2 

決算書のおさらい、 

財務 3 表の読み方 

筆記用具 教科書 pp.48～57 を読んでくるこ

と。B/S、P/L、C/F の基本構造を理

解する。 

60 分 

3 

最低限押さえておくべき会計

用語①～⑤ 

筆記用具 教科書 pp.58～57 を読んでくるこ

と。学習した会計用語の意味を理解

する。 

60 分 

4 

原価、直接費、間接費、間接費

の配賦 

筆記用具 教科書 pp.74～81 を読んでくるこ

と。各概念及び間接費の配賦を理解

する。 

60 分 

5 
固定費と変動費 

 

筆記用具 教科書 pp.82～85 を読んでくるこ

と。損益分岐点の意味を理解する。 

60 分 

6 

標準原価計算、実際原価計算、

原価差異分析 

筆記用具 教科書 pp.86～101 を読んでくるこ

と。各原価計算手法の構造を理解す

る。 

60 分 

7 
活動基準原価計算(ABC)、活動

基準原価管理(ABM)、活動基準

筆記用具 教科書 pp.102～109を読んでくるこ

と。学習した内容を復習する。 

60 分 
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予算管理(ABB)、小テスト 

8 
利益管理、利益計画、 

予算管理、業績評価 

筆記用具 教科書 pp.112～125を読んでくるこ

と。各概念の意味を理解する。 

60 分 

9 
損益分岐点を見つける方法、 

変動費型経営と固定費型経営 

筆記用具 教科書 pp.126～137を読んでくるこ

と。変動費と固定費を復習する。 

60 分 

10 
利益を出す方法①、②、③ 筆記用具 教科書 pp.138～145を読んでくるこ

と。各方法を理解する。 

60 分 

11 

部門ごとの利益管理 筆記用具 教科書 pp.146～151を読んでくるこ

と。管理可能費と管理不能費を理解

する。 

60 分 

12 
意思決定：最善案、機会原価、

埋没原価、限界利益 

筆記用具 教科書 pp.154～167を読んでくるこ

と。各概念を理解する。 

60 分 

13 
企業価値とフリーキャッシュ

フロー 

筆記用具 教科書 pp.168～179を読んでくるこ

と。企業価値の計算ができる。 

60 分 

14 
投資家が最低限必要とする利

益率 

筆記用具 教科書 pp.180～193を読んでくるこ

と。資本コストの意味を理解する。 

60 分 

15 

まとめ 筆記用具 教科書 pp.14～45 を読んでくるこ

と。各回授業のポイントを振り返

り、期末試験に向けた準備学習。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

授業の内容を基に、プリント（練習問題）を配布することにより学習内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

流通論(Distribution System)  

393131-14500 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3年次 開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

小売業の多様な組織形態、店舗形態に関する専門的な知識を身に付け、中級レベルの販売業務の遂行 

能力を修得できるよう、テキスト、参考資料などを組み合わせ、体系的に学んでいく。毎日、習慣的 

に行っている消費行動の場である小売業を「類型」の視点で捉えることで、小売業の仕組みを理解す

る一助となる。リテールマーケティング(販売士)検定試験 2級「小売業の類型」科目に対応した科目

である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う。 

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある。 

③ 時間配分は約 50 分 パワーポイントで説明しつつ、配布された書き込み式の授業資料の空欄を学 

生自ら埋めていく方法で進める。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「ロジスティックス」「商品学」「マーケティング 2」「販売戦略」「販売管理」の 5 科目と併せて履修

することを強く推奨。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業の類型及び中小小売業、商業集積に関する理論、概念などについて、友人・知人への説明

や質問に回答することができる。  

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。毎回、書き込み式授業資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(応用編)上巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(i) 理論、概念の説明 50％ 30％    20％  100％ 

フィードバックの方法 小テストや小論文を適宜実施。毎回解説・採点のうえ返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ  流通の定義を復習する 60分 

2 
流通における小売業の役割 配布資料 100 円ｼｮｯﾌﾟとトﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ、 ﾏｰｹﾃｨ

ﾝｸﾞを比較する 

60分 

3 
業態変化の理論 配布資料 小売の輪の理論 日本における事 

例を調べる 

60分 

4 
世界の小売業の動向 

日本市場における課題 

配布資料 日本進出のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘﾃｰﾗｰの名前を

調べる 

60分 

5 
組織小売業、ﾁｪｰﾝｽﾄｱ理論 配布資料 ﾁｪｰﾝｽﾄｱのﾒﾘｯﾄ、ﾃﾞﾒﾘｯﾄを復習する 60分 

6 
組織形態 1 ﾚｷﾞｭﾗｰﾁｪｰﾝ 

組織形態 2 ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰﾁｪｰﾝ 

配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

7 
組織形態 3 ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞﾁｪｰﾝ 

組織形態 4生協 

配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

8 
店舗形態 1専門店  

店舗形態 2百貨店 

配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

9 
店舗形態 3総合品揃えｽｰﾊﾟｰ 配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

10 
店舗形態 4 ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 
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11 
店舗形態 5 ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ 配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

12 
店舗形態 6 ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ 配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

13 
店舗形態 7 ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

14 
店舗形態 8 ｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰ 配布資料 当該店舗形態の名称、利用経験有無 

当該店舗形態の名称、利用経験有無 

60分 

15 
中小小売業の動向、課題 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰの課題、動向 

配布資料 中小小売店舗の利用経験有無 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰの名称、利用経験有無 

60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。小売業マーケティングにおける組織形態、店舗形態に関するトピ

ックスをテーマにした課題(参加意欲評価点に含む)を課し、講義の中で解題を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20 余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

世界経済論（Global Economy） 

393132-14120 
担当教員 

広田 秀樹 

（ヒロタ ヒデキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

世界経済の本質を見抜く思考力を身に付けるため、世界経済の多様な側面を学習する。第 1 に貿易収

支、対内直接投資残高等の世界経済を分析するツールを学習し、第 2 に世界の各エリアを、グローバ

リゼーションのメリット吸収という視点を中心に学習し、第 3 に世界経済の大局的動向や秩序につい

て、国際政治の要素も入れて学習する。授業内容は上級レベルである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力を育成する授業。 

③ 授業の進め方・指示事項 

広範な専門知識、情報を紹介しながらも、独自で深く考え本質を見抜く思考力を育成するため、頻繁

に質問し意見を求め、討論を促すような授業を行う。活発な発言をすること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

マクロ経済学・ミクロ経済学 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 世界経済の全体像が理解できる。 

(ii) 世界経済を変化させるファクターの詳細が理解できる。 

(iii) 世界経済の未来について考え、独自の思考から多様な提案ができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

学習資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

西川潤（2014）『新・世界経済入門』岩波書店 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 45%   30%  25%  100% 

(i) 世界経済の全体像理解 20%   10%  10%  40% 

(ii) 世界経済の変化要因 20%   10%  10%  40% 
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の理解 

(iii) 世界経済への提案 5%   10%  5%  20% 

フィードバックの方法 レポートについてはコメントを行い討論のベースとして紹介する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

世界経済の現象、現状を冷静に把握しながら、それらの奥にある本質を見抜き、独自の考えを提示で

きる強い思考力を、身に付けてもらうような授業を志向する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

イントロダクション・グローバ

ル資本主義とグローバリゼー

ション 

 グローバル資本主義とグローバリ

ゼーションの関係に関するレポー

ト作成 

90 分 

2 
世界経済を分析する基本ツー

ルⅠ 

配布学習ノー

ト・課題資料 

分析ツールの応用問題 90 分 

3 
世界経済を分析する基本ツー

ルⅡ 

配布学習ノー

ト・課題資料 

世界各地への分析ツールの応用  120 分 

4 
世界経済を分析する基本ツー

ルⅢ 

配布学習ノー

ト・課題資料 

分析ツールのメリットと限界に関

するレポート 

120 分 

5 
グローバリゼーションのメリ

ットと経済発展 

配布学習ノー

ト・課題資料 

グローバリゼーションとナショナ

リズムに関するレポート 

180 分 

6 
投資の世界的スケールでの展

開 

配布学習ノー

ト・課題資料 

国際投資の成功例と失敗例に関す

るレポート 

180 分 

7 
人材の世界的スケールでの移

動 

配布学習ノー

ト・課題資料 

グローバル人材に関するレポート 120 分 

8 
アメリカ経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

アメリカ経済への提案に関するレ

ポート 

90 分 

9 
シンガポール経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

シンガポール経済への提案に関す

るレポート 

90 分 

10 
中国経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

中国経済への提案に関するレポー

ト 

90 分 

11 
オランダ経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

オランダ経済への提案に関するレ

ポート 

90 分 

12 
スウェーデン経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

スウェーデン経済への提案に関す

るレポート 

90 分 
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13 
フィンランド経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

フィンランド経済への提案に関す

るレポート 

90 分 

14 
UAE 経済の分析 配布学習ノー

ト・課題資料 

UAE 経済への提案に関するレポー

ト 

90 分 

15 
まとめ 配布学習ノー

ト・課題資料 

人類に幸福をもたらす世界経済シ

ステム構築に関する提案レポート 

180 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。講義内容をベースにして、独自に調査、考察しレポートを作成す

るなかで本質を見抜き、独自に提案できる思考力を伸ばす。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

アジア経済論（Asian Economy） 

393133-14200 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

猛烈なスケールとスピードでグローバル化が進んでいる。その中で、日本をはじめとするアジアは地

政学的に世界の中でもたいへんホットな地域である。本講義では、「アジア経済発展の意味はどこにあ

るのか」、「アジア諸国の経済はなぜ、ヨーロッパや北米経済ほど経済発展が進んでいないのか」、「そ

れを妨げているものは何か」、「その対策は何か」等などの疑問に答えていく。授業の水準は基礎応用

の水準である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

復習を兼ねた質疑が多い。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 戦後アジア経済の変貌をアメリカと関連付けて説明できるようになる。 

(ii) 急成長を遂げた国々の特徴について説明できるようになる。 

(iii) 社会状況と経済発展との関係について説明できるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

なし。授業開始時にレジュメを配る。 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 50%  30%   20%  100% 

(i) アジア経済とアメリカ

との関連 

15%  10%   5%  30% 

(ii) 急成長を遂げた国々

の特徴 

25%  15%   10%  50% 

(iii) 社会状況と経済発展

との関係 

10%  5%   5%  20% 

フィードバックの方法 次回の授業の冒頭に課題について触れる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認しながら、授業を進めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
アジア経済圏の基礎情報  地図と中心都市を覚える 60 分 

2 
中国経済高成長の要因（マクロ

経済） 

配布物 90 年前後のデーターを集める 60 分 

3 
中国経済（農村・労働） 配布物 映画「生きる」の感想文を作成する。 60 分 

4 
中国経済（金融・企業経営） 配布物 共有地の悲劇の事例を集める。 60 分 

5 
中国経済（貿易・投資） 配布物 中国貿易の特徴が分かるデーター

を集める。 

60 分 

6 
台湾・香港・シンガポール経済 配布物 各国経済の特徴が分かるデーター

を作成する。 

60 分 

7 
インド経済 配布物 インド経済の特徴が分かるデータ

ーを作成する。 

60 分 

8 
東南アジア経済 配布物 東南アジアの農業機械に関するデ

ーターを作成する。 

60 分 

9 
韓国経済 配布物 韓国経済の特徴が分かるデーター

を作成する。 

60 分 

10 
韓国財閥 配布物 韓国財閥の規模を日本の大企業と

比較する。 

60 分 
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11 
北朝鮮の経済 配布物 北朝鮮経済のジレンマがわかるイ

メージ図を作成する。 

60 分 

12 
モンゴル・極東ロシア経済 配布物 各国経済の特徴が分かるデーター

を作成する。 

60 分 

13 
イスラエル経済 配布物 創業の事例を作成する。 60 分 

14 

日本経済とアジア 配布物 日本にあって、アジア諸国に足りな

いものについて800字程度に作成す

る。 

60 分 

15 

世界経済の秩序とアジア 配布物 第 2 次世界大戦以降の世界経済の秩

序の変化がアジアに与えた影響に

ついて 800 字程度に作成する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

予習と復習のためのレポートを課する。また、授業の進行方法は講義とミニディスカッションが半々

ずつとなる（学生参加型 AL）。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３元（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域経済論（Topics of Regional Economics）

393134-14100 
担当教員 

鯉江 康正 

（コイエ ヤスマサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 後期 

科目特性 地域志向科目／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

地域主権という言葉を耳にしたことはあると思いますが、簡単に言えば、地域のことは地域に住む住

民が決めるということです。地域主権が進められれば、当然の事ながら、地域間での生き残り競争が

激しくなります。それに勝ち抜くためには地域の価値を充分に活かした地域振興が必要になります。

本講義では、地域の魅力発見と人口減少社会における地域政策をテーマに、学生諸君が社会に出たと

きに地域の問題を考える材料を増やすこと、および、地域振興に関して様々な方法を提言できるよう

になることを目的とする。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

新潟県および長岡市の現状を紹介し、それをもとに、学生がどうしたら地域が活性化するのかを独自

に考え、グループで共有化することによって、地域活性化の方向性を探っていく。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「都市経済学」「地域経済学」の単位を取得していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)  地域データから地域の現状を把握する能力を有すること。 

(ii)  そこから課題や問題点を抽出できること。 

(iii) その解決策を自ら考え、発表できる能力を有すること。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。テキストの代わりに資料等を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

長岡市（平成 28 年３月）『長岡市総合計画（平成 28 年度～平成 37 年度）』 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60%  10%   30%  100% 

(i) 地域データから地域の

現状を把握する能力 

20%  3%   10%  33% 

(ii) 課題や問題点を抽出

する能力 

20%  2%   10%  32% 

(iii) 解決策を自ら考え、発

表できる能力 

20%  5%   10%  35% 

フィードバックの方法 課題は添削して返却する。授業への参加・意欲は、講義中のグループワ

ークや発表について評価する。発表に対しては、講義中にコメントをす

ると共に、他の履修者の発表についても意見を述べる機会をつくる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生諸君が地域に興味を持ち、地域振興に関して様々な方法を提言できるようになってもらいたい。

そのために、協同学修型 AL を採用し、双方向でのコミュニケーションを意識した授業を行っていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
新潟県の人口①（人口の推移と

将来推計人口） 

 県内市町村の人口の推移と人口推

計方法 

30 分 

2 
新潟県の人口②（人口増減率と

年齢３区分別寄与度） 

将来推計人口資

料 

人口増減率と寄与度に関する練習

問題 

60 分 

3 
新潟県の人口③（自然動態、社

会動態） 

将来推計人口資

料 

自然動態、社会動態に影響を与える

要因の検討 

60 分 

4 
私だけが知っているまちの魅

力紹介 

とっておき紹介

シート 

自分のとっておきポイントのピッ

クアップ、シートの完成 

90 分 

5 
長岡の魅力発見① （各自の素

晴らしいと思うところを紹介） 

長岡のとってお

き紹介シート 

長岡のとっておきシートの作成準

備 

60 分 

6 

長岡の魅力発見②（グループワ

ークによる魅力の共有化と魅

力の深化方法の検討） 

長岡のとってお

き紹介シート 

長岡のとっておきシートのブラッ

シュアップ、レポート作成 

120 分 

7 
人口減少の現状（全国市区町村

の人口動向） 

人口減少問題調

査資料 

出身地の国勢調査人口データの収

集と整理 

60 分 
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8 

社会移動の理由 人口減少問題調

査資料 

社会移動の理由の把握と、出身地で

影響が大きいと思われる理由の検

討 

60 分 

9 
人口増加要因 人口減少問題調

査資料 

人口規模別人口増加要因の整理シ

ートの作成 

60 分 

10 
地域別人口減少の影響 人口減少問題調

査資料 

地域別人口減少の影響シートの作

成 

60 分 

11 
人口規模別人口減少の影響 人口減少問題調

査資料 

人口規模別人口減少の影響シート

の作成 

60 分 

12 
地域別人口減少対策と効果 人口減少問題調

査資料 

地域別人口減少対策と効果シート

の作成 

60 分 

13 
人口規模別人口減少対策と効

果 

人口減少問題調

査資料 

人口規模別人口減少対策と効果シ

ートの作成 

60 分 

14 
長岡市の取るべき施策の検討 人口減少問題調

査資料 

長岡市の人口減少を抑える施策の

検討 

60 分 

15 
とりまとめ 人口減少問題調

査資料 

成果発表資料の作成 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

協同学修型 AL を採用する。学生のグループワーク、ディスカッションを通じて地域政策を考えてい

く。さらに、チームごとに発表機会を設けることにより、他の学生の意見も吸収していくようにする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

前職の民間シンクタンクでは、「整備新幹線の経済効果分析」「道路整備の効果と評価に関する調査」

「公共投資の九州地域経済に与えるインパクト分析」などの調査研究活動に従事してきた。また、「長

岡市総合計画策定委員会」「長岡市都市計画マスタープラン策定委員会」「長岡版広域道路ビジョン懇

談会」「長岡市住宅政策マスタープラン改定検討会議」「地域資源発信拠点整備検討委員会」などの委

員を歴任している。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

投資や地域施策の評価手法を紹介することによって、学生が考えた地域振興策の目標変数を設定する

手助けとなることが可能である。また、各種政策課題を扱う委員会での知見を学生に紹介することに

よって、行政が地域振興に対してどのような検討課題を持ち、どのような方向性を有しているかを示

すことが可能である。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地域産業政策（Regional Industry Policy） 

393135-14120 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

地域産業政策とは、国や地方自治体が地方の経済・産業振興のために行う政策である。長引く不況の

中、大都市圏と地方の間の経済格差が大きな問題になっている。この地域間の格差を解消し景気を回

復するためには、地域産業に対する振興政策により地域の活性化が必要となる。 

本講義では、地域産業政策の効果や各地で行われている地域産業政策について学修する。本講義の最

終的な目的は、地域産業政策に関する理論についての知識を身につけた上で、現実に行われている政

策の諸問題を自らの判断で考察する能力を養うことである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / 情報収

集・分析力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義形式の授業を行う。各回の授業内容は関連しているため、十分な復習をした上で授業に臨むこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「マクロ経済学」「ミクロ経済学」の知識を有すること。「地方行政」「地域経営」と共に履修するこ

とを推奨する。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 産業の社会における役割や地域産業の地域における役割を説明できる。 

(ii) 地域産業政策の政策領域や産業領域、担い手について説明できる。 

(iii)実際に取り組まれている地域産業政策を調べ、地域産業政策について考察することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

なし。適宜、資料等のプリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

伊藤正昭(2011)『新地域産業論』学文社 

河藤佳彦(2008)『地域産業政策の新展開』文眞堂 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    70％  30％  100％ 

(i) 産業の社会における役

割や地域産業の地域にお

ける役割を説明できる。 

   15％  5％  20％ 

(ii) 地域産業政策の政策

領域や産業領域、担い手に

ついて説明できる。 

   15％  5％  20％ 

(iii)実際に取り組まれてい

る地域産業政策を調べ、地

域産業政策について考察

することができる。 

   40％  20％  60％ 

フィードバックの方法 提出されたレポートの内容についての総評を公表する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

昨年度に引き続き、学生諸君が授業内容を理解しやすいように、わかりやすい表現と丁寧な解説を心

掛けて授業を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記用具 地域産業政策の必要性を自分なり

の考えてくる 

60 分 

2 
産業とは 筆記用具 産業に対する理解 60 分 

3 
産業の社会における役割 筆記用具 産業の社会における役割の理解 60 分 

4 
地域産業の地域における役割 筆記用具 地域産業の地域における役割の理

解 

60 分 

5 
地域産業政策の概念①（産業政

策と地域政策） 

筆記用具 産業政策と地域政策についての理

解 

60 分 

6 
地域産業政策の概念②（中小企

業政策との関連性） 

筆記用具 中小企業政策と地域産業政策の関

連性の理解 

60 分 
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7 
地域産業政策の政策領域 筆記用具 地域産業政策の政策領域について

の理解 

60 分 

8 
地域産業政策の産業領域 筆記用具 地域産業政策の産業領域について

の理解 

60 分 

9 
地域産業政策の担い手 筆記用具 地域産業政策の担い手と関連につ

いての理解 

60 分 

10 
地域資源と地域の産業特性 筆記用具 地域資源と地域の産業特性の関係

の理解 

60 分 

11 
地域産業政策の現状①（県外に

おける例） 

筆記用具 新潟県外の産業政策の現状の理解 60 分 

12 
地域産業政策の現状②（新潟

県） 

筆記用具 新潟県の産業政策の現状の理解 60 分 

13 
地域産業政策の現状③（県内市

町村） 

筆記用具 県内市町村の産業政策の現状の理

解 

60 分 

14 
地域産業政策の課題 筆記用具 地域産業政策の現状と課題につい

ての考察 

60 分 

15 
まとめ 筆記用具 各回の講義内容の整理と理解 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。各回の授業に対するコメント（感想・質問等）を学生諸君よりも

らい、翌週の授業で可能な限りコメントに対する回答を行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

地方行政（Local Administration） 

393136-14120 
担当教員 

牧野 智一 

（マキノ トモカズ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

県や市町村等の地方自治体は、私たちにとって最も身近な「政府＝役所」である。地方自治体は、水

道や道路などの社会基盤（インフラ）、学校教育や住民福祉等の様々なサービスを提供している重要

な機能を果たす機関でありながら、ほとんどの人々はその役割や仕組みについてあまり知らないと思

われる。かつての地方自治体は、国の政策に基づき運営されており、全国でほとんど同じような政策

運営が行われていた。しかしながら、現在では地域格差が著しく、地方創生を進める必要があるため、

地方自治体にはそれぞれの状況に応じた柔軟な政策運営が求められている。 

本講義では、地方自治体が果たすべき役割やそのための仕組みについて学修する。本講義の最終的な

目的は、学修で得た知識をもとに地方行政の諸問題を自らの判断で考察する能力を養うことである。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 / 情報収集・分析力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義形式の授業を行う。各回の授業内容は関連しているため、十分な復習をした上で授業に臨むこと。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「地域産業政策」「地域経営」と共に履修することを推奨する。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 地方自治や自治体と住民の関係等についての説明できる。 

(ii) 地方行政の役割や仕組みを説明できる。 

(iii)地方行政の問題点等について自分なりに考察することができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

なし。適宜、資料等のプリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

今井照(2017)『図解よくわかる地方自治のしくみ』学陽書房 

森田朗(2017)『新版 現代の行政』第一法規 

 

 



2 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合    70％  30％  100％ 

(i) 地方自治や自治体と住

民の関係等についての説

明できる。 

   25％  10％  35％ 

(ii) 地方行政の役割や仕

組みを説明できる。 

   25％  10％  35％ 

(iii)地方行政の問題点等に

ついて自分なりに考察す

ることができる。 

   20％  10％  30％ 

フィードバックの方法 提出されたレポートの内容についての総評を公表する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

昨年度に引き続き、学生諸君が授業内容を理解しやすいように、わかりやすい表現と丁寧な解説を心

掛けて授業を行う。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記用具 地方行政役割等について自分なり

に考えてくる。 

60 分 

2 
地方自治とは 筆記用具 地方自治や地方自治体についての

理解 

60 分 

3 
日本における地方自治制度の

変遷 

筆記用具 地方自治制度の変遷についての理

解 

60 分 

4 
国と地方自治体の関係 筆記用具 国と地方自治体の関係についての

理解 

60 分 

5 
市町村と都道府県の役割分担 筆記用具 市町村と都道府県の役割分担につ

いての理解 

60 分 

6 
自治体政策や自治体の仕事の

区分 

筆記用具 自治体政策や自治体の仕事の区分

についての理解 

60 分 

7 
自治体と住民の関係 筆記用具 自治体と住民の関係についての理

解 

60 分 
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8 
住民の自治体行政への参加 筆記用具 住民が自治体行政に参加するため

の権利についての理解 

60 分 

9 
自治体の基本構想と政策マネ

ジメント 

筆記用具 自治体の基本構想と政策マネジメ

ントについての理解 

60 分 

10 
自治体議会の役割 筆記用具 自治体議会の役割についての理解 60 分 

11 
首長の役割 筆記用具 首長の役割についての理解 60 分 

12 
首長と自治体議会の関係 筆記用具 首長と自治体議会の関係について

の理解 

60 分 

13 
自治体の財政のしくみ 筆記用具 自治体の財政のしくみについての

理解 

60 分 

14 
自治体の財政の現状と問題点 筆記用具 自治体の財政の現状と問題点につ

いての考察 

60 分 

15 
まとめ 筆記用具 各回の講義内容の整理と理解 60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。各回の授業に対するコメント（感想・質問等）を学生諸君よりも

らい、翌週の授業で可能な限りコメントに対する回答を行い、学修効果の向上に活用する。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

人的資源管理２ (Human Resource Management 

2)393137-14300 
担当教員 

生島 義英 

（イクシマ ヨシヒデ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認方ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

本授業では，人的資源管理，主に人事労務管理の基礎を学ぶ。 

昇進管理，報酬管理，福利厚生，退職給付，労働時間と勤務場所，ワークライフバランス，雇用調整

労使関係などを学習する。大学卒業後，組織人として仕事をしていくうえで，必要な人事管理に関す

る基礎的な知識の習得を目標として授業を進める。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力／専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

①該当範囲の授業 

②前回授業の振り返り、振り返りレポートのフィードバック 

③新聞記事など人事労務に関する新聞記事などの話題の提供 

④授業終了時振り返りレポートの作成 

授業範囲の教科書該当ページを事前に読み込み、わからないことを事前に把握する。 

振り返りレポートは、授業で習得した知識を簡潔にまとめることにより知識の定着を図る。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

人的資源管理１ 

(人的資源管理１と２をセットで受講することにより人的資源管理を網羅的に学習できる。) 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 人的資源管理の基礎知識を習得し説明することができる。 

(ii) 人的資源管理の課題を理解し，解決策を考えることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

今野浩一郎、佐藤博樹著（2009）『人事管理入門〈第 3 版〉』日本経済新聞社 

⑦ 参考図書・指定図書 

ロビンス，ディチェンゾー，コールター，（2014）「マネジメント入門-グローバル経営のための理論と

実践」，ダイヤモンド社 

経営学検定試験協議会監修・経営能力開発センター編（2013）『経営学検定試験公式テキスト② マ

ネジメント』第 3 版、中央経済社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％   10％  10％  100％ 

(i) 人的資源管理の基礎知

識を習得し説明すること

ができる。 

40％   5％  5％  50％ 

(ⅱ)人的資源管理の基本的

概念、用語、課題を理解し，

解決策を考えることがで

きる。 

40％   5％  5％  50％ 

フィードバックの方法 授業冒頭に前回授業内容サマリーをフィードバックして知識の定着を図

る。振り返りレポートの内容をフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

働き方改革の取り組みにより，人事管理制度が大きく仕組みが変わりつつある。変化に対応した内容

で授業を行う。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション 

昇進管理① 昇進と選抜 

教科書 /配布資

料 

授業全体像を再確認し，何を学習す

るのかを明確化する。 

60 分 

2 

昇進管理② 

日本企業における昇進ルール

の変化 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、日本企業における昇進ルー

ルの変化の資料整理と復習 

60 分 

3 

報酬管理① 

労働費用の管理 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、労働費用の管理の資料整理

と復習 

60 分 

4 

報酬管理② 

個別賃金と賃金制度 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、個別賃金と賃金制度の資料

整理と復習 

60 分 

5 

福利厚生と退職給付① 

福利厚生 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、福利厚生の形態の資料整理

と復習 

60 分 

6 
福利厚生と退職給付② 

退職給付 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、退職給付の資料整理と復習 

60 分 
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7 
労働時間と勤務場所① 

労働時間 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、労働時間の資料整理と復習 

60 分 

8 
労働時間と勤務場所② 

勤務場所 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、勤務場所の資料整理と復習 

60 分 

9 

企業の人材活用とワークライ

フバランス① WLB 支援 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、WLB 支援の資料整理と復

習 

60 分 

10 

企業の人材活用とワークライ

フバランス② 育児休業と介

護休業 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、育児休業と介護休業の資料

整理と復習 

60 分 

11 
雇用調整と退職管理① 

雇用調整 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、雇用調整の資料整理と復習 

60 分 

12 
雇用調整と退職管理② 

退職管理 

教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、退職管理の資料整理と復習 

60 分 

13 

パート社員や外部人材の活用 教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、パート社員や外部人材の活

用の資料整理と復習 

60 分 

14 

労働組合と労使関係 教科書 /配布資

料 

授業予定該当ページの読解、疑問点

の把握、事例研究②の資料整理と復

習 

60 分 

15 
まとめ 教科書 /配布資

料 

授業全体を通じた理解の確認と疑

問点の把握、授業全体の見直し 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認方ＡＬを行う。授業中に問いかけを行い，自分で課題に取組むことにより内容の一層

の理解を深める。毎回授業後半に振り返りレポートを作成する。授業の進行上振り返りレポートを作

成する時間が取れない場合，宿題となる。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

昭和 63 年（1988 年）4 月から平成 31 年（2019 年）3 月まで 31 年間民間企業に在籍し、在籍期間中

は、情報システム部門においてシステム設計と運用など、物流管理部門において新規仕組みの構築と

運用改善・物流教育など、人事労務管理部門において制度設計や法令変更対応、組合との交渉など、

総務部門において株主総会・取締役会の事務局運営やコンプライアンスなどの業務に従事した。 

実務担当者、管理職、グループ企業の取締役の経験など様々なマネジメントに携わった。 

実務経験と授業科目との関連性 
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人事労務管理部門での実務経験や部門長として管理職経験、役員経験を活かし、実務経験がなく、実

務を想像しにくい学生に対して、より実務的に具体的に組織・人事管理や人的資源の概念を教授する

ことができる。 

現場で発生している問題など具体的な事例をもとに、組織や人事管理に関する課題について、興味深

く説明することができる。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

財務戦略 2（Strategic Financial Management 

2） 

393138-14300 

担当教員 
栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

資本市場における資金の出し手である投資家の視点から、企業の資金需要をどのように評価し、投資

対象を決定するかを考える。まず、リスクとは何か、リスク・リターンと金融商品の関連性を理解す

る。次に、投資家の投資判断のベースとなる企業の財務諸表とその真偽を見極める方法を確認した後、

財務諸表の分析手法とその活用方法を学ぶ。さらに、市場全体の動向、リスクコントロールの方法を

学び、実践的な投資判断を行うための方法論を理解する。 

本講義を通じて、資金の出し手である投資家がどのような観点で投資対象を選定するのか、その思考・

評価方法を理解し、説明できるようになる。また、投資への問題意識を持ち、投資家としてのスタン

スを習得する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

講義は、パワーポイントを活用し講義を行い、書き込み式の配付資料の空欄を学生自ら埋めていく方

法で進める。また、講義冒頭では、記憶の再生、定着を促すために、前回講義の復習を行う。 

正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。 

日々の社会的な出来事も積極的に取り上げるほか、学生の意見を取り入れつつ、講義を進める。その

ため、授業内容が変更となる場合がある。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「財務戦略 1」 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) リスク・リターンとリスクコントロールを理解・説明することができる。 

(ii) 社債・株式等による資金運用の方法を理解・説明することができる。 

(iii) 企業の財務諸表、財務分析手法を理解し、財務分析を実践することができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 
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テキスト指定なし。授業開始時にレジュメを配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

久田友彦（1997）『中小企業財務の見方超入門』銀行研修社 

田中慎一、保田隆明（2013）『あわせて学ぶ 会計＆ファイナンス入門講座』ダイヤモンド社 

その他、テーマに関連した参考文献や関連情報を必要に応じ紹介する。 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 60％  15％ 20％  5％  100％ 

(i) リスク・リターンとリ

スクコントロールの理解・

説明 

20％  5％ 5％  1％  31％ 

(ii) 株式による資金運用

手法の理解・説明 

20％  5％ 8％  2％  35％ 

(iii) 財務諸表、財務分析

の理解と財務分析の実践 

20％  5％ 7％  2％  34％ 

フィードバックの方法 初回講義内で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、試験の方法等につ

いて、具体的に説明するので、出席すること。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

学生の理解度・習熟度を確認しながら、講義を進めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
講義ガイダンス 

リスク・リターンと金融商品 

筆記用具 講義の復習 

金融商品への投資方法の検討 

90 分 

2 
宝くじ効果と期待値 筆記用具 講義の復習 

宝くじ効果 

90 分 

3 
リスク体感ゲーム 筆記用具 講義の復習、期待値の計算 

機会費用の確認 

90 分 

4 
機会費用と投資家の意思決定 筆記用具 講義の復習 

株式購入方法、株式注文方法 

90 分 
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5 
証券会社と株式購入方法 筆記用具 講義の復習 

ローソク足と株価チャート 

90 分 

6 
ローソク足と株式チャート 筆記用具 講義の復習 

財務分析手法の確認 

90 分 

7 
財務諸表の再確認と財務分析

手法 

筆記用具 講義の復習 

上場企業の財務分析 

90 分 

8 
財務分析の実践と投資判断 筆記用具 講義の復習 

株価調査 

90 分 

9 
ROE 筆記用具 講義の復習 

粉飾決算とその見抜き方、事例検索 

90 分 

10 
財務諸表の粉飾と発見方法 筆記用具 講義の復習 

PBR・PER の計算 

90 分 

11 
PBR と PER 筆記用具 講義の復習 

配当利回りと株主優待 

90 分 

12 
配当、株主優待 筆記用具 講義の復習 

株式市場全体の株価変動要因 

90 分 

13 
株価変動のマクロ要因 筆記用具 講義の復習 

日経平均株価の将来予想 

90 分 

14 
リスクコントロール 筆記用具 講義の復習 

ビットコイン 

90 分 

15 
ビットコイン 

講義のまとめ 

筆記用具 

全ての配布資料 

講義の復習 

期末試験に向けた準備学習 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。 

・毎回講義中に課題・問題を出すことにより、インプット型の講義に加えて、学生の知識のアウトプ

ットも重視し、知識の定着を目指す。 

・前回講義中に受け付けた質問・感想、及び宿題の内容について、講義中にフィードバックを行うこ

とで、理解度を高めていく。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 9（1997）年 4 月～平成 28（2016）年 3 月まで、株式会社第四銀行に在籍。そのうち、平成 15

（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。研究員

として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。 
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実務経験と授業科目との関連性 

地域金融機関に勤務した経験を生かし、株式を中心とした企業の資金運用の方法について具体的な事

例を交えつつ、分かりやすく紹介する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

産業史（History of industries） 

393139-14300 
担当教員 

權 五景 

（グォン オーギョン） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 学生参加型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

人類発展の歴史は産業発展の歴史でもある。狩猟から農耕、牧畜へ、徒歩から自転車、自動車、飛行

機の利用へ、寒さの凌ぐための服から自己主張をするための服へ。このような発展ができた背景とそ

れから学ぶべきことについて、講義とそれに基づいた討論を行っていく。例えば、繊維産業は盛んだ

が、アパレル産業がそうではない国が世界中にはたくさんある。また、その逆もある。それについて

講義後、討論を行っていく。そして、同じ国の中でも産業が発展している地域もあればそうでない地

域もあるが、それについても多くのデータを提供後、討論を行う。このように、講義とそれに基づい

た議論を通して、産業の発展と衰退の原因について探っていく。授業の水準は基礎応用の水準である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

復習を兼ねた質疑が多い。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

なし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 2 つ以上の産業の歴史について説明できるようになる。 

(ii)国ごとの産業革命について説明できるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

なし。授業開始時にレジュメを配る。 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  20%  20% 10%  100% 

(i) 個別産業史 25%  10%  10% 5%  50% 

(ii) 国ごとの産業革命 25%  10%  10% 5%  50% 

(iii)          

フィードバックの方法 次回の授業の冒頭に課題について触れる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

理解度を確認しながら、授業を進めていく。 

 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
文明と産業  宗教が産業に与えた影響を800字程

度に作成する 

60 分 

2 
エネルギー産業 配布物 エネルギー産業の歴史を800字程度

に作成する。 

60 分 

3 
繊維産業 配布物 繊維産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 

4 
金属産業 配布物 金属産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 

5 
工作機械産業 配布物 工作機械産業の歴史を800字程度に

作成する 

60 分 

6 
武器産業 配布物 武器産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 

7 
自動車産業 配布物 自動車産業の歴史を800字程度に作

成する 

60 分 

8 
食料品産業 配布物 食料品産業の歴史を800字程度に作

成する 

60 分 

9 
化学産業 配布物 化学産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 

10 
素材産業 配布物 素材産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 

11 
情報産業 配布物 情報産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 
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12 
金融業 配布物 金融業の歴史を800字程度に作成す

る 

60 分 

13 
文化産業 配布物 文化産業の歴史を800字程度に作成

する 

60 分 

14 
新潟県の産業 配布物 新潟県の産業の歴史を800字程度に

作成する 

60 分 

15 
総括と討論 配布物 産業発達史の共通点について800字

程度に作成する 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

予習と復習のためのレポートを課する。また、授業の進行方法は講義とミニディスカッションが半々

ずつとなる（学生参加型 AL）。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

情報ビジュアルデザイン(Information Visual 

Design) 

393141-14700 

担当教員 
髙梨 俊彦 

（タカナシ トシヒコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

Web ページを記述するための専用言語である HTML 言語の文法と機能、CSS の利用法、リスト、リ

ンク、動画再生、フォームについて学び、Web ページ作成に必要な基礎レベルの知識と技能を身につ

ける。講義では、テキストの内容について解説を行った後に、コンピュータを使ってテキストに記載

された練習問題を解くことで知識の理解を高める。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

テキストの内容について解説を行った後に、コンピュータを使ってテキストに記載された練習問題を

入力し Web ページを作成していく。テキストは必ず購入して持参すること。必ず復習を行い習った

ところまでの練習問題は必ず完了させておくこと。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。ただし、メモ帳の操作、パソコン操作が自由にできること。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) HTML の基本的なタグの記述ができる。 

(ii) 初級レベルの CSS ファイルの記述できる。 

(iii) 画像・動画を Web ページ内で表示ができる。 

 

 

⑥ テキスト（教科書） 

富士通エフ・オー・エム株式会社（2018）『よくわかる HTML5&CSS3 ウェブサイト構築の基本と実

践（初版）』FOM 出版 

⑦ 参考図書・指定図書 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50% 15% 15%   20%  100% 

(i) HTML の基本的なタグ

の記述ができる 

24% 8% 6%   7%  45% 

(ii) 初級レベルの CSS フ

ァイルの記述できる 

24% 7% 7%   7%  45% 

(iii) 画像・動画を Web ペ

ージ内で表示ができる。 

2%  2%   6%  10% 

フィードバックの方法 小テストは採点後、解説の時間を設ける。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

一つ一つの知識の積み重ねができるよう毎回復習用の課題を出題し、理解度を確認しながら授業を進

めていく。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
Web サイトの基礎知識 

HTML5ファイルの作成と保存 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.7～21の予習と練習問題の

完成、復習課題の提出 

90 分 

2 
HTML5 ファイルの編集 教科書、筆記用

具 

教科書 p.21～31 の予習と練習問題

の完成、復習課題の提出 

90 分 

3 
HTML5 ファイルの編集と 

CSS3 の基礎知識 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.32～40 の予習と練習問題

の完成、復習課題の提出 

90 分 

4 
CSS ファイルの作成 教科書、筆記用

具 

教科書 p.40～49 の予習と練習問題

の完成、復習課題の提出 

90 分 

5 

Web サイトの構築、文字列のス

タイルの設定、画像の挿入 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.51～82 の予習と練習問題

の完成、復習課題の提出、総合問題

の作成 

120 分 

6 
ボックスのスタイルの設定、表

示位置・影の設定 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.83～95 の予習と練習問題

の完成、復習課題の提出 

120 分 

7 
リストの作成、行間の設定、日

付の設定 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.96～114の予習と練習問題

の完成、復習課題の提出 

90 分 

8 

ナビゲーションメニューの作

成 

小テスト 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.105～114 の予習と練習問

題の完成、復習課題の提出 

小テスト準備学習 

120 分 
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9 

レスポンシブ Web デザインの

設定、背景・行頭文字（画像）

設定 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.115～121、p.123～131 の

予習と練習問題の完成、復習課題の

提出 

120 分 

10 

パンくずリストの作成 教科書、筆記用

具 

教科書 p.132～135 の予習と練習問

題の完成、復習課題の提出、総合問

題の作成 

120 分 

11 

リンクとリンクのスタイルの

設定、スマホ対応、印刷用スタ

イル 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.137～151、p.160～169 の

予習と練習問題の完成、復習課題の

提出 

120 分 

12 
表の作成 教科書、筆記用

具 

教科書 p.171～185 の予習と練習問

題の完成、復習課題の提出 

90 分 

13 
サイドメニューの作成 教科書、筆記用

具 

教科書 p.187～211 の予習と練習問

題の完成、復習課題の提出 

90 分 

14 

動画とマップの挿入 

小テスト 

教科書、筆記用

具 

教科書 p.213～223 の予習と練習問

題の完成、復習課題の提出 

小テスト準備学習 

120 分 

15 
フォームの作成 教科書、筆記用

具 

教科書 p.225～241 の予習と練習問

題の完成 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生がパソコンを直接操作する協同学修型 AL を採用する。授業後に出題する課題と記載された質問

や改善要望について、各回の始めに答え、学修内容をフィードバックする。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

業務用ソフトウェアの開発、情報機器の販売・修理、社内ネットワークの構築、インターネットサー

バーの構築・運用・保守、ホームページ制作、Web システム（宿泊予約・配宿手配システム、アンケ

ート Web 収集・メール配信システム、他）の開発の実績がある。 

実務経験と授業科目との関連性 

ホームページ制作・Web システムの経験から、Web ページ作成における HTML・CSS の重要ポイン

トを実用的な課題を通して習得してもらい、実践的な Web サイトを構築できる知識と技能を身につ

けることを目指す。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

時事問題（Current Topics） 

393142-14200 
担当教員 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

時事問題を理解するための知識を身につけ、時事問題に対して関心を高めることを目的とする。時事

問題に関心を持ち、これを理解するための知識を得ることは、自分が生きている社会に対する理解を

深めることになる。授業では、政治、経済、社会・環境、国際の 4 つの分野から時事問題を取りあげ、

これを理解するための基礎知識について学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 

情報収集・分析能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

・テキスト（教科書）を使用する。使用するテキストの詳細は、下記の「⑥テキスト（教科書）」を確

認すること。 

・自分の考えを深める作業を行う。コメント等で記入した内容を教員が紹介する場合がある。  

・必要に応じて資料を配布する。授業内容を理解しやすくするために映像を利用する場合がある。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 時事問題を理解するための基礎知識を身につける。 

(ii) 時事問題について、他人に自分の考えを述べることができるようになる。 

⑥ テキスト（教科書） 

ニュース検定公式テキスト編集員会編 日本ニュース時事能力検定協会監修（2021）『2021 年度版ニ

ュース検定 公式テキスト＆問題集「時事力」基礎編（３・４級対応）』毎日新聞出版 

＊毎年 3 月頃に出版される。シラバス作成時点では、2021 年度版が出版されるという推測のもと記

入している。2021 年度版が出版されない場合、2020 年度版を使用する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

参考図書 

パスカル・ボニファス著 佐藤絵里訳（2019）『現代地政学 国際関係地図』ディスカヴァー・トゥエ

ンティワン 
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秋元千明（2017）『戦略の地政学 ランドパワーVS シーパワー』ウェッジ 

H・J マッキンダー著 曽村保信（2008）『マッキンダーの地政学 デモクラシーの理想と現実』原書   

  房 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   50％   50％  100％ 

(i) 時事問題を理解するた

めの基礎知識を身につけ

る。 

     50％  50％ 

(ii) 時事問題について自

分の考えを述べることが

できるようになる。 

  50％     50％ 

フィードバックの方法 課題は総評を公表する 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

引き続き、丁寧な解説と分かりやすい授業資料や映像の活用を行いたい。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション シラバス シラバスを熟読し授業の目的を理

解したうえで授業に参加する。 

10 分 

2 
時事問題（政治分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

3 
時事問題（政治分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

4 
時事問題（政治分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

5 
時事問題（経済分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

6 
時事問題（経済分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

7 
時事問題（経済分野）の解説 教科書 

 

授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

8 
時事問題（社会・環境分野）の

解説 

教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 
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9 
時事問題（社会・環境分野）の

解説 

教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

10 
時事問題（社会・環境分野）の

解説 

教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

11 
時事問題（社会・環境分野）の

解説 

教科書 

 

授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

12 
時事問題（国際分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

13 
時事問題（国際分野）の解説 教科書 授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

14 
時事問題（国際分野）の解説 教科書 

 

授業終了後に授業で説明した教科

書の重要箇所の確認を行う。 

60 分 

15 
まとめ  学んだ内容の再確認を行う。 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL、を採用する。 

授業ではコメントを記入してもらい、コメント内容を利用する形で授業を進める。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

医療事務演習 2 （ Medical coding 2 ）  

393144-14400 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

各診療行為における専門知識と技能を身につけ、正確な医療費の算定と診療報酬明細書（レセプト）

の作成方法を習得する。後期の目標は、外来・入院レセプトの基本事項の理解である。公費負担医療

制度（生活保護法・感染症法・特定疾患治療研究事業等）や介護保険制度についても学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 / 職業人として通用する能力 / 情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

カルテ症例を把握して、診療報酬明細書（レセプト）の作成ができる。医療事務管理士試験（学科・

実技）合格に必要な知識・技術を学ぶ。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

医療事務管理士試験（年 6 回奇数月実施予定）受験を希望する者は「医学概論」「医療事務演習 2」を

併せて履修することが望ましい。医療事務管理士試験の受験希望者には、対策の学習支援をする。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i)処置や手術などのレセプト記入のしかたを覚える。 

(ii) 検査その他に関連したレセプト記入のしかたを覚える。 

(iii) 外来レセプト全般の書きかたを理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

「医療事務演習 1」、「医療事務演習 2」は共通で(株)ソラストのテキストを用いている。テキスト 6 冊

フルセット購入は医療事務管理士試験の受験希望者のみ必須で、メインテキスト 3 冊＋サポートブッ

ク＋点数表など 6 冊セット価格：2018 年度は 9,360 円だった。検定まで希望しない場合はサポート

ブック、テキスト 1 のみ購入する（2 冊で 3,444 円。テキストの発注等は教務課を通して行う。 

⑦ 参考図書・指定図書 

上記テキスト以外はなし。過去問をベースとした課題を配付資料として提示する。 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 55％  15％   30％  100％ 

(i) 処置や手術レセプト 35％  5％   10％  50％ 
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(ii) 検査その他レセプト 10％  5％   10％  25％ 

(iii) 外来レセプト全般 10％  5％   10％  25％ 

フィードバックの方法 出席票や解答用紙は、原則返却しない。確認・添削後、修正すべきポイ

ントや評点を知らせる。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

レセプトが書けるようになると、俄然面白くなる。与えられた課題をきちんと出すことを肝に銘じる。

カルテにはそれぞれのドラマがある。症例ごとの特徴や流れをしっかりと感じ取って欲しい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

手術①皮膚･皮下組織･筋骨格

系    

筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

2 

手術②四肢･体幹･その他 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

3 

手術③心臓･脈管系と輸血・麻

酔 

筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

4 

検体検査①一般検査 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

5 

検体検査②生化学検

査 

筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

6 

検体検査③微生物その他 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

7 

生理機能検査①呼吸循環機能･

超音波･脳波 

筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問の内容と点数を、各自

が医療事務の点数掲載サイト（しろ

ぼんねっと等）で調べてくる。 

60 分 

8 

生理機能検査②神経･筋･耳鼻

咽喉科･眼科 

筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

9 
病理診断（細胞診・組織診） 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

60 分 
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調べ内容をきちんと理解してくる。 

10 

画像診断①X 線診断 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

11 

画像診断②MRI と CT 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

12 

精神科専門療法と放射線治療 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

13 

入院①入院用レセプトの概要 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

14 

入院②一般病棟入院基本料 筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

15 

入院③入院時食事療養費･特定

入院料等、公費負担医療制度 

筆記用具、電卓、

配付資料 

課題の過去問を、各自が医療事務メ

インテキストやサポートブックで

調べ内容をきちんと理解してくる。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題の提出による学生参加型 AL を採用する。課題プリントの内容を基に、各回の始めにその解説と

考察を行い、学修内容をフィードバックする。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

社会調査法演習（Exercise in Social Research 

Method） 

393145-14400 

担当教員 
石川英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 ３年次 開講期 後期 

科目特性 
知識定着・確認型 AL／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

社会調査の目的は、個人、集団、地域社会、国家等といったさまざまなレベルでの社会的ニーズを明

らかにすることである。この授業では調査計画や方法、調査票の作成と集計について学修する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力／情報収集・分析力を養う授業である。 

③ 授業の進め方・指示事項 

履修者の関心に基づいた項目について、アンケート調査を企画し実施する。また Excel を活用したデ

ータ処理と分析の基礎を学ぶ。調査の企画から調査実施まで実際にパソコンを使って行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「社会調査法」「コンピュータリテラシー１」「コンピュータリテラシー２」「表計算ソフト利用技術」

「プレゼンテーションソフト利用技術」 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 社会調査を企画して発表できる。 

(ii) アンケート票作成、調査実施、結果の集計、分析の一連の作業ができる。 

(iii) 調査結果を発表し、わかりやすく伝えることができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは使用しない。授業時間中に資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

安藤明之(2013)『初めてでもできる社会調査・アンケート調査とデータ解析[第 2 版]』日本評論社 

その他、随時授業中に紹介する。 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合   60％  40％   100％ 

(i) 社会調査の企画   20％  10％   30％ 

(ii) アンケート調査の一

連の作業 

  40％     40％ 

(iii) 調査結果の発表     30％   30％ 

フィードバックの方法 毎回の作業に対して個々にコメントし、調査が進むようアドバイスをす

る。課題と発表に対して講評を直接伝える。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

受講生による課題設定で学修意欲が高まるので、授業内での課題設定の議論を重視したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 筆記用具 配布資料の復習 45 分 

2 
調査の企画①～課題の抽出 筆記用具 調査テーマの設定と論点の整理 60 分 

3 

調査の企画②～調査の行程と

スケジュールの検討 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

調査企画書の作成 60 分 

4 

調査票の作成①～質問項目の

検討 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

調査票案の作成 60 分 

5 

調査票の作成②～レイアウト

と挨拶文の検討 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

調査票案の仕上げ 60 分 

6 

調査の実施①～調査法（調査票

配布・回収）の検討 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料の復習と調査法について

の検討 

60 分 

7 

調査の実施②～調査の依頼な

どについて 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

調査票の配布と回収の段取り 60 分 

8 

データ整理とコーディング 筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

回収調査票の整理、ナンバリング、

エクセル表の準備 

60 分 

9 データ入力 筆記用具、必要 回収調査票のデータ入力の完成と 120 分 
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に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

確認 

10 

.Excel を使ったデータの集

計・分析①～単回答の単純集計 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料の復習と単回答の単純集

計の完成 

60 分 

11 

Excel を使ったデータの集計・

分析②～複数回答の単純集計 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料の復習と複数回答の単純

集計の完成 

60 分 

12 

Excel を使ったデータの集計・

分析③～クロス集計 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

配布資料の復習とクロス集計の完

成 

90 分 

13 

Excel を使ったデータの集計・

分析④～図表の作成 

筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

報告書とプレゼンテーション資料

のための図表の作成 

90 分 

14 

調査報告書の作成 筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

調査報告書の完成 120 分 

15 

発表資料の作成 筆記用具、必要

に応じて USB ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

プレゼンテーション資料の完成 120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。個人別レポート（調査企画書）の内容を基にフィードバックを行

う。その後協同学修型 AL では、グループワークとディスカッションを行い、調査企画とアンケート

票を作成する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 4（1992）年 6 月～平成 16（2004）年 3 月に(財)国民経済研究協会に在籍し、企業環境研究セン

ター、経済産業研究部の研究員として、官公庁等からの委託調査や自主調査を数多く手がけ、アンケ

ートや統計調査の報告書作成や発表に取り組んだ。 

実務経験と授業科目との関連性 

社会調査に関する数多くの実務経験を通じて培ってきた知識・技術等を最大限に活用して、アンケー

ト調査を始めとする演習を指導して、履修生による社会調査法の学修に貢献したい。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

消費者の法律２(Consumer Protection Laws2) 

393146-14500 
担当教員 

金井 信雄 

（カナイ ノブオ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目／知識定着・確認型 AL  

 

① 授業のねらい・概要 

現代社会における消費生活を法的視点から見た時の特徴や問題点について考え、消費者としての自覚

を持ち、消費者の権利侵害に対して行動できる消費者の存在がより良い社会の実現につながることを

理解する。消費生活アドバイザー・消費者力検定に対応した科目である。（消費者の法律１が民法を中

心にして学習するのに対して、本科目では消費者法全体について学習する。） 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力/職業人として通用する能力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

毎回の講義の終わりに知識定着のため小テストを行う。また、次回講義の初めに前回授業内容の振り

返りと小テストの回答・解説を行う。第８回目には中間テストを行う。 

学生は復習を中心に学習するとともに、小テストの自己の回答を見直し疑問点については講義資料等

を調べて確認して欲しい。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特にない。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 消費者法を切り口として消費者問題を理解し、自ら消費者として活動できる。 

(ii) 地域における消費者リーダーとして関連法の要点を説明できる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

細川幸一(2018)『大学生が知っておきたい消費生活と法』慶応義塾大学出版会 

⑦ 参考図書・指定図書 

杉浦市郎編(2020)『新・消費者法これだけは〔第 3版〕』法律文化社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 70% 15%    15%  100% 

(i) 消費者法を切り口とし

て消費者問題を理解する。 
40% 10%    10%  60% 

(ii) 関連法の要点を説明

できる。 
30% 5%    5%  40% 

フィードバックの方法 小テストは次回講義で返却し解説の時間を設ける。中間テスト後および

期末テスト前に評価点をフィードバックする。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

双方向でのコミュニケーションを意識した授業を目指す。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
消費社会の現状と問題を考え

る。 

筆記用具 テキスト２～７ページを読み概要

を理解してくる。 

60 分 

2 
豊かな社会と消費者の権利 筆記用具 

配布資料 

テキスト８～１３ページを読み概

要を理解してくる。 

60 分 

3 
法律は消費者を守ってくれな

い 

筆記用具 

配布資料 

テキスト１４～１９ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

4 
市場の競争とルール 筆記用具 

配布資料 

テキスト２０～２５ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

5 
不当な契約と消費者 筆記用具 

配布資料 

テキスト２８～３３ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

6 
様々な販売形態と法律 筆記用具 

配布資料 

テキスト３４～３９ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

7 
借金とクレジット 筆記用具 

配布資料 

テキスト４２～４７ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

8 

中間テスト 筆記用具 

 

前半部分のテキストを復習し、過去

の小テストでできなかった問題に

ついて確認する。 

60 分 

9 
ネット社会と消費者 筆記用具 

配布資料 

テキスト４８～５３ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 
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10 
もうけ話と消費者 筆記用具 

配布資料 

テキスト５６～６１ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

11 
サービスと消費者 筆記用具 

配布資料 

テキスト６２～６７ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

12 
安全と消費者 筆記用具 

配布資料 

テキスト７０～７５ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

13 
食の安全と安心 筆記用具 

配布資料 

テキスト７６～８１ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

14 
消費者と行政の関係 筆記用具 

配布資料 

テキスト８４～８９ページを読み

概要を理解してくる。 

60 分 

15 
消費者運動と消費者教育 筆記用具 

配布資料 

テキスト９０～１０１ページを読

み概要を理解してくる。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型、ＡＬを採用する。質疑応答、小テスト、復習を中心にして基礎的な知識を正確に

理解してもらう。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

前職の民間企業では、官公庁や民間企業向けのＩＴシステムの営業を中心に活動してきた。現在は中

小企業診断士として、まちづくり団体の事務局の仕事をしつつ、中小企業や農業者に対する経営改善

に関するコンサルティング活動を行っている。 

実務経験と授業科目との関連性 

30 年以上の民間企業での営業活動の中で経験した契約に関する問題を、実例として提示して学生の理

解に役立てる。また、まちづくり団体の運営する小売店舗での実例をもとに、消費者問題を具体的に

説明することで身近な問題としてとらえてもらう。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

消費者問題 ２（Consumer Affairs 2） 

393147-14500 
担当教員 

赤塚 浩一 

（アカツカ コウイチ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 ３年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL  / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

最新の情報通信技術(ICT)を利用した製品・サービスは、その実体や潜んでいるリスクを見抜くこと

が難しい。そのため消費者問題は、被害の未然防止や被害発生の検知・解消が難しい、深刻な問題に

なってきている。本講義では複雑化・深刻化する消費者問題を、ICT を利用したハイリスクな製品・

サービスの具体的事例を交えて、背景となる ICT の概要と共に学ぶ。 

本講義は消費者力検定、消費生活相談員資格試験、消費生活アドバイザー試験に対応する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力/情報収集・分析力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

次回講義内容を記載した資料を、遅くとも前回講義時までに配付する。次回講義内容に関連した消費

者問題、発生している事件・事故の情報を、講義時までに、インターネット等を活用して事前に収集

すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「消費者問題１」を履修していることが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) ICT の最新キーワードに惑わされずに、製品・サービスの実体とリスクを見抜ける「賢い消費者」

になる。 

(ii) 未来の起業家・企業人として、「故意や過失による加害者」にならない。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。 各回、レジュメを配付する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

消費者白書 令和２年版（消費者庁ホームページから無償でダウンロード可能） 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％  20％   30％  100％ 

(i) 製品・サービスの実体

とリスクを見抜ける 

30％  10％   15％  55％ 

(ii) 故意や過失による加

害者にならない 

20％  10％   15％  45％ 

 

 

        

フィードバックの方法 課題取組結果に対するフィードバックは、講義の場での発表と質疑応答

で行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

次回講義内容を記載した資料を、遅くとも前回講義時までに配付する。授業中は板書内容の転記では

なく、講義内容の理解に集中して頂きたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション（With コ

ロナ社会とデジタル化） 

配付資料 With コロナ社会におけるデジタル

化動向を調査し理解する。 

60 分 

2 
最新 ICT 概説１（デジタルトラ

ンスフォーメーション） 

配付資料 デジタルトランスフォーメーショ

ンの動向を調査し理解する。 

60 分 

3 
最新 ICT 概説２（IoT/ AI / RPA 

/ xR、ビッグデータ、自動運転） 

配付資料 講義で説明した ICT の概要を調査

し理解する。 

60 分 

4 
消費者と情報セキュリティ 

（情報セキュリティ10大脅威） 

配付資料 情報セキュリティ事故・事件の動向

を調査し理解する。 

60 分 

5 
消費者と情報セキュリティ 

（事件・事故発生の三要件） 

配付資料 情報セキュリティ事故・事件事例を

調査し原因を分析する。 

60 分 

6 
消費者と個人情報保護 

（個人情報保護法） 

配付資料 個人情報流出事故・事件の動向を調

査し理解する。 

60 分 

7 
消費者と個人情報保護 

（個人情報の活用法） 

配付資料 個人情報流出事故・事件事例を調査

し原因を分析する。 

60 分 

8 
消費者と知的財産権 

（特許権、商標権、営業秘密） 

配付資料 講義で説明した知的財産権の概要

を調査し理解する。 

60 分 

9 
消費者と知的財産権（著作権、

肖像権、パブリシティ権） 

配付資料 講義で説明した知的財産権の概要

を調査し理解する。 

60 分 
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10 
消費者と品質問題 

（品質・コスト・納期） 

配付資料 品質問題の発生動向を調査し理解

する。 

60 分 

11 
消費者と品質問題 

（見える品質/見えない品質） 

配付資料 品質問題事例を調査し原因を分析

する。 

60 分 

12 
消費者と依存症 

（物質・行為・関係への依存） 

配付資料 依存症の動向を調査し理解する。 60 分 

13 
消費者と依存症 

（ひきこもり・こもりびと） 

配付資料 依存症事例を調査し原因を分析す

る。 

60 分 

14 
消費者とビジネスモデル 

（新たな消費者問題の発生） 

配付資料 With コロナ時代の新たなビジネス

モデルを調査し理解する。 

60 分 

15 
課題個人ワーク、情報共有、フ

ィードバック 

配付資料 共有・フィードバック内容を個人ワ

ーク結果へ反映する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。事前調査情報に基づいて各自で課題への取組を行い、講義の場で

の発表と質疑応答を通したフィードバックにより、知識の定着・確認を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

ＩＣＴ企業に勤務し、経営計画・事業計画の策定、インターネットを前提にした新規ビジネスモデル

の構築・運用等を担当した。新ビジネス推進に欠かせない民法・個人情報保護法・知的財産権法等の

法規制、マネジメントシステム、情報セキュリティ等の関連業務も並行して担当した。 

また中小企業診断士・技術士として、県内外の中小企業の経営課題・技術課題の解決を支援してきた。 

実務経験と授業科目との関連性 

デジタルトランスフォーメーション時代の、インターネットを前提にした新たなビジネスモデルの、

企画・構築から運営までの全プロセスを知る者として、AI/IoT/RPA、仮想通貨、ビッグデータ等のＩ

ＣＴキーワードの本質、ビジネスでの利用等を、消費者への影響という視点で説明することができる。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

原価計算２（Cost Accounting 2） 

393148-14600 
担当教員 

中村 大輔 

（ナカムラ ダイスケ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

原価計算は、企業における特定の経済活動単位についての、原価と給付を比較計算する事である。原

価計算は販売価格の設定だけにとどまらず、コストの削減や原価の作り込みなど、財務会計目的だけ

ではなく管理会計目的としても重要である。換言すれば原価計算は企業経営者の業務的ないし構造的

（戦略的）意思決定に必要不可欠な知識でもある。本講義は日商簿記１級の「工業簿記・原価計算」

に対応し、特に原価計算２では直接原価計算や、業務的・構造的意思決定などの管理会計的側面につ

いて学ぶ。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

日商簿記 2 級の工業簿記をベースとして日商 1 級範囲の原価計算を学ぶ。2 級工業簿記（工業簿記 1・

2）の復習をしておくこと 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

工業簿記 1・2 に続く科目である。日商簿記 2 級工業簿記が理解できない場合、授業内容は理解でき

ないため、これらの内容を学んだことがある学生が対象である。「原価計算１」と共に履修すること

が望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 日商１級相当の直接原価計算・CVP 分析ができる 

(ii) データをもとに業務的・構造的意思決定ができる 

(iii) 比較的新しい分野（ライフサイクル・コスティング、品質原価計算など）を理解し、該当する分

野の問題が解ける。 

⑥ テキスト（教科書） 

岡本清・廣本敏郎編著(2020)『検定簿記講義 １級工業簿記・原価計算＜下巻＞ 2020 年版』中央経済

社（2021 年度版が発行されればそちらを利用する） 

⑦ 参考図書・指定図書 

岡本清(2000)『原価計算（六訂版）』国元書房 

 

 

 



2 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80% 20%      100% 

(i) 日商１級相当の直接原

価計算・CVP 分析ができ

る 

26.6% 6.6%      33.3% 

(ii) データをもとに業務

的・構造的意思決定ができ

る 

26.6% 6.6%      33.3% 

(iii) 比較的新しい分野

（ライフサイクル・コステ

ィング、品質原価計算な

ど）を理解し、該当する分

野の問題が解ける。 

26.6% 6.6%      33.3% 

フィードバックの方法  

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

できるだけ多くの問題に触れ、各自で計算問題が解けるレベルに到達できるように進めたい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス・原価計算１の復習 テキスト、電卓 原価計算１の内容あるいは、工業簿

記 1・2 の内容を復習しておく。 

60 分 

2 

直接原価計算 テキスト、電卓 教科書を読み、2 級範囲の直接原価

計算（特に固定費調整）の復習をし

ておく。 

60 分 

3 
CVP 分析 テキスト、電卓 教科書を読み、2 級範囲の損益分岐

点分析の復習をしておく。 

60 分 

4 
原価予測の方法 テキスト、電卓 教科書を読み 2級範囲の高低点法の

復習をしておく。 

60 分 

5 
利益・原価差異の分析 テキスト、電卓 教科書を読み、分析式の展開につい

て理解できるようにする。 

60 分 

6 
営業費の計算と分析 テキスト、電卓 教科書を読むとともに、練習問題に

触れておく。 

60 分 
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7 
業務的意思決定の分析 テキスト、電卓 教科書を読み、業務的意思決定と機

会原価の概念を理解しておく。 

60 分 

8 
構造的意思決定の分析 テキスト、電卓 教科書を読み、加重平均資本コスト

と DCF について理解しておく。 

60 分 

9 
ライフサイクル・コスティング テキスト、電卓 教科書を読み、ライフサイクル・コ

ストの考え方を理解しておく。 

60 分 

10 
品質原価計算 テキスト、電卓 教科書を読み、品質原価計算の特徴

について理解しておく。 

60 分 

11 
原価企画・原価維持・原価改善 テキスト、電卓 教科書を読み、標準原価計算と原価

企画の関係について理解しておく。 

60 分 

12 

活動基準原価計算 テキスト、電卓 教科書を読み、活動基準原価計算に

ついて、部門別計算との違いを理解

しておく。 

60 分 

13 
問題演習（原価計算分野） テキスト、電卓 原価計算 1で学修した範囲を復習し

ておく。 

60 分 

14 
問題演習（管理会計分野） テキスト、電卓 原価計算 2で学修した範囲を復習し

ておく。 

60 分 

15 
まとめ テキスト、電卓 原価計算 1・2 で学修した範囲を復

習しておく。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。適宜小テストや課題等を行い、その解説を行うことで知識の定

着を図る。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

財務会計２（Financial Accounting ２） 

393149-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

財務会計の目的は、企業が株主や債権者などの外部の利害関係者に対して経営成績や財政状態を報告

することである。財務会計の学習は企業が会計処理と財務諸表の作成・公開にあたって準拠すべきル

ールとされている会計基準を深く理解する必要がある。本講義は、証券取引法や商法をもとでの企業

会計原則を中心に、数値例と仕訳を用いて、各会計処理の背後にある理論及び基準を総合的に解説す

る。会計理論と会計処理の両面から体系的に学習することにより財務会計を理解することを目標とす

る。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

専門的知識・技能を活用する能力 / 職業人として通用する能力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

各回の講義前に、指定する範囲について教科書を必ず一読すること。必要に応じてプリントも配布す

る。講義後、必ず復習すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「財務会計 1」を履修済みであることが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 財務会計の機能と制度を理解する 

(ii) 会計理論と会計基準が企業活動に与える影響を理解する 

(iii) 会計処理の各論点の意義と内容を説明できる 

⑥ テキスト（教科書） 

桜井久勝（2021）『財務会計講義 第 22版』中央経済社 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

なし 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   50％    100％ 

(i) 財務会計の機能と制

度を理解する 

20％   20％    40％ 

(ii) 会計理論と会計基準

が企業活動に与える影響

を理解する 

10％   10％    20％ 

(iii) 会計処理の各論点

の意義と内容を説明でき

る 

20％   20％    40％ 

フィードバックの方法 毎回、講義のポイントをまとめるプリントを配布し、書き込み欄と穴埋

め箇所を設けることにより、学習した内容を再確認し知識を深める。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

財務会計は「企業経営を総合的、包括的かつ統一的にとらえる唯一のツール」だと言われる。専門知

識の勉強は無味乾燥なモノだが、理解して活用できるようになると、その達成感と喜びも大きなモノ

である。山登りはつらいが、山頂で素敵な風景が見られるという気持ちで取り込んでいきましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 

前期のまとめ 

教科書 

筆記用具 

プリントを復習する。 60分 

2 
第 10章 負債① 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.217～232 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

3 
第 10章 負債② 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.232～240 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

4 
第 10章 負債③ 

 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.241～250 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

5 
第 11章 株主資本と純資産① 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.251～263 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

6 
第 11章 株主資本と純資産② 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.263～271 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

7 
第 11章 株主資本と純資産③ 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.271～287 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

8 
第 12 章 財務諸表の作成と公

開① 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.289～303 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 
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9 
第 12 章 財務諸表の作成と公

開② 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.304～326 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

10 
第 13章 連結財務諸表① 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.327～337 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

11 
第 13章 連結財務諸表② 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.337～357 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

12 
第 13章 連結財務諸表③ 教科書 

筆記用具 

教科書 pp.357～394 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

13 
第 14 章 外貨建取引等の換算   

① 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.395～406 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

14 
第 14 章 外貨建取引等の換算

② 

教科書 

筆記用具 

教科書 pp.406～417 を読んでくるこ

と。プリントを復習すること。 

60分 

15 
まとめ 教科書 

筆記用具 

後期講義全体の復習 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の内容を基に、毎回配布するプリントに内容のまとめ（空欄

補助など）を行い、復習し、学習内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

経営分析（Business Analysis） 

393150-14600 
担当教員 

喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

経営を語る際、企業の財務諸表で反映される会計数字を語らなければならない。財務諸表の学習でめざ

すのは、「作る力」と「読む力」の修得である。「作る力」をつけるには、複式簿記の学習が不可欠であり、一方、

「読む力」は簿記の理論が分からなくてもつけることができる。本講義は、財務諸表を「読む力」をつける講義

であり、ＩＴ、自動車、小売業、製薬及び住宅業界において、日本を始め世界の 48 社の実例を分析することを

通じて、各社の利益構造及び経営戦略などを理解することを目標とする。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

各回の講義前に、指定する範囲について教科書を必ず一読すること。事後学習に関しては、毎回配布

するプリントを復習する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

簿記・会計関連の科目を履修していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 各企業の財務諸表数値の意味を理解する 

(ii)  各企業の経営体質の特徴及び強み・弱みを理解する 

(iii) 財務分析に関する基本的な手法を身に付ける 

⑥ テキスト（教科書） 

山根節（2015） 『「儲かる会社」の財務諸表 48の実例で身につく経営力・会計力』 光文社新書 

テキストの他に、毎回、プリントも配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

桜井久勝（2020）『財務諸表分析 第 8版』中央経済社 

岡本治雄（2018）『会計記号と企業分析』唯学書房 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 80％ 20％      100% 

(i) 各企業の財務諸表数値

の意味を理解する 

30％       30% 

(ii) 各企業の経営体質の

特徴及び強み・弱みを理解

する 

30％       30% 

(iii) 財務分析に関する基

本的な手法を身に付ける 

20％ 20％      40% 

 

フィードバックの方法 毎回、講義のポイントと専門用語をまとめるプリントを配布し、書き込

み欄と穴埋め箇所を設けることにより、学習した内容を再確認し知識を

深める。小テストは 1 回実施し、その次の授業で返却し解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

経営分析は、いわば会社の健康診断のようなものである。会社の財務諸表を使い定期的な経営分析を

行えば、病気を早期治療できるように経営の危機を事前に知ることができ、危険を回避することにつ

ながる。よく耳にする企業の財務諸表を分析することを通じてその実態を理解しましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
ガイダンス： 企業経営と会計の関係、

会計の基本構造 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.11～29を読んでくること。

配布したプリントを復習すること。 

60 分 

2 
エレクトロニクス・IT業界編①：  

シャープ、東芝、ソニーの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書pp.32～50 を読んでくること。

配布したプリントを復習する。 

60 分 

3 
エレクトロニクス・IT業界編②： 

 アップル、サムスン、鴻海の比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書pp.50～64 を読んでくること。

配布したプリントを復習する。 

60 分 

4 
エレクトロニクス・IT 業界編②： ヤフ

ー、ソフトバンク、NTT ドコモの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書pp.64～74 を読んでくること。

配布したプリントを復習する。 

60 分 

5 
総括： IT業界斜め読み 教科書、 

筆記用具 

教科書pp.74～87 を読んでくること。

配布したプリントを復習する。 

60 分 

6 
自動車業界編①：  

トヨタ、スズキ、ホンダの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.90～108 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

7 
自動車業界編②：  

コマツ、ブリジストン、タカタの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.108～124 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

8 
総括： 自動車業界斜め読み 

小テストを実施する 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.124～134 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

9 
小売業界編①：  

ヤマダ電機、アマゾン、楽天の比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.136～158 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 
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10 
小売業界編②：  

セブン、イオン、ユニクロの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.158～185 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

11 
総括：小売業界斜め読み 教科書、 

筆記用具 

教科書 pp186～200 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

12 
製薬業界編①：  

武田薬品、大塚ＨＤ、キリンの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.202 ～223 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

13 
総括： 製薬業界斜め読み 教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.224～237 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

14 
住宅・インフラ業界編①： 三菱地所、

三井不動産、積水ハウスの比較 

教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.240～266 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

15 
総括： 住宅・インフラ業界斜め読み 教科書、 

筆記用具 

教科書 pp.266～291 を読んでくるこ

と。配布したプリントを復習する。 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。授業の内容を基に、毎回配布するプリントに内容のまとめ（空欄

補助など）を行い、復習し、学習内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

マーケティング 2(Marketing 2)  

393151-14350 
担当教員 

武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3年次 開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

小売業のマーケティングに関する専門的な知識を身に付け、中級レベルの販売業務の遂行能力を修得 

できるよう、講義、小テスト、配布資料なとどを組み合わせ、体系的に学んでいく。毎日、習慣的に

行っている消費行動の場である小売業を「マーケティング」の視点で捉えることで、小売業の仕組み

を理解することをねらいとする。リテールマーケティング(販売士)検定試験 2 級「マーケティング」

科目に対応した科目である。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、①小テスト、②前回授業の復習、③本日の授業、の計 3パートで構成される。 

各パートの内容は下記である。 

① 時間配分は約 10分 出題範囲は前回分に限定し、記述問題 20問、資料持込不可で行う。  

② 時間配分は約 30分 記憶の再生、定着を促すものであるが、ミニテストの解説という側面もある。  

③ 時間配分は約 50分 パワーポイントで説明しつつ、配布された書き込み式の授業資料の空欄を学 

生自ら埋めていく方法で進める。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「流通論」「ロジスティックス」「商品学」「販売戦略」「販売管理」の 5科目と併せて履修することを 

強く推奨。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 小売業のマーケティングに関する理論、概念などについて、友人・知人への説明や質問へ回答す

ることができる 

(ii) マーケティングフレームワークを理解したうえで、実際の企業活動にあてはめて知人・友人に説

明し質問に回答することができる 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。毎回、書き込み式授業資料を配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(応用編)下巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 30％    20％  100％ 

(i) 理論、概念の説明 40％ 25％    10％  75％ 

(ii) 関連分野の計算、意

味 

10％ 5％    10％  25％ 

フィードバックの方法 小テストや小論文を適宜実施。毎回解説・採点のうえ返却。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

「知識の習得」と「思考の基礎体力向上」を通じ、＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション  小売店頭で「思わず買いたくなっ 

た」経験を記述する 

60分 

2 
現代の消費パターンとマーケ 

ティング 

配布資料 最寄品、買回品、専門品の消費パタ

ーンを整理する 

60分 

3 
小売業のマーケティング戦略

①プレイス、プロダクト 

配布資料 業種・業態と商圏の関係を整理する 

ブランドの機能を整理する 

60分 

4 
小売業のマーケティング戦略 

②プライス、プロモーション 

配布資料 ドロシーレーンの法則を復習する 

PRとパブリシティの違いを確認 

60分 

5 
顧客中心のマーケティング 配布資料 CRMの考え方を整理する 60分 

6 
マーケティング戦略の種類 配布資料 競争戦略を小売業に当てはめて整 

理する 

60分 

7 
マーケティングリサーチの手 

法 

配布資料 ストアコンバリソンシートを使っ 

てみる 

60分 

8 
商圏分析の実際 配布資料 新潟県の市別商業力指数を計算す 

る 

60分 

9 
出店戦略の立案 配布資料 出店の 2パターンを整理する 60分 

10 
販売促進①広告とパブリシテ

ィ 

配布資料 パブリシティの事例を分析する 60分 
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11 
販売促進②POP広告、PLCに 応

じた販売活動 

配布資料 POP広告を作成する 60分 

12 
ポジショニングの技法 配布資料 業種・業態のポジショニングマップ

の軸をリストする 

60分 

13 
ストアコンセプトの設定、スト 

アデザイン、動線 

配布資料 A社のストアコンセプトを定義する 60分 

14 
ゾーニングとレイアウト 配布資料 ゾーニングとレイアウトの違いを 

復習する 

60分 

15 
スペースマネジメントと売場 

演出の手法 

配布資料 同色、類色、類似色、異色、準補色、 

補色の配色パターンを記憶する 

60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALを採用する。小売業マーケティングに関する各社のトピックスをテーマにした 課

題(参加意欲評価点に含む)を課し、講義の中で解題を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

販売戦略(Sales Strategy) 

393152-14500 
担当教員 

丸山 一郎 

（マルヤマ イチロウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 3 年次 開講期 後期 

科目特性 協同学修型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

1．販売士 2 級「小売業の類型」「マーチャンダイジング」「ストアオペレーション」「マーケティン

グ」に対応し、チェーンストア経営システムによる小売業の実態を学ぶ。 

2．授業では毎回配布するレジメを使い、具体的な小売業の活動内容を理解する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力/専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

1．レジメと課題レポートは毎回 Google classroom 内に配布する。 

2．学生による課題レポートの提出は Google classroom を使い提出する。 

3．毎回配布するレジメにもとづきチェーンストア小売業の基礎を理解する。  

4．小レポートの課題は机上及び現地(店舗)を実際に視察して作成すること。 

尚、優秀小レポートの学生による発表を実施する。 

5．グループ対抗小テストを 2 回と、まとめ小テスト(個人)を１回実施する。 

6．第 5 回の授業では現役スーパーマーケット・マネジャーによる講義を予定している。貴重な現場

作業の実態について聞き逃すことなく習得して欲しい。尚、授業回は変更になる場合がある。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

マーケティング入門、マーケティング 1、2、経営管理論、販売管理、流通論入門、流通論、簿記入門、 

販売士（リテールマーケティング）検定 3 級以上の知識を習得していることが望ましい。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) チェーンストア小売業の基礎を理解する。 

(ii)小売業の類型、マーチャンダイジング、ストアオペレーション、マーケティングを理解する。 

(iii) 経営分析指標を理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

1．毎回の授業で販売士２級対応のレジメを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

1．日本商工会議所・全国商工会連合会 編『販売士ハンドブック(応用編)～リテールマーケティング

(販売士)検定試験 2 級対応～「小売業の類型」「マーチャンダイジング」「ストアオペレーション」「マ

ーケティング」株式会社カリアック 
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2．渥美 俊一(2010)『チェーンストアのマネジメント(チェーンストアの実務原則シリーズ)』実務教育出版  

3．渥美 俊一(2008)『チェーンストア経営の原則と願望』実務教育出版 

4．松井 忠三(2015)『図解 無印良品は、仕組みが 9 割』角川書店 

5．森田 松太郎(2004)『ビジネス・ゼミナール 経営分析入門』日本経済新聞社 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％   35％  15％  100％ 

(i) チェーンストア小売業

の基礎を理解する。 

20％   15％  5％  40％ 

(ii) 小売業の類型、マーチ

ャンダイジング、ストアオ

ペレーション、マーケティ

ングを理解する。 

20％   15％  5％  40％ 

(iii) 経営分析指標を理解

する。 

10％   5％  5％  20％ 

フィードバックの方法 小レポートおよびグループ対抗小テスト、個人小テストについては、評

価・考察を行い、フィードバックする。また、優秀レポート提出者による

発表を実施する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

1．経営効率の計算公式は何故かテキスト、参考書では難しく記載されているが、授業で用意するレジ

メでは理解し易い公式として再現した。 

2．チェーンストアに関する事前学習が必要。参考書、指定図書にある渥美俊一氏、松井忠三氏の著書

は読了を求めたい。 

3．毎回新鮮でワクワクする授業を心掛け、チェーンストア企業の最新情報なども提供する。 

4．授業に対する積極性(出席回数含め)や小レポートに対する真剣な取組みを大いに評価する。 

5．グループ対抗小テストを 2 回と、まとめ小テスト(個人)を１回実施する。 

6．授業は、やむを得ない場合を除き欠席しない事。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

「イントロダクション」 

・授業内容、進め方について 

「小売業の類型」① 

・流通と小売業の役割 

・参考書 ・チェーンストア理論と用語の 

事前学習 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (小売業の類型) 

60 分 



3 

 

2 
「小売業の類型」② 

・組織形態別小売業の運営特性 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (小売業の類型) 

60 分 

3 
「小売業の類型」③ 

・店舗形態別小売業の運営特性 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (小売業の類型) 

60 分 

4 

「小売業の類型」④ 

・中小小売業の課題と商業集積

の方向 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (小売業の類型) 

60 分 

5 

「マーチャンダイジング」① 

・マーチャンダイジングの 

戦略的展開           

・商品計画の戦略的立案 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (マーチャンダイジング) 

60 分 

6 

「マーチャンダイジング」② 

・販売計画の戦略的立案     

・仕入計画の策定と仕入活動の

戦略的展開  

※ゲスト講師を予定  

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (マーチャンダイジング) 

60 分 

7 

「マーチャンダイジング」③ 

・販売政策の戦略的展開   

・商品管理政策の戦略的展開 

・物流政策の戦略的展開 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (マーチャンダイジング) 

60 分 

8 

「ストアオペレーション」① 

・戦略的ストアオペレーション

の展開視点  

・店舗運営サイクルの実践と 

管理  

・グループ対抗小テスト 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (ストアオペレーション) 

60 分 

9 

「ストアオペレーション」② 

・戦略的ディスプレイの 

実施方法 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (ストアオペレーション) 

60 分 

10 

「ストアオペレーション」③ 

・レイバースケジューリング 

プログラムの役割と仕組 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (ストアオペレーション) 

60 分 

11 
「ストアオペレーション」④ 

・人的販売の実践と管理  

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (ストアオペレーション) 

60 分 

12 

「マーケティング」① 

・リテールマーケティング戦略

の考え方  

・リテールマーケティング戦略

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (マーケティング) 

60 分 
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の実施方法 

13 

「マーケティング」② 

・顧客戦略の展開方法  

・リージョナルプロモーション

の企画と実践 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (マーケティング) 

 

60 分 

14 

「マーケティング」③ 

・商圏分析ならびに 

出店戦略の立案  

・店舗（業態）開発の 

手順と実践 

・グループ対抗小テスト 

・配布レジメ 

・参考書 

・販売士 2 級テキストによる予習 

 (マーケティング) 

60 分 

15 
「まとめ」 

・小テスト(個人) 

・配布レジメ 

・参考書 

・テキスト、レジメ全資料の振返り 60 分 

⑪ アクティブラーニングについて 

1．課題の下、現地店舗を観察分析判断してレポートを提出。優秀レポート数名による発表。 

2．グループ対抗小テストを 2 回と、まとめ小テスト(個人)を１回実施する。 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

1．1977年のコメリホームセンター1号店開店の前年から 1100店舗に至る迄の間、店舗用地開発、建

設を中心に業務に当たる。他にも店頭販売、店長、商品部バイヤー、販売促進、リフォーム事業部や

再生可能エネルギービジネスプロジェクト、他新規事業プロジェクトの立ち上げ等、執行役員として

多くの部署で実務を担当。 

2．2013 年より長野県松本市、アルピコホールディングス(旧松本電鉄)の中核企業であるスーパーマ

ーケット、株式会社アップルランド(現株式会社デリシア)にて常務取締役開発本部長として店舗開発

部署を統括した。   

3．2017 年 7 月からは福井県の東証一部上場ドラッグストア企業、ゲンキー株式会社にて建設部長と

して店舗建設コスト削減企画他、物流センター及びプロセスセンター建設企画等の実務を中心に担

当。他にも用地開発、テナント誘致、メンテナンス業務を担当。 

4．2017年 2月韓国大手企業である CJグループとコンサル業務契約を締結。同社における新規事業開

発に関するコンサル業務を韓国ソウル本社にて実施。 

実務経験と授業科目との関連性 

ホームセンター、スーパーマーケット、ドラッグストア等、多岐に渡るチェーンストア業態での商品

部バイヤー、販売担当者、店長、店舗開発、建設、新規 PJ リーダーの実務経験を基にして、テキス

ト、決算資料、最新企業情報などを使い、現場経験を交えて具体的に流通・小売業の販売戦略を解説

する。 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

住環境福祉論演習（Exercise in Housing 

Environment for Elderly and Disabled 

People ） 

395153-14400 

担当教員 
米 山 宗 久 

（ヨネヤマ ムネヒサ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
２ 配当年次 

１～４

年次 
開講期 前期 

科目特性 知識定着・確認型 AL / 資格対応科目 

 

① 授業のねらい・概要 

福祉住環境コーディネーター３級の資格取得を目的とする。そのため、東京商工会議所の公式テキス

トを基本として、過去の検定試験問題を解いていく。さらに、実践ができるように映像を活用して知

識の習得も行う。 

福祉住環境コーディネーターの検定試験を受験することを条件とする。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

福祉住環境コーディネーター検定試験公式テキストを事前に熟読して過去問題を解いていく。 

さらに回答を確認するため、フィードバックを行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

住環境福祉論１又は住環境福祉論２を履修していることが望ましい。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 高齢者や障がい者が暮らしやすい生活環境を理解する。 

(ii) 高齢者や障がい者の健康や自立した生活を理解する。 

(iii) バリアフリーとユニバーサルデザインを理解する。 

(ⅳ) 安全・安心・快適な住まいの整備を理解する。 

(ⅴ) 安心できる住生活とまちづくりを理解する。 

⑥ テキスト（教科書） 

東京商工会議所(2019)『福祉住環境コーディネーター検定試験３級公式テキスト改訂 5 版』東京商工

会議所 

⑦ 参考図書・指定図書 

授業において紹介する。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50％ 40％    10％  100％ 

(i) 高齢者や障がい者が暮

らしやすい生活環境を理

解する 

10％ 8％    2％  20％ 

(ii) 高齢者や障がい者の

健康や自立した生活を理

解する 

10％ 8％    2％  20％ 

(iii) バリアフリーとユニ

バーサルデザインを理解

する 

10％ 8％    2％  20％ 

(ⅳ) 安全・安心・快適な

住まいの整備を理解する 

10％ 8％    2％  20％ 

(ⅴ) 安心できる住生活と

まちづくりを理解する 

10％ 8％    2％  20％ 

フィードバックの方法 課題について解説を行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

テキストは関連科目のテキストとしても使用する。必ず購入の上、毎回の授業に持参すること。福祉

住環境コーディネーター３級検定試験を受験することを基本とする。検定試験のため授業外での学修

を積極的に行うこと。住環境整備の企業に就労する場合は資格取得することを推奨する。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション テキスト 暮らしやすい生活環境を考察する ３０分 

2 
少子高齢社会と共生社会への

道 

テキスト 少子高齢社会を理解 ６０分 

3 
福祉住環境整備の重要性・必要

性 

テキスト 日本の住環境の問題点を理解 ６０分 

4 
在宅生活の維持とケアサービ

ス 

テキスト 介護保険制度と障害者総合支援制

度を理解 

６０分 

5 
高齢者の健康と自立 テキスト 老化のとらえ方や運動・健康を理解 ６０分 
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6 
障害者が生活の不自由を克服

する道 

テキスト 障害の種類やその要因を理解 ６０分 

7 
バリアフリーとユニバーサル

デザイン 

テキスト バリアフリーとユニバーサルデザ

インの考え方を理解 

６０分 

8 
生活を支えるさまざまな用具 テキスト 共用品や福祉用具を理解 ６０分 

9 
安全・安心・快適な住まい(1) テキスト 住まいの段差・手すり・建具を理解 ６０分 

10 
安全・安心・快適な住まい(2) テキスト 住まいのスペース・照明・冷暖房を

理解 

６０分 

11 
安全・安心・快適な住まい(3) テキスト 屋外・屋外の移動を理解 ６０分 

12 
安全・安心・快適な住まい(4) テキスト 排泄・入浴・清掃などを理解  ６０分 

13 
ライフスタイルの多様化と住

まい 

テキスト ライフスタイルと暮らし方の変化

を理解 

６０分 

14 
安心できる住生活 テキスト 住宅や住環境の整備を理解 ６０分 

15 
安心して暮らせるまちづくり テキスト 人にやさしいまちづくりを理解  ６０分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 AL を採用する。課題を提供し、解説の時間を設ける。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

行政機関・社会福祉協議会・民間福祉施設では、生活保護・障害者福祉・高齢者福祉・ひとり親家庭

福祉・児童福祉・介護保険制度や児童館に関わる行政業務、ボランティア支援・市民協働活動・福祉

教育に関わる地域福祉・ソーシャルワーク業務、利用者の処遇・生活支援・相談業務に関わる利用者

支援業務に従事してきた。また、行政計画である「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「介護保険計

画」「障害者計画」の計画策定を行った。さらに「長岡市高齢者保健福祉推進会」「長岡市地域包括支

援センター運営部会」「長岡市福祉有償運送運営協議会」「長岡市福祉施設指定管理者選定委員会」「長

岡市男女共同参画審議会」「長岡市障害者施策推進協議会」「長岡市民生委員推薦会」などの委員を歴

任している。 
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実務経験と授業科目との関連性 

社会福祉協議会・民間福祉施設における経験から、人間が住み続けることには、住環境を整備するこ

とでより快適により安全に生活できることを学生に伝えることができる。 

たとえば、普段使っているシャンプー・リンス・ボディソープの容器を選別すること、そこには障害

のある人もない人も通常使えるバリアフリーデザインなどの必要性を伝えることができる。さらに実

体験として普段から見慣れている社会環境にも目を向ける必要性も伝えることができる。 

また、高齢者保健福祉計画や障害者副計画においても、介護の現状と課題・問題点が明記されている。

それらの知識を学生に伝えていくことによって、学生は現状と課題をまとめたり、課題解決策を導き

出す能力を養うことができる。福祉住環境コーディネーター２級と３級を取得している。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中 級 簿 記 演 習 (Intermediate Bookkeeping 

Seminar) 

395154-14600 

担当教員 
喬 雪氷 

（キョウ セツヒョウ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 

１～４

年次 
開講期 前期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義は簿記の初級知識を基礎として、さらに商業簿記の高度な内容を学習する科目である。株式会

社の個々の経済活動の会計処理方法を理解し、財務諸表の作成プロセスを修得する。さらに、日商簿

記検定試験 2級レベルまで到達することを目標とする。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力 

③ 授業の進め方・指示事項 

必ず下記のテキストを持参して授業に参加すること。毎回、テーマごとに演習ポイントを解説してか

ら、演習問題を解いてもらう。個別に質問も対応する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

「簿記入門 1」「簿記入門 2」を履修すること、もしくは日商簿記検定試験 3級合格程度。 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 簿記 2級程度に関する仕訳全般を理解する 

(ii) 仕訳帳から精算表までの手続きを身に付ける 

(iii) 財務諸表の作成プロセスを理解する 

⑥ テキスト（教科書） 

『合格トレーニング 日商簿記 2級 商業簿記 Ver15.0』 TAC出版 2021年 3月 

⑦ 参考図書・指定図書 

 

 

 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 40％  60％     100％ 

(i)簿記 2級程度に関する

仕訳全般を理解する 

20％  20％     40％ 

(ii) 仕訳帳から精算表ま

での手続きを身に付ける 

10％  20％     30％ 

(iii) 財務諸表の作成プ

ロセスを理解する 

10％  20％     30％ 

フィードバックの方法 成績の評価は毎回の演習問題に対する理解度の総合評価で行う。授業内

では演習問題を解説し、学習内容を再確認する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

簿記はビジネスの世界で教養知識として重要視される。中級簿記の知識があれば、経理業務ができる

人材として評価が得ることができるし、会社の経営状況を把握することもできる。企業人として活躍

する糧となるこれらの知識を身に付けましょう。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
テーマ 00簿記一巡の手続き 

01財務諸表、02商品売買 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

2 
テーマ 03 

現金および預金 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

3 
テーマ 03 

現金および預金 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

4 
テーマ 04 

債権・債務 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

5 
テーマ 05 

有価証券 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

6 
テーマ 06、07 

有形固定資産 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

7 
テーマ 08 

リース取引 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

8 
テーマ 09、10 

無形固定資産、引当金 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

9 
テーマ 11 

外貨換算会計 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 



3 

 

10 
テーマ 12、13 

税金と税効果会計 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

11 
テーマ 14、15 

株式の発行、剰余金の配当と処分 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

12 
テーマ 16 

決算の手続き 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

13 
テーマ 20、21 

連結会計Ⅰ、Ⅱ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

14 
テーマ 22 

連結会計Ⅲ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

15 
テーマ 23 

連結会計Ⅳ 

筆記用具、 

電卓 

演習問題を復習する 60分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

講義では、演習ポイントと解き方を説明しながら、演習問題を完成させ、理解を深めるようにする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

中級販売士演習(Exercises for Retail sales & 

management specialists-Intermediate-) 

395156-14500 

担当教員 
武本 隆行 

（タケモト タカユキ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 

1～4

年次 
開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

本講義では、販売士 2級の取得に向けた学習を通じて、小売業のマーケティング理論と実践的な店舗

運営の手法について学ぶ。テキストに基づき基礎を押さえたうえで、演習を通じてテキスト内容の知

識の定着を図る。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力 / 専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

③ 授業の進め方・指示事項 

「ネット試験方式」で随時施行される「リテールマーケティング 2級」を受験することを強く推奨す

る。販売士検定試験合格を目指して行われる直前対策講座が実施された場合、積極的に参加すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし。ただし「マーケティング入門」「流通論入門」「商品学入門」「マーケティング 1」との同時

履修を推奨する。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(ⅰ) 小売業の類型を理解し、リテールマーケティング 2級の問題を解答することができる。 

(ii) マーチャンダイジングを理解し、リテールマーケティング 2級の問題を解答することができる。 

(iii) ストアオペレーションを理解し、リテールマーケティング 2級の問題を解答することができる。 

(iv) マーケティングを理解し、リテールマーケティング 2級の問題を解答することかができる。 

(v) 販売・経営管理を理解し、リテールマーケティング 2 級の問題を解答することかができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

関連する資料を適宜、配布関連する資料を適宜、配布 

⑦ 参考図書・指定図書 

日本商工会議所・全国商工会連合会編『販売士ハンドブック(応用編)上巻下巻』(カリアック) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 
小テス

ト 
課題 

レポー

ト 

発
表・ 
実技 

授業へ
の参
加･意
欲 

その他 合計 

総合評価割合 50％ 40%    10％  100％ 

(i)小売業の類型 10％ 8％    2％  20％ 

(ii)ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞ 10％ 8％    2％  20％ 

(iii)ｽﾄｱｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 10％ 8％    2％  20％ 

(iv)ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 10％ 8％    2％  20％ 

(v)販売・経営管理 10％ 8％    2％  20％ 

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの方法 小テスト(模擬演習)は、採点後、各人の強み・弱みを示した成績表を返

却する。また初回講義の中で、成績評価の方法・基準、講義の進め方、

試験の方法等について具体的に説明するため出席必須。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

資格取得への意欲を原動力にした＜主体的に学ぶ力＞の修学を第一義とする 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
イントロダクション   30分 

2 
小売業の類型① 配布資料 テキスト「小売業の類型」を読む 90分 

3 
小売業の類型② 配布資料 テキスト「小売業の類型」を読む 90分 

4 
小売業の類型演習 配布資料 テキスト「小売業の類型」を読む 90分 

5 
マーチャンダイジング① 配布資料 テキスト「マーチャンダジング」 を

読む 

90分 

6 
マーチャンダイジング② 配布資料 テキスト「マーチャンダジング」 を

読む 

90分 

7 
マーチャンダイジング演習 配布資料 テキスト「マーチャンダジング」 を

読む 

90分 

8 
ストアオペレーション① 配布資料 テキスト「ストアオペレーション」 

を読む 

90分 
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9 
ストアオペレーション② 配布資料 テキスト「ストアオペレーション」 

を読む 

90分 

10 
ストアオペレーション演習 配布資料 テキスト「ストアオペレーション」 

を読む 

90分 

11 
マーケティング① 配布資料 テキスト「マーケティング」を読む 90分 

12 
マーケティング② 配布資料 テキスト「マーケティング」を読む 90分 

13 
マーケティング演習 配布資料 テキスト「マーケティング」を読む 90分 

14 
販売・経営管理 配布資料 テキスト「販売・経営管理」を読む  90分 

15 
販売・経営管理演習 配布資料 テキスト「販売・経営管理」を読む 90分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学生参加型 AL を採用する。小レポートの内容を基に、各回の始めにレポートの評価・考察を行い、

学修内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

20 余年の広告代理店勤務にて、マーケティング戦略の設計から店頭プロモーションの企画・運営、販

売スタッフ研修など、分野横断的に実践を重ねる。そうした経験主義に、経営管理学修士(MBA)の取

得を通じての系統主義を加えた、実務と理論を架橋し体系化させた業務従事を特徴とする。 

実務経験と授業科目との関連性 

現在の流通業界は単にモノを仕入れて売るというだけではなく、消費者のニーズを探り心理変化を読

みとることが求められる。上述の経験をもとに、日常生活を「経済活動」の視点で捉え小売業の現場

がより身近に感じることのできる授業構成とする。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

起業家塾（Schooling for Startups） 

382055-14300 担当教員 

栗井 英大 

（クリイ ヒデヒロ） 

 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 2 年次 開講期 集中 

科目特性 地域志向科目 / 協同学修型ＡＬ / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

この授業は、ビジネスプラン作りを通して起業家精神や社会人基礎力を身につけることを目指してい

る。事業アイディアの発想法、アイディアを事業化するポイントについて学んだ後は、グループに分

かれて実際に事業計画を立案し、プレゼンテーションを行うなど、インプット、アウトプットを組み

合わせた授業である。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

①地域社会に貢献する姿勢 / ②職業人として通用する能力 / ③専門的知識・技能を活用する能力 / 

④コミュニケーション能力 / ⑤情報収集・分析力を養う。 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

授業は、用意されたステップに沿い、受講生が自主的にグループを形成、作業内容、スケジュール管

理等の全てを行う。欠席、遅刻・早退は原則、認めない。講義終了後、県内外の学生向けビジネスプ

ランコンテストへの応募を強く推奨する。希望者には個別に事業計画のブラッシュアップを行う。 

※事前課題：事業アイディア 3 案を発想し、所定のシートに記入して期日までに提出すること。 

 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) ビジネスプランづくりのための情報収集、情報分析ができる。 

(ii) 事業アイディアの発想、構造化、差別化ポイントの構築、プレゼンテーションができる。 

 

⑥ テキスト（教科書） 

レジュメ、ワークシートを提供する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

特になし 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 
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具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   80％   20％  100％ 

(i) 情報収集、情報分析   30％   10％  40％ 

(ii)発想、構造化、差別化   50％   10％  60％ 

フィードバックの方法 ステップごとに随時、また、2、3 日目のプレゼンは担当教員から、4 日

目の最終プレゼンは審査員から個別にフィードバックを行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

受講生の主体性を重視した授業である。多様な意見がぶつかり合い、気づきが新たな創発を生む過程

を経験してほしい。なお、4 日間の作業量は多く、進行管理に留意されたい。 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

１日目 

・ガイダンス  

・社会人基礎力事前評価  

・グループ編成  

・講義（事業計画の作り方）  

・アイディアの絞り込み(2 案) 

・アイディアの構造化  

・最終案の決定  

・1 次プレゼン（→担当教員） 

配布資料 

 

事業アイディア 3 案（事前提出） 

1 次プレゼンのフィードバックを構

造化の内容に反映 

90 分 

2 

2 日目 

・事業環境分析  

・2 次プレゼン（→担当教員） 

配布資料 

 

集めた情報、資料の整理、分析 

2 次プレゼンのフィードバックを構

造化の内容に反映 

90 分 

3 

3 日目 

・事業計画書の作成  

・ビジネスモデル図へ展開  

・プレゼンシートの作成① 

配布資料 

 

プレゼンシートの内容、表現力につ

いて過不足を検討 

90 分 

4 

4 日目 

・プレゼンシートの作成② 

・最終プレゼンテーション  

・審査◆ 

・社会人基礎力事後評価  

（凡例）◆印：外部講師 

 事業計画の見直しに向け、審査員の

コメントを整理 

90 分 
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⑪ アクティブラーニングについて 

課題解決型ＡＬを行う。 

・第 1 日目：全員が自分の考えた事業アイディアを発表、話し合いにより自主的にグループを形成。 

・第 2 日目・3 日目：グループ単位で事業テーマを設定、各メンバーが主体的に情報収集、傾聴、問

題認識、課題発見、論理的思考、批判・創造的思考などを実践し、事業アイディアの発想、アイディ

アの構造化、事業環境分析、差別化ポイントの構築、事業計画書及びビジネスモデル図を作成する。 

・第 4 日目：作成した事業アイディアをパワーポイントにまとめ、プレゼンテーションを行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

平成 9（1997）年 4 月～平成 28（2016）年 3 月まで、株式会社第四銀行に在籍。そのうち、平成 15

（2003）年 3 月～平成 24（2012）年 6 月まで、(財)新潟経済社会リサーチセンターに在籍。研究員

として、新潟県経済の調査分析および業界動向等の調査レポート作成業務に従事した。また、中小企

業診断士として、新潟市立図書館主催の「起業・経営相談」の相談員として 7 年間従事経験あり。 

 

実務経験と授業科目との関連性 

地域金融機関への勤務経験、様々な業種のレポート作成に携わった経験を生かし、事業環境の捉え方、

事業アイディアの発想、構造化、差別化、見える化といった、事業計画作成のポイントについて、理

論と実践両面の知見を基に、分かりやすく説明する。 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

インターンシップ（Internship） 

383057-14000 
担当教員 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 3 年次 開講期 

集中 

(隔週) 

科目特性 地域志向科目 / 協同学修型 AL・課題解決型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

自ら望む企業や将来のキャリア形成に関連した企業等で就業体験を行い、あるいは、合わせて企業等

の課題解決に取り組むことにより、より実践的な学修への意欲と主体的な職業選択能力を養成する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / コミュニケーション能力 / 情報収集・分析

力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

第一回目の授業で配布した授業の予定表をよく確認すること。なお、課された提出物が提出されてい

ない場合、単位は与えない。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 実践的な就業意識の形成ができる。 

(ii)主体的な職業選択・就職活動への意欲が喚起できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストはない。 

必要に応じて課題に関する資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

就職支援室にある県内企業の情報など。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   20％ 30％ 10％ 10％ 30％ 

研修先

企業・

機関等

の評価 

100％ 

(i)実践的な就業意識の形

成ができる。 

  10％ 15％ 5％ 10％ 15％ 55％ 

(ii)主体的な職業選択・就

職活動への意欲が喚起で

きる。 

  10％ 15％ 5％  15％ 45％ 

フィードバックの方法 期日までに提出した修了レポートにはコメントし、返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

研修先の選定のサポート、成果発表会に向けたサポートを引き続き丁寧に行いたい。 

＊昨年度は科目が休講だった。コメントは 2019 年度のアンケート結果を踏まえてのもの。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

授業の意義と仕組み  

 

 

シラバス 

オリエンテーシ

ョン時の配布資

料 

シラバス・オリエンテーション時の

配布資料を熟読し授業の目的を理

解したうえで授業に参加する 

10 分 

2 
インターンシップ先の紹介 

 

資料配布 授業内容の確認を行う 60 分 

3 

希望企業・機関等の検討 

 

 

 授業内容を踏まえたうえで希望企

業・機関等の検討を行う 

90 分 

4 
ビジネスマナー◆  

◆印；外部講師 

資料配布 

 

ビジネスマナーの確認を行う 60 分 

5 
見学・研修先企業・機関等の確

認 

 希望企業・機関等の検討を行い、授

業で報告する準備を行う 

90 分 

6 
研修課題の確認 資料配布 配布資料の確認を行い、研修中、研

修後に取り組む課題を確認する 

60 分 
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7 
研修先調整  希望企業・機関等の追加、修正があ

れば検討する 

60 分 

8 
ビジネスマナー◆  

◆印；外部講師 

 ビジネスマナーの再確認を行う 

 

60 分 

9 
研修の事前手続き説明 

研修先・研修課題確認 

 確定した研修先から企業研究を行

う＊提出期限は個別に伝える 

60 分 

10 
修了レポートの作成① ドラ

フトの確認 

 研修日誌等を参考に研修先ごとに

修了レポートを作成する。 

90 分 

11 
修了レポートの作成② 執筆

指導 

 研修日誌等を参考に研修先ごとに

修了レポートを作成する。 

90 分 

12 
修了レポートの作成③ 最終

内容チェック 

 研修日誌等を参考に研修先ごとに

修了レポートを作成する。 

90 分 

13 
成果発表資料の作成①（資料の

作成指導）  

 研修日誌や修了レポート等を参考

にして発表会用の資料を作成する。 

90 分 

14 

成果発表資料の作成②（発表会

のリハーサル） 

 研修日誌や修了レポート等を参考

にして成果発表会用の資料を作成

する。 

90 分 

15 
成果発表会  成果発表会の準備を行う 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

研修先企業・機関等の研究、ビジネスマナー、成果発表等を中心に、協同学修型 AL を採用する。研

修（課題解決）レポート提出からブレインストーミング、成果発表等発信力、プレゼンテーション力

の強化などを行い、就職力の充実・向上を行う。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

現場体験プログラム（Fieldwork Program） 

382059-14000 
担当教員 

西俣 先子 

（ニシマタ ヒロコ） 

科目区分 専門科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
1 配当年次 2 年次 開講期 

集中 

(隔週) 

科目特性 地域志向科目 / 課題解決型 AL / 外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

将来のキャリア形成に関連した企業・機関等で、現場見学・体験や短期の就業体験を行い、さらには、

合わせて企業等の課題解決に取り組むことにより、より実践的な学修への意欲と主体的な職業選択の

意欲を喚起する。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / コミュニケーション能力 / 情報収集・分析

力 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

第一回目の授業で配布した授業の予定表をよく確認すること。なお、課された提出物が提出されてい

ない場合、単位は与えない。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 実践的な就業意識の形成ができる。 

(ii)主体的な職業選択・就職活動への意欲が喚起できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキストはない。 

必要に応じて課題に関する資料を配布する。 

 

⑦ 参考図書・指定図書 

就職支援室にある県内企業の情報など。 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合   20％ 30％ 10％ 10％ 30％ 

研修先

企業・

機関等

の評価 

100％ 

(i)実践的な就業意識の形

成ができる。 

  10％ 15％ 5％ 10％ 15％ 55％ 

(ii)主体的な職業選択・就

職活動への意欲が喚起で

きる。 

  10％ 15％ 5％  15％ 45％ 

フィードバックの方法 期日までに提出した修了レポートにはコメントし、返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

研修先の選定のサポート、成果発表会に向けたサポートを引き続き丁寧に行いたい。 

＊昨年度は科目が休講だった。コメントは 2019 年度のアンケート結果を踏まえてのもの。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

授業の意義と仕組み  

 

 

シラバス 

オリエンテーシ

ョン時の配布資

料 

シラバス・オリエンテーション時の

配布資料を熟読し授業の目的を理

解したうえで授業に参加する 

10 分 

2 
インターンシップ先の紹介 

 

資料配布 授業内容の確認を行う 60 分 

3 

希望企業・機関等の検討 

 

 

 授業内容を踏まえたうえで希望企

業・機関等の検討を行う 

90 分 

4 
ビジネスマナー◆  

◆印；外部講師 

資料配布 

 

ビジネスマナーの確認を行う 60 分 

5 
見学・研修先企業・機関等の確

認 

 希望企業・機関等の検討を行い、授

業で報告する準備を行う 

90 分 

6 
研修課題の確認 資料配布 配布資料の確認を行い、研修中、研

修後に取り組む課題を確認する 

60 分 



3 

 

7 
研修先調整  希望企業・機関等の追加、修正があ

れば検討する 

60 分 

8 
ビジネスマナー◆  

◆印；外部講師 

 ビジネスマナーの再確認を行う 

 

60 分 

9 
研修の事前手続き説明 

研修先・研修課題確認 

 確定した研修先から企業研究を行

う＊提出期限は個別に伝える 

60 分 

10 
修了レポートの作成① ドラ

フトの確認 

 研修日誌等を参考に研修先ごとに

修了レポートを作成する。 

90 分 

11 
修了レポートの作成② 執筆

指導 

 研修日誌等を参考に研修先ごとに

修了レポートを作成する。 

90 分 

12 
修了レポートの作成③ 最終

内容チェック 

 研修日誌等を参考に研修先ごとに

修了レポートを作成する。 

90 分 

13 
成果発表資料の作成①（資料の

作成指導）  

 研修日誌や修了レポート等を参考

にして発表会用の資料を作成する。 

90 分 

14 

成果発表資料の作成②（発表会

のリハーサル） 

 研修日誌や修了レポート等を参考

にして成果発表会用の資料を作成

する。 

90 分 

15 
成果発表会  成果発表会の準備を行う 90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

見学・研修先企業・機関等の研究、ビジネスマナー、成果発表等を中心に、課題解決型 AL を採用す

る。研修（課題解決）レポート提出からブレインストーミング、成果発表等発信力、プレゼンテーシ

ョン力の強化などを行い、就職力の充実・向上を行う。 

 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

公務員試験対策講座 1 

文章理解  （Reading comprehension） 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分  
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 0 配当年次 

１～４

年次 
開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 地域志向科目 / 協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

公務員試験対策における文章理解は、中学校や高校までの現代文・古文・英文も含む内容で、教養試

験においてはもっとも出題数の多い重点科目である。文章の趣旨を理解するだけでなく、論理性も要

求される。文章の読解力を高めると共に論作文試験に必要な書き方のポイントも体得する。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / コミュニケーション能力 / 職業人として通用する能力 / 情報収集・分析

力 

③ 授業の進め方・指示事項 

公務員の筆記試験（一次試験）合格に必要な基礎知識を網羅して、県警や市役所等の合格水準を示す。

基礎学力と得点力を身につけるために、文章理解の問題演習と小論文の錬成、漢字練習を行う。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

中学校レベルの漢字読解および作文能力は公務員試験突破には不可欠である。地方公務員（市役所・

県警）を本気で目指す者が主な対象だが、就職の筆記試験に備えたい者にも受講を勧める。単位には

ならないが、基礎学力を高めるためのペースメーカーとして活用されるなら本望である。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 漢字検定 3 級から 2 級レベルの問題を平均して 70％以上正答できる。 

(ii) SPI レベルの基礎的な用語の紐づけ問題を平均して 80％以上正答できる。 

(iii) 地方公務員試験（警察官・市役所等）過去問相当の択一式を平均して 60％以上正答できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。必要に応じてレジェメや問題プリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

・出口汪『出口汪の使える論理力』(2014)フォレスト出版 

・『2022 年版大卒警察官教養試験過去問 350』実務教育出版 

・『2022 年版市役所上・中級教養専門試験過去問 500』実務教育出版 

・瀧口雅仁『公務員試験文章理解すぐ解ける直感ルールブック』実務教育出版 

・中村一樹『中村流市役所合格必勝過去問第 3 版』三修社 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 70％  10％   20％  100％ 

(i) 義務教育レベル読解 10％  5％   10％  25％ 

(ii) SPI レベルの問題 30％  5％   5％  40％ 

(iii) 公務員試験レベル 30％     5％  35％ 

フィードバックの方法 提出物は確認・添削後適宜返却する。授業以外でも、個別の添削指導も

要請があれば行う。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

小論文を制するにはある程度の訓練が要る。原稿用紙の使いかたの基本から、受かるためにウケる文

章表現といった応用まで、徹底的に文章理解を極めたい。過去問なども積極的に紹介したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション、「行間」

はどこにある？  

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

2 
長文読解（現代文）①  配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

3 
長文読解（現代文）② 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

4 
長文読解（現代文）③ 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

5 
文章の並べ替え① 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

6 
文章の並べ替え② 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

7 
小論文演習①原稿用紙の使い

方 

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

8 
小論文練習②漢字とかなの使

い分け 

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

9 
小論文練習③「伝える」ことを

明確にする 

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

10 
小論文演習④表現を豊かにす

る 

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

11 
論作文：出題テーマの傾向と対

策 

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

12 
時事問題をテーマに書く① 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 
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13 
時事問題をテーマに書く② 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

14 
時事問題をテーマに書く③ 配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

60 分 

15 
総括～論作文とコミュニケー

ション 

配布資料、筆記

用具 

読解演習および課題を自力で解き、

解き方のポイントを身につける。 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

課題内容を各回の始めにその解説と考察を行い、学修内容をフィードバックする。試験に出る知識を

講釈するだけではなく、ブレーンストーミングを積極的に行う。試験に勝つための勉強方法も惜しみ

なく披露する。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

公務員試験対策講座 2 

数的推理・判断推理 （Numerical reasoning） 
担当教員 

山川 智子 

（ヤマカワ トモコ） 

科目区分  
必修・ 

選択区分 
選択 単位数 0 配当年次 

１～４

年次 
開講期 後期 

科目特性 資格対応科目 / 地域志向科目 / 知識定着・確認型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

数的推理・判断推理は、公務員試験独特の内容で、教養試験においては重点科目である。判断推理が

クイズやパズルのような性質の推理問題、数的推理が中学校から高等学校までの数学の知識を基盤と

している。これらの問題を難なく解けるようになるための訓練を行う。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢 / 職業人として通用する能力 / 情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

公務員の筆記試験（一次試験）合格に必要な基礎知識を理解し、一般的な解放パターンを身に付ける。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

四則演算の計算力は就職試験には必須である。苦手な部分や理解がおぼつかない箇所はなるべく早く

底上げを図りたい。数学嫌いでも、計算を使わない判断推理の問題は解ける。地方公務員（市役所・

県警）を本気で目指す者が主な対象だが、就職の筆記試験に備えたい者にも受講を勧める。単位には

ならないが、基礎学力を高めるためのペースメーカーとして活用されるなら本望である。 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 分数・少数・対数・指数を含んだ四則演算が円滑にできて、平均して 70％以上正答できる。 

(ii) SPI レベルの数的推理を中心とした文章題の解法を体得し、平均して 60％以上正答できる。 

(iii) 公務員試験レベルの数的推理・判断推理の択一式過去問を、平均して 50％以上正答できる。 

⑥ テキスト（教科書） 

テキスト指定なし。必要に応じてレジェメや問題プリントを配布する。 

⑦ 参考図書・指定図書 

『2020 年版大卒警察官教養試験過去問 350』実務教育出版 

『2020 年版市役所上・中級教養専門試験過去問 500』実務教育出版 

畑中敦子『畑中敦子の算数・数学の超キホン！』LEC 東京リーガルマインド 

中村一樹『中村流市役所合格必勝過去問第 3 版』三修社 

 

⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 
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総合評価割合 70％  10％   20％  100％ 

(i) 義務教育レベル数学 10％  5％   10％  25％ 

(ii) SPI レベルの問題 30％  5％   5％  40％ 

(iii) 公務員試験レベル 30％     5％  35％ 

フィードバックの方法 試験、課題、授業への参加・意欲 提出物は添削後、適宜返却する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

小学校・中学校で習った算数・数学の理解が覚束ないと、公務員試験の過去問を解くのはハードルが

高い。しかし、基本に立ち返って定義を見直し、少しずつ解法パターンを繰り返すことで、次第に解

き方が身につく。ただ授業を聴くだけでは公務員試験を突破する実力はつかない。必ず自力で練習問

題を解いて欲しい。効果的な学習方法や、学年ごとに試験本番までのスケジューリングも紹介したい。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
オリエンテーション 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

2 
整数の問題   配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

3 
速さと比 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

4 
位置関係     配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

5 
対応関係 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

6 
順序関係 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

7 
場合の数        

 

配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

8 
集合 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

9 
面積と軌跡 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

10 
確率 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

11 
平面図形 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 
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12 
図形の分割と構成 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

13 
うそつき問題 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

14 
数量からの推理 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

60 分 

15 
条件からの推理 配付資料、筆記

用具 

基本事項と演習問題の解き方を読

んでから、自力で解法を再現する。 

120 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

学修のフィードバックのために、問題の解法の説明を人前で行えるように心がける。場合分けも学生

同士でシミュレーションして考え方のプロセスが馴染んでくるまで練習する。 

      

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和 3（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

TOEIC対策講座（TOEIC Preparation Course） 

 
担当教員 

羽賀 ローリー 

（ハガ ローリー） 

科目区分  
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
0 配当年次 

1～4

年次 
開講期 通年 

科目特性 資格対応科目／協同学修型 AL 

 

① 授業のねらい・概要 

「読んで理解する事」及び「聞いて話す」に重点を置き、ものごとを分かりやすく簡潔に説明出来る

ように実際の場面を想定したディスカッションなどを行い、基本的なプレゼンテーションの練習も行

います。ディクテイションのホームワークも出します。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

コミュニケーション能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

TOEIC sample tests are used to motivate students to recognize their own weak points and to gain 

confidence through the required homework. 

Advice on test taking skills. 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

Develop the skills and confidence to improve TOEIC scores and to express opinions and needs 

simply and clearly. 

（ⅰ）Develop the skills and confidence to improve TOEIC scores 

（ⅱ）Express opinions and needs simply and clearly 

⑥ テキスト（教科書） 

Textbook ・ TOEIC L & R テスト究極の模試 600 問+ 

Alc Press ISBN 978-4757433960 (The Textbook for the second term to be decided later) 

⑦ 参考図書・指定図書 

Textbook ・ TOEIC L & R テスト究極の模試 600 問+ 

Alc Press ISBN 978-4757433960 (The Textbook for the second term to be decided later) 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 30%  40%   30%  100% 

（ⅰ）Develop the skills 

and confidence to 

improve  TOEIC scores 

30%  40%     70％ 

（ⅱ）Express  opinions 

and needs simply and 

clearly 

     30%  30％ 

フィードバックの方法 Test review and score sheet 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

To motivate and build confidence, students are encouraged to think and give their own opinions in 

English through a variety of activities. 

 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 

Student Analysis  

TOEIC Explanation 

Test 1 Part 5  

Time Management 

Listening / Reading 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

2 

Test 1 Part 2 + 

Dictation, 

Test 1 Part 4  

Pair work Describe a 

Diagram 

Homework Write 

Questions Part 4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

3 

Read Homework 

Part 3 + Read Aloud. 

Test 1 Part 6 + Read 

Aloud with Rhythm 

Homework Write 

Questions Part 3 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

4 
Test 1 Part 3 + 

Read Aloud 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

90 分 
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Test 1 Part 1 

Dictation + 

Read Aloud   Test 1 

Part 7 147-167 

Homework Write 

Questions 147-167 

A４クリアファイル、英語辞書  

5 

Read Aloud 147-167  

Test 1 Part 7 

Questions 168~200/ 

Homework Write 

Questions -168~200 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

6 

Read Aloud 168-200  

Test 2 Part 1~4 

Listening Homework 

Write Questions.1~ 4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

7 

Test 2 part 5+Read 

Aloud  

Crossword Pair work 

Homework Write 

Part 5 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

8 

Test 2 Part 6  + 

Read Aloud  

Homework Write 

Questions Part 6 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

9 

Test 2Part 7 147-167 

Discuss Cash Flow 

Homework Write 

Questions 147-167 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

10 

Read Aloud 147-167  

Test 2 Part 7 

Questions 168-200 

Homework Write 

Questions -168-200 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

11 

Read Aloud 168-200  

Test 3 Part 1 ~ 4 

Listening Homework 

Write Questions.1~ 4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

12 

Test 3 part 5 / Read 

Aloud  

Crossword Pair work 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 
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Homework Write 

Part 5 

13 

Read Aloud Part 5 

Test 3 Part 6  + 

Read Aloud Test 2 

Part 7 147~167  

Crossword Pair work 

Homework Write 

Questions 147-167 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

14 

Read Aloud 147-167  

Test 3 Part 7 

Questions 168-200 

Homework Write 

Questions -168-200 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

15 

Read Aloud 168-200 

Test 4 Part 1~4  

Homework Write 

Questions. 1~4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

16 

Test 4 Part 5 

Read Aloud 

Listening / Reading 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

17 

Test 4 Part 2 + 

Dictation + Read 

Aloud 

Test 4 Part 4 Read 

Aloud / Pair work 

Describe a Diagram 

Homework Write 

Questions Part 4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

18 

Read Part 4 Aloud 

Test 4 Part 3 + Read 

Aloud with Partner 

Test 4 Part 6 +Read 

Aloud with Rhythm 

Homework Write 

Questions Part 3 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

19 

Test 4 Part 3 + Read 

Aloud  

Test 4 Part 1 + 

Dictation + Read 

Aloud 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 
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Test1 Part 7 147-167 

Homework Write 

Questions 147-167 

20 

Read Aloud 147-167 

Test 4 Part 7 

Questions 168-200 

Homework Write 

Questions -168~200 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

21 

Read Aloud 168-200  

Test 5 Part 1~4 

Homework Write 

Questions 1~4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

22 

Test 5 part 5 +Read 

Aloud 

Crossword Pair work 

Homework Write 

Part 5 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

23 

Test 5 Part 6   

Read Aloud  

Crossword Pair work 

Homework Write 

Questions Part 6 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

24 

Test 5Part 7 147-167 

Discussion Cash flow 

Homework Write 

Questions 147-167 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

25 

Read Aloud 147-167  

Test 5 Part 7 

Questions 168-200 

Homework Write 

Questions -168~200 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

26 

Read Aloud 168-200  

Test 6 Part 1~4 

Homework Write 

Questions 1~4 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

27 

Test 6 part 5  

Read Aloud  

Crossword Pair work 

Homework Write 

Part 5 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 
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28 

Read Aloud Part 5  

Test 6 Part 6  

Read Aloud 

Crossword Pair work 

Homework Write 

Part 6 

Test6 Part 7 147-167 

Homework Write 

Questions 147-167 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

29 

Read Aloud 147-167  

Test 6 Part 7 

Questions 168-200 

Homework Write 

Questions -168~200 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

30 

Read Aloud 168-200 

Review Test 

Techniques 

宿題用ノート１冊（ルーズリー

フ不可）、 

A４クリアファイル、英語辞書 

テキストの授業で行った所の

復習を行う事。 

 

90 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

Practical task-based exercises, incorporating diagnostic tests, listening, reading, discussion, pair-

work and shadowing. 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

UNHCR Project Leader Cambodian Refugee Interpreter Training 

JICA Japanese Medical Teams in Thailand Interpreter Training 

Thai Medical Staff Interpreter Training 

Corporate Trainer Business English 

Corporate Trainer Business English for Foreign Assignments 

実務経験と授業科目との関連性 

The aim of this course is to enjoy foreign language training. and at the same time to develop 

practical business English skills. 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

実用英語検定対策講座１（Preparation Course  

1 for the EIKEN Test in Practical English 

Proficiency） 

 

担当教員 
太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分  
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
０ 配当年次 

１～４

年次 
開講期 前期 

科目特性 資格対応科目、知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

実用英語検定２級・準１級に対応し、読み、書き、聴き、話す４技能の活用を通じて、国際交流や外

資系企業での業務に対応できる英語コミュニケーションを学ぶ。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力、および専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

◆テキストの設問に沿って、イディオム、リスニングコンプリヘンション、読解、作文、スピーチ、

英語の基礎的知識の確認作業と解説を行う。必要に応じて、補足説明を行う。 

◆英検の過去問を模試として解くことで、２級・準１級の受験対策を実践的に行う。 

◆授業前にその回で扱う教材の Vocabulary を辞書で確認し、自習用 CD を聞いてくること。 

◆必ず復習をし、正解できなかった問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 基礎的な英語を理解できる。イディオム、リスニングコンプリヘンション、読解、作文、スピ

ーチなど、英語の基礎的知識を理解し、運用できる。 

(ii) 英語対話力の基礎を身につけている。 

(iii) 異文化へ興味をもち、理解を深めることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

Nishihara, Toshiaki ほか（最新版）, Cultural Encounters,（センゲージラーニング） 

⑦ 参考図書・指定図書 

『2020 年度版 英検準１級過去６回全問題集ＣＤ』、旺文社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i) 基礎的な英語の理解 80％       80% 

(ii) 英語対話力の基礎   10%     10% 

(iii) 異文化への理解      10%  10% 

フィードバックの方法 課題は、添削して返却し解説するとともに、授業への参加・意欲は、

Activity への積極的取組、参加を評価する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

シラバスを事前に確認した上、リスニング教材の添付ＣＤを活用し、予習、復習を充分行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
.Introduction, Practice Exam 

1, On-Campus Facilities (1) 

テキスト、筆記

用具 

資格の効用、テキスト pp.6－pp.8、

配布プリント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

2 
On-Campus Facilities (2) 

動詞、受動態 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.9 – pp.11、配布プリン

ト、ＣＤの予習・復習、 

60 分 

3 
Classroom Expectations (1) 

Practice Exam 2 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp12 – pp.14、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

4 
Classroom Expectations (2) 

動詞、不定詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp15 – pp.17、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

5 
Roommates Wanted (1) 

Practice Exam 3 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.18 – pp.20、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

6 
Roommates Wanted (2) 

動詞、現在完了 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.21 – pp.23、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

7 
Tutoring (1) 

Practice Exam 4 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp24 – pp.26、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

8 
Tutoring (2) 

名詞、関係代名詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp27 – pp.29、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

9 
A Blind Date Disaster (1) 

名詞、動名詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.30 – pp.32、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

10 
A Blind Date Disaster (2) 

形容詞、比較級 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.33 – pp.35、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 
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11 
Marriage Announcement (1) 

Practice Exam 5 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.36 – pp.38、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

12 
Marriage Announcement (2) 

形容詞、分詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.39 – pp.41、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

13 
Chemistry (1) 

Practice Exam 6 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.42 – pp.44、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

14 
Chemistry (2) 

副詞、関係副詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.45 – pp.47、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

15 
Course Wrap Up 

Comprehension Exam 

テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。設問、コミュニケーションは、学生が順次対応し、教師が解説・

評価する。数回の提出課題に関して、返却時に評価、考察を行い、学習内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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令和３（2021）年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

実用英語検定対策講座２（Preparation Course 

2 for the EIKEN Test in Practical English 

Proficiency） 

 

担当教員 
太田 惠子 

（オオタ ケイコ） 

科目区分  
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
０ 配当年次 

１～４

年次 
開講期 後期 

科目特性 資格対応科目、知識定着・確認型ＡＬ 

 

① 授業のねらい・概要 

実用英語検定準１級・１級に対応し、読み、書き、聴き、話す４技能の活用を通じて、国際交流や外

資系企業での業務に対応できる英語コミュニケーションを学ぶ。 

 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

職業人として通用する能力、および専門的知識・技能を活用する能力を養う。 

 

 

③ 授業の進め方・指示事項 

◆テキストの設問に沿って、イディオム、リスニングコンプリヘンション、読解、作文、スピーチ、

英語の基礎的知識の確認作業と解説を行う。必要に応じて、補足説明を行う。 

◆英検の過去問を模試として解くことで、準１級・１級の受験対策を実践的に行う。 

◆授業前にその回で扱う教材の Vocabulary を辞書で確認し、自習用 CD を聞いてくること。 

◆必ず復習をし、正解できなかった問題に関しては正解できなかった理由を十分考え、理解すること。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

特になし 

⑤ 標準的な達成レベルの目安 

(i) 基礎的な英語を理解できる。イディオム、リスニングコンプリヘンション、読解、作文、スピ

ーチなど、英語の基礎的知識を理解し、運用できる。 

(ii) 英語対話力の基礎を身につけている。 

(iii) 異文化へ興味をもち、理解を深めることができる。 

⑥ テキスト（教科書） 

Nishihara, Toshiaki ほか（最新版）, Cultural Encounters,（センゲージラーニング） 

⑦ 参考図書・指定図書 

『2020 年度版 英検１級過去６回全問題集ＣＤ』、旺文社 
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⑧ 学習の到達目標とその評価の方法、フィードバックの方法 

具体的な学習到達目標 試験 小テスト 課題 レポート 
発表・ 

実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 80％  10%   10%  100% 

(i) 基礎的な英語の理解 80％       80% 

(ii) 英語対話力の基礎   10%     10% 

(iii) 異文化への理解      10%  10% 

フィードバックの方法 課題は、添削して返却し解説するとともに、授業への参加・意欲は、

Activity への積極的取組、参加を評価する。 

 

⑨ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

シラバスを事前に確認した上、リスニング教材の添付ＣＤを活用し、予習、復習を充分行うこと。 

 

⑩ 授業計画と学習課題 

回

数 
授業の内容 持参物 授業外の学習課題と時間（分） 

1 
.Introduction, Practice Exam 

1 

テキスト、筆記

用具 

英語資格を理解する。配布プリント

を復習する。 

60 分 

2 
Pre-Wedding Parties (1) 

助動詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.48 – pp.50、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

3 
Pre-Wedding Parties (2) 

前置詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.51 – pp.53、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

4 
Driving in the United States 1 (1) 

Practice Exam 2 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.54 – pp.56、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

5 
Driving in the United States 1 (2) 

接続詞 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.57 – pp.59、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

6 
Driving in the United States 2 (1) 

Practice Exam 3 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.60 – pp.62、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

7 
Driving in the United States 2 (2) 

分詞構文 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.63 – pp.65、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

8 
Pastime (1) 

Practice Exam 4 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.66 – pp.68、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

9 
Pastime (2) 

仮定法 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.69 – pp.71、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

10 
Relaxing Time (1) 

Practice Exam 5 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.72 – pp.74、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 
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11 
Relaxing Time (2) 

構文 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.75 – pp.77、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

12 
Words of Encouragement (1) 

Practice Exam 6 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.78 – pp.80、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

13 
Words of Encouragement (2) 

熟語 

テキスト、筆記

用具 

テキスト pp.81 – pp.83、配布プリ

ント、ＣＤの予習・復習 

60 分 

14 
Comprehension Exam 1 

慣用句 

テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 

15 
Comprehension Exam 2 

Course Wrap Up 

テキスト、筆記

用具 

テキスト、配布プリント、ＣＤの復

習 

60 分 

 

⑪ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型ＡＬを採用する。設問、コミュニケーションは、学生が順次対応し、教師が解説・

評価する。数回の提出課題に関して、返却時に評価、考察を行い、学習内容をフィードバックする。 

 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑫ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

 

 

実務経験と授業科目との関連性 
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